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特長

●HF/50/144/430/1200MHzのオールモードマルチバンダー

HF帯オールバンドに加え、50/144/430/1200MHz（TS-2000S/ Vは1200MHzバンド追加のバージョンアップ可能）を1つ
の筺体に凝縮したオールモードマルチバンダ－です。これ1台あれば、海外DXからローカル運用まで、主なアマチュア
無線のバンドとモードをほとんどカバーします。

●DSP処理で基本性能を発揮
メイン・バンドIF DSP、サブ・バンドAF DSP対応で、DXには欠かせない雑音/混信除去で威力を発揮。また、V/ UHFそしてサテライ

ト運用でもIF DSPの性能を発揮します。

●同時受信可能なサブ・バンド搭載
メイン・バンドはHF/ 50/ 144/ 430/ 1200MHz帯をオールモードで送受信が可能。サブ・バンドには、144/ 430MHz帯（AM/ FMモー
ド）の受信部を単独で搭載しました。メイン・バンドとサブ・バンドの組み合わせにより2波同時受信が可能となり、144/ 430MHz帯

では同一バンド2波同時受信が可能です。

●オートアンテナチューナー内蔵（1.9～50MHzまでのアマチュア無線バンドをカバー）

●サテライト専用メモリーを持ったサテライトモード搭載

●パケットクラスターチューン
本機だけで、HF運用に欠かせないV/ UHFパケットクラスターの情報受信とその内容をLCDに表示することができます。また、パケッ

トクラスターで受信した情報を、瞬時にメイン・バンドへ自動設定を行なうことができます。

●各バンドに対応したANT端子とHFローバンド受信専用アンテナ端子装備

機種間の違い

機種間の違いは次のとおりです。詳細は下記の表をご覧ください。
１.1200MHz帯の有無。
２.送信出力の違い。

付属品
付属品が全てそろっていることを確認してください。

注意：梱包箱などは、移動するときやアフターサービスのご依頼などのために保管しておくことをおすすめします。

D C電源コード‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1

8PDINプラグ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1

7PDINプラグ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1

予備ヒューズ 4A,25A （TS-2000S/SX用）‥‥‥‥‥各1

予備ヒューズ 4A,15A （TS-2000V/VX用）‥‥‥‥‥各1

ねじセット （MB-430用）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1組

保護シート （MB-430用）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4

保証書‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1

J A R L入会申込書‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1

ケンウッド全国サービス網‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1

取扱説明書 （本書）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1

名種機 zHM0021 無有の帯
（力出信送 )( は内 MA ）すで力出

FH 帯 zHM05 帯 zHM441 帯 zHM034 帯 zHM0021 帯

S0002-ST 無 )W52(W001 )W52(W001 )W52(W05 )W5.21(W05 ―

V0002-ST 無 )W5(W01 )W5(W02 )W5(W02 )W5(W02 ―

XS0002-ST 有 )W52(W001 )W52(W001 )W52(W05 )W5.21(W05 )W5.2(W01

XV0002-ST 有 )W5(W01 )W5(W02 )W5(W02 )W5(W02 )W5.2(W01

注意：TS-2000S/Vについては1200MHzバンド追加のバージョンアップが可能です（有料）。詳しくは最寄りのケンウッド・サービスセンターに
お問い合わせください。
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製品を安全にご使用いただくため、この「安全上のご注意」をご使用の前によくお読みください。お読みになった後は、必要
なときにご覧になれるよう大切に保管してください。

絵表示について　
この取扱説明書では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への
損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっ
ています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷
を負う危険が差し迫って生じることが想定される内容を示してい
ます。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷
を負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能
性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容
を示しています。

　　　　絵表示の例　

△記号は、注意（危険・警告を含む）を促す内容があることを告げる
ものです。図の中や近くにある絵や文章は具体的な注意内容を示
しています。

○記号は、禁止の行為であることを告げるものです。図の中や近く
に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）を示しています。

●記号は、行為を強制したり指示する内容を告げるものです。図の
中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントか
ら抜いてください）が描かれています。

・ お客様または第三者が、この製品の誤使用、使用中に生じた故障・その他の不具合およびこの製品の使用によって受け
られた損害につきましては、法令上の賠償責任が認められる場合を除き、当社は一切その責任を負いませんので、あら
かじめご了承ください。

安全上のご注意

　  注意

　  危険

　 警告
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危険

■リニアアンプ（TL-922）の使用について

● リニアアンプの電源プラグをACコンセントに差し込んだ
状態で、入力整合回路のコアーおよび真空管には、絶対
に触れないでください。
高圧の高周波および直流電圧により死亡、感電、けが、故
障、火災の原因となります。入力整合回路のコアーは完
全調整済であり、ブロードな特性のため調整の必要はあ
りません。また真空管の使用電圧は、品種により200～
300Vから50,000V以上にも達します。
お客様による修理は危険ですから、絶対におやめくださ
い。もし不具合の場合は、お買い上げの販売店または当
社サービスセンターにご連絡ください。

● 真空管を取り扱うときには、傷つけないよう十分に注意
してください。
真空管はガラスの真空容器でできているため、ガラスが
破損するとガラスの破片が爆発的に飛散し、けがの原因
となります。

警告

■使用環境・条件

● アマチュア局は、リニアアンプ使用の有無にかかわらず
自局の発射する電波がテレビやラジオやステレオ等の受
信や再生に障害を与えたり、障害を受けているとの連絡
を受けた場合には、電波法令（運用規則258条）に従っ
て直ちに電波の発射を中止し、障害の程度、有無を確認
してください。

● 電子機器（特に医療機器）の近くでは使用しないでくだ
さい。電波障害により機器の故障・誤動作の原因となり
ます。

● 空港敷地内、中継局周辺では絶対に使用しないでくださ
い（電源も入れないでください。）。
運行の安全や無線局の運用・放送の受信に支障をきたす
原因となります。

● 本機を使用できるのは、日本国内のみです。外国では使
用できません。

■設置されるとき

● 電源コードを接続する前に、必ず取扱説明書をお読みに
なり、電源電圧を確認してください。

● 送信時には大きな電流が流れますので、DC電源コード接
続の際は、必ず付属のDC電源コードを使ってください。
火災・感電・故障の原因となります。

● DC電源コード接続の際は極性を間違えないように十分注
意してください。
火災・感電・故障の原因となります。赤の配線はプラス
（＋）極、黒の配線はマイナス（－）極です。

● DC電源コードやAC電源コードを傷つけたり、破損した
りしないでください。
また、重いものをのせたり、加熱したり、ひっぱったり、
無理に曲げたり、ねじったりすると、コードが破損し、火
災・感電・故障の原因となります。

● DC電源コードを加工したり、ヒューズホルダーを取り除
いて使用することは、絶対にしないでください。火災・故
障の原因となります。

● ぬれた手でDCコネクターや電源プラグに触れないでく
ださい。感電の原因となります。

警告

■本機の取り扱いについて

● 長時間の連続送信はしないでください。
発熱のため本体の温度が上昇し、やけどの原因となりま
す。

● この製品は布や布団で覆ったりしないでください。
熱がこもり、火災の原因となります。直射日光を避け、風
通しの良い状態でご使用ください。

● 電源を入れる前に、音量を下げてください。聴力障害の
原因になることがあります。

● この製品に水をかけたり、水が入ったりしないよう、ま
たぬらさないようにご注意ください。
火災・感電・故障の原因となります。

● この製品を水などでぬれやすい場所（風呂場など）では
使用しないでください。
火災・感電・故障の原因となります。

● この製品の近くに小さな金属物や水などの入った容器を
置かないでください。中に入った場合、火災・感電・故障
の原因となります。

● この製品は調整済です。分解・改造して使用しないでく
ださい。
火災・感電・故障の原因となります。

■DC安定化電源の使用について

● 指定以外のDC安定化電源は使用しないでください。
火災・感電・故障の原因となります。

● AC100V以外の電圧で使用しないでください。
火災・感電・故障の原因となります。

● 出力端子に接続するDC電源コードは、必ず付属のヒュー
ズ入りDC電源コードをご使用ください。
火災・感電・故障の原因となります。

● ぬれた手でDC安定化電源の電源プラグに触れたり、抜き
差ししないでください。
感電の原因となります。

● DC安定化電源の電源プラグと他の製品の電源プラグをタ
コ足配線しないでください。
過熱・発火の原因となります。

● DC安定化電源の電源プラグをACコンセントに確実に差
し込んでください。
電源プラグの刃に金属などが触れると、火災・感電・故
障の原因となります。

● DC安定化電源の電源プラグの刃にほこりが付着したまま
使用しないでください。
ショートや過熱により火災・感電・故障の原因となりま
す。

● 出力端子には定格（出力電圧、出力電流）を越えないよ
うに機器を接続してください。
電源トランスに内蔵されている温度ヒューズが切れる原
因となります。この温度ヒューズは交換不可能ですので、
ご注意ください。

■オプションの取り付けについて

● オプションの組み込みでケースを開ける場合は、必ず電
源スイッチを切り、DC電源端子からDCコネクターをと
りはずして（または電源プラグをACコンセントから抜い
て）、取扱説明書をよくお読みになり行ってください。そ
の際、指定以外の場所には、絶対に触れないでください。
火災・感電・故障の原因となります。

安全上のご注意
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警告 注意

■設置されるとき

● この製品とRTTY装置やTNCなどの外部機器のDC電源
を共通にしないでください。
火災・故障の原因となることがあります。

● この製品のDC電源コードやDC安定化電源のAC電源
コードを熱器具に近づけないでください。
コードの被ふくが溶けて火災・感電・故障の原因となる
ことがあります。

● テレビやラジオの近くには設置しないでください。
電波障害を与えたり、受けたりする原因となることがあ
ります。

● RTTY装置やパソコンの近くには設置しないでください。
ノイズを受信する原因となることがあります。

● 直射日光が当たる場所など、異常に温度が高くなる場所
には設置しないでください。
内部の温度が上がり、ケースや部品が変形・変色したり、
火災の原因となることがあります。

● 湿気の多い場所、ほこりの多い場所、風通しの悪い場所
には設置しないでください。
火災・感電・故障の原因となることがあります。

● ぐらついた台の上や傾いた所、振動の多い場所には設置
しないでください。
落ちたり、倒れたりしてけがの原因となることがありま
す。

● 調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気が当たるような場
所には設置しないでください。
火災・感電・故障の原因となることがあります。

● この製品のDC電源端子からDCコネクターをとりはずす
ときや、DC安定化電源の電源プラグをACコンセントか
ら抜くときは、コードを引っ張らないでください。
火災・感電・故障の原因となることがあります。必ずDC
コネクターまたは電源プラグを持って抜いてください。

● この製品を移動させる場合は、必ず電源コードやケーブ
ル等をとりはずしてから行ってください。
電源コードやケーブルが傷つき、火災・感電・故障の原
因となることがあります。

■保守・点検

● この製品のケースは、別売のオプションを取り付ける場
合以外には、開けないでください。
けが・感電・故障の原因となります。内部の点検・修理
は、お買い上げの販売店または当社サービスセンターに
ご依頼ください。

■アンテナを設置されるとき

● アンテナコネクターには50Ω系の同軸ケーブルを使用し
て、50Ωのアンテナを接続してください。また同軸ケー
ブルやアンテナのインピーダンスマッチングをとり、
SWR=1.5以下でご使用ください。
送信出力の低下や電波障害の原因となることがあります。

● 容易に人体などに触れることができないように設置して
ください。
アンテナ線は非常に高い電圧（数kV）になることがある
ため、けが・感電・故障の原因となることがあります。

● 通常、人が出入りできるような場所（屋上やベランダな
ど）にアンテナやアンテナチューナーを設置する場合は、
その高さが人の歩行、その他起居する平面から2.5m以上
離して設置してください（電波法施工規則第22条、第25
条参照）。
けが・感電・故障の原因となることがあります。

● テレビやラジオの近くには設置しないでください。
電波障害を与えたり、受けたりする原因となることがあ
ります。

● 火災・感電・故障・けがに対する保護のため避雷器をご
使用ください。

■異常時の処置について

● 万一、異常な音がしたり、煙が出たり、変な臭いがする
などの異常な状態になった場合は、すぐに電源スイッチ
を切り、DC電源端子からDCコネクターをとりはずし、
DC安定化電源の電源プラグをACコンセントから抜いて
ください。そして煙が出なくなるのを確認してからお買
い上げの販売店または当社サービスセンターにご連絡く
ださい。お客様による修理は、危険ですから絶対におや
めください。
そのまま使用すると、火災・感電・故障の原因となります。

● 万一、内部に水や異物が入った場合や、落としたり、ケー
スを破損した場合は、すぐに電源スイッチを切り、DC電
源端子からDCコネクターをとりはずし、DC安定化電源
の電源プラグをACコンセントから抜いて、お買い上げの
販売店または当社サービスセンターにご連絡ください。
そのまま使用すると、火災・感電・故障の原因となります。

● ヒューズが切れたときは、切れた原因を調べて対策した
後、必ず指定容量のヒューズと交換してください。原因
を調べてもわからない場合やヒューズを交換してもすぐ
にヒューズが切れる場合は、すぐに電源スイッチを切り、
DC電源端子からDCコネクターをとりはずし、DC安定
化電源の電源プラグをACコンセントから抜いて、お買い
上げの販売店または当社サービスセンターにご連絡くだ
さい。
そのまま使用すると、火災・感電・故障の原因となります。

● 雷が鳴り出したら、安全のため早めに電源スイッチを切
り、本機およびDC安定化電源の電源プラグをACコンセ
ントから抜いて、ご使用をお控えください。またアンテ
ナには触れないでください。
雷によっては、火災・感電・故障の原因となります。

● この製品を持ち運ぶときは、落としたり、衝撃を与えな
いようにしてください。けが・故障の原因となります。万
一、この製品を落としたり、ケースを破損した場合は、す
ぐに電源スイッチを切り、DC 電源端子からDCコネク
ターをとりはずし、DC安定化電源の電源プラグをACコ
ンセントから抜いて、お買い上げの販売店または当社
サービスセンターにご連絡ください。
そのまま使用すると、火災・感電・故障の原因となります。

● DC電源コードまたはAC電源コードが傷んだら（しん線
の露出、断線など）、お買い上げの販売店または当社サー
ビスセンターにご連絡ください。
そのまま使用すると、火災・感電・故障の原因となります。

安全上のご注意
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注意 注意

● 良好なアースをとってください。
感電やテレビ、ラジオなどへの電波障害の原因となるこ
とがあります。

● アースをとるときには、ガス管、配電用のコンジットパ
イプ、プラスチック製水道管などに、絶対に接続しない
でください。また、空調機や給水ポンプなど、他の機器
のアースと共用しないでください。
他の機器が誤動作する原因となることがあります。

■本機の取り扱いについて

● アンテナを接続しない状態で、送信しないでください。
火災・故障の原因となることがあります。

● EXT SP（外部スピーカー）端子、MIC（マイクロホン）
端子には指定のスピーカー、マイクロホン以外は接続し
ないでください。
故障の原因となることがあります。

● EXT SP端子にヘッドホンを接続しないでください。
EXT SP端子は外部スピーカー専用端子で、大出力が出
て、耳を悪くする原因となることがあります。ヘッドホ
ンは、PHONES端子に接続してください。

● ハンディートランシーバーをこの製品に近づけないでく
ださい。
ハンディートランシーバーから雑音が聞こえる原因とな
ることがあります。その場合は、ハンディートランシー
バーをこの製品から離してください。

● 旅行などで長期間この製品をご使用にならないときは、
安全のため必ず電源スイッチを切りDC電源端子からDC
コネクターをとりはずし、DC安定化電源の電源プラグを
ACコンセントから抜いてください。

■リニアアンプの使用について

● TL-922の真空管を取り付ける前に、必ず次のことを確認
してください。
・ 電源プラグがACコンセントから抜かれていること
・ METERスイッチをHVとし、その指示が“０”を指し

ていること
● リニアアンプを設置されるときは、リニアアンプの取扱

説明書に従い、周辺に通風スペースを十分にとってくだ
さい。

● リニアアンプは重量がありますので、設置されるときは、
しっかりとした水平な台または机に設置してください。

● 電源は、リニアアンプの定格より余裕のあるものを用意
してください。
たとえば、家庭用の30AブレーカーによるACラインに
て、リニアアンプと他の製品（クーラーや冷蔵庫など）を
共用した場合には、それぞれの定格電流の合計が30A以
内でも、それぞれの電源スイッチ、またはサーモスタッ
トが入った瞬間に、ブレーカーが作動してしまうことが
ありますので、ご注意ください。

● リニアアンプとアンテナ、無線機との接続は確実に行っ
てください。
火災・感電・故障の原因となることがあります。

● リニアアンプを使用されるときのアンテナは、許容入力
電力がリニアアンプの最大出力以上のアンテナをご使用
ください。
ビームアンテナ等で、トラップやコイルが挿入されてい
るアンテナの場合、入力電力がアンテナの規格を越える
と、それらのコイルが焼損する原因となることがありま
す。

● リニアアンプを使用されるときのアンテナは、SWRの低
い（1.5以下）アンテナをご使用ください。
火災・感電・故障の原因となることがあります。

● 良好なアースをとってください。
感電やテレビ、ラジオなどへの電波障害の原因となるこ
とがあります。

● リニアアンプによってはCWフルブレ ークイン動作でき
ない機種があります（TL-922はできません）。リニアアン
プの取扱説明書をご確認の上、操作してください。
故障の原因となることがあります。

■保守・点検

● お手入れの際は、安全のため必ず電源スイッチを切りDC
電源端子からDCコネクターをとりはずし、DC安定化電
源の電源プラグをACコンセントから抜いてください。

● 水滴が付いたら、乾いた布でふきとってください。汚れ
のひどいときは、水で薄めた中性洗剤をご使用ください。
シンナーやベンジンは使用しないでください。

安全上のご注意
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アンテナの設置と接続

アンテナ系統はアンテナ、同軸ケーブルおよびアースから成
り、十分注意して設置することにより本機は高性能を発揮し
ます。正しく調整された50Ωのアンテナ、50Ω系の同軸ケー
ブルおよび接続コネクターを使用してください。接続箇所は
すべて汚れを取り除いた状態でしっかりと締め付けてくださ
い。

接続が終わったら、SWRが1. 5以下となるように同軸ケーブ
ルとアンテナのインピーダンスを合せてください。SWRが高
いと送信出力が低下し、ラジオやテレビなど家電製品への電
波障害を与えたり、本機にも障害を与える場合があります。
信号が歪んでいるというレポートを受けたときは、アンテナ
が効率的に送信していない可能性があります。

HF/ 50MHz用のアンテナは本機背面のANT 1コネクターに接
続します。HF/ 50MHz用のアンテナを2本使用する場合は、
第2アンテナをANT 2コネクターに接続します。144 MHz、
430 MHz、および1200 MHz（TS-2000S/ Vはバージョンアッ
プ可能）用のアンテナは本機背面にあるそれぞれのアンテナ
コネクターに接続します。

必要な周辺機器（別売のオプションを含む）を本機 
に接続します（→p.3, 85～90）。 
参考： 
 

アンテナの設置と接続（→p.1）。 

アースの接続（→p.2）。 

アンテナ系統や火災・感電・故障・けがを避ける 
ための避雷器の設置（→p.2）。 

DC電源の設置と接続（→p.2）。 

・ マイクロホン ・ ヘッドホン 
・ アンテナ・チューナー ・ 外部スピーカー 
・ 電鍵またはマニュピレーター ・ RTTY設備 
・ パソコン ・ リニアアンプ 
・ TNC／MCP ・ モービルマウンティン 
・ RC-2000モービル　　 　　グブラケット 
　　コントローラー 

EXT. SP2
8ΩPANELCOM

ANT 2 ANT 1

ANT
144

AT ANT 1.2G

DC
13.8V

ANT
430

EXT. SP1
8Ω ACC2EXT. CONT REMOTE

HF
RX ANT

PADDLEKEYGND

2 1

ANT 2 
HF/50MHz 
（M型） 

ANT 1 
HF/50MHz
（M型） 

 ANT  
1200MHz（TS-2000S/ Vはバージョンアップ可能） 
（N型） 

ANT  
430MHz 
 （N型） 

ANT  
144MHz 
 （M型） 

警告：

◆ アンテナを接続しないで送信を行なうと、本機を破損する場
合があります。必ず送信前に本機にアンテナを接続してくだ
さい。

◆ 固定局で使用する場合は、火災、感電、故障、けがを避ける
ため、避雷器の取り付けをお薦めします。

注意： アンテナのSWRが2. 5より高くなると、本機の保護回路が
動作します。SWRの低いアンテナを使用してください。
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アースの接続

感電などの危険を避けるため、アースを正しく接続してくだ
さい。まず1本または数本のアース棒か、大きな銅板を地中
に埋め、これを本機のGND端子に接続します。この接続には
太めの導線か、できるだけ短く切った銅の帯金を使います。
ガス管、配電用のコンジット・パイプ、プラスチック製水道
管などは、絶対にアースに使わないでください。

避雷器

落雷による火災、感電、故障、けがを避けるためには、避雷
器を設置する以外にも方法があります。家の外に設置してあ
るアンテナ接続パネルのところでアンテナ系統の接続を外し
ます。次にこのアンテナ接続パネルを地面から引いたアース
線に接続し、本機とアンテナ接続パネルを接続します。雷が
発生したときはこのアンテナ接続パネルと本機を分離すれば、
より安全です。

DC電源の接続

本機を使用するには、DC13. 8VのDC安定化電源が必要で
す。直接ACコンセントに接続することはできません。付属
のDC電源コードを使って本機をDC安定化電源に接続して
ください。DC安定化電源の電流容量はTS-2000S/SXが20.
5A、TS-2000V/VXが15A以上必要です。

まず、DC電源コードをDC安定化電源に接続します：
赤色の導線をプラスの端子に、黒色の導線をマイナスの端子
に接続します。
次にDC電源コードを本機のDC13. 8V電源コネクターに接続
します。
電源コネクターに奥までしっかりと押し込んでください。

注意：

◆ DC電源コードを接続する前に、必ずDC安定化電源の電源スイッ
チを切ってください。

◆ すべての接続が終了するまではDC安定化電源の電源プラグを
ACコンセントに差さないでください。

◆ 指定以外のDC安定化電源は使用しないでください（→p. 95）。

補助足の利用

本機の下側に補助足がついています。パネル面を上向きにし
たいときは、図のように補助足を手前に引いてください。

ヒューズの交換

もしヒューズが切れた場合は、原因を調べて対策した後、必
ず指定容量のヒューズと交換してください。もし新しい
ヒューズでも切れてしまう場合は、DC安定化電源の電源プ
ラグを抜き、ケンウッドのサービスセンターか、あるいはお
買い上げの販売店にご連絡ください。外部アンテナチュー
ナー用のヒューズ交換は、94ページをご覧ください。

所場のズーュヒ 量容流電のズーュヒ

部内機本
（ 49.p ）

A4
( 用ーナーュチ・ナテンア部外 )

の属付 CD ルブーケ源電 A52 （ XS/S0002-ST ）
A51 （ XV/V0002-ST ）
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アクセサリーの接続

前面パネル

■ ヘッドホン（PHONES）

モノラルまたはステレオのヘッドホン（4～32Ω／プラ
グはφ6. 3mm）を使用できます。ヘッドホンを接続する
と、内蔵スピーカー（またはオプション（別売）の外部ス
ピーカー）からは音が出なくなります。

■ マイクロホン（MIC）

インピーダンス250～600Ωのマイクロホンを使用でき
ます。マイクロホンからのプラグを本機のMIC コネク
ターに完全に差し込み、固定リングを時計方向に回して
しっかりと締め付けてください。本機に適合するマイク
ロホンはオプション（別売）のMC-43S、MC-52DM、MC-
60S8、MC-80、MC-90です。MC-44、MC-44DM、MC-
45、MC-45DMは、本機には使用できません。

背面パネル

■ 外部スピーカー（EXT. SP1／EXT. SP2）

本機には、2つの異なる受信部があります。そのため、外
部スピーカーを接続すると、2つの音声を別々に出力でき
ます。通常は両方の音声を1個の内蔵スピーカーから出力
します。
背面パネルには、2個の外部スピーカー用のジャックがあ
ります。外部スピーカーをEXT. SP1に接続すると、本機
の内蔵スピーカーから音声が出なくなります。外部ス
ピーカーをEXT. SP2に接続すると、接続した外部スピー
カーと内蔵スピーカーの両方から音声が出ます。外部ス
ピーカーはインピーダンス4～8Ω（標準8Ω）、プラグ
はφ3. 5mmで2極（モノラル）のものを使用できます。

危険：

EXT. SP1/EXT. SP2ジャックは外部スピーカー専用の端子です。
大きな音を出せるので、ヘッドホンを接続すると、耳を悪くする
ことがあります。ヘッドホンは接続しないでください。

■ CWのためのキー（PADDLE／KEY）

内蔵のエレクトロニック・キーヤーを使ってCWを運用
するには、パドルをPADDLEジャックに接続します。パ
ドルにはφ6. 3mmで3極のプラグを使用します。

内蔵のエレクトロニック・キーヤーを使わずにCWを運
用するには、電鍵、バグキー、エレクトロニック・キーヤー
またはMCP（マルチモード・コミュニケーション・プロ
セッサー）からのプラグをKEYジャックに接続します。プ
ラグはφ3. 5mmで2極のものを使用します。外部エレク
トロニック・キーヤーまたはMCPは、プラスのキーイン
グを使います。キーと本機はシールド線で接続してくだ
さい。

注意：内蔵キーヤーについての詳しい説明は、“エレクトロニッ
ク・キーヤー”をご覧ください（→p. 42）。
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r [MAIN]を押し、VFO Aが選ばれていることを確認します。
“  A”が表示されます。表示されていない場合は、[A/ B]
を押して“  A”を表示させます。

t ノイズが適当な大きさで聞こえるまで、MAIN AFつまみ
をゆっくりと時計方向に回します。

y [＋]/ [－]を押してHF/50MHzのアマチュア無線バンドを
選びます。

u [LSB/ USB/ AUTO]、[CW/ FSK/ REV]または[FM/ AM/
NAR]を押し、運用モードを選びます。

・ それぞれのキーの2番目のモードを選ぶには、同じボ
タンをもう一度押してください。たとえば、[LSB/
USB/ AUTO]を押すたびにLSBとUSBのモードが切
り替わります。

i FMを選んだ場合は、ノイズ音が聞こえなくなる位置まで
MAIN SQLつまみをゆっくりと時計方向に回します。

・ MAINバンドLED（[MIC/ CAR]の上）が消灯します。

・ LSBかUSBを選んだ場合はこの操作を飛ばして次へ
進んでください。

o 同調つまみかMULTI/ CHつまみを回して、周波数を合わ
せます。

この章では、本機を初めて操作する場合に必要なキーやつまみについ
て説明をします。

q つまみを以下のようにセットしておきます。

・ MAIN AF ：反時計方向いっぱいに回す

・ MAIN RF GAIN ：時計方向いっぱいに回す

・ MAIN SQL ：反時計方向いっぱいに回す

w DC安定化電源の電源を入れます。

e [ ]（POWER）を電源が入るまで押し続けると電源が入
り、“HELLO”が表示された後、周波数やSメーターなど
が表示されます。

・ 電源を入れる際、2秒以上押し続けると電源が切れま
すのでご注意ください。

・ 電源を入れた後、もう一度[ ]（POWER）を押し続け
ると電源が切れます。

FILTER

S 1 3 5 7 9 20 40 60dB

PWR
10 25 50 100W

ALC

基本的な操作について説明します。詳細については8ページ以降をご覧ください。
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送　信

PF

F LOCK A

1
CH1/REC

2
CH2/REC

3
CH3/REC

4
TONE/SEL

5
METER

6
CTCSS/SEL

7
NB/LEVEL

8
AGC/OFF

9
FINE/STEP

.DCS/SEL

0
SHIFT/OFFSET

ENT

SEND

PHONES

MIC

AT

ANT1/2

PROC

LEVELVOX

ATT PRE
LEVEL

LEVEL

LEVEL

MANUAL

LO/
WIDTH

HI/
SHIFT

N.R.
A.N.

B.C.

F
U

N
C

C
A

LL
C

.IN

CLR

MAIN

AUTO
CAR

TX MONI

DELAY NAR

REV
MIC

PWR

KEY

LSB
USB

CW
FSK

FM
  AM

SUB

DISP

SEL

1MHz CTRL

MR

MG.SEL

M.IN
QUICK MEMO

M/S REV

TRACE
MAIN

MANUAL
RF

AF

SQL

SUB

CHMULTI
BC MAIN

GAIN

VFO/CH

MENU TF-
SET

MAIN SUB

SG.SEL

SCAN M VFO M.IN

RIT
CW  TUNE 9.6k STA

RIT/SUB

CON

XIT
ALT

SET

CLEAR

P.C.T

_ +

HF/VHF/UHF ALL MODE MULTI BANDER TS-2000

SATL

A/B

VFO/M

SPLIT

A=B

ro

ti

we

q u

q 同調つまみかMULTI/ CHつまみを回して、使用されてい
ない周波数を選びます。

w [AT/ ANT 1/2]を短く押します。

・“ ”が表示されます。

FILTER

S 1 3 5 7 9 20 40 60dB

PWR
10 25 50 100W

ALC

e 内蔵アンテナ・チューナーが動作するまで[AT/ ANT 1/ 2]
を押し続けます。

・“ ”が点滅を始めて[MIC/ CAR]の上のMAINバン
ドLEDが赤く点灯します。

FILTER

S 1 3 5 7 9 20 40 60dB

PWR
10 25 50 100W

ALC

・ チューニングは20秒以内に終了します。終了すると
“ ”の点滅が止まります。

・ チューニングが 20 秒以内に終了しない場合は、エ
ラー・ビープ音が鳴ります。[AT/ ANT 1/ 2]を押してエ
ラー・ビープ音を止め、チューニングを中止します。
[AT/ ANT 1/ 2]を押さないとチューニングは約60秒間
続きます。アンテナ系統をチェックして、もう一度操
作1からやり直してください。

注意：チューニング中にカチカチと音が聞こえますが、これはアンテ
ナチューナーが動作する音で故障ではありません。

r LSB、USBまたはAMを選んだ場合は、[MIC/ CAR]を押し
てマイク・ゲインを調整します（→u）。

・“MIC GAIN 50”が表示されます。

・ FMを選んだ場合はこの操作を飛ばして次へ進んでく
ださい。

t [SEND]を押します。

・ MAINバンドLEDが赤く点灯します。

y マイクロホンに向かって話します。

u LSB/ USBの場合：マイクロホンに向かって話しながら
MULTI/ CHつまみを回して、ALCメーターが適度に振れ
るようにマイク・ゲインを調整します（ALCゾーンを越
えないように注意してください）。

PWR
10 25 50 100W

FILTER

S 1 3 5 7 9 20 40 60dB

ALC

AMの場合：マイクロホンに向かって話しながらMULTI/
CHつまみを回して、PWRメーターが適度に振れるよう
にします（ALCゾーンを越えないように注意してくださ
い）（→p. 29）。

・ FMを選んだ場合は、この操作を飛ばして次へ進んで
ください。

i 話が終わったら、もう一度[SEND]を押して受信モードに
戻ります。

o [MIC/ CAR]を押して、マイク・ゲインの調整を終了しま
す。

注意：FMモードでマイク・ゲインを調整する場合は、メニューNo.
41（→p. 28）を選んでください。
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基本的な操作について説明します。詳細については8ページ以降をご覧ください。
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この章では、本機を初めて操作する場合に必要なキーやつまみについて説明します。

q つまみを以下のようにセットしておきます。

・ MAIN AF ：反時計方向いっぱいに回す

・ MAIN RF GAIN ：時計方向いっぱいに回す

・ MAIN SQL ：反時計方向いっぱいに回す

w DC安定化電源の電源を入れます。

e [ ]（POWER）を電源が入るまで押し続けると電源が入
り、“HELLO”が表示された後、周波数やSメーターなど
が表示されます。

・ 電源を入れる際、2秒以上押し続けると電源が切れま
すのでご注意ください。

・ 電源を入れた後、もう一度[ ]（POWER）を押し続け
ると電源が切れます。

FILTER

S 1 3 5 7 9 20 40 60dB

PWR
10 25 50 100W

ALC

r [MAIN]を押し、VFO Aが選ばれていることを確認します。
“  A”が表示されます。表示されていない場合は、[A/ B]
を押して“  A”を表示させます。

t ノイズが適当な大きさで聞こえるまで、MAIN AFつまみ
をゆっくりと時計方向に回します。

y [＋]/ [－]を押して、144MHzまたは430MHzのアマチュア
バンドを選びます。

FILTER

S 1 3 5 7 9 20 40 60dB

PWR
10 25 50 100W

ALC

u 運用中のモードが F M であることを確認します。
FMになっていない場合は、[FM/ AM/ NAR]を押してFMを
選びます。

i ノイズが聞こえなくなる位置までMAIN SQLつまみを時
計方向にゆっくり回します。

・ MAINバンドLED（[MIC/CAR]の上）が消灯します。

o 同調つまみかMULTI/ CHつまみを回して、周波数を合わ
せます。
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q 運用中のモードが F M であることを確認します。
FMになっていない場合は、[FM/ AM/ NAR]を押してFMを
選びます。

w 同調つまみかMULTI/ CHつまみを回して、周波数を合わ
せます。使用されていない周波数を選びます。

e [SEND]またはマイクロホンの[PTT]を押します。

・ MAINバンドLED（[MIC/ CAR]の上）が赤く点灯しま
す。

r マイクロホンに向かって話します。

FILTER

S 1 3 5 7 9 20 40 60dB

PWR
10 25 50 100W

ALC

t 話が終わったら、もう一度[SEND]を押すか、マイクロホ
ンの[PTT]を離して受信モードに戻ります。
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前面パネル
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!2

!1 !3

!0

w

q PFキー

このファンクション・キーには、現在の機能を変更して別
の機能を割り当てることができます（→p. 78）。お買い上
げ時の設定はVOICE1になっています（→p. 78）。

w 電源スイッチ

押し続けると（2秒以内）電源が入ります。もう一度押す
と、電源が切れます（→p. 4, 6）。

e ATT/ F LOCKキー

アッテネーターのON/ OFFが切り替わります（→p. 73）。
[FUNC]、[ATT/ F LOCK]の順に押すと、周波数ロック機能
のON/ OFFが切り替わります（→p. 77）。

r PRE/ LOCK Aキー

プリアンプのON/ OFF が切り替わります（→p. 57）。
[FUNC]、[PRE/ LOCK A]の順に押すと、すべてのキーを
ロックします（→p. 77）。

t VOX/ LEVELキー

音声を送信するモードの場合、VOXのON/ OFFが切り替
わります（→p. 39）。CWモードでは、ブレーク・イン機
能のON/ OFF が切り替わります（→p. 42）。[FUNC]、
[VOX/ LEVEL]の順に押してMULTI/ CHつまみを回すと、
VOX操作時のマイク入力レベルの調整ができます。VOX
機能が動作中は、VOXキーのLEDがオレンジ色に表示さ
れます。

y PROC/ LEVELキー

送信用のスピーチ・プロセッサーのON/ OFFが切り替わ
ります（→p. 40）。[FUNC]、[PROC/ LEVEL]の順に押して
MULTI/CHつまみを回すと、スピーチ・プロセッサーの入
力レベルを調整できます。スピーチ・プロセッサー機能が
動作中は、PROCキーのLEDがオレンジ色に表示されま
す。

u SENDキー

送信モードと受信モードが切り替わります（→p. 5, 7）。

i AT/ ANT1/2キー

このキーは内蔵アンテナ・チューナー（→p. 72）、または
外部アンテナ・チューナーを動作させます。[FUNC]、[AT/
ANT1/2]の順に押すと、HF/ 50MHzバンド用にアンテナ1
またはアンテナ2のどちらかを選べます。

o PHONESジャック

このジャックにヘッドホンを接続します。プラグを差し
込むと、スピーカーからの音声は聞こえなくなります
（→p. 3）。

!0 MICコネクター

オプション（別売）のマイクロホンを接続し、コネクター
固定リングでしっかりと締め付けます（→p. 3）。

!1 N.R./ LEVELキー

DSPノイズ・リダクション機能のON/ OFFが切り替わり
ます。[FUNC]、[N.R./ LEVEL]の順に押してMULTI/CHつ
まみを回すと、ノイズ・リダクション・レベルが調整でき
ます。調整を終わらせるにはもう一度、[FUNC]、[N.R./
LEVEL]の順に押します（→p. 56）。

!2 A.N./ LEVELキー

DSPオート・ノッチ機能のON/ OFFが切り替わります。
[FUNC]、[A.N./ LEVEL]の順に押してMULTI/CHつまみを
回すと、オート・ノッチ・レベルが調整できます。調整を
終わらせるにはもう一度[FUNC]、[A.N./ LEVEL]の順に押
します（→p. 56）。

!3 B.C./ MANUALキー

DSPオート・ビート・キャンセル機能のON/ OFFが切り
替わります。[FUNC]、[B.C./ MANUAL]の順に押して
MANUAL/ BCつまみを回すと、ビート・キャンセル周波
数を調整できます。調整を終わらせるにはもう一度、
[FUNC]、[B.C./ MANUAL]の順に押します（→p. 56）。
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!6

!4 !5 !8

!7

!4 数字／多機能キー

このキーは12個のキーから成り、それぞれが数字データ
の入力や、以下の機能で使われます：

・ 1/ CH 1/ RECキー、2/ CH 2/ RECキー、3/ CH 3/ REC
キー
CWメッセージの録音、再生または送信時使用します（→p.
43）。また、DRU-3A（オプション）を取り付けて音声を録音、
再生または送信する時にも使用します（→p. 82）。

・ 4 / TONE/ SELキー
レピーターを使用するときのトーン機能のON/ OFFが切り
替わります。[FUNC]、[4/ TONE/ SEL]の順に押して、MULTI/
CHつまみ（→p. 33）を回すと、トーン周波数を選べます。

・ 5/ METERキー
メーターを選びます（→p. 19）。

・ 6/ CTCSS/ SELキー
FM モードのCTCSS 機能のON/OFF が切り替わります。
[FUNC]、[6/ CTCSS/ SEL]の順に押して、MULTI/ CHつまみ
を回すとCTCSS周波数を選べます（→p. 35）。

・ 7/ NB/ LEVELキー
ノイズ・ブランカー機能のON/ OFF が切り替わります。
[FUNC]、[7/ NB/ LEVEL]の順に押して、MULTI/ CHつまみ
を回すと、ノイズ・ブランカー・レベルを調整できます
（→p. 57）。

・ 8/ AGC/ OFFキー
オートゲイン・コントロールの時定数の調整ができます。
[FUNC]、[8/ AGC/ OFF]の順に押すと、オートゲイン・コン
トロール機能のON/OFFが切り替わります（→p. 38）。

・ 9/ FINE/ STEPキー
より正確に同調できるファイン・チューニング機能が動作し
ます（→p. 38）。[FUNC]、[9/ FINE/ STEP]の順に押すと、
M U L T I /  C H のステップの切り換えができます
（→p. 37）。

・ ・/ DCS/ SELキー
デジタル・コード・スケルチ（DCS）機能のON/OFFが切り
替わります。[FUNC]、[・/ DCS/ SEL]の順に押してMULTI/ CH
つまみを回すと、目的のコードを選べます（→p. 36）。

・ 0/ SHIFT/ OFFSETキー
FM モードでレピーターを呼び出すときの、シフト機能の
ON/ OFFが切り替わります。[FUNC]、[0/ SHIFT/ OFFSET]の
順に押して、MULTI/ CHつまみを回すと、オフセット周波数
を選べます（→p. 32）。

・ ENTキー
テンキーで目的の周波数が直接入力できます（→p. 37）。

!5 FUNCキー

それぞれのキーに割り当てられた2番目の機能を選びま
す。2番目の機能が動作できる状態(ファンクションモー
ド)になると、FUNCキーのLEDがオレンジ色に表示され
ます。

!6 MIC/ CARキー

マイク・ゲインを調整します（→p. 20）。

スピーチプロセッサー機能がONの時は、スピーチプロ
セッサー出力レベルを調整します（→p. 40）。

CW、FSKおよびAMモードで[FUNC]、[MIC/ CAR]の順に
押してMULTI/ CHつまみを回すと、キャリア・レベルを
調整できます（→p. 29,30）。

!7 PWR/ TX MONIキー

送信出力を調整します（→p. 20）。[FUNC]、[PWR/ TX
MONI]の順に押してMULTI/ CHつまみを回すと、送信信
号のモニターレベルを調整できます（→p. 79）。

（サイドトーンレベルはメニューで調整します→p. 30）

!8 KEY/ DELAYキー

内蔵エレクトロニック・キーヤーのスピードを調整しま
す。[FUNC]、[KEY/ DELAY]の順に押して、MULTI/ CHつ
まみを回すと、VOXディレイ・タイムまたはCWモード
におけるブレーク・イン・タイム（フル・ブレーク・イン
／セミ・ブレーク・イン・タイム）を調整できます
（→p. 42）。
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!9 LSB/ USB/ AUTOキー

SSB運用のときは、このキーを押してLSBまたはUSB
モードを選べます。[FUNC]、[LSB/ USB/ AUTO]の順に押
すと、オート・モードと交互に切り替わります（→p. 73）。

@0 CW/ FSK/ REVキー

CWモードまたはFSK（周波数シフト・キーイング）モー
ドを選びます（→p. 30, 51）。[FUNC]、[CW/ FSK/ REV]の
順に押すと、サイドバンドのピッチが逆になります。

@1 FM/ AM/ NARキー

FMモードまたはAMモードを選びます（→p. 28）。FMナ
ロー/ AMナローを選ぶ場合は[FUNC]、[FM/ AM/ NAR]の
順に押します（→p. 29）。

@2 CLRキー

いろいろなモードからの復帰、終了またはリセットする
ときに押します。また、メモリー・チャンネルを消去した
り（→p. 62）、メモリー・チャンネルをスキャン・リスト
から除外（ロックアウト）するときにも使います
（→p. 62）。

@3 DISPキー

通常の運用モードとDSPフィルター・モードとが交互に
切り替わります（→p. 55）。キーを1秒以上押すと、ビジュ
アルスキャンを開始します（→p. 70）。

@4 1 MHz/ SELキー

1MHzステップのアップ／ダウン機能のON/ OFFが切り
替わります。MULTI/ CHつまみを回すと、アップ／ダウ
ンします。 [FUNC]、[1 MHz/ SEL]の順に押して、MULTI/
CHつまみを回すと、1ステップの周波数を3段階（1MHz、
500kHz、100kHz）に変えることができます（→p. 37）。
キーを 1 秒以上押すと、MHz スキャンを開始します
（→p. 68）。

@5 同調つまみ

つまみを回して希望の周波数を選びます（→p. 37）。連続
して周波数を変えたいときにご利用ください。

つまみの下側にあるレバーで、同調つまみのトルクを選
ぶことができます。時計方向いっぱいに回すとトルクは
軽くなり、反時計方向いっぱいに回すと重くなります。

@6 CTRLキー

メイン・バンドとサブ・バンドのどちらを操作するかを切
り替えます。送信バンドは切り替わりません。

@7 MENUキー

メニューモードを動作させたり、解除させたりします
（→p. 21）。

@8 TF-SETキー

スプリット運用時に、送信周波数をモニターしたり、変更
します（→p.31）。

@9 ＋（UP）/ －（DOWN）キー

アマチュアバンドを選びます（→p. 18）。また、メニュー
からの選択や（→p. 21）、スキャン機能におけるスタート/
エ ンド周波数をチェックするために使います
（→p. 62）。

#0 MAINキー

運用中の送信周波数、操作するキーやつまみをメイン・バ
ンドへ移します。

#1 SUBキー

運用中の送信周波数、操作するキーやつまみをサブ・バン
ドへ移します。

#2 SCAN/ SG. SELキー

スキャン機能をスタートおよびストップします（→ p.
66）。[FUNC]、[SCAN/ SG.SEL]の順に押すと、グループ・
スキャンが選べます（→p. 69）。

#3 CALL/ C.INキー

選ばれた運用中のバンド（HF/50MHz/ 144MHz/ 430MHz/
1200MHz（TS-2000S/V はバージョンアップ可能））の
コール・チャンネルを呼び出します。[FUNC]、[CALL/ C.
IN]の順に押すと、コール・チャンネルが登録できます
（→p. 75）。
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#4 QUICK MEMOキー

この2つのキーは、クイック・メモリー機能をコントロー
ルします（→p. 64）。

・ MRキー
クイック・メモリーからデータを呼び出します（→p. 65）。

・ M. INキー
クイック・メモリーにデータを登録します（→p. 64）。

#5 SATLキー

サテライト通信モードを動作させます（→p. 53）。

#6 周波数コントロール・キー

この4つのキーは、任意の周波数やVFOあるいはメモ
リー・チャンネルの選択に関連した機能をコントロール
するキーです。

・ A/B/ M/Sキー
VFO AかVFO Bのどちらかを選びます（→p. 18）。サテラ
イト通信モードの場合はアップリンク周波数とダウンリンク
周波数の表示位置を入れ替えます（→p. 54）。

・ SPLIT/ REVキー
異なる周波数で送信と受信ができるスプリット運用のための
キーです（→p. 31）。サテライト通信モードでは、このキー
を押すたびにTRACE REVERSEのON/ OFFを切り替えま
す（→p.54）。

・ VFO/M/ VFO/CHキー
メモリー・チャンネルモード（→p. 59）またはVFOモード
を選べます。サテライト通信モードでは、このキーを押すた
びにサテライト・メモリーのチャンネル可変と周波数可変の
モードが交互に切り替わります（→p. 54）。

・ A=B/ TRACEキー
VFOモードで受信中にVFOAとVFOBを同じデータにしま
す（→p. 31）。サテライト通信モードでは、このキーを押す
たびにTRACE機能のON/ OFFを切り替えます（→p. 54）。

#7 M VFO/ MG. SELキー

メモリー・チャンネルのデータをVFOにコピーします
（→p. 61）。[FUNC]、[M/ VFO/ MG. SEL]の順に押すと、メ
モリーグループ選択モードになります。

#8 M. INキー

メモリー・チャンネルにデータを登録します（→p. 58）。
メモリー・スクロール・モードを選びます（→p. 60）。

#9 RIT/ CW TUNEキー

RIT 機能のON/ OFF が切り替わります（→ p. 38）。
[FUNC]、[RIT/ CW TUNE]の順に押すとCWモードのオー
トゼロイン機能が動作します（→p. 30）。

$0 XIT/ ALTキー

押すたびに XIT 機能の ON/  OFF が切り替わります
（→p. 40）。[FUNC]、[XIT/ ALT]の順に押すたびに1200MHz
バンド（FM）用のALT機能のON/ OFFが切り替わりま
す（→p. 72）。

$1 CLEARキー

R I T /  X I T オフセット幅をゼロにリセットします
（→p. 38, 40）。

$2 SET/ P.C.T.キー

パケット・クラスター・チューニング・モードが動作して
いる場合に押すと、受信したDXクラスター周波数データ
をメイン・バンドにセットします。[FUNC]、[SET/ P.C.T.]
の順に押すたびにパケット・クラスター・チューニングの
ON/OFFが切り替わります（→p. 53）。

$3 TNC の状態表示

・ 9.6k LED
内蔵TNCが9600bpsで運用しているときに表示されます。お
買い上げ時の設定は1200bpsです（→p. 50）。

・ STA LED
内蔵TNCが送信のためにバッファーにデータをためている
とき点灯します。

・ CON LED
他局とコネクトしているときに点灯します。
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$4 RIT/ SUBつまみ

RITまたはXIT機能をONにした後、このつまみを回して
受信周波数、または送信周波数を微調整します
（→p. 38, 40）。

RITとXIT機能がOFFで、サブ・バンドがONになってい
る時には、このつまみを回してサブ・バンドの周波数を調
整します（→p. 45）。

$5 MANUAL BCつまみ

マニュアル・ビート・キャンセルにセットされている時に
つまみを回してビート・キャンセル周波数を調整します
（→p. 56）。

$6 MAIN RF GAINつまみ

つまみを回してメイン・バンドのRFゲインを調整します
（→p. 18）。

$7 MULTI/ CHつまみ

VFOモードの時はつまみを回して運用中の周波数を上げ
たり下げたりします（→p. 37）。メモリー・チャンネル・
モードの時は、つまみを回してメモリー・チャンネルを選
びます（→p. 58）。また、メニュー・モードで、メニュー・
No.を選ぶときにも使われます（→p. 21）。さらに前面パ
ネルで操作する機能の設定を変更するときにも使われま
す。MULTI/ CHのLEDはMULTI/ CHつまみで設定を変
更できるときに点灯します。

$8 MAIN SQLつまみ

メイン・バンドに受信信号がないときに、スピーカー、
ヘッドホンからノイズ音を出さないようにするために使
います（→p. 19）。

$9 MAIN AFつまみ

メイン・バンドの音量調整のために使います（→p. 18）。

%0 SUB SQLつまみ

サブ・バンドに受信信号がないときにスピーカー、ヘッド
ホンからノイズ音を出さないようにするために使います
（→p. 46）。

%1 SUB AFつまみ

サブ・バンドのON/ OFFが切り替わります。ONのとき
はSUBバンドのLEDがオレンジ色に表示されます。

回すとサブ・バンドの音量が調整できます（→p. 46）。

%2 LO/ WIDTHつまみ

このつまみを回してローカットDSPフィルター周波数、
またはフィルター帯域幅（CW/ FSK）の数値を増減させ
ます。選ばれた数値はドット表示部に表示されます（→p.
55）。

%3 HI/ SHIFTつまみ

このつまみを回してハイカットDSPフィルター周波数、
またはシフト周波数の数値を増減させます。選ばれた数
値はサブ・ドット表示部に表示されます（→p. 55）。

%4 MAINバンド LED

メイン・バンドのスケルチが開いている間は、緑色に表示
されます。メイン・バンドで送信中は赤色に点灯します。

%5 SUBバンド LED

サブ・バンドのスケルチが開いている間は、緑色に表示さ
れます。サブ・バンドで送信中は赤色に点灯します。
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q ANT1およびANT2コネクター

HFまたは50MHzのアンテナをANT1に接続します。ア
ンテナが2本ある場合は、ANT2にも接続します。AT-300
を使用する時はANT1に接続します。

w GND端子

アース端子です。必ず良好なアースに最短距離で接続し
てください。（→p. 2）。

e KEYとPADDLEジャック

PADDLEジャックにφ6. 3mm3極プラグを差し込むと
キーヤー・パドルと内蔵エレクトロニック・キーヤーが接
続されます。KEYジャックはφ3. 5mmの2極プラグでCW
運用するときに外部電鍵を接続します。このジャックを
使用する前に“CWのためのキー”（→p. 3）をお読みく
ださい。

r ATコネクター

外部のアンテナ・チューナー（AT-300）のコントロール
ケーブルを接続します。詳しい説明はアンテナ・チュー
ナーの取扱説明書をご覧ください。

t ANT144コネクター

144MHzバンドのアンテナは、このコネクターに接続しま
す。

y ANT430コネクター

430MHzバンドのアンテナは、このコネクターに接続しま
す。

u ANT1. 2Gコネクター（TS-2000S/Vはバージョンアップ
可能）

1200MHzバンドのアンテナは、このコネクターに接続し
ます。

i DC13. 8V電源コネクター

付属のDC電源ケーブルを接続します（→p. 2）。DC電源
ケーブルのもう一方はDC安定化電源に接続します。

o COMコネクター

パソコン用のコネクターです。9ピンのメスのRS-232C
コネクターが付いたストレートケーブルを接続し、ケー
ブルのもう一方はパソコンのシリアルポートに接続しま
す（→p. 85）。またスプリット転送機能にも使われます
（→p. 80）。

!0 PANELコネクター

オプションのリモート・パネル（RC-2000）のケーブルを
このコネクターに接続します。

!1 EXT. SP1およびEXT. SP2ジャック

外部スピーカーを接続します。φ3. 5mmの2極（モノラ
ル）プラグを使用します（→p. 3, 78）。

!2 EXT. CONTコネクター

このコネクターには50MHz、144MHz、430MHz、または
1200MHzのリニアアンプ用コントロール・ケーブルを接
続します（→p. 76, 86）。

!3 ACC2コネクター

13ピンのオスのDINコネクターを使用して、外部TNC/
MCPあるいはRTTYターミナルなど種々なアクセサリ装
置を接続します（→p. 86）。

!4 REMOTEコネクター

7ピンのオスのDINコネクターを使用して、HFリニアア
ンプと接続します（→p. 76, 86）。このコネクターには
50MHz、144MHz、430MHz、または1200MHzのリニア
アンプ用コントロール・ケーブルは接続しないでくださ
い（EXT. CONTコネクターに接続します）。

!5 HF RX ANTコネクター

このジャック（RCAコネクター）には別のHF帯ローバン
ドの受信専用アンテナを接続します（→p. 76）。
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q メーター

上側のメーターは、受信中は受信信号の強さを表示するS
メーターになります。送信中はPWRメーターになりま
す。下側のメーターはALCメーター、SWRメーターまた
はコンプレッション・メーター、受信時のフィルター表示
にもなります。各メーターにはピークホールド機能があ
り、各メーターのピーク値で上側で約0. 5秒、下側で約
0. 3秒間静止します（→p. 19）。

注意：

◆ SWR メーターはHF と 50MHz バンドのみで動作します。
ピーク・ホールド機能（ピーク値静止機能）を解除すること
はできません。

◆ COMPメータはPROC ON時のみ表示させることができます。

w

HF/ 50MHzバンドを受信時に内蔵アンテナ・チューナー
（→p. 72）または外部アンテナ・チューナーが動作してい
るときにこの文字が表示されます。

e

内蔵アンテナ・チューナー（→p. 72）が動作していると
きにこの文字が表示されます。チューニング中は点滅し
ます。

r

HF RX ANT（→p. 76）コネクターに切り換わっていると
きにこの文字が表示されます。このコネクターでは送信
できません。

t

HF/50MHzバンドでANT1コネクターかANT2コネクター
のどちらか選択されている方の表示が表示されます
（→p. 72）。

y

MHzモードがONのときに表示されます（→p. 37）。

u

1200MHz（FM）バンドでALT（Auto Lock Tuning）がON
のときに表示されます（→p. 72）。

i

メモリー・ チャンネルまたはメモリー・スクロールを使用
中に表示されます（→p.59）。

o

メイン・バンドのメモリー・チャンネル番号を表示します
（00～299）。99以上のチャンネルを選ぶと、百の位の数
字（1または2）が表示されます。さらにクイック・メモ
リー・チャンネル番号もここで表示します（0～9）。その
他サテライト、メモリ番号、メニューNo. も表示します。

!0

オート・モードを動作させると表示されます（→p. 73）。

!1

メイン・バンドが送信バンドに選ばれると表示されます。
表示されている方のバンドが送信できるバンドです。

!2

メイン・バンドの機能が前面パネルのキーを使って操作
できるときに表示されます。表示されている方のバンド
が操作できるバンドです。

!3

受信アッテネーター（約12dB）がONのときに表示され
ます（→p. 57, 73）。

!4

内蔵TNCがメイン・バンドに指定されると表示されます
（→p. 49）。

!5

メイン・バンドの受信プリアンプがONのときに表示され
ます（→p. 57）。

!6

メイン・バンドで選ばれたオフセットの方向により“＋”
か“－”が表示されます。
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FILTER

S 1 3 5 7 9 20 40 60dB

PWR
10 25 50 100W%

ALC

3331 3234

2117 19 23 25 282726 29
302218 2420

@6

送信イコライザー機能がONのときに“ ”が表示さ
れ、メイン・バンドの受信DSPイコライザーがONのと
きは“ ”が表示されます（→p. 41, 78）。

@7

クイック・メニューに登録されているときに表示されま
す（→p.21）。また、プログラム・スロー・スキャンのセ
ンター周波数を設定したときに表示されます（→p. 67）。

@8

サテライト・モードでトレース機能が ON のときに
“ ”が表示され、リバース・トレース機能がONのと
きは“ ”が表示されます（→p. 53）。

@9

パケット・クラスター・チューニングモードがONのとき
に表示されます（→p. 53）。

#0

スプリット運用のときに表示されます（→p. 31）。

#1

VFO Aが選ばれているとき“  A”あるいは“A ”が表
示されます（→p. 18）。また、メニューAが呼び出されて
いるときには“A”が表示されます（→p.21）。

#2

VFO Bが選ばれているとき“  B”あるいは“B ”が表
示されます（→p. 18）。また、メニューBが呼び出されて
いるときには“B”が表示されます（→p. 21）。

#3

シンプレックス・メモリー・チャンネルの周波数が使用さ
れているとき“  M”あるいは“M ”が表示されます
（→p. 59）。また、スプリット・メモリー・チャンネルの
周波数が使用されているときには“ ”が表示されま
す。

#4

周波数ロック機能がONのときに“ ”が表示され
ます。またオール・ロック機能がONのときは“ ”
が表示されます（→p. 77）。

!7

メイン・バンドのDCS（デジタル・コード・スケルチ）が
ONのときに表示されます（→p. 36）。

!8

メイン・バンドのリバース機能がONのときに“ ”が表
示されます。メイン・バンドのASC（オートマチック・シ
ンプレックス・チェッカー）を動作させると“ ”が表
示されます（→p. 34）。

!9

メイン・バンドのトーン機能がONのときに“ ”が表示
されます（→p. 33）。メイン・バンドのCTCSSがONの
ときに“ ”が表示されます（→p. 35）。

@0

メイン・バンドのAGC（オートマチック・ゲイン・コン
トロール）がONのときに点灯、OFFのとき表示が消え
ます（→p. 38）。

@1

オート・ビート・キャンセラーがONのときに“B.C.”が
表示されます。またビート・キャンセル周波数を手動でコ
ントロールできるときには“ ”が表示されます
（→p. 56）。

@02

ノイズ・ブランカーが O N のときに表示されます
（→p. 57）。

@3

同調つまみでメイン・バンドの周波数を微調整するとき
に表示されます（→p. 38）。

@4

メイン・バンドのDSPオート・ノッチ機能がONのとき
に表示されます（→p. 56）。

@5

メイン・バンドのノイズリダクション1（ライン・エンハ
ンサー）またはノイズリダクション2（SPAC）のどちら
か選択されている方が表示されます（→p. 56）。
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FILTER

S 1 3 5 7 9 20 40 60dB

PWR
10 25 50 100W%

ALC

57 55 5842 45 49 48 56

38 40 43 534635 51
39 41 47 5452443637 50

#5

サテライト・モードのときに表示されます（→p. 53）。

#6

メモリー・チャンネルまたはメモリー・スクロールがサ
ブ・バンドで使用されているときに表示されます
（→p. 59）。

#7

サブ・バンドのメモリー・チャンネル番号を表示します
（00～299）。99以上のチャンネルを選ぶと百の位の数字
（1または2）が表示されます。

#8

サブ・バンドの周波数が送信バンドに選ばれると表示さ
れます。

#9

サブ・バンドの機能が前面パネルのキーを使って操作で
きるときに表示されます。

$0

サブ・バンドの受信アッテネーター（約12dB）がONの
ときに表示されます（→p. 57, 73）。

$1

内蔵TNCがサブ・バンドに指定されると表示されます。

$2

メイン・バンドの X I T が ON のときに表示されます
（→p. 40）。

$3

サブ・バンドの受信プリアンプがONのときに表示されま
す（→p. 57）。

$4

サブ・バンドで選ばれたオフセットの方向により“ ”か
“ ”が表示されます。

$5

メイン・バンドの R I T が ON のときに表示されます
（→p. 38）。

$6

サブ・バンドのDCS（デジタル・コード・スケルチ）が
ONのときに表示されます（→p. 36）。

$7

サブ・バンドのリバース機能がONのときに“ ”が表示
されます。サブ・バンドのASC（オートマチック・シン
プレックス・チェッカー）を動作させると“ ”が表示
されます（→p. 34）。

$8

サブ・バンドのメーターが信号の強度（S）を表示すると
きに表示されます（→p. 46）。

$9

サブ・バンドのメーターが送信出力を表示するときに表
示されます（→p. 20）。

%0

Sメーターのときはサブ・バンドの受信信号の強度を表示
します。サブ・バンドで送信する時は、送信出力に比例し
た表示になります。

%1

サブ・バンドのトーン機能がONのときに“ ”が表示さ
れます（→p. 33）。サブ・バンドのCTCSSがONのとき
は“ ”が表示されます（→p. 35）。

%2

サブ・バンドのノイズリダクション1が選ばれていると表
示されます（→p. 56）。

%3

内蔵TNCがパケット・モードで運用されているときに表
示されます（→p. 49）。

%4

本機がパソコンでコントロールされているときに表示さ
れます（→p. 81）。
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%5

メイン・バンドで運用する周波数を表示します。

%6

サブ・バンドが動作している場合は、サブ・バンドの受信
周波数を表示します。しかし、RIT、XITあるいはSPLIT
のようにメイン・バンドの機能をONにしている場合は、
それらの機能の周波数情報の表示に使用されます
（→p. 45）。

%7 メイン・ドット表示部

通常は、メイン・バンドの運用モードを表示します。また、
メニュー情報、DSPフィルター周波数などの表示にも使
われます。

%8 サブ・ドット表示部

通常は、サブ・バンドの運用モードを表示します。また、
メニュー情報、DSPフィルター周波数などの表示にも使
われます。

マイクロホン（MC-43S/オプションの例）

PTT

DWN UP

q

w

q0 UP/ DOWNボタン

VFO周波数のアップ／ダウン、メモリー・チャンネルま
たはメニュー選択のアップ／ダウンに使います。連続し
て状態を切り替えるときは、ボタンをしばらく押し続け
てください。

w PTT（Push-to-talk）スイッチ

このスイッチを押している間は、送信状態になります。こ
のスイッチを離すと受信状態に戻ります。



18

基本操作

電源を入れる

1 DC安定化電源の電源を入れます。

2 [ ]（POWER）を押し続けると電源が入り、“HELLO”が
表示されたあと周波数やその他の表示が現われます。

・ 2秒以上押し続けると、電源が切れますのでご注意く
ださい。

PF

F LOCK A

SEND AT

ANT1/2

PROC

LEVELVOX

ATT PRE
LEVEL

PF

F LOCK A

1
CH1/REC

2
CH2/REC

3
CH3/REC

4
TONE/SEL

5
METER

6
CTCSS/SEL

7
NB/LEVEL

8
AGC/OFF

9
FINE/STEP

.DCS/SEL

0
SHIFT/OFFSET

ENT

SEND

PHONES

MIC

AT

ANT1/2

PROC

LEVELVOX

ATT PRE
LEVEL

LEVEL

LEVEL

MANUAL

LO/
WIDTH

HI/
SHIFT

N.R.
A.N.

B.C.

F
U

N
C

CLR

MAIN

AUTO
CAR

TX MONI

DELAY NAR

REV
MIC

PWR

KEY

LSB
USB

CW
FSK

FM
 AM

DISP

SEL

1MHz CTRL

MEN

M

HF/VHE/UHF ALL MO

3 もう一度[ ]（POWER）を押すと、電源が切れます。

・ 本機の電源が入った状態でDC安定化電源の電源を切
り、もう一度DC安定化電源の電源を入れると、本機
の電源も入ります。本機はDC安定化電源の電源が切
られた時のPOWERスイッチの状態を記憶しています
ので操作3は省略できます。

注意：

◆ 無信号でもSメーターが1～2目盛振れることがありますが、故
障ではありません。

◆ 表示がおかしいときはリセットしてみてください（→p. 91）。

◆ DC18Vを超える電圧が加わると、電源は自動的に切れます。

音量の調整

MAIN AFつまみを時計方向に回すと音量が大きくなり、反時
計方向に回すと音量が小さくなります。

MAIN

C
A

LL
C

.IN

UTO

SB
SB

SUB

SEL

1MHz CTRL

MR

M VFO
MG.SEL

M.IN

M.IN
QUICK MEMO

SATL

A/B

M/S REV

TRACE
MAIN

MANUAL
RF

AF

SQL

SUB

CHMULTI
BC MAIN

GAIN

VFO/CH

VFO/M A=B

SPLIT

MENU TF-
SET

MAIN SUB

SG.SEL

SCAN

RIT
CW  TUNE 9.6k STA

RIT/SUB

CON

XIT
ALT

SET

CLEAR

P.C.T

_ +

HF/VHE/UHF ALL MODE MULTI BANDER TS-2000

注意：

◆ MAIN AFの音量レベルは、キーなどを押した時に鳴るビープ音
の音量や、CW送信時のサイドトーンの音量には関係ありませ
ん。また、外付TNCなどを接続するACC2コネクターのオーディ
オ出力もMAIN AFつまみの位置とは関係ありません。

◆ オプション（別売）のRC-2000を取り付けているときは、本機ま
たはRC-2000両方のAFつまみで音量を調整できます。ただし、
電源を入れた時点での音量は、RC-2000の音量設定が優先されま
す。

◆ MAIN AFつまみを時計方向いっぱいに回しても、何も聞こえな
いか、ザーッという小さな音しか出ない場合は、スケルチがか
かっている可能性がありますので、スケルチを調整してください
（→p. 19）。

RFゲインの調整

通常は、MAIN RF GAINつまみを時計方向いっぱいに回して
ください。外来ノイズや他局からの混信で聞きにくいときは、
つまみをわずかに反時計方向に回すと聞きやすくなります。
まずS メーターのピーク目盛りを見て、つぎにMAIN RF
GAINつまみをSメーターのピーク値が下がらない範囲で反
時計方向に回してください。このレベルよりも弱い信号は減
衰し、希望の局が受信しやすくなります。

MANUAL
RF

BC MAIN
GAIN

C
A

LL
C

.IN

UTO

SB
SB

SUB

SEL

1MHz CTRL

MR

M VFO
MG.SEL

M.IN

M.IN
QUICK MEMO

SATL

A/B

M/S REV

TRACE
MAIN

MANUAL
RF

AF

SQL

SUB

CHMULTI
BC MAIN

GAIN

VFO/CH

VFO/M A=B

SPLIT

MENU TF-
SET

MAIN SUB

SG.SEL

SCAN

RIT
CW  TUNE 9.6k STA

RIT/SUB

CON

XIT
ALT

SET

CLEAR

P.C.T

_ +

HF/VHE/UHF ALL MODE MULTI BANDER TS-2000

アンテナの種類やゲイン、あるいはバンドの状態によっては、
MAIN RF GAINつまみを時計方向いっぱいよりは少し反時計
方向に回したほうがよい場合もあります。通常FMモードを
使用する場合はMAIN RF GAINつまみは時計方向いっぱいに
回しておいてください。

VFO A、VFO Bの選択

メイン・バンドではVFO AおよびVFO Bの2つの異なるVFO
を使うことができます。2つのVFOは別々に動作するため、
異なる周波数やモードを設定できます。スプリット運用時に
は、VFO Aが受信に、VFO Bが送信に使われます。またその
逆の組み合わせも可能です。

[A/ B]を押すたびに、VFO AとVFO Bが切り替わります。

・ 選ばれたVFOが“ A”または“ B”で表示されます。

SATL

A/B

M/S REV

TRACE
VFO/CH

VFO/M A=B

SPLIT

C
A

LL
C

.IN

UTO

SB
SB

SUB

SEL

1MHz CTRL

MR

M VFO
MG.SEL

M.IN

M.IN
QUICK MEMO

SATL

A/B

M/S REV

TRACE
MAIN

MANUAL
RF

AF

SQL

SUB

CHMULTI
BC MAIN

GAIN

VFO/CH

VFO/M A=B

SPLIT

MENU TF-
SET

MAIN SUB

SG.SEL

SCAN

RIT
CW  TUNE 9.6k STA

RIT/SUB

CON

XIT
ALT

SET

CLEAR

P.C.T

_ +

HF/VHE/UHF ALL MODE MULTI BANDER TS-2000

バンドの選択

[＋]/ [－]を押してバンドを選びます。

・ キーを押し続けるとバンドは連続的に変わります。

MAIN SUB C
A

LL
C

.IN

UTO

SB
SB

SUB

SEL

1MHz CTRL

MR

M VFO
MG.SEL

M.IN

M.IN
QUICK MEMO

SATL

A/B

M/S REV

TRACE
MAIN

MANUAL
RF

AF

SQL

SUB

CHMULTI
BC MAIN

GAIN

VFO/CH

VFO/M A=B

SPLIT

MENU TF-
SET

MAIN SUB

SG.SEL

SCAN

RIT
CW  TUNE 9.6k STA

RIT/SUB

CON

XIT
ALT

SET

CLEAR

P.C.T

_ +

HF/VHE/UHF ALL MODE MULTI BANDER TS-2000
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基本操作

モードの選択

モードを選ぶときに、[LSB/ USB/ AUTO]、[CW/ FSK/ REV]、
または[FM/ AM/ NAR]を押します。
同じキーを2回押すと、2番目のモードを選べます。たとえ
ば、[LSB/ USB/ AUTO]を押すたびにLSBとUSBが切り替わ
ります。

AUTO

NAR

REV

LSB
USB

CW
FSK

FM
AM

PF

F LOCK A

1
CH1/REC

2
CH2/REC

3
CH3/REC

4
TONE/SEL

5
METER

6
CTCSS/SEL

7
NB/LEVEL

8
AGC/OFF

9
FINE/STEP

.DCS/SEL

0
SHIFT/OFFSET

ENT

SEND

PHONES

MIC

AT

ANT1/2

PROC

LEVELVOX

ATT PRE
LEVEL

LEVEL

LEVEL

MANUAL

LO/
WIDTH

HI/
SHIFT

N.R.
A.N.

B.C.

F
U

N
C

CLR

MAIN

AUTO
CAR

TX MONI

DELAY NAR

REV
MIC

PWR

KEY

LSB
USB

CW
FSK

FM
  AM

DISP

SEL

1MHz CTRL

MEN

M

HF/VHE/UHF ALL MO

[FUNC]、[LSB/ USB/ AUTO]の順にキーを押すとSSBでオー
ト・モードを選べます。
オート・モード動作中は“AUTO”が表示されます。HFバン
ドの周波数を9.5MHzより上または下を選ぶと自動的にモー
ドを切り替えます（9.5MHz より下なら LSB モードに、
9.5MHz（HF/50MHzバンド）以上ならUSBモードとなりま
す）。
144MHz、430MHzおよび1200MHzバンドでは自動的にモー
ドはFMになります。必要に応じて、自動的にモードを切り
替えるための周波数データを追加できます（→p.73）。
お買い上げ時の設定はオートモードOFFです。

スケルチの調整

信号がないチャンネルから聞こえる「ザー」というノイズを
消す機能を、スケルチと呼びます。

信号が無い状態でMAIN SQLつまみを回し、ノイズが消える
位置にスケルチ・レベルを設定します。ノイズが消えると、
MAINバンドLEDが消灯します。通常FMで運用するとき以
外はMAIN SQLつまみを反時計方向に回し切って使います。

MAIN

C
A

LL
C

.IN

UTO

SB
SB

SUB

SEL

1MHz CTRL

MR

M VFO
MG.SEL

M.IN

M.IN
QUICK MEMO

SATL

A/B

M/S REV

TRACE
MAIN

MANUAL
RF

AF

SQL

SUB

CHMULTI
BC MAIN

GAIN

VFO/CH

VFO/M A=B

SPLIT

MENU TF-
SET

MAIN SUB

SG.SEL

SCAN

RIT
CW  TUNE 9.6k STA

RIT/SUB

CON

XIT
ALT

SET

CLEAR

P.C.T

_ +

HF/VHE/UHF ALL MODE MULTI BANDER TS-2000

周波数の選択

周波数をアップするには、同調つまみを時計方向に回すか、
マイクロホンの[UP]を押します。周波数をダウンするには、
同調つまみを反時計方向に回すか、マイクロホンの[DWN]を
押します。

SEL

1MHz CTRL

C
A

LL
C

.IN

UTO

SB
SB

SUB

SEL

1MHz CTRL

MR

M VFO
MG.SEL

M.IN

M.IN
QUICK MEMO

SATL

A/B

M/S REV

TRACE
MAIN

MANUAL
RF

AF

SQL

SUB

CHMULTI
BC MAIN

GAIN

VFO/CH

VFO/M A=B

SPLIT

MENU TF-
SET

MAIN SUB

SG.SEL

SCAN

RIT
CW  TUNE 9.6k STA

RIT/SUB

CON

XIT
ALT

SET

CLEAR

P.C.T

_ +

HF/VHE/UHF ALL MODE MULTI BANDER TS-2000

希望する周波数が現在の周波数から離れている場合は、数字
キーで直接入力することもできます。まず[ENT]を押し、次
に必要な数字キーを押します。詳細は“周波数を直接入力す
る”をご覧ください（→p.37）。

1
CH1/REC

2
CH2/REC

3
CH3/REC

4
TONE/SEL

5
METER

6
CTCSS/SEL

7
NB/LEVEL

8
AGC/OFF

9
FINE/STEP

.DCS/SEL

0
SHIFT/OFFSET

ENT

PF

F LOCK A

1
CH1/REC

2
CH2/REC

3
CH3/REC

4
TONE/SEL

5
METER

6
CTCSS/SEL

7
NB/LEVEL

8
AGC/OFF

9
FINE/STEP

.DCS/SEL

0
SHIFT/OFFSET

ENT

SEND

PHONES

MIC

AT

ANT1/2

PROC

LEVELVOX

ATT PRE
LEVEL

LEVEL

LEVEL

MANUAL

LO/
WIDTH

HI/
SHIFT

N.R.
A.N.

B.C.

F
U

N
C

CLR

MAIN

AUTO
CAR

TX MONI

DELAY NAR

REV
MIC

PWR

KEY

LSB
USB

CW
FSK

FM
  AM

DISP

SEL

1MHz CTRL

MEN

M

HF/VHE/UHF ALL MO

メーターの種類と働き

メーターは下記の項目を表示します。SメーターとFILTERは
受信時に表示され、PWRメーターは送信時に表示されます。
[5/ METER]を押すたびに、ALC、SWRおよびCOMPメーター
が切り替ります。また、Sメーター、ALC、SWR、COMP、
PWRのピーク値が一時的に静止して表示されます（ピーク
ホールド機能）。

目　項 容　内

S さ強の号信信受

RWP 力出信送

CLA CLA ルベレ

RWS のナテンア RWS

PMOC ・ーサッセロプ・チーピス
→（ルベレ・ンョシッレプンコ 04.p ）

RETLIF PSD 域帯ータルィフ

注意：

◆ COMPメーターはスピーチ・プロセッサーがONで、SSB、FM
またはAMモードのときに動作します。

◆ PWR メーターは 1 2 0 0 M H z バンド時は、パーセント
(10W=100%)で表示します（TS-2000SX/ 2000VX）。

◆ SWRメーターはANT1およびANT2使用時に動作します（HF/
50MHzバンドのみ）。

◆ ピーク・ホールド機能は解除できません。
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基本操作

送信

音声で送信するには

1 [SEND]またはマイクロホンの[PTT]を押して、普通の口
調でマイクロホンに向かって話します。話し終わったら
もう一度[SEND]を押すか、またはマイクロホンの[PTT]
を離します。

CWで送信するには

1 キーまたはパドルを接続して（→p.3）、CWモードを選択
します。

2 [VOX/ LEVEL]を押して、ブレークイン機能をONにし、
キーまたはパドルを操作します。

PF

F LOCK A

SEND AT

ANT1/2

PROC

LEVELVOX

ATT PRE
LEVEL

PF

F LOCK A

1
CH1/REC

2
CH2/REC

3
CH3/REC

4
TONE/SEL

5
METER

6
CTCSS/SEL

7
NB/LEVEL

8
AGC/OFF

9
FINE/STEP

.DCS/SEL

0
SHIFT/OFFSET

ENT

SEND

PHONES

MIC

AT

ANT1/2

PROC

LEVELVOX

ATT PRE
LEVEL

LEVEL

LEVEL

MANUAL

LO/
WIDTH

HI/
SHIFT

N.R.
A.N.

B.C.

F
U

N
C

CLR

MAIN

AUTO
CAR

TX MONI

DELAY NAR

REV
MIC

PWR

KEY

LSB
USB

CW
FSK

FM
  AM

DISP

SEL

1MHz CTRL

MEN

M

HF/VHE/UHF ALL MO

送信に関する詳細な説明については28ページから始まる『基
本的な交信』をご覧ください。

注意：AM、CWまたはFSKモードではキャリア・レベルを調整する
ことができます。一般的にキャリア・レベルは、ALCゾーンの範囲
を越えないように調整します。調整の手順については『基本的な交
信』（→p. 29）のそれぞれのモードの項目をご覧ください。

送信出力の調整

交信が確実に行なわれる範囲で、なるべく低い送信出力を選
ぶことをおすすめします。それにより他局への混信や妨害を
与えにくくなります。また、バッテリー運用の場合は、より
長い時間運用できます。本機は送信中でも送信出力を調整す
ることができます。

1 [PWR/ TX MONI]を押します。

・ その時の送信出力が表示されます。

CAR

MIC

TX MONI

PWR

DELAY

KEY

PF

F LOCK A

1
CH1/REC

2
CH2/REC

3
CH3/REC

4
TONE/SEL

5
METER

6
CTCSS/SEL

7
NB/LEVEL

8
AGC/OFF

9
FINE/STEP

.DCS/SEL

0
SHIFT/OFFSET

ENT

SEND

PHONES

MIC

AT

ANT1/2

PROC

LEVELVOX

ATT PRE
LEVEL

LEVEL

LEVEL

MANUAL

LO/
WIDTH

HI/
SHIFT

N.R.
A.N.

B.C.

F
U

N
C

CLR

MAIN

AUTO
CAR

TX MONI

DELAY NAR

REV
MIC

PWR

KEY

LSB
USB

CW
FSK

FM
  AM

DISP

SEL

1MHz CTRL

MEN

M

HF/VHE/UHF ALL MO

2 MULTI/ CHつまみを反時計方向に回すと出力が減少し、
時計方向に回すと出力が増加します。

CHMULTI

C
A

LL
C

.IN

UTO

SB
SB

SUB

SEL

1MHz CTRL

MR

M VFO
MG.SEL

M.IN

M.IN
QUICK MEMO

SATL

A/B

M/S REV

TRACE
MAIN

MANUAL
RF

AF

SQL

SUB

CHMULTI
BC MAIN

GAIN

VFO/CH

VFO/M A=B

SPLIT

MENU TF-
SET

MAIN SUB

SG.SEL

SCAN

RIT
CW  TUNE 9.6k STA

RIT/SUB

CON

XIT
ALT

SET

CLEAR

P.C.T

_ +

HF/VHE/UHF ALL MODE MULTI BANDER TS-2000

・ 選択可能な範囲はその時使用するバンドとモードによ
り異なります。

3 [PWR/ TX MONI]を押して、調整を終了します。

注意：

◆ TS-2000S/SXではメニューNo.23“送信出力の微調整”を“ON”
にすると（“+”を押す）、5Wステップから1Wステップに変える
ことができます。TS-2000V/VXの送信出力は常に1Wステップで
す（→p. 80）。

◆ 移動局のために50Wにパワーダウンする場合は、100ページをご
覧ください。

マイク・ゲインの調整

SSBまたはAMモードを使用するときは、マイク・ゲインを
調整することをおすすめします（→p.28,29）。

1 [MIC/ CAR]を押します。

・ その時のマイク・ゲインのレベルが表示されます。お
買い上げ時の設定は50です。レベルは0から100ま
で調整できます。

CAR

TX MONI

DELAY

MIC

PWR

KEY

PF

F LOCK A

1
CH1/REC

2
CH2/REC

3
CH3/REC

4
TONE/SEL

5
METER

6
CTCSS/SEL

7
NB/LEVEL

8
AGC/OFF

9
FINE/STEP

.DCS/SEL

0
SHIFT/OFFSET

ENT

SEND

PHONES

MIC

AT

ANT1/2

PROC

LEVELVOX

ATT PRE
LEVEL

LEVEL

LEVEL

MANUAL

LO/
WIDTH

HI/
SHIFT

N.R.
A.N.

B.C.

F
U

N
C

CLR

MAIN

AUTO
CAR

TX MONI

DELAY NAR

REV
MIC

PWR

KEY

LSB
USB

CW
FSK

FM
  AM

DISP

SEL

1MHz CTRL

MEN

M

HF/VHE/UHF ALL MO

2 [SEND]またはマイクロホンの[PTT]を押します。

・ MAINバンドLEDが赤色に点灯します。

3 SSBモードの場合：マイクロホンに向かって話しながら
MULTI/ CHつまみを回します。ALCメーターが声のレベ
ルによって変化しますが、最大でもALCゾーンの範囲を
超えないように調整します。

AMモードの場合：マイクロホンに向かって話しながら
MULTI/ CHつまみを回します。PWRメーターが声のレベ
ルでわずかに変化するように調整します。

CW、FSKモードの場合：送信しながらMULTI/ CHつま
みを回します。ALCメーターがALCゾーンの範囲内で
キャリアレベルによって変化するように調整します。

CHMULTI

C
A

LL
C

.IN

UTO

SB
SB

SUB

SEL

1MHz CTRL

MR

M VFO
MG.SEL

M.IN

M.IN
QUICK MEMO

SATL

A/B

M/S REV

TRACE
MAIN

MANUAL
RF

AF

SQL

SUB

CHMULTI
BC MAIN

GAIN

VFO/CH

VFO/M A=B

SPLIT

MENU TF-
SET

MAIN SUB

SG.SEL

SCAN

RIT
CW  TUNE 9.6k STA

RIT/SUB

CON

XIT
ALT

SET

CLEAR

P.C.T

_ +

HF/VHE/UHF ALL MODE MULTI BANDER TS-2000

4 [SEND]を押すか、またはマイクロホンの[PTT]を離しま
す。

・ MAIN SQLの設定状態により、MAINバンドLEDが緑
色に点灯するか、または消灯します。

5 [MIC/ CAR]を押します。

FMモードの場合：メニューNo.41を選択し、“LOW”（低）、
“MID”（中）または“HIGH”（高）を選びます（→p.28）。

注意：オプションのマイクロホンMC-90をFMモードで使用する場
合は“HIGH”を選んでください。通常の状態では変調が浅くなる場
合があります。MC-90以外のマイクロホンを使用する場合は、“MID”
（中）または“LOW”（低）を選んでください。
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メニューとは？
キーを押したり、つまみを手で回す代りに本機のメニューで
各種の選択や設定ができます。多くのキーやつまみを使わな
いで、自分の好みに合うように設定したり、変更したりでき
ます。

メニューA ／メニューB

本機にはメニューAとメニューBの2つのメニューがありま
す。2つとも全く同じ機能を持っており、別々に独立した設
定ができるので、簡単に2つのメニューの切り替えができま
す。例えば、メニューAはDX向きの設定、メニューBはロー
カル向きの設定、のように使い分けることができます。

メニューの呼び出し

1 [MENU]を押します。

・ メニューNo. や設定値が、メイン・ドット表示部に表
示されます。メニューの内容がサブ・ドット表示部に
表示されます。

2 [A/ B] を押して、メニューAまたはメニューBを選びま
す。

・ 選んだメニューが“A”または“B”で表示されます。

3 MULTI/ CHつまみを回して、メニューNo. を選びます。

・ メニューNo. を変えるたびにサブ・ドット表示部にそ
のメニューNo. の内容をスクロールして表示します。

・ メニューNo. にサブ・メニューがある場合は、“PUSH
SUB”が表示されます。[SUB] を押すとサブ・メニュー
の項目を選ぶことができます。[MAIN] を押すとサブ・
メニューの選択が解除されます。

4 [＋]/ [－]またはマイクロホンの[UP]/ [DWN]を押して、設
定を選びます。

5 [MENU] を押して、メニュー・モードを解除します。

クイック・メニュー

メニューには多くの項目があります。もしメニューNo. の呼
び出しに時間がかかりすぎると感じられる場合は、よく使う
メニューNo. をクイック・メニューに登録して、自分専用の
短縮メニューを作ることができます。クイック・メニューに
メニューNo. を登録してもメニューに影響を与えることはあ
りません。

クイック・メニューの登録

1 [MENU]を押します。

2 MULTI/ CHつまみを回して、メニューNo. を選びます。

3 QUICK MEMO [M. IN]を押す。

・ 星印（★）が表示されて、そのメニューNo. がクイッ
ク・メニューに登録されたことを示します。

・ クイック・メニューからメニューNo. を削除するに
は、もう一度QUICK MEMO [M. IN]を押します。

4 [MENU]を押して、メニュー・モードを解除します。

注意：クイック・メニューにサブ・メニューNo. を直接登録すること
はできません。まず[MAIN]を押して、メイン・メニューNo. に戻り、
次にQUICK MEMO [M. IN]を押してメニューNo. をクイック・メ
ニューに登録してください。

クイック・メニューの使い方

1 [MENU]を押します。

2 [1 MHz/ SEL]を押します。

・“MHz”が表示されます。

3 MULTI/ CHつまみを回して、クイック・メニューNo. を
選びます。

4 [＋]/ [－]またはマイクロホンの[UP]/ [DWN]を押して、設
定を選びます。

5 [MENU]を押して、クイック・メニュー・モードを解除し
ます。

注意：クイック・メニューが登録されていない場合は、操作2で　　
[1 MHz/ SEL]を押したときにモールス符号により“CHECK”と出力
します。



メニューについて

22

プールグ ーュニメ
.oN 能　機 肢択選 値期初 照参

ジーペ

・ーターレペオ
スーェフータンイ

00 さる明のイレプスィデ
FFO いる明：４、い暗：１、 /FFO ４～１ 3 57

10 明照のーキ FFO/NO NO 57

調同

20 みまつ調同 1 量化変の転回 0001/005 0001 83

30 とみまつ調同 HC/ITLUM 動連のみまつ FFO/NO NO 83

40 HC/ITLUM めるま数波周位下のみまつ FFO/NO NO 76,73

50 MA ていおにドンバ送放 HC/ITLUM プッテスのみまつ
を zHk9 るえ替り切に FFO/NO NO 73

・ーリモメ
ルネンャチ

60 ルネンャチ・ーリモメ

]BUS[ し押を
メ・ブサて
呼をーュニ

す出び

－ －

A60 ／ーリモメ OFV 用運トッリプス FFO/NO FFO 06

B60 変可時一の数波周ーリモメ FFO/NO FFO 06,95

作操ンャキス

70 能機ンャキス・ーロス・ムラグロプ FFO/NO NO 76

80 定設ンャキス・ーロス・ムラグロプ
/002/001
/004/003

zH005
zH003 76

90 止停時一のンャキス・ムラグロプ FFO/NO FFO 86

01 件条開再のンャキス
）トーレペオアリャキ／トーレペオムイタ（ OC/OT OT 96,86

11 囲範ンャキスルアュジビ /16/13
HC181/19 HC16 17,07

定設の量音

21 （定設の量音プービ FFO ）大最：９、小最：１、 /FFO ９～１ 4 47

31 （定設量音のンートドイサ FFO ）大最：９、小最：１、 /FFO ９～１ 5 03

41 3-URD （定設の量音ータニモ FFO ）大最：９、小最：１、 /FFO ９～１ 4 98

51 3-SV （定設の量音 FFO ）大最：９、小最：１、 /FFO ９～１ 4 98

力出ーカーピス
61

1PS.TXE と 2PS.TXE 切力出の時続接ンホドッヘはたま、
え替り

2/1/0 0 87
0 1PS スクッミ・ブサ／ンイメ：）側左（

2PS スクッミ・ブサ／ンイメ：）側右（

1 1PS ンイメ：）側左（
2PS ブサ：）側右（

2 1PS ＋ンイメ：）側左（ 4/1 スクッミ・ブサ
2PS ＋ブサ：）側右（ 4/1 スクッミ・ンイメ

71 1PS.TXE と 2PS.TXE 逆を力出右左のンホドッヘはたま、
るえ替り切に FFO/NO FFO 87

TNAXRFH 81 FH 用使のナテンア信受部外 FFO/NO FFO 27

S ・ーターメ・
チルケス

91 S チルケス・ーターメ・

]BUS[ し押を
メ・ブサて
呼をーュニ

す出び

－ －

A91 S 能機チルケス・ーターメ・ FFO/NO FFO 87

B91 S 定設ーマイタスシリテスヒのチルケス・ーターメ・ /521/FFO
sm005/052 FFO 97

メニューの環境設定
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プールグ ーュニメ
.oN 能　機 肢択選 値期初 照参

ジーペ

PSD
ーザイラコイ

02

PSD え替り切のーザイラコイ信受
/FFO

/TSOOBH
/SSAPF
/TSOOBB
/NEVNOC

RESU

FFO 87

FFO
TSOOBH

SSAPF
TSOOBB
NEVNOC

RESU

トッラフ：
トスーブ・イハ：

スパ・トンマルォフ：
トスーブ・スバ：
ルナョシンベンコ：

（トッラフ： 0002-PCRA ）時用使

12

PSD え替り切のーザイラコイ信送
/FFO

/TSOOBH
/SSAPF
/TSOOBB
/NEVNOC

RESU

FFO 14

FFO
TSOOBH

SSAPF
TSOOBB
NEVNOC

RESU

トッラフ：
トスーブ・イハ：

スパ・トンマルォフ：
トスーブ・スバ：
ルナョシンベンコ：

（トッラフ： 0002-PCRA ）時用使

PSD ータルィフ 22 BSS はたま A のＭ PSD え替り切の幅域帯ータルィフ信送
/4.2/2.2/0.2
0.3/8.2/6.2

zHk
zHk4.2 14

の力出信送
整調微 32 （整調微の力出信送 XS/S0002-ST ）効有みの FFO/NO FFO 08,02

ルーロトンコ信送 42 TOT 定設の）ーマイタトウアムイタ（
/5/3/FFO

/02/01
nim03

FFO 97

ーターバスンラト 52 定設の示表数波周ーターバスンラト NO/FFO FFO 97

・ナテンア
ーナーュチ

62 TA 能機るせさ続継を信送に時了終グンニーュチの NO/FFO FFO 37

72 の時信受 TA 作動 NO/FFO FFO 37

プンアアニリ

82 ルーロトンコのプンアアニリ

]BUS[ し押を
メ・ブサて
呼をーュニ

す出び

－ －

A82 FH ルーロトンコ・プンアアニリのドンバ 2/1/FFO FFO 67

B82 zHM05 ルーロトンコ・プンアアニリのドンバ 2/1/FFO FFO 67

C82 zHM441 ルーロトンコ・プンアアニリのドンバ 2/1/FFO FFO 67

D82 zHM034 ルーロトンコ・プンアアニリのドンバ 2/1/FFO FFO 67

E82 zHM0021 ルーロトンコ・プンアアニリのドンバ 2/1/FFO FFO 67

生再のジーセッメ

92 WC 生再のジーセッメ

]BUS[ し押を
メ・ブサて
呼をーュニ

す出び

－ －

A92 し返り繰の生再ジーセッメ／声音 NO/FFO FFO 44

B92 定設の間時し返り繰生再ジーセッメ／声音 0～ s06
１（ s ）み刻 s01 44,34

WC

03 の入挿のグンイーキ FFO/NO NO/FFO FFO 44

13 WC 定設の数波周ンートドイサ信送／チッピ信受
004 ～

zH0001
（ zH05 ）み刻

zH008 03

23 WC 定設）間時りが上ち立（ムイタズイラ sm6/4/2/1 sm6 77

33 WC 率比グンィテイェウ
OTUA

5.2/ ～ 0.4
（ 1.0 ）み刻

OTUA 24

43 WC トイェウ・グンイーキ・スーバリ NO/FFO FFO 24

53 ドーモーキグバ NO/FFO FFO 34

63 BSS のでドーモ WC 信送動自 NO/FFO FFO 44

73 BSS らか WC 正補数波周の時更変へ NO/FFO FFO 44
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プールグ ーュニメ
.oN 能　機 肢択選 値期初 照参

ジーペ

KSF

83 KSF え替り切の幅トフシ /002/071
zH058/524 zH071 15

93 YEKKSF え替り切の性極 LAMRON
ESREVNI/ LAMRON 15

04 KSF え替り切の数波周ンート /5721
zH5212 zH5212 15

MF

14 MF え替り切ンイゲクイマの DIM/WOL
HGIH/ WOL 82,02

24 MF え替り切のドーモ・ンートブサ TSRUB
TNOC/ TNOC 　 33

34 能機トッセフオーターピレトーオ NO/FFO NO 43

44 zH0571 能機持保信送ンート NO/FFO FFO 43,33

FMTD

54 FMTD 能機

]BUS[ し押を
メ・ブサて
呼をーュニ

す出び

－ －

A54 FMTD 録登ーリモメ

]BUS[ し押を
メ・ブサて
呼をーュニ

す出び

－ 67

B54 FMTD 定設ドーピス信送ーリモメ TSAF/WOLS TSAF 67

C54 FMTD 定設間時ズーポのーリモメ

/052/001
/057/005
/0051/0001

sm0002

sm005 67

D54 定設の能機トーモリクイマ NO/FFO FFO 18

CNT

64 蔵内 CNT え替り切ドンバの BUS/NIAM BUS 05

74 蔵内 CNT 定設ドーピス信通の /0021
spb0069 spb0021 05

84 DCD え替り切スンセ DNABCNT
BUS&NIAM/ DNABCNT 05

94 .T.C.P ドーモ）グンニーュチ・ータスラク・トッケパ（

]BUS[ し押を
メ・ブサて
呼をーュニ

す出び

－ －

A94 え替り切ドーモ・グンニーュチ・ータスラク・トッケパ LAUNAM
OTUA/ LAUNAM 35

B94 音認確信受・ータスラク・トッケパ -SROM/FFO
ECIOV/E ESROM 35

05 定設のトッケパ

]BUS[ し押を
メ・ブサて
呼をーュニ

す出び

－ －

A05 え替り切の幅域帯ータルィフ・トッケパ NO/FFO FFO 05

B05 トッケパ FA 定設のルベレ力入 0～9 4 05

C05 トッケパ FA 定設のルベレ力出ドンバ・ンイメ 0～9 4 15,05

D05 トッケパ FA 定設のルベレ力出ドンバ・ブサ 0～9 4 05

E05 え替り切ドンバターデ部外 BUS/NIAM NIAM 05

F05 定設ドーピス信通の子端ターデ部外 /0021
spb0069 spb0021 05
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プールグ ーュニメ
.oN 能　機 肢択選 値期初 照参

ジーペ

FP ーキ

15 FP ーキ

]BUS[ し押を
メ・ブサて
呼をーュニ

す出び

－ －

A15 のルネパ面前 FP 定設能機ーキ

/.N.A/FFO
/.R.N/.C.B

TNA/BN
/zHM1/2/1

/LRTC
/LLAC

/ENIF/RLC
/2HC/3HC

WC/1HC
/NI.M/ENUT

Ms /OFV
/NACS
/B=A
/M/OFV
-FT/B/A
/TILPS/TES

/NI.MQ
/RMQ

/INOMPSD
/INOMXR
/2ECIOV
/1ECIOV
06-00UNEM

1ECIOV 77
48

B15 のンホロクイマ 1FP 定設能機ーキ A15 じ同と B/A 77

C15 のンホロクイマ 2FP 定設能機ーキ A15 じ同と TILPS 77

D15 のンホロクイマ 3FP 定設能機ーキ A15 じ同と M/OFV 77

E15 のンホロクイマ 4FP 定設能機ーキ A15 じ同と INOMXR 77

送転トッリプス
25 能機送転トッリプス NO/FFO FFO 08

35 のターデ送転トッリプス OFV み込き書 NO/FFO FFO 08

止禁信送 45 能機止禁信送 NO/FFO FFO 08,14

トッケパ

55 ドーモ信通トッケパ NO/FFO FFO 94

65 MOC え替り切のトッビプットス・ドーピス信通トーポ

/0069/0084
/00291
/00483
spb00675

spb0069 18,08

OPA 75 OPA 能機）フオ・ーワパ・トーオ（ /06/FFO
nim081/021 FFO 27

0002-CR 定設境環

85 0002-CR 択選のトンォフるす示表に時ドーモ単簡の 1TNOF
2TNOF/ 1TNOF －

95 0002-CR 、ルネパの 0002-ST の部示表トッドの
定設トスラトンコ

1～ 61
（1 ）み刻 8 57

06 0002-CR 転反ジポガネのイレプスィデの EVITAGEN
EVITISOP/ EVITISOP －
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能　機 ーュニメ
.oN

プンアアニリ

FH ルーロトンコ・プンアアニリドンバ A82

zHM05 ルーロトンコ・プンアアニリドンバ B82

zHM441 ルーロトンコ・プンアアニリドンバ C82

zHM034 ルーロトンコ・プンアアニリドンバ D82

zHM0021 ルーロトンコ・プンアアニリドンバ E82

ナテンア

用使のナテンア信受部外 81

の時信受 TA を作動 FFO/NO るす 72

TA 能機るせさ続継を信送の時了終グンニーュチの 62

能機プービ

定設の量音プービ 21

WC

BSS のでドーモ WC 信送動自 63

ドーモ・ーキグバ 53

WC 率比グンィテイェウ 33

WC 定設）間時りが上ち立（ムイタズイラ 23

WC 定設の数波周ンートドイサ信送／チッピ信受 13

BSS らか WC 正補数波周の時更変へ 73

の入挿のグンイーキ FFO/NO 03

WC トイェウ・グンイーキ・スーバリ 43

送転トッリプス

のターデ送転トッリプス OFV み込き書 35

能機送転トッリプス 25

能　機 ーュニメ
.oN

PSD ータルィフ、ーザイラコイ

PSD え換り切のーザイラコイ信受 02

PSD え換り切のーザイラコイ信送 12

BSS はたま MA の PSD の幅域帯ータルィフ信送
え換り切 22

FMTD

FMTD 録登のーリモメ A54

FMTD 定設間時ズーポのーリモメ C54

FMTD 定設ドーピス信送のーリモメ B54

MF

能機トッセフオ・ーターピレ・トーオ 34

SMF 能機チルケス・ーターメ・ A91

S 定設ーマイタスシリテスヒのチルケス・ーターメ・ B91

MF え換り切ンイゲクイマの 14

MF え換り切のドーモ・ンートブサの 24

zH0571 能機持保信送ンート 44

KSF

YEKKSF え換り切の性極 93

KSF え換り切の幅トフシ 83

KSF え換り切の数波周ンート 04

DCL

さる明のイレプスィデ 00

明照のーキ 10

0002-CR 、 0002-ST のイレプスィデ
定設トスラトンコ 95

能機ーリモメ

／ーリモメ OFV 用運トッリプス A60

変可時一の数波周ーリモメ B60

生再のジーセッメ

定設の間時し返り繰生再ジーセッメ／声音 B92

定設し返り繰の生再ジーセッメ／声音 A92

メニュー機能一覧表
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能　機 ーュニメ
.oN

FP ーキ

のルネパ面前 FP 定設能機ーキ A15

のンホロクイマ 1FP 定設能機ーキ B15

のンホロクイマ 2FP 定設能機ーキ C15

のンホロクイマ 3FP 定設能機ーキ D15

のンホロクイマ 4FP 定設能機ーキ E15

整調微の力出信送

整調微の力出信送 32

フオ／ンオのーワパ

OPA 能機）フオ・ーワパ・トーオ（ 75

ルーロトンコ・トーモリ

定設の能機トーモリ・クイマ D54

0002-CR 転反ジポガネのイレプスィデの 06

0002-CR 択選のトンォフるす示表に時ドーモ単簡の 85

0002-CR ／ルネパの 0002-ST の部示表トッドの
定設トスラトンコ 95

能機ンャキス

止停時一のンャキス・ムラグロプ 90

能機ンャキス・ーロス・ムラグロプ 70

定設ンャキス・ーロス・ムラグロプ 80

件条開再のンャキス 01

囲範ンャキスルアュジビ 11

力出ーカーピス

1PS.TXE と 2PS.TXE 出の時続接ンホドッヘはたま、
え替り切力 61

1PS.TXE と 2PS.TXE 力出右左のンホドッヘはたま、
るえ替り切に逆を 71

能　機 ーュニメ
.oN

CNT

のトッケパ FA 定設のルベレ力入 B05

MOC のトッビプットス・ドーピス信通トーポ
え換り切 65

定設ドーピス信通の子端ターデ部外 F05

蔵内 CNT 定設ドーピス信通の 74

DCD え替り切スンセ 84

トッケパ FA ルベレ力出ドンバ・ンイメ C05

え換り切ドンバターデ部外 E05

蔵内 CNT え換り切ドンバの 64

ドーモ信通トッケパ 55

え換り切の幅域帯ータルィフ・トッケパ A05

音認確信受ータスラク・トッケパ B94

.T.C.P ）グンニーュチ・ータスラク・トッケパ（
え替り切のドーモ A94

トッケパ FA 定設ルベレ力出ドンバ・ブサ D05

ルーロトンコ信送

TOT 定設の）ーマイタトウアムイタ（ 42

能機止禁信送 45

ーターバスンラト

定設の示表数波周ーターバスンラト 52

調同

BSS らか WC 正補数波周の時更変へ 73

MA ていおにドンバ送放 HC/ITLUM プッテスのみまつ
を zHk9 るえ換り切に 50

HC/ITLUM めるま数波周位下のみまつ 40

みまつ調同 1 量化変の転回 20

とみまつ調同 HC/ITLUM 動連のみまつ 30

定設の量音

定設の量音プービ 21

3-URD 定設の量音ータニモ 41

定設量音のンートドイサ信送 31

3-SV 定設の量音 51

メ
ニ
ュ
ー
一
覧
表
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基本的な交信

SSBで交信する

SSBはHFのアマチュアバンドでもっとも一般的に使われて
いるモードです。それは他のモードに比べてSSBが狭い帯域
幅で交信できるからです。またSSBは最小限の送信出力で長
距離の交信を行なうことができます。

受信方法の詳しい説明については18ページ以降の『基本操
作』をご覧ください。

1 周波数を選びます。

2 [LSB/ USB/ AUTO]を押して、LSBまたはUSBを選びま
す。

・ 選ばれたサイドバンドが“LSB”または“USB”で表
示されます。

3 [MIC/ CAR]を押して、マイク・ゲイン調整モードにしま
す。

・ その時のマイク・ゲイン・レベルが表示されます。

4 [SEND]を押すか、またはマイクロホンの[PTT]を押し続
けします。

・ MAINバンドLEDが赤色に点灯します。

・ VOXによる自動送受信の説明は“VOX”（→p. 39）を
ご覧ください。

5 マイクロホンに向かって話し、ALCメーターが声のレベ
ルに反応し、しかもALCゾーンの範囲を超えないように
MULTI/ CHつまみを回して調整します。

・ 普通の口調と声の大きさで話してください。マイクロ
ホンに近すぎたり、声が大きすぎたりすると歪みが多
くなり、受信側で聞き取りにくくなる原因となりま
す。

・ スピーチ・プロセッサーをお使いになる場合は『ス
ピーチ・プロセッサー』（→p. 40）をご覧ください。

6 [SEND]を押すか、またはマイクロホンの[PTT]を離すと
受信に戻ります。

・ MAIN SQLの設定により、MAINバンドLEDが赤色の
点灯から緑色に変わるか、または消灯します。

7 [MIC/ CAR]を押すと、マイク・ゲイン調整モードが解除
されます。

さらに運用に必要な機能の説明については37ページ以降の
『快適な交信をする』をご覧ください。

注意：

・ スピーチプロセッサー（→p. 40）がONのときとOFFのときで、
MICゲインは別々の設定になります。

・ あまり大きな声で話したり、マイクロホンとの距離が近すぎる
と、明瞭度が低下したり、側波帯が広がる場合があります。マイ
クロホンと口元の間隔は5cm位が適当です。

・ AFアンプを内蔵しているマイクロホンの場合は出力レベルにご
注意ください。

・ ALCのレベルは、MICゲインを上げすぎている場合でも、当社
の従来機に比べて制限されています。これはDSPによる送信ゲ
インコントロールが働くためです。

・ MICゲインを上げすぎると周囲の雑音を拾いやすくなります。

FMで交信する

144MHzあるいは430MHzバンドで交信する場合は、FMモー
ドがよく使われます。また、本機では通信できない遠方の相
手局と交信するときは、レピーターを利用することもできま
す。

受信方法の詳しい説明は18ページ以降の『基本操作』をご覧
ください。

1 周波数を選びます。

2 [FM/ AM/ NAR]を押して、FMモードを選びます。

・“FM”が表示されます。

3 [SEND]を押すか、またはマイクロホンの[PTT]を押し続
けます。

・ MAINバンドLEDが赤色に点灯します。

・ VOXによる自動送受信の説明は“VOX”（→p. 39）を
ご覧ください。

4 マイクロホンに向かって普通の口調と声の大きさで話し
ます。

・ マイクロホンに近すぎたり、声が大きすぎたりすると
歪みが多くなり、受信側で聞き取りにくくなる原因と
なります。マイクロホンと口元の間隔は5cm位が適当
です。

・ メニューNo. 41でFMのマイク・ゲインをLOW/ MID/
HIGHに切り替えることができます。通常は“LOW”
ですが、相手局からマイクゲインが低いというレポー
トを受けた場合は“HIGH”を選んでください。MULTI/
CHつまみは、FMモードでは使いません。

注意：感度が低いマイクロホン（MC-90等）を使用しているときは、
十分な変調がかからない場合があります。

5 [SEND]を押すか、またはマイクロホンの[PTT]を離すと
受信に戻ります。

・ MAIN SQLの設定によりMAINバンドLEDが緑色に点
灯するか、または消灯します。

さらに運用に必要な機能の説明については37ページ以降の
『快適な交信をする』をご覧ください。
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基本的な交信

AMで交信する

AMモードは、SSBと比べて音質が良い、チューニングしや
すいなどの理由で使われています。

受信方法の詳しい説明については、18ページ以降の『基本操
作』をご覧ください。

1 周波数を選びます。

2 [FM/ AM/ NAR]を押して、AMモードを選びます。

・“AM”が表示されます。

3 [MIC/ CAR]を押して、マイク・ゲイン調整モードにしま
す。

・ その時のゲイン・レベルが表示されます。

4 [SEND]を押すか、またはマイクロホンの[PTT]を押し続
けます。

・ MAINバンドLEDが赤色に点灯します。

・ VOXによる自動送受信の説明は“VOX”（→p. 39）を
ご覧ください。

5 マイクロホンに向かって話し、PWRメーターが声のレベ
ルでわずかに変わるようにMULTI/ CHつまみを回します。

・ 普通の口調と声の大きさで話してください。マイクロ
ホンに近すぎたり、声が大きすぎたりすると歪みが多
くなり、受信側で聞き取りにくくなる原因となりま
す。マイクロホンと口元の間隔は5cm位が適当です。

・ スピーチ・プロセッサーを使用される場合は、『スピー
チ・プロセッサー』（→p. 40）をご覧ください。

6 [SEND]を押すか、またはマイクロホンの[PTT]を離すと
受信モードに戻ります。

・ MAIN SQLの設定により、MAINバンドLEDが緑色に
点灯するか、または消灯します。

7 [MIC/ CAR]を押すと、マイク・ゲイン調整モードが解除
されます。

さらに運用に必要な機能の説明については37ページ以降の
『快適な交信をする』をご覧ください。

注意：AMモードでは、最適な変調度を得るために、キャリア・レベ
ルの調整を行なってください。キャリア・レベルを調整するには、
[FUNC]、[MIC/ CAR]の順に押して、調整モードに入ります。マイク
に音声を入力せずにキャリア信号のみを送信している間に、ALC
メーターが振れ始める所にMULTI/ CHつまみを回してください。も
う一度[FUNC]、[MIC/ CAR]の順に押すと調整モードを終了します。

FMナローについて

FMモードで運用中に、帯域幅をワイド（Wide）またはナロー
（Narrow）に選べます。下の表は受信IFフィルターと送信変
調度の各モードでの一覧表です。相手局の変調度に合わせて
ワイドかナローを選ぶと、受信音が歪んだり、明りょう度が
悪くなることを避けられます。

ドーモ 信受 FI
ータルィフ 度調変信送

MF ediW ediW

NMF worraN worraN

1 [FM/ AM/ NAR]を押して、FMモードを選びます。

2 [FUNC]、[FM/ AM/ NAR]の順に押すたびにワイドかナロー
に切り替わります。

・ 現在選ばれている帯域幅が“FM”または“FMN”で
表示されます。

AMナローについて

メイン・バンドでAMを受信しているとき、帯域幅をノーマ
ル（Normal）からナロー（Narrow）に変えると、よりいっそ
う混信の除去ができます。ただし帯域幅を変えても、送信変
調度は変わりません。

1 [FM/ AM/ NAR]を押して、AMモードを選びます。

2 [FUNC]、[FM/ AM/ NAR]の順に押すたびにノーマルかナ
ローに切り替わります。

・ 現在選ばれている帯域幅が“AM”または“AMN”で
表示されます。
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オートゼロイン

相手局と同調をとって送信する前に、オートゼロインを使う
ことをお薦めします。オートゼロインは、本機の送信周波数
を、受信している相手局の周波数と自動的に一致させる機能
です。

1 [FUNC]、[RIT/ CW TUNE]の順に押して、オートゼロイン
を開始します。

・“CW TUNE”が表示されます。

・ 送信周波数が自動的に変わり、受信信号のピッチが送
信サイドトーン／受信ピッチ周波数と一致します。下
記の『送信サイドトーン／受信ピッチ周波数』をご覧
ください。

・ オートゼロインが終了すると、“CW TUNE”が消えま
す。

・ ゼロインできなかったときは、元の周波数に戻りま
す。

注意：

◆ DSPフィルター・帯域幅に1. 0 kHz以上を選択した場合はオート
ゼロインを開始することはできません。

◆ オートゼロインを使用すると、概ね相手局の周波数±50 Hz以内
に同調することができます。

◆ 相手局のキーイング・スピードが遅すぎたり、何らかの障害（信
号強度が強すぎる場合、弱すぎる場合、混信が多い場合など）が
ある場合、オートゼロインできないことがあります。

◆ RITがONの場合は、オートゼロインはRIT周波数に対してオー
トゼロインが動作します。

◆ オートゼロインが動作する範囲は、受信条件によって異なります
が、受信ピッチ±約300Hzが目安です。

送信サイドトーン／受信ピッチ周波数

送信サイドトーンとは：

CWで送信する場合、本機のスピーカーからトーンが聞こえ
てきます。このトーンは送信（TX）サイドトーンと呼ばれま
す。このトーンを聞くことにより、自分が送信している内容
をモニターすることができます。また、送信しないときは、
キーヤーが機能しているかをチェックしたり、キー操作の練
習にも使うことができます。

受信ピッチとは：

CWモードのように搬送波を直接キーイングする電信では、
これを可聴音に変換するためのBFO（Beat Frequency
Oscillator）があります。BFOと受信周波数の差がビート音と
して聞こえ、この周波数の差を受信ピッチといいます。

サイドトーンと受信ピッチは同じ周波数になります。メ
ニューNo. 31を呼び出して、一番聞きやすい周波数を選んで
ください。選択可能な範囲は400 Hzから1000 Hzまでで50Hz
ステップになっています。

送信サイドトーンの音量は、メニューNo. 13で1から9まで
とOFFが選べます。

注意：MAIN AFまたはSUB AFつまみの位置は、送信サイドトーン
の音量には影響しません。

CWで交信する

本機には、エレクトロニック・キーヤーが内蔵されています。
詳細ついては42ページの『エレクトロニック・キーヤー』を
ご覧ください。

受信方法の詳しい説明については18ページ以降の『基本操
作』をご覧ください。

1 周波数を選びます。

2 [CW/ FSK/ REV]を押して、CWモードを選びます。

・“CW”が表示されます。

・ 相手局と正確に同調させるには、右記の『オートゼロ
イン』を使用してください。

3 [SEND]を押します。

・ MAINバンドLEDが赤色に点灯します。

・ 自動送受信スイッチに関する説明は『CWブレークイ
ン』（→p. 42）をご覧ください。

4 送信を開始します。

・ 送信している間に、自分の送信をモニターしているサ
イドトーンが聞こえます。右記の『送信サイドトーン
／受信ピッチ周波数』をご覧ください。

5 [SEND]を押して、受信モードに戻ります。

・ MAIN SQLの設定により、MAINバンドLEDが赤色の
点灯から緑色に変わるか、または消灯します。

注意：キャリア・レベルは必要なときに調整してください。[FUNC]、
[MIC/ CAR]の順に押して調整モードに入ります。送信状態でALC
メーターがALCゾーンの範囲を超えないようにMULTI/ CHつまみを
回してください。
もう一度[FUNC]、[MIC/ CAR]の順に押すと調整モードを終了します。

非常連絡設定周波数

4,630kHzは、非常通信の連絡を設定する場合に使用する
周波数です。連絡設定後の通信は、通常使用する周波数で
行なってください。

1 [CW/ FSK/ REV]を押して、CWモードを選びます。

・“CW”が表示されます。

2 周波数を4,630kHzに合わせます。

注意：

◆ 周波数は4.630.00と正確に合わせます。

◆ 内蔵のオート．アンテナチューナーは、非常連絡設定周波数
4,630kHzでは動作しません（→p. 73）。
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スプリット運用

通常の交信には受信と送信に1つの周波数を使います。この
場合は、VFO AかVFO Bのどちらかで1つの周波数を選び
ます。しかし、場合によっては受信と、送信で違う周波数を
選ぶこともあります。この場合は2つのVFOを使う必要があ
ります。これを“スプリット運用”と呼びます。この“スプ
リット運用”はFMレピーターを使う場合（→p. 32）や、DX
局を呼ぶ場合などに使用します。

1 メイン・バンドの[MAIN]と[A/ B]を押して、VFO Aまた
はVFO Bを選びます。

・ 選ばれたVFOが、“  A”または“  B”で表示されま
す。

2 周波数を選びます。

・ 選ばれた周波数は送信のために使われます。

・ 選ばれたVFO周波数を、もう一方のVFOにコピーす
るには[A=B]を押します。

3 [A/ B]を押して、もう一方のVFOを選びます。

4 周波数を選びます。

・ 選ばれた周波数は受信のために使われます。

5 [SPLIT]を押します。

・“SPLIT”が表示されます。

・ [A/ B]を押すたびに、受信と送信の周波数が反転しま
す。

6 もう一度[SPLIT]を押して、スプリット運用を終了しま
す。

・“SPLIT”が消えます。

メニューNo. 06Aを呼び出して、“ON”を選ぶと、メモリー・
チャンネルとVFOの2つでスプリット運用ができます。『メ
モリー』の中の『メモリー・チャンネル／VFOスプリット運
用』（→p. 60）をご覧ください。

注意：サブ・バンドではVFOが1つですので、異なるバンドでのス
プリット運用はできません。

TF-SET（送信周波数のセット）

TF-SETは一時的に送信周波数と受信周波数を入れ替える機
能です。TF-SETのスイッチを押している間自分の送信周波
数で受信し、その状態で送信周波数を変更することもできま
す。新しく選んだ送信周波数に妨害電波があるかどうかを
チェックすることができます。
[TF-SET]のスイッチを離すと、元の周波数に戻ります。

1 左記の操作でスプリット運用を設定します。

2 [TF-SET]を押し続けます。

3 [TF-SET]を押した状態で同調つまみを回すか、またはマ
イクロホンの[UP]/ [DWN]を押します。

・ 変更した周波数で受信します。

4 [TF-SET]を離します。

・ 元の受信周波数で受信を始めます。

多数の局から呼び出されているDX局とうまく交信するには、
妨害電波のない周波数でタイミング良く相手局を呼び出しま
す。すなわち、DX局の交信状況と混信状態を考慮し、TF-SET
機能を使って、DX局が受信状態で、他の局が送信していない
瞬間に送信します。この機能を使いこなすと、より多くのDX
局と交信できるようになります。

注意：

◆ TF-SETを使う前に、[FUNC]、[ATT/ F LOCK]の順に押すと、間
違ってボタンを押した場合でも、受信周波数はロックされて変わ
りません。

◆ 送信中はTF-SETは動作しません。

◆ メモリー・チャンネル（CH290から299を除く）を呼び出した場
合、その呼び出した周波数を同調つまみで変更することはできま
せん。メモリー・チャンネル運用時、同調つまみを使えるように
するにはメニューNo. 06Bを呼び出して、“ON”を選んでくださ
い。

◆ メモリー・チャンネルを呼び出したあとでマイクロホンの[UP]/
[DWN]を押すかMULTI/ CH つまみを回すと、そのメモリー・
チャンネルを変更できます。

◆ 送信周波数にはRIT 周波数のシフトは追加されていませんが、
XITには追加されています。
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FMレピーター運用

FMモードで遠距離の相手局と交信するときはレピーターを
使ってみてください。レピーターは山の上やビルの屋上など
見通しのよい場所に設置されています。レピーターを使うと
より遠くの相手局と交信できます。

レピーターは受信と送信の周波数をシフトさせて使います。

本機にはオート・レピーター・オフセット機能がありますが
（→p. 34）、それ以外に2つの異なる周波数で交信するには、
次の3通りの方法があります。

・ スプリット運用（→p. 31）

・ シフトを設定する

・ スプリット・メモリーに登録する

スプリット・メモリーに登録する方法については『メモリー』
の中の『スプリット・チャンネル』（→p. 59）をご覧くださ
い。

注意：

◆ スプリット運用でレピーターを使用する場合は、送信／受信周波
数の両方ともFMモードを選んでください。

◆ レピーター運用時に、マイク・ゲインが大きすぎると、変調度が
大きすぎて、レピーターを使用できないことがあります
（→p. 28）。

レピーター�

A局�

B局�

送信�
434.640MHz

受信�
439.640MHz

送信�
434.640MHz

受信�
439.640MHz

シフト設定

受信と送信の周波数をシフトさせて、2つの異なる周波数を
設定します。

注意：シフトの設定をメモリー・チャンネルに登録しておくと、毎回
設定をやり直す必要はありません。『メモリー』（→p. 58）をご覧く
ださい。

■ シフト方向の選択

1 受信周波数を選んでください。

2 [0/ SHIFT/ OFFSET]を押して、シフト方向を選びま
す。
・ 送信周波数を受信周波数よりも高くする（＋）か、低く

する（－）かを選んでください。

・ どちらのシフトが選ばれたかにより、“＋”または“－”
が表示されます。

シフトした送信周波数がバンド範囲外に出た場合は送信
できません。次に示す方法のどちらか一つを使って送信
周波数をバンドの範囲内に戻してください。

・ 受信周波数をバンド範囲内に移動させる。

・ シフトの方向を変える。

注意：

◆ シフトの方向はFM以外のモードでは変えられません。

◆ スプリット・メモリーを使用中、または送信中はシフト方向
を変えることはできません。

■ オフセット周波数の選択

実際にレピーターを使用する場合は、そのレピーターに
合わせて、受信と送信の周波数でオフセットさせる周波
数を設定してください。お買い上げ時の設定は以下の通
りです。

ドンバ トッセフオ
数波周

zHM441 zHk006

zHM034 zHM0.5

zHG2.1 zHM02

29と50MHzバンドについては、お買い上げ時のオフセッ
ト周波数は0MHz（シンプレックス）に設定されています。
これらのバンドについては希望のオフセット周波数を設
定してください。

1 [FUNC]、[0/ SHIFT/ OFFSET]の順に押します。

2 MULTI/ CHつまみを回して、オフセット周波数を選び
ます。
・ 選択可能な範囲は0. 00MHzから50kHzステップで59.

95MHzまでです。

3 もう一度[FUNC]、[0/ SHIFT/ OFFSET]の順に押して、
設定を終了します。
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トーンの送信

レピーターを使って交信する場合は、あらかじめトーン機能
をON、トーン周波数を88.5Hzに設定してください。

注意：

◆ トーンの設定をメモリー・チャンネルに登録しておくと、毎
回設定をやり直さずにすみます。『メモリー』（→p. 58）をご
覧ください。

◆ 通常の使用においては、お買い上げ時の設定でご使用くださ
い。

■ トーン機能を使う

1 VFOでFMモードが選ばれていることを確認します。

2 [4/ TONE/ SEL]を押して、トーン機能をONにします。
・ ONのときは“T”が表示されます。

・ [4/ TONE/ SEL]を押すたびに、ON/ OFFが切り替わりま
す。

注意： CTCSSまたはDCS機能と一緒にトーン機能を使うことは
できません。

■ トーン周波数の選択

1 [FUNC]、[4/ TONE/ SEL]の順に押します。
・ その時のトーン周波数が表示されます。お買い上げ時の

設定は88. 5Hzです。

2 MULTI/ CHつまみを回して、トーン周波数を選びま
す。
・　選べるトーン信号は右上の表のとおりです。

3 もう一度[FUNC]、[4/ TONE/ SEL]の順に押して、設定
を終了します。

.oN 数波周
（ zH ） .oN 数波周

（ zH ） .oN 数波周
（ zH ） .oN 数波周

（ zH ）

10 0.76 11 4.79 12 5.631 13 8.291

20 9.17 21 0.001 22 3.141 23 5.302

30 4.47 31 5.301 32 2.641 33 7.012

40 0.77 41 2.701 42 4.151 43 1.812

50 7.97 51 9.011 52 7.651 53 7.522

60 5.28 61 8.411 62 2.261 63 6.332

70 4.58 71 8.811 72 9.761 73 8.142

80 5.88 81 0.321 82 8.371 83 3.052

90 5.19 91 3.721 92 9.971 93 0571

01 8.49 02 8.131 03 2.681

注意：

◆ パソコン・コントロールでトーン周波数を選ぶ場合は、上の
表のNo. 01～No. 39を使用してください（→p. 81）。

◆ トーン周波数とCTCSS周波数は別々に設定することができ
ます。

◆ トーン周波数に 1750Hz を選んだときは、[TONE]キーが
1750Hzの送信機能になります。

■ 連続またはバーストの選択

レピーターによってトーン周波数の種類が異なり、メ
ニューNo. 42を呼び出して種類を変更できます。

種類 CONT（連続）

BURST（バースト）

CONT を選ぶと、送信中連続的にトーンを送ります。
BURSTを選ぶと送信するたびに500msの間トーンを送
ります。

注意：

◆　144MHz、430MHz、1200MHzバンドは常に連続となります。

◆　1750Hz選択時は常にバーストとなります。
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オート・レピーター・オフセット

本機は、オート・レピーター・オフセット機能を備えており、
受信周波数を439MHz帯のレピーター周波数に合わせると、
自動的に送信周波数を－5MHzシフト（オフセット周波数）
し、設定されているトーン周波数を付け加えます。

1200Hzバンドでは、受信周波数が1290MHz以上1293MHz
未満の範囲のときに、「－20MHzシフト、トーンON」に自
動設定されます（TS-2000SX/ TS-2000VX）。

1 メニューNo. 43を呼び出して、オート・レピーター・オ
フセット機能をON（使用しない時はOFF）にします。

・ お買い上げ時の設定はONです。

注意：

◆ リバース機能がONの時は、オート・レピーター・オフセット機
能は動作しません。

◆ オート・レピーター・オフセット機能がONのときは、［0/ SHIFT/
OFFSET］を押してシフト方向を変えても、シフト方向はその周
波数に対応した方向になります。

リバース機能

オフセットを設定してあるときは、リバース機能により受信
と送信の周波数が反転します。レピーターを経由しないで相
手局からの信号を直接受信できるかどうかを、信号の強さを
チェックして判断します。もし相手局の信号が強ければ、お
互いの局はシンプレックス周波数に移行して直接交信するこ
とをおすすめします。

1 オフセット（＋またはー）が設定してあるときに、
[TF-SET]を押して、リバース機能をONにします。

・“ R ”が表示されます。

注意：

◆ [TF-SET]を押したとき送信周波数がバンド範囲外になった場合
は、マイクロホンの[PTT]を押しても送信禁止状態になり、送信
できません。

◆ [TF-SET]を押したとき受信周波数がバンド範囲外になった場合、
エラービープ音が鳴り、リバース機能は動作しません。

◆ オート・レピーター・オフセット機能はリバースがONのときは
動作しません。

◆ 送信中はリバース機能のON/ OFFはできません。

オートシンプレックスチェッカー（ASC）

レピーターを使用中に相手局の信号を直接受信し、信号の強
さを定期的にチェックし、レピーターを使用しなくてもよい
シンプレックス交信が可能な場合は、ディスプレイ画面上の
［R］表示が点滅を始めます。

1 [TF-SET]を 1 秒以上押して、オートシンプレックス
チェッカー機能をONにします。

・“〔R〕”が表示されます。

・ 直接の交信が可能になると、〔R〕表示が点滅します。

・ この機能をOFFにするには[TF-SET]を押します。

注意：

◆ 送信したときは〔R〕表示の点滅が止まります。

◆ 送信と受信の周波数が同じ場合（シンプレックス運用）、オート
シンプレックスチェッカーは動作しません。

◆ スキャン中はオートシンプレックスチェッカーは動作しません。

◆ リバース機能を使用中にオートシンプレックスチェッカーをON
にすると、リバース機能はOFFになります。

◆ リバース機能がONになっているメモリー・チャンネルまたは
コール・チャンネルを呼び出すと、オートシンプレックスチェッ
カーがOFFになります。

◆ オートシンプレックスチェッカーがONのときは、受信中の音声
が約3秒ごとに途切れます。

トーン周波数サーチ

受信信号に含まれるトーン周波数をチェックして表示します。

1 [FUNC]、[4/ TONE/ SEL]の順に押します。

・現在のトーン周波数が表示されます。

2 [SCAN/ SG. SEL]を押して、トーン周波数をスキャンさ
せます。

・“T”が点滅してトーン周波数をスキャンします。トー
ン周波数が一致すると、スキャンを停止してその周波
数を表示します。

・ トーン周波数のスキャンが動作中は、[SCAN/ SG.
SEL]を押すとスキャンが停止します。

注意：

◆ スキャン中でも受信音は聞こえます。

◆ 信号を受信していないとスキャンはしません。
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FM CTCSS運用

CTCSSとは連続Continuous Tone Coded Squelch Systemの
略称です。あらかじめ相手局と決めておいたCTCSS周波数
を音声信号に付加して送信します。相手局のCTCSS周波数
と自局のCTCSS周波数が一致したときに、スケルチが開き
受信できます。特定の相手局と交信するときにご利用くださ
い。選択できるCTCSS周波数は、右の表のとおりです。

注意：CTCSSを使用しても、交信内容を他局に聞かれないようには
できません。

1 [A/ B]を押して、VFO AまたはVFO Bを選びます。

・ 選ばれたVFOが“  A”または“  B”で表示されま
す。

2 バンドを選びます。

3 周波数を選びます。

4 [FM/ AM/ NAR]を押して、FMモードを選びます。

・“FM”が表示されます。

5 SQLつまみを回して、スケルチを調整します。

6 [6/ CTCSS/ SEL]を押して、CTCSS機能をON（使用し
ないときはOFF）にします。

・ CTCSS機能がONの場合“CT”が表示されます。

7 [FUNC]、[6/ CTCSS/ SEL]の順に押します。

・ 現在のCTCSS周波数が表示されます。CTCSS周波数
のお買い上げ時の設定は88. 5Hzです。

8 MULTI/ CHつまみを回して、CTCSS周波数を選びます。

・ 選べるCTCSSトーン周波数は右上の表のとおりです。

9 もう一度[FUNC]、[6/ CTCSS/ SEL]の順に押して、設定を
終了します。

.oN 数波周
（ zH ） .oN 数波周

（ zH ） .oN 数波周
（ zH ） .oN 数波周

（ zH ）

10 0.76 11 4.79 12 5.631 13 8.291

20 9.17 21 0.001 22 3.141 23 5.302

30 4.47 31 5.301 32 2.641 33 7.012

40 0.77 41 2.701 42 4.151 43 1.812

50 7.97 51 9.011 52 7.651 53 7.522

60 5.28 61 8.411 62 2.261 63 6.332

70 4.58 71 8.811 72 9.761 73 8.142

80 5.88 81 0.321 82 8.371 83 3.052

90 5.19 91 3.721 92 9.971

01 8.49 02 8.131 03 2.681

相手局からの呼び出しは選ばれたトーン周波数と一致したと
きのみ聞こえます。呼び出されたら、[SEND]を押すかマイク
ロホンの[PTT]を押して話します。

すでにCTCSS周波数を設定している場合は、操作7と8は
飛ばしてください。

注意：

◆ スプリット運用中にCTCSSを使う場合は、両方のVFOにFMモー
ドを選んでください。

◆ パソコン・コントロール（→p. 81）でCTCSS周波数を選ぶ場合
は、上の表のNo. 01～No. 38を使用してください。

◆ CTCSS周波数はトーン周波数とは別に選べます。

◆ CTCSS機能はトーンまたはデジタル・コード・スケルチ機能と
同時には使えません。

◆ CTCSS周波数はトーン周波数と同じですが、1750Hz の場合は
CTCSSは動作しません（→p. 33）。

◆ MAIN SQLつまみを時計方向に回し切っている場合は、CTCSS
周波数が一致している信号でもスケルチが開かないときがありま
す。

CTCSS周波数サーチ

受信信号に含まれるCTCSS周波数をチェックし表示します。
他の局が使用しているCTCSS周波数を知りたいときに便利
です。

1 [FUNC]、[6/ CTCSS/ SEL]の順に押します。

・ 現在のCTCSS周波数が表示されます。

2 [SCAN/ SG. SEL]を押して、CTCSS周波数をスキャンし
ます。

・“CT”が点滅し、すべてのCTCSSトーン周波数がス
キャンされます。CTCSS周波数が一致するとスキャ
ンを停止して、その周波数を表示します。

・ CTCSS周波数のスキャンが動作中は、[SCAN/ SG. SL]
を押すとスキャンが停止します。

注意：

◆ スキャン中でも受信音は聞こえます。

◆ 信号を受信していないとスキャンはしません。
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FM DCS運用

DCSとはDigital Coded Squelchの略称です。あらかじめ相
手局と決めておいたDCSコードを音声信号に付加して送信し
ます。相手局のDCSコードと自局のDCSコードが一致した
ときに、スケルチが開き受信できます。特定の相手局と交信
するときにご利用ください。CTCSSとの違いはエンコード
／デコードの方法と選択可能なコードの数です。DCSコード
は下に示した表の104個のコードの中から選ぶことができま
す。

1 [A/ B]を押して、VFO AまたはVFO Bを選びます。

・ 選んだVFOが“  A”または“  B”で、表示されま
す。

2 バンドを選びます。

3 周波数を選びます。

4 [FM/ AM/ NAR]を押して、FMモードを選びます。

・“FM”が表示されます。

5 SQLつまみを回して、スケルチを調整します。

6 [･/ DCS/ SEL]を押して、DCS機能をON（使用しないと
きはOFF）にします。

・ 機能がONの時は“DCS”が表示されます。

7 [FUNC]、[･/ DCS/ SEL]の順に押します。

・ 現在のDCSコードが表示されます。お買い上げ時の
設定は023です。

8 MULTI/ CHつまみを回して、DCSコードを選びます。

・ 選べるDCSコードを下の表に示します。

9 もう一度[FUNC]、[･/ DCS/ SEL]の順に押して、設定を終
了します。

320 560 231 502 552 133 314 564 216 137

520 170 431 212 162 233 324 664 426 237

620 270 341 322 362 343 134 305 726 437

130 370 541 522 562 643 234 605 136 347

230 470 251 622 662 153 544 615 236 457

630 411 551 342 172 653 644 325 456

340 511 651 442 472 463 254 625 266

740 611 261 542 603 563 454 235 466

150 221 561 642 113 173 554 645 307

350 521 271 152 513 114 264 565 217

450 131 471 252 523 214 464 606 327

相手局からの呼び出しは選ばれたコードと一致したときのみ
聞こえます。呼び出されたら、[SEND]を押すかマイクロホン
の[PTT]を押して話します。

すでにDCSコードを設定している場合は操作7と8は飛ばし
てください。

注意：デジタル・コード・スケルチ機能は、トーンまたはCTCSS機
能と同時に使うことはできません。

DCSコードサーチ

受信信号に含まれるDCSコードをチェックし表示します。他
局が使用しているDCSコードを知りたいときに便利です。

1 [FUNC]、[･/ DCS/ SEL]の順に押します。

・ 現在のDCSコードが表示されます。

2 [SCAN/ SG. SEL]を押して、DCSコードをスキャンしま
す。

・“DCS”が点滅し、すべてのDCSコードがスキャンさ
れます。DCSコードが一致するとスキャンを停止し
て、そのDCSコードを表示します。

・ DCSコードのスキャンが動作中は、[SCAN/ SG. SEL]
を押すと、スキャンが停止します。

注意：

◆ スキャン中でも受信音は聞こえます。

◆ 信号を受信していないとスキャンはしません。
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受信

周波数を選択する

同調つまみを回したり、マイクロホンの[UP]/ [DWN]を押す
以外にも周波数を選ぶ方法がいくつかあります。ここでは簡
単に周波数を選ぶ方法について説明します。

■ 周波数を直接入力する
希望の周波数が現在の周波数から離れている場合は、そ
の周波数を数字キーで直接入力するのが最も速い方法で
す。

1 [ENT]を押します。
・ “---.---.--”が表示されます。

2 数字キー（[0]から[9]まで）を押して、希望の周波数を
入力します。
・ 入力の途中で[ENT]を押すと、残りの桁（入力しなかっ

た桁）が0で埋められて入力を終了します。

・ たとえば、1. 82MHzを選ぶ場合、[0]、[0]、[0]、[1]、[8]、[2]
（TS-2000S/ Vは[0]、[0]、[1]、[8]、[2]）と押して[ENT]を押
すと完全な入力となります。

・ キー操作を短縮するには、MHzの代わりに[･]を使うこと
もできます。1. 82MHzを選ぶ場合、[1]、[･]（MHz）、[8]、
[2]、そして[ENT]を押せば入力を終了します。

・ [CLR]を押すと入力は取り消され、入力前のVFO周波数
が表示されます。

注意：

◆ 周波数の入力は30. 00kHzから1299. 9999MHz（TS-2000S/V
は 439.999MHzまで）の範囲で行なうことができます。

◆ 送受信範囲外の周波数を入力しようとすると警告音が鳴り、
入力しようとした周波数は取り消されます。

◆ サブ・バンドでは、入力された周波数が、その時のVFO周波
数のステップと合わなかった場合、一番近い周波数が自動的
に選ばれます。メイン・バンドでは、同調つまみを回して周
波数を変えた後、一番近い周波数が自動的に選ばれます。

◆ 10Hzの桁（表示される最後の桁）が入力されると、1Hzの桁
に0が自動的に入力されて周波数の入力が終了します。1Hz
の桁は表示されません。

◆ ある周波数が入力されるとRITまたはXITがOFFになります
が、RITやXITのオフセット周波数は解除されません。

◆ スタート周波数とストップ周波数が登録されている290 ～
299メモリー・チャンネルが呼び出されたときは、設定され
た範囲内で受信周波数を直接入力して、変更できるようにな
ります。

■ 1MHzのステップを使う

前面パネルの[＋]/ [－]を押すと、アマチュア・バンドが変
わります。また、MULTI/ CHつまみを使って運用中の周
波数を1MHzステップで変えることができます。

1 [1 MHz/ SEL]を押します。
・ “MHz”が表示されます。

2 MULTI/ CHつまみを回します。
・ 時計方向では周波数のUP、反時計方向では周波数の

DOWNとなります。

3 [1 MHz/ SEL]を押して、この機能を解除します。
・ “MHz”が消えます。

周波数の変更を1MHz ステップではなく100kHz とか
500kHzステップで行ないたい場合は、[FUNC]、[1 MHz/
SEL]の順に押してから、MULTI/ CHつまみを回して
100kHzまたは500kHzを選びます。選択が終了したら、再
び[FUNC]、[1 MHz/ SEL]の順に押します。

注意：100kHzや 500kHzを選んでも“MHz”は表示されます。

■ 周波数を早く変える

周波数を早く変えるには、MULTI/ CHつまみを使います。
このつまみを回すと、運用中の周波数をSSB/ CW/ FSK
の場合は5kHzずつ、FM/AM（60MHz以下）の場合は10kHz
ずつ変えていきます。

・ お買い上げ時の周波数ステップを変えたい場合は、
[FUNC]、[9/ FINE/ STEP]の順に押します。FM/ AM
モードでは5kHz、6. 25kHz、10kHz、12. 5kHz、15kHz、
20kHz、25kHz、30kHz、50kHz、100kHzを、その他
のモードでは1kHz、2. 5kHz、5kHz、10kHzを選んで
ください。お買い上げ時の設定は、SSB/ CW/ FSK/
AMモードは5kHz、FMモード（60MHz以下）は10kHz
です。選択が終了したら、再び[FUNC]、[9/ FINE/
STEP]の順に押します。

・ MULTI/ CHつまみを使用して運用周波数を変える場合
は、新しい周波数はステップの倍数となるように丸め
られます。この機能を解除したい場合は、メニューNo.
04を呼出し、OFFを選んでください。（お買い上げ時
の設定はONになっています）。

・ AM放送バンド内のAMモードのステップは、自動的
にお買い上げ時の設定の9kHz に戻ります。このス
テップはメニューNo. 05で 9kHzとOFFの切り替え
ができます。

注意：

◆ MULTI/ CH 用に設定された周波数のステップ幅は、HF、
50MHz、144MHz、430MHz、1200MHzの各バンド用に個別
にメモリーされています。また、SSB/ CW/ FSK、AMおよび
FMの各モード用にも異なる周波数ステップを設定すること
ができます。

◆ メニューNo. 03がON（初期値）に設定されているとFMモー
ドと60MHz以上のAMモード時には同調つまみがMULTI/
CHつまみのステップで動作します。

◆　メニューNo.03がON、MHzステップがONでも同調つまみ
はMHzステップでは動作しません。
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■ ファインチューニング機能

ファインチューニング機能で同調つまみの周波数ステッ
プ幅を1/10に変えて周波数を微調整することができます。

同調つまみを回して周波数を変えるときのお買い上げ時
の周波数ステップ幅は、SSB/ CW/ FSKモードでは10Hz、
FMとAMモードには100Hzが設定されています。
これを、SSB/CW/FSKモードでは1Hz、FMとAMモード
では10Hzに変更することができます。

1 [9/ FINE/ STEP]を押し、ファインチューニング機能を
ONにします。
・ “FINE”が表示されます。

2 同調つまみを回して、周波数を選びます。

3 もう一度[9/ FINE/ STEP]を押して、機能をOFFにし
ます。
・ “FINE”が消えます。

注意：

◆ ファインチューニング機能は、メイン・バンドでのみ動作し
ます。

◆ メニューNo. 03がONの場合は、すべてのバンドのFMモー
ドと、144MHz/ 430MHz/1200MHz（TS-2000S/ Vはバージョ
ンアップ可能）バンドのAMモードではファインチューニン
グ機能は動作しません。

■ VFO周波数のコピー（A=B）
使用中のVFOの周波数を使用していない方のVFOへコ
ピーすることができます。

1 VFO AまたはVFO Bの周波数とモードを選びます。

2 [A=B]を押します。
・ 操作1 で選んだ周波数とモードは使用していない方の

VFOにコピーされました。

3 [A/ B]を押して、周波数がコピーされたことを確認し
ます。

RIT（受信周波数の微調整）

RITは送信周波数を変えることなく受信周波数を10Hzのス
テップで±20. 00kHzまで微調整できる機能です。周波数ス
テップ幅の微調整機能[9/ FINE/ STEP]がONの場合、RITの
オフセット周波数は1Hzとなります。RITはすべてのモード
（FM、AM、CW、SSB）とVFOまたはメモリー・チャンネル・
モードを使用中でも同じように動作します。交信中に相手局
の周波数がずれてきた場合の調整や、XITと組み合わせた使
い方があります。

1 [RIT/ CW TUNE]を押して、RIT機能をONにします。

・“RIT”とRITオフセット周波数が表示されます。

2 必要に応じ[CLEAR]を押して、RITオフセット周波数を0
に戻します。

3 RIT/ SUBつまみを回して、受信周波数を変えます。

4 [RIT/ CW TUNE]を押して、RIT機能をOFFにします。

・ 受信周波数は操作1の前の周波数に戻ります。

注意：

◆ RITはメイン・バンドでのみ動作します。

◆ RIT機能がONの周波数がメモリーチャンネルにメモリーされて
いるときは、RITのオフセット周波数がVFO周波数に加算され
てメモリーされます。

AGC（オートマチック・ゲイン・コントロール）

AGCは受信した信号の強弱の変化をできるだけ抑えるように
IFゲインを自動制御する機能です。

AGCを効果的に使うには、モード（FM以外）ごとに時定数
を変える必要があります。

一般的に信号の強弱の変化がはっきりしているCWモードや
FSKモードでは早い時定数、変化がゆっくりしているSSB
モードや AM モードでは遅い時定数を選びます。素早く
チューニングする場合や、弱い信号を受信するときは、SSB
モードやAMモードでも早い時定数が有効です。

他のトランシーバーと異なり、本機のデジタルAGC回路は時
定数を遅くから速くまで20のステップで調整できるように
なっており、1が最も遅く、20が最も速く設定されます。ま
た、AGCをOFFにすることもできます。

AGCは次の初期値が設定されています。

SSB：レベル7 CW：レベル12

FSK：レベル14 AM：レベル5

時定数の初期値を変更する方法：

1 [8/ AGC/ OFF]を押します。

・ サブ・ドット表示部の上にAGCの時定数目盛りが表
示されます。

2 遅い時定数を選ぶにはMULTI/ CHつまみを反時計方向に
回します。

・ インジケーターの棒がF（速い）からS（遅い）の方
へ動きます。

3 速い時定数を選ぶにはMULTI/ CHつまみを時計方向に回
します。

・ インジケーターの棒がS（遅い）からF（速い）の方
へ動きます。

4 [8/ AGC/ OFF]を押して、時定数の設定を終了します。

注意：AGCの時定数はサブ・バンドでは変更することはできません。
AGCをOFFにすると、受信音が歪む場合があります。その場合は、
RFゲインを下げて運用してください。
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送信

VOX（VOICE-OPERATED TRANSMIT）

VOXは話すと送信になり、話を止めると受信に戻る機能で
す。マイクロホンに向かって話し始めたことをVOX回路が感
知し、自動的に送信モードに切り替えます。

VOXを使う場合、話が終ったら少し間をあけて、一瞬受信
モードに戻すようにすることをお奨めします。

VOXはFSKモードを除き、CWやその他のモードではON/
OFFが個別に行なえます。

1 [VOX/ LEVEL]を押して、VOXのON/ OFFを切り替えま
す。

・ VOXキーのLEDが点灯します。

■ マイクロホンの入力レベル
SSB/ FM/ AMモードでは、VOXゲインを調整できます。
声の大きさや周囲の雑音の状態に応じて調整してくださ
い。声の大きい人や大声で話すときはVOXゲインを小さ
くします。

1 USB、LSB、FMまたはAMモードを選びます。

2 [VOX/ LEVEL]を押して、VOX機能をONにします。
・ VOXキーのLEDが点灯します。

3 [FUNC]、[VOX/ LEVEL]の順に押します。
・現在のVOXゲインがサブ・ドット表示部に表示されます。

4　[SEND]またはマイクロホンのPTTスイッチを押しま
す。

5　マイクロホンに向かって話しながらMULTI/ CHつま
みを回して、VOXゲインを調整（初期値は4）します。
話すたびに確実に送信モードに切り替わるようになり
ます。
・ 調整できるVOXゲインの範囲は0から9までです。

・ 設定にあたっては、背後のノイズによって受信モードか
ら送信モードに切り変えてしまうことのないように注意
してください。

注意：VOXゲインはVOX機能がOFFでも、あるいは送信中でも
調整が可能です。

■ ディレイタイム

話を止めてすぐに受信モードに戻ると、最後の言葉が送
信されない場合があります。これを避けるために、適切な
ディレイタイムを選んで、すべての言葉が送信されるよ
うに調整します。

1 USB、LSB、FMあるいはAMモードを選びます。

2 [VOX/ LEVEL]を押して、VOX機能をONにします。

3 [FUNC]、[KEY/ DELAY]の順に押します。
・ 現在の設定値がサブ・ドット表示部に表示されます。お

買い上げ時の設定は50です。

4　[SEND]またはマイクロホンのPTTスイッチを押しま
す。

5 マイクロホンに向かって話しながら、MULTI/ CHつま
みを回して、話を止めた後に受信モードに切り替わる
ようにディレイタイムを調整します。
・ 調整できるディレイタイムの範囲はステップ5から100

（150ms～3000ms）までとOFFです。

6 [FUNC]、[KEY/ DELAY]の順に押して、VOXのディレ
イタイム設定を終了します。
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スピーチ・プロセッサー

SSB/ AMモードでは話し手の声の大小が出力の変化となって
直接伝わるため、聞きづらいことがあります。

スピーチプロセッサーを通すと、リミッタ（※）が働き、音
声の周波数帯域を3つに分割します。それぞれの出力レベル
が一定レベルになるように声の大小を平均化し、平均電力を
上げて送信します。相手に対して信号が弱いときや、弱い信
号の相手に送信するときは、スピーチプロセッサーをONに
すると了解度が上がります。

※リミッタ（Limitter）

・ 信号波形が一定値以上になると、それを超えないよう
に制限する回路

送信出力�

時間

時間

スピーチプロセッサー　OFF

スピーチプロセッサー 　ON送信出力�

1 USB、LSB、FMまたはAMモードを選びます。

2 [PROC/ LEVEL]を押して、スピーチ・プロセッサーをON
にします。

・ PROCキーのLEDが点灯します。

3 [FUNC]、[PROC/ LEVEL]の順に押して、スピーチ・プロ
セッサー・入力レベル調整モードに入ります。

4　[SEND]またはマイクロホンのPTTスイッチを押します。

5 マイクロホンに向かって話しながら、コンプレッション・
メーターの圧縮レベルが約10dBになるようにMULTI/ CH
つまみを回します。

・ あまり強く圧縮しても信号の明瞭さや、実際の信号の
強さは改善されません。過度に圧縮された信号は歪み
のために聞き取りにくく、圧縮の少ない信号よりも了
解度を悪くします。

6 もう一度[FUNC]、[PROC/ LEVEL]の順に押して、スピー
チ・プロセッサー・入力レベル調整モードを解除します。

7 [MIC/ CAR]を押して、スピーチ・プロセッサー・出力レ
ベル調整モードに入ります

・ マイクロホンに向かって話ながら、声のレベルに合わ
せてALCゾーン内でメーターが振れるように[MULTI/
CH]つまみを回してください。

調整が終わったら、[MIC/ CAR]を押して、スピーチ・
プロセッサー・出力レベル調整モードを解除します。

XIT（送信周波数の微調整）

XITはRITの逆で、受信周波数を変えることなく、送信周波
数を10Hzのステップで±20kHzまで微調整できる機能です。
周波数ステップ幅微調整機能[9/ FINE/STEP]がONの場合、
XITのオフセット周波数は1Hzとなります。

1 [XIT/ ALT]を押して、XIT機能をONにします。

・“XIT”とXITオフセット周波数が表示されます。

2 必要に応じ[CLEAR]を押して、XITオフセット周波数を0
に戻します。

3 RIT/ SUBつまみを回して、送信周波数を変えます。

4 [XIT/ ALT]を押して、XIT機能をOFFにします。

・ 送信周波数は操作1の前の周波数に戻ります。

注意：

◆　RIT/ SUBつまみにより設定されたオフセット周波数はRIT
機能でも使われます。したがって、XITオフセット周波数を
変えたり、XITをOFFにしたりすると、RITオフセット周波
数も変わります。

◆　XITはメイン・バンドでのみ動作します。

◆　XIT周波数が送信可能な周波数範囲を越えている場合は、自
動的に送信を中止します。　
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送信信号特性

送信する信号の特性は、無線機の種類に関係なく大事なもの
です。しかしこちらが送信した信号を相手局がどのように受
信しているかを聞いているわけではないので、見過ごしてし
まいがちです。以下の各節では、送信する信号をより良い信
号特性にするために役立つ説明をします。

■ 送信バンドパスフィルターについて（SSB/ AM）

メニューNo. 22を使って、次のバンド幅の一つを選んで
ください：

2. 0kHz、2. 2kHz、2. 4kHz（初期値）、2. 6kHz、2. 8kHz
または3. 0kHz。

幅ドンバ 数波周スパドンバ

zHk0.2 zH0052-005

zHk2.2 zH0062-004

zHk4.2 zH0072-003

zHk6.2 zH0082-002

zHk8.2 zH0092-001 1

zHk0.3 zH0003-01 1

1 スピーチ・プロセッサーがONのときはローカットが200Hzに
設定されます。

■ 送信オーディオ・イコライザー（SSB/ FM/ AM）
メニューNo. 21を使って送信周波数特性を変更します。
お買い上げ時の設定のOFFを含む6つの項目から1つ選
ぶことができます。どの項目を選んでもディスプレイに
“  ”が表示されます。

・ OFF（OFF）：
SSB、FMおよびAMのための初期設定周波数特性

・ ハイブースト（H BOOST）：
高い周波数帯域を強調します。低い周波数成分を持つ音声に
効果的です。

・ フォルマントパス（F PASS）：
音声周波数帯域以外の周波数成分を減らして聞き取りやすく
します。

・ バスブースト（B BOOST）：
低い周波数帯域を強調します。高い周波数成分を持つ音声に
効果的です。

・ コンベンショナル（CONVEN）：
600Hz以上の周波数をすべて3dB強調します。

・ ユーザー（USER）：
ARCP-2000用の設定です。お買い上げ時はフラットに設定
されています。

◎ 送信特性カーブ

0.2 0.7 2.2

振幅�

音声周波数 �
[kHz]

バスブースト�

ハイブースト�
OFF

コンベンショナル�

フォルマントパス�

�

c

bb

FP

Hb

送信の禁止

誤って送信しないようにする機能です。この機能がONのと
きは、送信しようとして[SEND]を押したり、マイクロホンの
PTTスイッチを押しても送信できません。また、受信音も聞
こえません。

この機能のONやOFFはメニューNo. 54で設定します。お
買い上げ時の設定はOFFです。

・OFF ：送信できます

・ON ：送信できません

送信中に周波数を変更する

通常は送信中に周波数は変えませんが、必要な場合は周波数
を変えることもできます。また送信モードになっている間に
XITオフセット周波数を変えることもできます。

送信中に、送信周波数帯域外の周波数を選ぶと、自動的に受
信モードになります。この場合、送信周波数帯域内の周波数
を選んで、もう一度[SEND]を押すまでは送信できません。
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CWブレークイン

ブレークインは、CWモードで送信と受信モードを手動で切
り替えなくても、キーダウンするだけで送信ができる機能で
す。ブレークインには、セミ・ブレークインとフル・ブレー
クインの2種類があります。

セミ・ブレークイン：
キーアップすると設定した時間（ディレイタイム）だけ送信
待機状態を続けます。その後受信モードに戻ります。

フル・ブレークイン：
キーアップするとすぐに受信モードに戻ります。

セミ・ブレークインかフル・ブレークインを使う

1 [CW/ FSK/ REV]を押して、CWモードを選びます。

・“CW”表示が出ます。

2 [VOX/ LEVEL]を押します。

・ VOXキーのLEDが点灯します。

3 [FUNC]、[KEY/ DELAY]の順に押します。

・ 現在の設定（フル(FBK)またはディレイタイム）が表
示されます。お買い上げ時の設定はフル・ブレークイ
ンです。

4 MULTI/ CHつまみを回して、フル・ブレークインか、ま
たはセミ・ブレークインのディレイタイムを選びます。

・ ディレイタイムは5から100（50mSから1000mSま
で）の範囲で、ステップは5です。

5 キーヤーを押して送信します。

・ 自動的に送信モードに変わります。

・ FBKが選ばれると：キーアップするとすぐに受信モー
ドに戻ります。

・ ディレイタイムが選ばれると：選んだディレイタイム
が過ぎた後、受信モードに戻ります。

6 もう一度[FUNC]、[KEY/ DELAY]の順に押して、設定を終
了します。

注意：フル・ブレークインはリニアアンプTL-922には使えません。

エレクトロニック・キーヤー

本機は内蔵のエレクトロニック・キーヤーを備えており、背
面パネルにキーヤー・パドルをつなぐだけで使えるようにな
ります。接続に関する詳しい説明は『CWのためのキー』（→
p. 3）をご覧ください。

キーイング・スピードの変更

エレクトロニック・キーヤーのキーイング・スピードは自由
に調整できます。相手局が合わせることができて、しかも誤
りのないCWを送るには、適切なスピードを選ぶことが重要
です。自分のキーイング能力を超えたスピードを選ぶとミス
をする結果となります。相手局のスピードに近いスピードを
選ぶことをお奨めします。

1 [CW/ FSK/ REV]を押して、CWモードを選びます。

・“CW”が表示されます。

2 [KEY/ DELAY]を押します。

・ 現在のキーイング・スピードが表示されます。お買い
上げ時の設定は20（WPM）です。

3 パドルでキーイングし、送信のサイドトーンを聞きなが
らMULTI/ CHつまみを回して、適切なスピードを選びま
す。

・ スピードの範囲は、10（WPM）から60（WPM）でス
テップは1です。数字が大きいほどスピードは速くな
ります。

4 もう一度[KEY/ DELAY]を押して、設定を終了します。

注意：半自動電鍵“バグキー”機能を使用するときは、選ばれたス
ピードはドットが送られる率にのみ適用します。

オート・ウェイティング

エレクトロニック・キーヤーは、自動的に短点／長点のウェ
イティングを変えることができます。ウェイティングとは、
短点の長さに対する長点の長さの比率のことです。キーイン
グ・スピードに伴って変わり、相手局が聞きやすくなります。

ウェイティングをAUTOまたは2. 5～ 4. 0（0. 1ステップ）
に切り替えるには、メニューNo. 33を使用します。お買い上
げ時の設定はAUTOです。2. 5～4. 0を選んだときは、キー
イング・スピードに関係なく短点／長点のウェイティングは
固定されます。

■ リバース・キーイング・ウェイト比率

オート・ウェイティングの場合、キーイング・スピードが
増大するに従ってウェイティングも増大しますが、メ
ニュー設定により減少させることもできます。

この機能をONするには、メニューNo. 34を呼出し、ON
を選びます。お買い上げ時の設定はOFFです。

・スーバリ
・グンイーキ

トイェウ

（ドーピス・グンイーキ MPW ）

01 ～ 52 62 ～ 54 64 ～ 06

FFO 1： 8.2 1： 0.3 1： 2.3

NO 1： 2.3 1： 0.3 1： 8.2

バグキー機能

内蔵のエレクトロニック・キーヤーは、半自動電鍵としても
使用できます。セミ・オートマチック・キーは“バグキー”と
しても知られています。この機能がONの場合、短点はエレ
クトロニック・キーヤーが通常の方法で発生させますが、長
点の方は手動でキーヤー・パドルを閉じることにより発生さ
せます。

この機能をONするには、メニューNo. 35を呼び出し、ON
を選んでください。お買い上げ時の設定はOFFです。

注意：バグキー機能がONの場合は、CWメッセージ・メモリー（次
の項参照）は使用できません。
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CWメッセージ・メモリー

本機にはCWメッセージを録音するための3つのメモリー・
チャンネルがあります。各々のメモリーには約250短点分ま
で登録できます。これらのメモリー・チャンネルは、コンテ
ストの時に繰り返し送信したい内容を録音するのに便利な機
能です。録音されたメッセージを再生すると、メッセージの
内容をチェックしたり、送信したりすることができます。録
音にはキーヤーパドルを使用します。

CWメッセージ・メモリーには再生を中断してキーイングを
手動で挿入できる機能があります。この機能をONするには
メニューNo. 30を呼び出して、ONを選びます。お買い上げ
時の設定はOFFです。

また、CWメッセージ・メモリーには録音されたメッセージ
を繰り返し再生する機能もあります。この機能をONするに
はメニューNo. 29Aを呼び出し、ONを選びます。お買い上
げ時の設定はOFFです。

メッセージの再生を繰り返す場合、各メッセージごとの間隔
を変えることができます。メニューNo. 29Bを呼び出し、時
間を0から60秒の間で選びます（→p. 44）。

注意：

◆ この機能はバグキー機能がONの場合は使用できません。

◆ メニューNo. 30 をOFFにしてキーヤー・パドルを操作すると、
メッセージの再生は取り消されます。キーイングの開始のタイミ
ングによりメッセージ再生が停止しなくても、[CLR]を押すと再生
は取り消されます。

■ CWメッセージの録音

1 [CW/ FSK/ REV]を押して、CWモードを選びます。
・ “CW”表示が出ます。

2 VOXがONの場合は[VOX/ LEVEL]を押してOFFにし
ます。
・ VOXキーのLEDが消えます。

3 [FUNC]を押し、次に[1/ CH 1/ REC]、[2/ CH 2/ REC]
または[3/ CH 3/ REC]を押して、録音するメモリー・
チャンネルを選びます。

4 キーヤー・パドルを使って送信を始めます。
・ 送られるメッセージはメモリー・チャンネルに録音され

ます。

5 [CLR]を押して、録音を終了します。
・ メモリーがいっぱいになると、録音は自動的に止まりま

す。

注意：メッセージを録音し始めてからキーヤー・パドルを操作し
ないとメモリー・チャンネルには空白（無音）が録音されます。

■ 送信せずに行なうCWメッセージのチェック

1 [CW/ FSK/ REV]を押して、CWモードを選びます。
・ “CW”表示が出ます。

2 VOXがONの場合は[VOX/ LEVEL]を押して、OFFに
します。
・ VOXキーのLEDが消えます。

3 [1/ CH 1/ REC]、[2/ CH 2/ REC]または[3/ CH 3/ REC]
を押して、再生するメモリー・チャンネルを選びます。
・ メッセージが再生されます。

・ 他のメモリー・チャンネルに録音されているメッセージ
を続けて順番に再生するには、再生中にそのメモリー・
チャンネルのボタンを押します。同時に3つのメモリー・
チャンネルまで順番に再生できます。

・ [KEY/ DELAY]を押して、[MULTI/ CH]つまみを回すと、
メッセージを再生しながらキーイング・スピードを調整
することもできます。

・ 再生を中断するときは[CLR]を押します。

■ CWメッセージの送信

メッセージはセミ・ブレークイン／フル・ブレークインま
たは手動の[SEND]スイッチで送信することができます。

1 [CW/ FSK/ REV]を押して、CWモードを選びます。
・ “CW”表示が出ます。

2 セミ・ブレークイン／フル・ブレークインを使用する
場合は[VOX/ LEVEL]を押します。
・ VOXキーのLEDが点灯します。セミ・ブレークイン／フ

ル・ブレークインを使用しない場合は[SEND]を押します。

3 [1/ CH 1/ REC]、[2/ CH 2/ REC]または[3/ CH 3/ REC]
を押して再生するメモリー・チャンネルを選びます。
・ メッセージが再生され、自動的に送信されます。

・ 他のチャンネルに録音されているメッセージを続けて順
番に送信するときは、再生中にそのメモリー・チャンネ
ルのボタンを押します。同時に3つのメモリー・チャン
ネルまで順番に送信できます。

・ メッセージ再生中でも[KEY/ DELAY]を押して、MULTI/
CHつまみを回すと、キーイング・スピードを調整するこ
とができます。

・ 再生を中止するときは[CLR]を押します。

4 操作 2 で[ SEND ]を押している場合は、もう一度
[SEND]を押すと、受信モードに戻ります。
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■ メッセージ再生の間隔

メッセージを繰り返し再生するには、メニューNo. 29Aを
呼び出し、ONを選んでください。また、メッセージ再生
の間隔を変えることもできます。
メニューNo. 29Bを呼び出し、0から60秒の間で選択し
てください（1秒ステップ）。

注意： オプションDRU-3Aを取り付けたとき、メニューNo. 29Aと
29Bの設定は、音声を録音する場合（→p.82）と共通です。

■ サイドトーンの音量
MAIN AFまたはSUB AFつまみを回しても、CWサイド
トーンの音量は変わりません。CWサイドトーンの音量を
変えるには、メニューNO. 13を呼び出して、CWサイド
トーンの音量をOFFまたは1から9の範囲で選んでくだ
さい。

■ キーイングの挿入

録音されたCWメッセージを再生中に、キーヤー・パドル
を手動で操作すると、メッセージの再生を中止します。
しかし、コンテストや通常の交信中に録音されたメッ
セージの途中に、別の番号やメッセージを挿入したいと
いう場合があります。その場合は、別の番号やメッセージ
を挿入する前にCWメッセージを録音し（→p. 43）、メ
ニューNo. 30を呼び出して、ONを選んでください。
このようにすれば、メッセージ再生中にキーヤー・パドル
を操作しても再生は中止しないで一時停止します。
キーヤー・パドルでの番号やメッセージの送信が終わる
と、一時停止したメッセージは再び再生を始めます。

CWモードでの周波数補正

SSBモードで運用してCW信号を受信したとき、その相手局
と交信したい場合は、モードをSSB（USBまたはLSB）から
CWに変えてください。そのとき、目的のCW信号を見失な
わないように本機の送信周波数（表示周波数）を相手局の周
波数に近づける必要があります。この場合は、「CWモードで
の周波数補正」機能をONにしてください。表示周波数を設
定された受信ピッチ分シフトすることにより、モードをSSB
（USBまたはLSB）からCWに変えた後、目的の信号を聞き
ながら周波数を調整しないですぐにCWモードでの交信がで
きます。

1 [MENU]を押して、次にMULTI/ CHつまみを回してメ
ニューNo. 37を呼び出します。

2 [＋]を押してONを選びます。

3 [MENU]を押して、メニューモードを解除します。

SSBモードでのCW自動送信

SSBモードで運用していても、キーヤー・パドルを操作する
と、モードをSSB（USBまたはLSB）からCWに変えて自動
的にCWで送信するように設定できます。
「CWモードでの周波数補正」機能をON に設定していると、
SSBモードでCW信号を受信したとき、キーヤー・パドルを
操作するだけですぐに相手局と交信することができます。

1 [MENU]を押して、次にMULTI/ CHつまみを回してメ
ニューNo. 36を呼び出します。

2 [＋]を押してONを選びます。

3 [MENU]を押して、メニューモードを解除します。

注意： CW自動送信を動作させるには、CW時にブレークイン機能
とVOXをONにしてください。
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サブ・バンド

本機には2つの独立したバンドがあります。メイン・バンド
は30kHzから430MHzバンド（別売のUT-20が取り付けられ
ている場合は 1200MHz バンド）を、一方サブ・バンドは
FM/ AMモードで144MHz/ 430MHzバンドをそれぞれ受信す
ることができます。

メイン・バンドでHF/ 50MHz または 144/ 430/（別売の
1200MHz）バンドで運用しながら、サブ・バンドに近くのレ
ピーターやクラブのチャンネルをモニターすることもできま
す。

本機にはさらに内蔵TNCがあるため外部TNCを使わずに、サ
ブ・バンドに地域のDXパケットクラスター・チャンネルを
割り当てることができます。もし新しいDX局が1つできた
とDXパケットクラスターにレポートがあると、自動的にそ
のDX局のデータを表示します。そのDX局の周波数情報をメ
イン・バンドに転送して、すぐにそのDX局と交信すること
もできます（→p. 53）。

送信バンドと操作バンド

この取扱説明書ではディスプレイの左側の周波数をメイン・
バンドと呼び、右側の周波数をサブ・バンドと呼びます。

メイン・バンドとサブ・バンドの周波数や機能のコントロー
ルの仕方を理解していただくために、次に説明する送信バン
ド（“ ”が表示され、送信ができるバンド）と操作バンド
（“ ”が表示され、機能の操作ができるバンド）の違いに
ご注意ください。

送信バンド

[MAIN]を押してメイン・バンドの上に“ ”と“ ”を表
示させます。“ ”がメイン・バンドに表示されたら、現在
メイン・バンドが送信バンドに選ばれています。このメイン・
バンド周波数で送信やメイン・バンドの機能の操作ができま
す。

[SUB]を押すと“ ”と“ ”の表示はサブ・バンドに移
ります。今度はサブ・バンドが送信バンドに選ばれます。サ
ブ・バンド周波数で送信やサブ・バンドの機能の操作ができ
ます。

操作バンド

送信に使っていない方のバンドの周波数や機能を操作する必
要がある場合は、[CTRL]を押します。例えば、“ ”と“ ”
が両方ともメイン・バンドのディスプレイに表示されている
場合、[CTRL]を押すと“ ”表示はサブ・バンドに移動しま
す。こうすればメイン・バンドで送信を続けながらサブ・バ
ンドの機能を操作できます。

受信

サブ・バンドをON（動作）させる

SUB AFつまみを押してサブ・バンドをON（動作）または
OFF（解除）に切り替えてください。サブ・バンドがONに
なると、SUB AF/ SQLつまみの上のLEDがオレンジ色に点
灯します。

注意：サブ・バンドのON/OFFを切り替えたときに、スピーカーから
ポツンという音が聞こえますがこれは故障ではありません。

サブ・バンドを操作する

サブ・バンドのすべての機能を操作するためには[SUB]を押
して、送信と機能の操作（送信バンドと操作バンド）をサブ・
バンドに移動します。“ ”と“ ”の表示はメイン・バ
ンドからサブ・バンドに移動します。[SEND]またはマイクロ
ホンのPTTスイッチを押すとサブ・バンド周波数で送信しま
す。

サブ・バンドの機能を操作している間にメイン・バンドで送
信や受信をしたい場合は、[CTRL]を押してください。“ ”
表示（操作バンド）だけがメイン・バンドからサブ・バンド
に移動します。このような操作により、一方でサブ・バンド
の機能を操作しながら、メイン・バンドのVFO周波数で受信
や送信を続けることができます。

サブ・バンドだけの周波数を調整する必要があるときは、
RIT/ SUBつまみを回してください（RIT/ XIT機能を使わない
でメイン・バンドを運用している場合）。メイン・バンドで
RIT/ XIT機能を使って運用している場合は、まず、[RIT/ CW
TUNE]または[XIT/ ALT]を押すか、[CTRL]を押して操作バンド
をサブ・バンドに移動します。次に同調つまみとMULTI/ CH
つまみ、またはRIT/ SUBつまみを回してサブ・バンドの周
波数を調整します。
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バンドを選択する

1 [SUB]または[CTRL]を押して、機能の操作（操作バンド）
をサブ・バンドに移動します。

2 [＋]／[－]を押して、144MHzか430MHzバンドを選びま
す。

・ ボタンを押し続けると、バンドが連続的に変わります。

・ ディスプレイに“MHz”が表示されていたらまず[1MHz]
を押して、1MHzステップのアップ／ダウン・モードを解
除してください。

音量（AF）の調整

SUB AFつまみを時計方向に回すと音量が大きくなり、反時
計方向に回すと音量が小さくなります。

SUB
C

A
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C
.IN

UTO

SB
SB

SUB

SEL

1MHz CTRL

MR

M VFO
MG.SEL

M.IN

M.IN
QUICK MEMO
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TRACE
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MANUAL
RF
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SQL

SUB

CHMULTI
BC MAIN
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MENU TF-
SET

MAIN SUB

SG.SEL

SCAN

RIT
CW  TUNE 9.6k STA
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CON

XIT
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SET

CLEAR

P.C.T

_ +
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AF
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注意：SUB AFつまみの位置は、ボタンを押したときに出るビープ音
の大きさには関係ありません。パケット運用のACC2コネクターの
AF出力はSUB AFつまみの位置と関係ありません。

スケルチの調整

無信号状態の時にSUB SQLつまみを時計方向に回して、ノ
イズが消える位置にスケルチ・レベルを調整します。スケル
チがONの時サブ・バンドLEDが消えます。

周波数を選択する

メイン・バンドとサブ・バンドを同時に運用する場合、本機
は次のどれかの状態にあります。まず、“ ”と“ ”の
表示がディスプレイのどこにあるかをチェックして、下記の
指示に従って操作してください。

●“ ”と“ ”が両方ともメイン・バンドのディスプレ
イにある時：

・ RIT/ SUBつまみを回しサブ・バンドの周波数を調整
してください。

●“ ”がサブ・バンドのディスプレイにあり、“ ”が
メイン・バンドのディスプレイにある時：

・ RIT/ SUBつまみを回しサブ・バンドの周波数を調整
してください。

●“ ”がメイン・バンドのディスプレイにあり、“ ”が
サブ・バンドのディスプレイにある時：

・ RIT/ SUBつまみ、MULTI/ CHつまみ、および同調つ
まみを回して周波数を調整してください。あるいは、
数字キー（→p. 37）を使って周波数を直接入力してく
ださい。選ばれた周波数は、運用可能な周波数ステッ
プ（→p. 37）に最も近い周波数に丸められる場合があ
ります。サブバンドの周波数では送信することはでき
ません。

●“ ”と“ ”が両方ともサブ・バンドのディスプレイ
にある時：

・ RIT/ SUB つまみ、MULTI./ CHつまみ、同調つまみ、
数字キー入力のどれを使ってもよく、さらにサブ・バ
ンド周波数でも送信が可能です。

本機にはこの他にも周波数を素早く選択する方法があります。
詳細については『快適な交信をする』（→p. 37）を参照して
ください。

サブ・バンド・メーター

メーターは下記の項目を測定して表示します。受信モードの
時にはSメーターが表示され、送信モードの時にはPWRメー
ターが表示されます。SメーターとPWRメーターのピーク時
の値が一時的に静止して表示されます（ピーク・ホールド機
能）

ルーケス イレプスィデ 態状の能機

S さ強の号信信受 信受

RWP 力出の信送 信送

注意：ピーク・ホールド機能は解除できません。

サブ・バンドのモードを選択する

“ ”表示がサブ・バンドのディスプレイにあることを確認
してください。ない場合は[SUB]または[CTRL]を押して、機
能の操作（操作バンド）をサブ・バンドに移動してください。

サブ・バンドはFMモードまたはAMモードのみ選べます。
[FM/ AM/ NAR]を押してサブ・バンドのモードを切り替えて
ください。サブ・バンドの周波数ではFMまたはAMのナロー
の運用はできません（→p.29）。

FM CTCSS運用

サブ・バンドにメイン・バンドと異なるCTCSSトーンを設
定することができます。詳細についてはFM CTCSS運用（→
p. 35）を参照してください。

FM DCS運用

サブ・バンドにメイン・バンドと異なるDCSコードを設定す
ることができます。詳細についてはDCS運用（→p. 36）を
参照してください。

トーン周波数サーチ

受信信号に含まれるトーン周波数をチェックし表示します。
詳細については受信トーン周波数サーチ（→p. 34）を参照し
てください。
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DCSコードサーチ

受信信号に含まれるDCSコードをチェックし表示します。詳
細についてはDCSコード（→p. 36）を参照してください。

アッテネーター

アッテネーターは受信信号のレベルを減衰させる機能です。
隣接した周波数からの強い妨害電波があるときに役に立ちま
す。メイン・バンドとサブ・バンドは144MHzおよび430MHz
バンドで同じアンテナを共用しているため、サブ・バンドで
アッテネーターのスイッチを入れると、メイン・バンドの同
じバンドにもアッテネーターが入ります（→p. 57）。

プリアンプ

プリアンプは受信される信号のレベルを増幅します。受信信
号が弱いときに有効です。隣接の周波数から強い妨害電波が
ないときはプリアンプをONにすると受信信号のレベルを引
き上げることができます。メイン・バンドとサブ・バンドは
144MHzおよび430MHzバンドで同じアンテナを共用してい
るため、サブ・バンドでプリアンプ機能のスイッチを入れる
と、メイン・バンドの同じバンドにもプリアンプがONにな
ります（→p. 57）。

デュアル・ワッチ

メイン・バンドとサブ・バンドに異なる周波数バンドが設定
された場合でも、送信バンドで送信しながらもう一方のバン
ドをモニターすることができます。例えばメイン・バンドを
HFバンドにしてあるDX局と交信しながら、サブ・バンドで
近くのレピーター周波数をモニターできます。

メイン・バンドとサブ・バンドに同じ周波数バンド（144MHz
または430MHzバンド）を設定している場合、同時に両方の
周波数を別々にモニターすることができます。しかし送信す
る時はメイン・バンドとサブ・バンドが同じ 144MHz と
430MHzバンドでアンテナを共用しているため、両方のバン
ドとも一時無音状態となります。

スキャン

サブ・バンドでもあらゆるタイプのスキャンが可能です。し
かし運用周波数範囲はサブ・バンドの周波数範囲以内に制限
されます。詳細については『スキャン』（→p. 66）を参照し
てください。

ノイズ・リダクション

サブ・バンドはFMまたはAMモードのみのため、受信信号
からのノイズ音を減衰させるにはノイズ・リダクション 1
（Line Enhanced）のみを利用することができます。詳細につ
いては『妨害波を低減する』（→p. 56）を参照してください。

送信

“ ”表示がサブ・バンドのディスプレイにあることを確認
します。[SEND]を押すか、マイクロホンの[PTT]を押してマイ
クロホンに向かって話します。話が終わったら[SEND]をもう
一度押すか、マイクロホンの[PTT]を離します。

送信出力の調整

サブ・バンドを144MHzまたは430MHzバンドのFMモード
で運用しているとき、送信出力が調整できます。

1 [PWR]を押します。

・ 現在の送信出力が表示されます。

2 MULTI/ CHつまみを反時計方向に回すと出力を減少し、
時計方向に回すと増加します。

注意：

◆ 選択可能な範囲はその時使用するバンドとモードにより異なりま
す（→p. 80）。

◆ 送信出力を変えるとメイン・バンドも同じ送信出力に設定されま
す。

マイクゲイン

メニューNo. 41を呼出し、“LOW”（低）、“MID”（中）また
は“HIGH”（高）を選んでください。

注意：オプションのマイクロホンMC-90を FMモードで使用する場
合は高“HIGH”を選んでください。通常の状態では変調が浅くなる
場合があります。MC-90以外のマイクロホンについては、“MID”（中）
または“LOW”（低）を選んでください。

FMレピーター運用

必要に応じて、サブ・バンドにメイン・バンドと異なるレピー
ター・オフセット周波数の設定をすることもできます。詳細
については『FMレピーター運用』（→p. 32）を参照してくだ
さい。

リバース機能

[TF-SET]を押してサブ・バンドのリバース機能をON（ある
いはOFF）にします。リバース機能がONのときは“R”が
表示されます。詳細については『リバース機能』（→p. 34）を
参照してください。
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オート・シンプレックス・チェッカー（ASC）

サブ・バンドの144MHzと430MHzバンドにはオート・シン
プレックス・チェッカーを使用することもできます。レピー
ターを使用中に、相手局の信号を直接受信し、信号の強さを
定期的にチェックし、レピーターを使用しなくてもよいシン
プレックス交信が可能な場合は、ディスプレイの“R”表示
が点滅します。

詳細については『オート・シンプレックス・チェッカー』
（→p. 34）を参照してください。

トーンを送信する

サブ・バンドにメイン・バンドとは別にトーン機能を設定す
ることができます。詳細については『トーンの送信』（→p. 33）
を参照してください。

メモリー

サブ・バンドの運用中に、クイック・メモリー（→p. 64）を
含むすべてのメモリー（→p. 58）を使用できます。しかし、
運用可能な周波数範囲はサブ・バンドがカバーできる周波数
の範囲に限られます。サブ・バンドがカバーする周波数範囲
外にあるメモリーチャンネルを呼び出すことはできません。
それらのチャンネルはサブ・バンドで呼び出したとき自動的
に除外されます。
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パケット通信

パケット通信とは、パソコンを使って文字やデータを離れた
ところとやりとりするものです。2局間の直接通信の他に、
RBBSと呼ばれるブリテンボード（掲示板）、DXパケットク
ラスターなど、多数の局が参加しているネットワーク型のパ
ケット通信もあります。通常パケット通信を行なうためには、
パソコン、TNC（データを音声信号に変換する装置）及び、無
線機が必要です。本機では、TNC を無線機本体に内蔵する事
により、面倒な装置間の配線や調整をほとんど行なわずにパ
ケット通信が楽しめます。

特にDXパケットクラスターに関しては、パソコンを接続し
なくても各種のDX 情報が表示できるパケットクラスター
チューン機能を備えています（→p. 53）。また、パソコンを
接続すると簡易型のTNCとしても活用する事もできます。パ
ソコンを使用する事により、RBBS（掲示板）等の情報を入
手したり、交換する事が可能となります。

ラジオ・ブリテン・ボード・システム�
（RBBS）�

内蔵のTNCは、最近普及しつつある9600bpsの高速パケッ
ト通信にも対応していますので、VHF/ UHF帯を使い、大量
のデータを短時間で交換、転送する事ができます。

内蔵TNCの他に外部TNCまたはマルチモードTNCも接続可
能ですので、PACTORや、PSK31などに対応したマルチモー
ドTNCや装置をACC2端子へ接続し、運用する事もできる様
になっています。

このほかの説明については、アマチュア無線関係の書籍をご
覧ください。またパケットに関するウェブ・ページも役に立
ちます。インターネット上でウェブ・ページをさがす場合、検
索のキーワードは“Packet Radio”です。

注意：

◆ MCPはTNCと異なりパケット、RTTYおよびAMTORのような
デジタル・モードでの通信のインターフェイスとして使えます。
パソコンから1つのコマンドを送るだけでこれらのモードを自由
に切り替えることができます。

内蔵TNC

本機にはAX. 25プロトコルの規格に準拠するTNCが内蔵さ
れています。このプロトコルは、TNCどうしの通信に使用さ
れます。TNCはパソコンからデータを受け入れ、それをパ
ケットに組み立てます。次にそのパケットをトランシーバー
が送信できるようなオーディオ・トーンに変換します。また、
TNCはトランシーバーからオーディオ・トーンを取りだし、
パソコンのためのデータに変換し、そのデータの中のエラー
をチェックします。

メニューNo. 55を呼び出し、ONを選んで、内蔵TNCを有効
にしてください。お買い上げ時の設定はOFFです。“PKT”が
表示されて、内蔵TNCがONになります。

TNCは主にコマンド・モードとコンバース・モードで機能し
ます。まずこの2つのモードの違いを知っておきましょう。

・ コマンド・モード

パケット・モードを選ぶと、TNCはコマンド・モードに
入ります。パソコンのモニター画面に“cmd:”のプロン
プトが表示されます。パソコンのキーボードからコマン
ドをタイプするとTNCの設定を変えることができます。
コンバース・モードにいるときは、キーボードで[Ctrl]と
[C]を同時に押すとコマンド・モードに戻ります。

・ コンバース・モード

目標の無線局とつながると、TNCはこのモードにはいり
ます。パソコンのキーボードで、必要ならメッセージをタ
イプし、[Enter]か[Return]を押してください。タイプされ
たものはパケットに変換され送信されていきます。コマ
ンド・モードにいてコンバース・モードに入るためには
CONVERSE、CONV、またはKとタイプして[Enter]か
[Return]を押してください。

内蔵 T N C に搭載されている各種コマンドについては
（→p. 127）の『TNCコマンド一覧表』をご覧ください。

注意：

◆ 本機の内蔵TNCは、従来のTNCで利用できるすべての機能を搭
載していません。

◆ この内蔵TNCは、動作の不具合を探知した場合、自動的に回復
しますが、これはトランシーバーの故障ではありません。

◆ 内蔵TNC のON/ OFF（メニューNo. 55）の設定にかかわらずパ
ケット・クラスター・チューニングが使用できます。
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準備

1 本機を（外部TNCあるいはMCPを経由して）パソコンに
接続します。

・『端末機器への接続』の中の『パソコン』（→p. 85）、
『MCPとTNC』（→p. 88）をご覧ください。

2 適合するターミナル・プログラムをパソコンにインス
トールします。

・ 有料、無料のいろいろなプログラムが、様々な方法で
入手できます。参考資料や他のパケット使用者と相談
してください。

3 ターミナル・プログラムを開いて、次のパラメーターをパ
ソコンに設定します。

・ ビットレート（TNC/MCP←→ パソコン）：9600bps

・ データの長さ：8ビット

・ ストップ・ビット：1ビット

・ パリティ：なし

・ フロー・コントロール：ハードウェア

4 [A/ B]を押して、VFO AまたはVFO Bを選びます。

5 メニューNo. 46 を呼び出して、データ・バンドとして
MAINまたはSUBを選びます。

・“TNC”がデータ・バンドに表示されます。

・ 外部TNCかMCPを使用する場合は、メニューNo. 50E
を呼び出して、この選択をしてください。お買い上げ
時の設定はMAINです。

6 メニューNo. 47を呼び出して、パケット通信速度として
1200bpsまたは9600bpsを選びます。

・ 相手局と同じ通信速度でなければなりません。

・ 外部TNCかMCPを使用する場合はメニューNo. 50F
を呼び出してこの選択をしてください。お買い上げ時
の設定は1200bpsです。

7 TNCを設定したバンド（メインまたはサブ）の周波数を
選びます。

8 [LSB/ USB/ AUTO]または[FM/ AM/ NAR]を押して、LSB、
USBまたはFMモードを選びます（一般的にはFMモード
を選びます）。

9 メニューNo. 50Aを呼び出して、次にONを選んでDSP
パケット・フィルターを設定します（OFFでも問題あり
ません）。設定後メニューモードを解除します。

10 HI/SHIFTつまみを回して、パケット・モードのセンター
周波数を選びます。また、LO/WIDTHつまみを回すと、
NARROWまたはWIDEのフィルターバンド幅が選べま
す。

・“NAR”または“WID”の表示でその時の設定を示し
ます。

ドーモ用運 数波周心中

13KSP zH0001

（トッケパ spb0021KSFA ） zH0071

（トッケパ spb003KSFA ） zH0122

KSP KSP

注意：

◆ パケット・フィルターを設定しても9600bpsパケット運用に影響
はありません。

◆　DSPパケット・フィルターはメイン・バンドでのみ使用できま
す。

外部TNCまたはMCPを使用する場合は、以下の操作を行
なってください。

11 TNCまたはMCPに付属の取扱説明書に従って、マーク信
号を送信するために、キャリブレーション・モードに入り
ます。

・ MAINバンドLEDが緑色（RX）から赤色（TX）に変
わります。

12 メニューNo. 50Bを呼び出して、適切なAF入力レベルを
選びます。

・ ALCメーターが反応する範囲内でAF入力レベルを選
んでください。

13 キャリブレーション・モードを解除します。

・ MAINバンドLEDが赤色（TX）から緑色（RX）に変
わります。

14 メニューNo. 50Cを呼び出して、適切なAF出力レベルを
選びます。

・ AF入力／出力レベルの選択にAFつまみは使用できま
せん。

・ 左記操作5でサブ・バンドを選んだ場合は、代わりに
メニューNo. 50Dを呼び出します。

DCDセンス

内蔵TNCの送信を抑制する方法も選ぶことができます。メ
ニューNo. 48を呼び出して、下の2つの方法の中から選んで
ください。お買い上げ時の設定は“TNC BAND”です。

TNC BAND：

TNCの（データ）バンドがビジー状態のとき、TNCは送信し
ません。

MAIN＆SUB ：

メイン・バンド、サブ・バンドのいずれかがビジー状態のと
き、TNCは送信しません。
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ラジオ・テレタイプ（RTTY）

RTTY（Radio Teletype writer）は、音声や電鍵のかわりにキー
ボードを操作して、それを符号に変換して送受信するデータ
通信の一方式です。

RTTY運用ではよくFSKと5ビットのボード・コードまたは
7ビットASCIIコードが情報の送信のために使われます。

ケーブルの接続方法については『端末機器を接続する』の中
の“RTTY”（→p. 86）をご覧ください。

その他の説明はアマチュア無線の参考文献等をご覧ください。

1 メニューNo. 38を呼び出して、FSKシフトを選びます。

・ FSKシフトとはマークとスペースの間の周波数の差の
ことです。

・ 170Hz（お買い上げ時の設定）はアマチュア・バンド
で使われます。

2 メニューNo. 39を呼び出して、FSK KEY極性の1つを選
びます。

・ マークで送信する場合は“NORMAL”を、スペースで
送信する場合は“INVERSE”を選択します。お買い上
げ時の設定は“NORMAL”です。

3 メニューNo. 40を呼び出して、マークのためにハイトー
ン（2125Hz）またはロートーン（1275Hz）を選びます。

・ 最近は通常ハイトーン（お買い上げ時の設定）が使わ
れています。

4 送信周波数を選びます。

5 [CW/ FSK/ REV]を押して、FSKを選びます。

・“FSK”が表示されます。

6 相手局が逆シフトの場合は[FUNC]、[CW/ FSK/ REV]の順
に押します。USB側にリバースして、極性を合わせます。

・“FSR”表示が出ます。

・ FSK運用では通常LSBが使われています。

・ [FUNC]、[CW/ FSK/ REV]の順に押すとLSB側に戻り
ます。

7 送信モードを選ぶため、MCPに付属している取扱説明書
に従ってパソコンからコマンドを入力します。

・ MAINバンドLEDが緑色（RX）から赤色（TX）に変
わります。

・ [SEND]を押して、手動で送信モードを選ぶこともで
きます。

8 パソコンからデータの送信を始めます。

・ メニューNo. 50Cを使って適切なAF出力レベルを選
びます。AFつまみは使用できません。

・ [FUNC]、[PWR/ TX MONI]の順に押して、信号をモニ
ターします。もう一度[FUNC]、[PWR/ TX MONI]の順
に押すと、この機能は解除されます。

9 送信が終わったら、パソコンのコマンドを入力して受信
モードに戻ります。

・ MAINバンドLEDが赤色（TX）から緑色（RX）に変
わります。

・ 操作7で[SEND]を押した場合は、もう一度[SEND]を
押してください。

注意：必要に応じてキャリア・レベルを調整してください。[FUNC]、
[MIC/ CAR]の順に押し、調整モードに入ります。キーダウン状態で
MULTI/ CHつまみを回すとALCメーターがALCゾーンで振れます
が、ALCゾーンの範囲を超えないように調整してください。
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AMTOR/ PacTOR/ CLOVER/ G-TOR

パケットとRTTYの他にアマチュア無線で使われているデジ
タル・モードには、AMTOR、PacTOR、CLOVERおよびG-
TORが含まれます。この取扱説明書では、これらのモードに
ついて多くの記述は行ないませんが、詳細についてはアマ
チュア無線関係の参考文献等でお調べください。

AMTOR（Amateur Teleprinting Over Radio）は、データをブ
ロックごとに区切って送信する、エラーの少ないHFデジタ
ル・モードです。

PacTOR（Packet Teleprinting On Radio）はHFデジタル通
信の効率改善のためにAMTORとパケットの特徴を合わせ
持ったモードです。パケットや AMTOR と同じように、
PacTORはエラーの少ない通信ができます。

あらゆるアマチュア無線HFデジタル・モードの中で、CLO-
VERは複雑な変調技術や自動電源調整、その他の進んだ特色
を持ち、高性能を発揮します。これは電波状態が悪い状況下
でも通信を続行させることができるモードといえるでしょう。

G-TOR（Golay-coded Teleprinting Over Radio）は新しいア
マチュア無線のデジタル・モードです。G-TORは宇宙通信技
術を応用した、外来ノイズなどの影響を受けにくい特徴を
持っています。

MCPは上に述べたモードのいくつか、またはすべてを扱うこ
とができます。あなたのMCPがどのモードに適しているか
はMCPの取扱説明書を調べてください。ケーブルの接続方
法については『端末機器との接続』の中の“MCPとTNC”（→
p. 88）をご覧ください。

ほとんどのHFバンドでは、上の各モードでオーディオ周波
数シフト・キーイング（AFSK）を使用します。音声帯域周波
数を使って変調を行なうので、LSBかUSBのどちらかのモー
ドを選択しなければなりません。RTTYと同じように、伝統
的にはLSBが使われていますが、AMTORだけは例外で、こ
れは通常USBで運用されます。

AMTORの活動は14075と3637. 5kHz、またはその近くで見
つかります。この帯域はPacTOR、CLOVERまたはG-TOR
の局を探すのに良い出発点となるでしょう。

注意：デジタル運用にSSBモードを使うときは、速いAGCセッティ
ングを使い、スピーチ・プロセッサーはOFFにしてください。

スロー・スキャン・テレビ／ファクシミリ

スロー・スキャン・テレビジョン（SSTV）は無線局同士が静
止画像を送信し合うことのできるポピュラーなアプリケー
ションです。自分の局を言葉で説明するよりも画像で見せる
方が早いからです。画像の送信にはトランシーバーの他にス
キャン・コンバーターが必要です。スキャン・コンバーター
はビデオカメラで撮られた画像をトランシーバーに送り込め
るようにオーディオ信号に変換します。受信者側のスキャ
ン・コンバーターはオーディオ信号をビデオ画像に変換し直
し、テレビで見られるようにします。

現在ではスキャン・コンバーターの代わりに、パソコンとソ
フトのアプリケーションおよびトランシーバーに接続するイ
ンターフェースを使うハムが多いようです。この方がはるか
に安く、順応性があり、テレビ装置も要りません。最近は格
安のデジタル・カメラも多く手に入るようになりましたが、
この種のカメラから自分のコンピューターに画像をコピーす
ることができます。

その他の説明についてはアマチュア無線関係の参考文献等で
お調べください。

ファックス（ファクシミリ）は画像送信モードの原型の一つ
です。このモードを使うとSSTV よりもさらに詳細なグラ
フィックスを交換し合うことができます。アマチュア無線の
ファックス機能は旧式のアナログ・ファックスとほぼ同じ方
式です。これは紙をスキャンし、そこで得た画像データを、そ
の画像の白と黒の部分を表す一連のトーンに変換します。
ファックスは送信に時間がかかるため、バンドの状態が安定
していて、信号が強く出る時にだけ使用すべきでしょう。

ポピュラーなファックスの周波数は次の通りです：

・ 7245、14245、21345（国際ネット）および28945kHz

SSTVまたはファックス運用に必要なコンピューターや、ア
クセサリーの機能については、ソフトウェアやアクセサリー
に付属の取扱説明書をご覧ください。

注意：SSTVあるいはファックスを使用するときは最良の成果を発揮
させるため、速いAGCを設定し、スピーチ・プロセッサーをOFFに
してください。
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パケット・クラスター・チューニング

パケット・クラスターは、音声や電鍵のかわりにパソコンな
どのキーボードを操作して行なうデータ通信の一方式です。
パケット・クラスターは、通常、ネットワーク化されたノー
ド局につながっている無線局で成り立っています（下図）。あ
る局がDX局を見つけると、自分がつながっているノード局
にDX局の情報をレポートします。ノード局はそのレポート
を受け取ると、そのノード局につながっている局と他のノー
ド局にDX局のレポートを伝達します。本機は、ノード局に
接続しないで、パケット・クラスターのパケットデータをモ
ニターし、DXレポートのみを表示することができます。

ノード�

無線局�

ノード�

ノード�

また、本機はレポートされたDX局データを元にして自動的
に同調させることもできます。自動同調機能を使うにはメ
ニューNo.49Aを呼び出し、AUTOを選んでください。お買
い上げ時の設定はMANUALです。
1 [A/ B]を押して、VFO AかVFO Bを選びます。

2 SUB/ AFつまみを押して、サブ・バンドをONにします。

3 SUB LEDが点灯します。

4 サブ・バンドを目的のパケット・クラスターの周波数に同
調させます。

・ TNCがサブ・バンドであることを確認してください
（メニューNo. 46）。

5 [FUNC]、[SET/ P. C. T.]の順に押して、パケット・クラス
ター・モニター・モードに入ります。

・ 新しいパケット・クラスター・データが受信されるた
びにDX局のコールサインがモールス符号でアナウン
スされます。下に示されたように情報がサブバンドに
ディスプレイされます。

・ もう一度[FUNC]、[SET/ P. C. T.]の順に押すとこのモー
ドは解除されます。

6 オート・チューニング機能を使う場合は、メニュー
No.49AをAUTOに設定してください。

・ メイン・バンドはサブ・バンドに表示されているDX
局の周波数に自動的に同調します。ただし、モードは
メイン・バンドの表示のままです。

・ 同調した周波数で送信するとオート・チューニングが
解除されます。必要に応じもう一度[FUNC]、[SET/ P.
C. T.]の順に押して解除してください。

メモリーから目的のDX情報を呼び出すにはQUICK MEMO
[MR]を押して、それからMULTI/ CHつまみを回します(最新
デ ー タ を 最 大 1 0 個 ま で 記 録 し て い ま す 。) 。
[SET/ P. C. T.]を押して選択した局にメイン・バンドを同調
させます。もう一度QUICK MEMO [MR]を押すとパケットク
ラスター表示モードに戻ります。
新しいパケット・クラスター・データが受信されたとき、モー
ルス符号の代わりにビープ音や音声を出すように設定するこ
ともできます。メニューNo. 49Bを呼び出して、MORSE、
VOICE（VS-3が必要）または　OFF（ビープ音）を選んでく
ださい。

注意：

◆ この機能を使ってノード宛にDX情報を送ることはできません。

◆ 本機の電源を切ると、サブ・ドット表示部のDX情報は消え、サ
ブ・バンド周波数の表示に戻ります。

サテライト運用（アマチュア衛星通信）

一般的に、アマチュア通信衛星を用いたサテライト運用では、
ひとつのバンドで衛星に送信（アップリンク）しながら、同
時にもうひとつのバンドで衛星からの信号（ダウンリンク）
を受信します。

本機のサテライトモードでは、以下の表の組み合わせで、衛
星通信のための同時送受信が、オールモードで運用できます。

数波周クンリプッア

ンウダ
クンリ
数波周

ドンバ ̃FH
zHM05 zHM441 zHM034 zHM0021

̃FH
zHM05 X ○ ○ ○

zHM441 ○ X ○ ○

zHM034 ○ ○ X ○

zHM0021 ○ ○ ○ X

アマチュア通信衛星で、アナログモード（SSB/ CW/ FM）の
通信を行なうときには、まず自局の送信信号（アップリンク）
が衛星によって中継された信号（ダウンリンク）が自局でも
聞こえるように、送受信の周波数を合わせておくことが必要
です（ループテスト）。

サテライト運用の場合、地上から見た衛星が高速で動くため
に、周波数のずれ（ドップラー・シフト）が発生します。上
記のループテストを行なった場合、ドップラー・シフトも含
んだ送受信の周波数関係に調整されます。

本機には、ループテストが終了後、同調つまみを回すだけで、
送受信周波数の関係を一定に保ったまま周波数を変更できる
機能（トレース機能）があります（→p. 54）。

トレース機能には、リバース・トレースとノーマル・トレー
スがあります。

・ リバース・トレース

本機の送信、受信の周波数が、それぞれ逆の方向に動
きます（送受信の周波数の“和”が一定の関係）。

・ ノーマル・トレース

本機の送信、受信の周波数が、それぞれ同じ方向に動
きます（送受信の周波数の“差”が一定の関係）。

どちらを使用するかは、それぞれの衛星に搭載されているト
ランスポンダー（中継器）の種類に応じて設定します。

また、このトレース機能は必要に応じてOFFすることもでき
ます。

サテライト運用では、一般的に高利得の指向性アンテナと、
方位と仰角をコントロールするローテーターが使用されます。
また、衛星の種類によっては無指向性のアンテナでもサテラ
イト運用を楽しむことができます。

なお、軌道計算プログラムを使用すると、複数の衛星の位置
をリアルタイムで知ることができるので、サテライト運用に
は便利です。

 その他の説明（各アマチュア衛星の軌道や運用モードなどに
関する情報、また軌道計算などのユーティリティー）につい
ては、アマチュア衛星に関連した団体などのインターネット
のウェブ・ページでお調べ下さい。インターネットで検索す
る場合、そのウェブページを見つけるキーワードとしては
“JARL”（日本アマチュア無線連盟）、“JAMSAT”（日本アマ
チュア衛星通信協会）、または“AMSAT” (The Radio Amateur
Satellite Corporation)をお使いください。
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基本操作
本機には、いろいろな衛星の各モードに簡単に切り替えられる
ように10個のサテライト・メモリー・チャンネル（ch0～ch9）
があります。サテライトモードでは、通常のVFOモードと異な
り、常にサテライト・メモリー・チャンネルの一時可変として
動作しています。サテライト・メモリー・チャンネル番号は、メ
イン・バンド側に表示されます。

1 [SATL]を押して、サテライトモードを選びます。
・“SATL”が点灯し、ダウンリンク（受信）とアップリン

ク（送信）の各周波数がメモリーから呼び出されます。
・“TRACE”（トレース）、“R”（リバース）の表示により、

現在の状態を表します。
なお、お買い上げ時は下の表示になります。

2 [LSB/ USB/ AUTO]、[CW/ FSK/ REV]または[FM/AM/NAR]を
押して、使用するモードを選びます。

3 同調つまみで、目的のダウンリンク（受信）周波数に合わせ
ます。

4  ダウンリンク（受信）周波数を調整すると、トレース機能
により、自動的にアップリンク（送信）周波数も変化します。
・ リバース・トレースからノーマル・トレースに切り替え

る場合は、[SPLIT/ REV]を押します。“R”表示が消えま
す。

・ 必要に応じて[A=B/ TRACE]を押して、トレース機能を
OFFできます。

5 ループテストなどのため、サブ・バンドの周波数（通常は
アップリンク周波数）を独立して調整する場合には、[RIT/
SUB]つまみを回します。

また、トレース機能を使用しながらサブ・バンドの周波数を
調整する場合は、[A/ B/ M/ S]を押して、メイン・バンドとサ
ブ・バンドの周波数を入れ替えて、次に同調つまみ（または
周波数を大きく変える場合はMULTI/ CHつまみ）を回しま
す。

下の表は、トレース機能のONまたはOFFの場合に、それ
ぞれのつまみによって周波数が変化するバンドの一覧です。

スーレト スーレト スーレト スーレト スーレト ///// ーバリ ーバリ ーバリ ーバリ ーバリ
スーレト・ス スーレト・ス スーレト・ス スーレト・ス スーレト・ス NONONONONO

スーレト スーレト スーレト スーレト スーレト ///// ーバリ ーバリ ーバリ ーバリ ーバリ
スーレト・ス スーレト・ス スーレト・ス スーレト・ス スーレト・ス FFO FFO FFO FFO FFO

みまつ調同 みまつ調同 みまつ調同 みまつ調同 みまつ調同
）整調微（

ドンバ・ンイメ
ドンバ・ブサびよお ドンバ・ンイメ

HC/ITLUM HC/ITLUM HC/ITLUM HC/ITLUM HC/ITLUM みまつ
）整調な幅大（

ドンバ・ンイメ
ドンバ・ブサびよお ドンバ・ンイメ

BUS/TIR BUS/TIR BUS/TIR BUS/TIR BUS/TIR みまつ ドンバ・ブサ ドンバ・ブサ

サテライト・メモリー・チャンネルの登録
将来に備えて上記のすべての設定を、サテライト・メモリー・
チャンネル（ch0～ch9）に登録できます。

1 希望の周波数と設定を選びます。

2 [M. IN]を押して、次にMULTI/ CHつまみを回してチャンネ
ル（0～9）を選びます。
・途中で登録を中止するときは、[CLR]を押します。

3 もう一度[M. IN]を押して、設定を登録します。

注意： サテライト・メモリー・チャンネルを変更したり電源を切
ると、調整したアップリンクまたはダウンリンクの周波数は、登
録されずに消去されます。その周波数を登録したいときは、チャ
ンネルを変更する前か電源を切る前に上記の操作を行なってくだ
さい。

サテライト・メモリー・チャンネルの呼び出し
1 [VFO/ M/ VFO/ CH]を押します。

・ MULTI/ CH LEDが点灯します。

2 MULTI/ CHつまみを回して、サテライト・メモリー・チャ
ンネルを呼び出します。

3 [VFO/ M/ VFO/ CH]を押して、周波数調整モードに戻ります。
・ MULTI/ CH LEDが消灯します。

注意：MULTI/CH LEDが消灯しているときは、MULTI/CHつまみで
周波数を変更できます。

サテライト・メモリー・チャンネルの名前
サテライト・メモリー・チャンネルにはそれぞれ名前をつける
ことができます。最大8桁の英数字記号が登録できます。

1 [M. IN]を押して、次にMULTI/ CHつまみを回して、サテラ
イト・メモリー・チャンネルを選びます。

2 [DISP]を押します。
・ 文字を入力するカーソルが表示されます。

3 MULTI/ CHつまみを回して、文字を選びます。[SUB]または
[MAIN]を押すと、カーソルが移動します。
・ 文字を入力しての詳細は、63ページをご覧ください。

4 [M. IN]を押して、名前を登録します。

5 登録した名前がメイン・ドット表示部に表示されます。

クイック・メモリー（サテライト・モード）
サテライト・モードでは、クイック・メモリーとして1つのチャ
ンネルが使用できます。クイック・メモリーは、サテライト・
メモリー・チャンネルのch9に割り当てられます。クイック・
メモリーに登録するには、QUICK MEMO [M. IN]を押します。ク
イック・メモリーとしてサテライト・メモリー・チャンネルの
ch9 が登録されます。クイック・メモリーを呼び出すには、
QUICK MEMO [MR]を押すか、または、MULTI/ CHつまみでch9
を選ぶこともできます。

アップリンク周波数の確認
アップリンク（送信）周波数をモニターしたいときは、
[TF-SET]を押します。押すたびにアップリンク（送信）周波数
とダウンリンク（受信）周波数が入れ替わります。

RIT/ XIT（サテライト・モード）
サテライト・モードでもRIT/ XITが使用できます。[RIT/ CW
TUNE]または[XIT/ ALT]を押して、機能をONにします。“RIT”
とRITオフセット周波数または“XIT”とオフセット周波数が表
示されます。RITまたはXITのオフセット周波数を0に戻すには
[CLEAR]を押します。

注意：サテライト・モードではRITとXITを同時にONにできません。

周波数バンドの変更
アップリンクまたはダウンリンク周波数のバンドを変更したい
場合は、[CTRL]を押して、変更したいバンドに“ ”の表示を
移動してください。そして[＋]/ [－]を押して、周波数バンドを
選びます。
なお、アップリンク（送信）周波数とダウンリンク（受信）周
波数のバンドと入れ替える場合は、[TF-SET]を押すと簡単で
す。

注意：サテライト運用中はAUTOモードは動作しません。
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DSPフィルター

この章で説明する機能には、ケンウッドのデジタル信号処理
（DSP）技術が使われています。DSPフィルターを使うと、多
くのアナログ・フィルターを取り付ける必要がありません。
さらにフィルターの帯域幅を変えることにより妨害波や混信
信号の抑圧、ノイズの低減などができるようになります。

受信フィルター・帯域幅の変更

本機には妨害波抑圧のため、DSP技術を用いて設計されたIF
フィルターがあります。SSB、FMまたはAMモードでは、LOW
またはHIGHカットオフ周波数を変えることにより、フィル
ターの帯域幅を変更することができます。CWやFSKモード
の場合は、直接帯域幅を指定して帯域幅を変更します。帯域
幅の変更は受信中の周波数に影響は与えません。

注意：

◆ FMモードでフィルターの帯域幅を変更しても混信除去の効
果はありません。

◆ フィルターの帯域幅は、メイン・バンドでのみ変更できます。

■ SSB/ FM/ AMモード

1 SSB、FMまたはAMモードを選びます。

2 [DISP]を押します。
・ 現在選ばれているフィルターが表示されます。

3 LO/ WIDTHつまみを時計方向に回すとLOWカットオ
フ周波数が上がり、反時計方向に回すと下がります。

f

f

HI/ SHIFTつまみを時計方向に回すとHIGHカットオ
フ周波数が上がり、反時計方向に回すと下がります。

f

f

整　調 （択選の数波周 zH ）

HTDIW/OL ,006,005,004,003,002,001,05,0
0001,009,008,007

TFIHS/IH ,0042,0022,0002,0081,0061,0041
0005,0004,0043,0003,0082,0062

ドーモ 数波周トッカーロ
（値期初の zH ）

数波周トッカイハ
（値期初の zH ）

MF/BSS 003 0062

MA 001 0005

4 [DISP]を押して、設定を終了します。

注意：

◆ カットオフ周波数は各運用モードごとに個別に調整すること
ができます。運用中のモードを変更すると、各運用モードご
とに前に設定してあった周波数が呼び出されます。

◆ パケット・フィルター（メニューNo. 50A）がONの場合、フィ
ルターの帯域幅は変更できません。パケット・フィルターを
OFFにしてからフィルターの帯域幅を調整してください。

◆ FMモードでは、AFフィルターとして動作します。

■ CW/ FSKモード

1 [CW/ FSK/ REV]を押して、CWまたはFSKモードを
選びます。

2 [DISP]を押します。
・ 現在選ばれているフィルターが表示されます。

3 LO/ WIDTHコントロールつまみを時計方向に回すと
帯域幅が広がり、反時計方向に回すと狭まります。

目的信号�

混信信号�

混信信号�

帯域幅を�
狭くする�

ドーモ （択選の幅ドンバ zH ） 値期初
（ zH ）

WC ,003,002,051,001,08,05
0002,0001,006,005,004 006

KSF 0051,0001,005,052 0051

4 CWではフィルターのシフト周波数を調整できます。
HI/ SHIFTつまみを回して、シフト周波数を400から
1000Hzへステップ50Hzで調整します。お買い上げ時
のシフト周波数は800Hzです。

5 [DISP]を押して、設定を終了します。
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ノッチ・フィルター（SSB）

オート・ノッチ・フィルターは受信帯域幅の中の妨害波（CW
のような周期信号）が1つある場合、自動的に探し出して抑
圧します。この機能はIFフィルターでデジタル処理をしてい
るので、S・メーターの読みや、目的の信号にも影響（わずか
に抑圧させる）する場合がありますが、AGCレベルを調整す
ると、目的の信号を回復できる可能性があります。もし妨害
波が弱いときは、ビート・キャンセル（下記）の方がより効
果的に妨害波を除去できる場合があります。

ノッチ・フィルター前� ノッチフィルター後�

妨害波�

目的の信号�

1 [A. N. / LEVEL]を押して、オート・ノッチ・フィルター
のON/OFFを切り替えます。

・ この機能がONのとき“A. N.”表示が出ます。

・ 妨害波がノッチで抑圧されます。

妨害波が不規則に変わる場合は、オート・ノッチ・レベル
を調整してください。

1 [FUNC]、[A. N. / LEVEL]の順に押して、オート・ノッチ・
レベル調整モードにし、次にMULTI/ CHつまみを回して、
FIX、1～4までの間のレベルを選びます。

・ レベル1が妨害波を追従するスピードが最も遅く、レ
ベル4が最も速いスピードです。FIXで妨害波の追従
を停止します。

オート・ビート・キャンセル（SSB/ AM）

オート・ビート・キャンセルはAFフィルターでデジタル処
理を行なって、受信帯域幅の中の複数の周期的妨害波（ビー
ト）を抑圧させます。このフィルターはどのタイミングで受
信しても妨害波の性質に合わせて、フィルターの特性を変え
ます。オート・ビート・キャンセルはSSBまたはAMモード
で使用できます。

ビート・キャンセル前� ビート・キャンセル後�

妨害波（ビート）�

目的の信号�

1 [B. C. / MANUAL]を押して、オート・ビート・キャンセ
ルのON/OFFを切り替えます。

・ この機能がONのとき“B. C. ”表示が出ます。

マニュアル・ビート・キャンセル
（SSB/ CW/ FSK/ FM/ AM）

ビート・キャンセル周波数は手動で選ぶこともできます。

1 [FUNC]、[B. C. / MANUAL]の順に押し、次にMANUAL
BCつまみを回してビート・キャンセル周波数を選びま
す。

・ つまみを回しながら300Hz から3000Hzまでのビー
ト・キャンセル周波数を変化させることができます。
高い周波数は時計方向に、低い周波数は反時計方向に
回してください。

・ ビート・キャンセルはAF段階に入っているため強い
ビート信号が入ってくるとAGCが動作し、目的の信
号が弱くなることがあります。

注意：

◆ MANUAL BCつまみを回すと、本機からプツプツ音がするこ
とがありますが、これは故障ではありません。

◆ マニュアル・ビート・キャンセルにより複数の妨害波を抑圧
することはできません。

ノイズ・リダクション
(N.R.1：全モード、N.R.2：SSB/ CW/ FSK/ AM)

本機は希望の信号を妨害するノイズを低減させるために2種
類のノイズ・リダクション機能（1と2）を持っています。そ
の時の状態でどちらの機能がより効果的かは、両方使用して
から判断してください。通常はSSBモードではノイズ・リダ
クション1（Line Enhanced）を、CWモードではノイズ・リ
ダクション2（SPAC）を選びます。

1 [N. R. / LEVEL]を押して、ノイズ・リダクション1、ノイ
ズ・リダクション2およびOFFを切り替えます。

・ 選ばれている機能が“N. R. 1”または“N. R. 2”で
表示されます。

■ N. R. 1レベル調整を設定する

ノイズ・リダクション1（Line Enhanced）は受信信号か
らノイズを低減するときに効果的です。S/N比が比較的良
いSSBでは、ノイズ・リダクション1を使うと、さらに
S/N比が良くなります。

1 ノイズ・リダクション1がONのとき、[FUNC]、[N. R. /
LEVEL]の順に押し、次にMULTI/ CHつまみを回してレ
ベルを1～9まで、またはAUTOを選びます。お買い上げ
時の設定はAUTOです。

■ N. R. 2時定数の設定

ノイズ・リダクション2（SPAC）は自己相関時間を変更
できます。SSBモードの場合信号が明瞭に聞き取れるよ
うに自己相関時間を選んでください。CWで受信する場合
は、しっかりと受信ができる限り、最も長い自己相関時間
を選ぶのが最適です。自己相関時間が長ければ長いほど、
S/N比が良くなります。

1　ノイズ・リダクション2がONのとき、[FUNC]、[N. R. /
LEVEL]の順に押し、次にMULTI/ CHつまみを回してレ
ベルを2ms～20msまでの間で自己相関時間を選びます。
お買い上げ時の設定は20msです。

注意：

◆ SSBモードでノイズ・リダクション2を使用すると、信号の
明瞭さが落ちるか、または状況次第ではパルス・ノイズを引
き起こす場合があります。

◆ ノイズ・リダクション1はサブ・バンドにも使えますが、レ
ベルの調整はできません。
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ノイズ・ブランカー

ノイズ・ブランカーは、「パリパリ」という自動車の点火装置
から出るようなパルス・ノイズを低減します。ノイズ・ブラ
ンカーはFMモードでは動作しません。

1 [NB/ LEVEL]を押して、ノイズ・ブランカーのON/OFFを
切り替えます。

・ 機能がONのとき“NB”表示が出ます。

ノイズ・ブランカーのレベルは1～10までの間で調節で
きます。お買い上げ時の設定は6です。

1 [FUNC]、[NB/ LEVEL]の順に押し、次にMULTI/ CHつま
みを回してノイズ・ブランカーのレベルを調節します。

・“NB LEVEL”とその時のレベルがサブ・ドット表示部に
表示されます。

注意：ノイズ・ブランカーは、SSB、CW、FSKおよびAMモードで
メイン・バンドでのみ使えます。

プリアンプ

プリアンプをOFFにすると隣接した周波数からの妨害を低減
することができます。プリアンプをOFFにすると、感度は下
がりますが、2信号特性が向上して、妨害を少なくできます。

1 [PRE/ LOCK A]を押して、プリアンプのON/OFFを切り
替えます。

・ 機能がONの場合“PRE”が表示されます。

ON/ OFFの設定は、現在のバンドで自動的に保存されま
す。同じバンドを選ぶたびに、同じ設定が自動的に選択さ
れます。

それぞれのバンドの周波数の範囲については右の表をご覧く
ださい。

注意：メイン・バンドとサブ・バンドの両方に同じ周波数（144MHz
または430MHzバンド）が選ばれると、プリアンプはその両方のバン
ドでONまたはOFFになります。これはメイン・バンドとサブ・バ
ンドが同じアンテナを共有しているためです。

アッテネーター

アッテネーターは、受信信号を約12dB減衰させる機能です。
目的の信号の近くに強い信号があるため混信している場合は、
アッテネーターをONにしてすべての信号を減衰させること
により混信を少なくできます。

1 [ATT/ F LOCK]を押して、アッテネーターのON/OFFを
切り替えます。

・ 機能がONのときに“ATT”が表示されます。

ON/OFFの設定は、現在のバンドで自動的に保存されます。
同じバンドを選ぶたびに、同じ設定が自動的に選ばれます。

それぞれのバンドごとの周波数の範囲は下の表のとおりです。

ドンバ数波周
（ zHM ）

プンアリプ
）定設期初（

ーターネテッア
）定設期初（

30.0 ～ 5.2 FFO FFO

5.2 ～ 1.4 FFO FFO

1.4 ～ 5.7 FFO FFO

5.7 ～ 5.01 NO FFO

5.01 ～ 5.41 NO FFO

5.41 ～ 5.81 NO FFO

5.81 ～ 5.12 NO FFO

5.12 ～ 5.52 NO FFO

5.52 ～ 0.03 NO FFO

0.03 ～ 0.06 NO FFO

441 ～ 9.541 NO FFO

0.034 ～ 9.934 NO FFO

0621 ～ 0031 に常 NO に常 FFO

注意：

◆メイン・バンドとサブ・バンドの両方に同じ周波数（144MHzまた
は430MHzバンド）が選ばれているとアッテネーターはその両方のバ
ンドでONまたはOFFになります。これはメイン・バンドとサブ・バ
ンドが同じアンテナを共有しているためです。
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メモリー・チャンネル

周波数やモード、その他の情報を登録するため300 のメモ
リー・チャンネルがあり、それぞれのチャンネルには00～
299までの番号がついています。メモリー・チャンネル00～
289までは標準メモリー・チャンネルと呼ばれています。メ
モリー・チャンネル290～299はプログラマブルVFOやプロ
グラムスキャンの周波数範囲を登録します。登録できるデー
タは下の表のとおりです：

標準メモリー・チャンネルはよく呼び出すデータの登録に使
います。例えば、定期的にクラブのメンバーとコンタクトを
取るときの周波数を登録しておくと便利です。

容内るきで録登 ルネンャチ
00 ～ 982

ルネンャチ
092 ～ 992

数波周信受 ◯　　　 ◯　　　 1

）スクッレプンシ（数波周信送 ◯　　　

ドーモ信受 ◯　　　 ◯　　　 1

）スクッレプンシ（ドーモ信送 ◯　　　

のンャキスムラグロプ
数波周ドンエ／トータス ×　　　 ◯　　　

数波周トッセフオ ◯　　　 ◯　　　

向方トフシ ◯　　　 ◯　　　

能機スーバリ ◯　　　 ◯　　　

幅プッテスの数波周信受 ◯　　　 ◯　　　
）スクッレプンシ（幅プッテスの数波周信送 ◯　　　

数波周ンート ◯　　　 ◯　　　

SSCTC 数波周 ◯　　　 ◯　　　

SCD ドーコ ◯　　　 ◯　　　

ンート /SSCTC/
SCD 能機 FFO/NO ◯　　　 ◯　　　

ムーネーリモメ ◯　　　 ◯　　　

・ルネンャチーリモメ
トウアクッロ FFO/NO ◯　　　 1 ◯　　　 1

◯：登録できる ×：登録できない
1 メモリー・チャンネル呼び出し中に変更した内容は自動的に更新さ
れます。

メモリーにデータを登録する

メモリー・チャンネル00～289に送受信周波数や関連データ
を登録する方法は2種類あります。登録する受信および送信
の周波数の関係により、どちらかの方法を使ってください：

・ シンプレックス・チャンネル：

受信周波数＝送信周波数（受信周波数と送信周波数が同
じ）

・ スプリット・チャンネル：

受信周波数≠送信周波数（受信周波数と送信周波数が違
う）

メモリー・チャンネル290～299はシンプレックス・チャン
ネルとしても使えます。

注意：RITあるいはXITがONの場合、RITまたはXITオフセットを
含む周波数が登録されます。

■ シンプレックス・チャンネル

1 [A/ B]を押して、VFO AまたはVFO Bを選びます。
・ 選択されたVFOが“  A”または“  B”で表示されま

す。

2 登録する周波数、モードなどを選びます。

3 [M. IN]を押して、メモリー・スクロール・モードに入
ります。

・ メモリー・スクロール・モードを解除して登録を中断す
るときは[CLR]を押してください。

4 MULTI/ CHつまみを回すか、またはマイクロホン
[UP]/ [DWN]を押して、メモリー・チャンネルを選び
ます。
・ チャンネルを選ぶために、数字キーを使って、012のよ

うに3桁の数字で入力することもできます。

5 もう一度[M. IN]を押して、データを登録します。
・ チャンネルに前から登録されていたデータは上書きされ

ます。
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■ スプリット・チャンネル

1 [A/ B]を押して、VFO AまたはVFO Bを選びます。
・ 選ばれたVFOが“  A”または“  B”で表示されます。

2 登録する周波数、モードなどを選びます。
・ この周波数とモードは送信のために使用されます。

3 [A/ B]を押して、もう一方のVFOを選びます。

4 受信の周波数とモードを選びます。

5 [SPLIT]を押します。
・ “SPLIT”が表示されます。

6 [M. IN]を押して、メモリー・スクロール・モードに入
ります。

・ メモリー・スクロール・モードを解除して登録を中断す
るときは[CLR]を押してください。

7 MULTI/ CHつまみを回すか、またはマイクロホンの
[UP]/ [DWN]を押して、メモリー・チャンネルを選び
ます。
・ チャンネルを選ぶために、数字キーを使って、012のよ

うに3桁の数字で入力することもできます。

8 もう一度[M. IN]を押して、データを登録します。
・ チャンネルに前から登録されていたデータは上書きされ

ます。

注意： VFOスプリット運用中（→p. 60）にトーン周波数が送信
と受信で違う場合、送信のトーン周波数がメモリー・チャンネル
に登録されます。

メモリー・チャンネルとメモリー・スクロール

メモリー・チャンネルに登録した周波数や関連データを利用
するにはメモリー・チャンネルとメモリー・スクロールの2
つのモードがあります。

メモリー・チャンネル・モード：
呼び出したメモリー・チャンネルの周波数で送信や受信を行
ないます。メニューNo. 06BがONに設定されていると、メ
モリー・チャンネルの内容を上書きすることなく、一時的に
周波数やその他のデータを変更することができます。

メモリー・スクロール・モード：
このモードはメモリー・チャンネルの内容を、現在受信中の
周波数を変えることなく、チェックすることができます。

■ メモリー・チャンネル・モード

1 [VFO/ M]を押して、メモリー・チャンネル・モードに
入ります。
・ 最後に選ばれたメモリー・チャンネルが表示されます。

2 MULTI/ CHつまみを回すか、またはマイクロホンの
[UP]/ [DWN]を押して、メモリー・チャンネルを選び
ます。
・ マイクロホンの[UP]/ [DWN]を断続的に押し続けると

キーが離されるまでメモリー・チャンネルが変わります。

・ データが登録されていないメモリー・チャンネルはス
キップされます。

・ 送信中はメモリー・チャンネルを変更することはできま
せん。

3 [VFO/ M]を押して、メモリー・チャンネルモードを解
除します。

注意：メモリー・チャンネルはTF-SET機能（→p. 31）の使用中
でも変更できます。
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■ メモリー・スクロール・モード

1 [M. IN]を押して、メモリー・スクロール・モードに入
ります。
・ 最後に選ばれたメモリー・チャンネルが表示されます。

2 MULTI/ CHつまみを回すか、またはマイクロホンの
[UP]/ [DWN]を押して、メモリー・チャンネルの中を
チェックします。
・ 数字キーを使って、例えば012のような3桁の番号で入

力し[ENT]を押しても、メモリー・チャンネルを変える
ことができます。

3 [CLR]を押すと、メモリー・スクロール・モードが解
除されます。
・ メモリー・スクロール・モードに入る前に選ばれていた

メモリー・チャンネルやVFO周波数表示に戻ります。

注意：メモリー・スクロール・モードに入った後は、[M. IN]を押
さないでください。[M. IN]を押すと選ばれたメモリー・チャンネ
ルに現在のVFOデータを上書きしてしまいます。

■ 一時的な周波数の変更

メモリー・チャンネル・モードで、登録内容を変更せずに
データを一時的に変更することができます。

1 メニューNo. 06Bを呼出して、ONを選びます。
・ 周波数以外のデータを変更する場合はこの操作は飛ばし

てください。

2 メモリー・チャンネルを選びます。

3 周波数と関連データを変更します。
・ 周波数の選択には同調つまみだけを使ってください。

4 変更したデータを登録したい場合は、別のメモリー・
チャンネルにコピーしてください。『チャンネル間コ
ピー』（→p. 61）をご覧ください。

注意：メモリー・チャンネル・データはTF-SET機能（→p. 31）
を使用中にも変更できます。

メモリー・チャンネル／VFOスプリット運用

スプリット運用には、VFO AとVFO Bを使った方法（『スプ
リット運用』→p. 31）、またはスプリットチャンネルを呼び
出す方法（p. 59）もありますが、メニューNo. 06Aを呼び出
してONを選ぶと、以下のようにメモリー・チャンネルとVFO
の2つでスプリット運用ができます。

・ 受信：メモリー・チャンネル
送信：VFO AまたはVFO B

・ 受信：VFO AまたはVFO B
送信：メモリー・チャンネル

受信にメモリー・チャンネルを使う場合：

1 メニューNo. 06Aを呼び出して、ONを選びます。

2 [A/ B]を押して、送信に使うVFOを選びます。

・ 選ばれたVFOが“  A”または“  B”で表示されま
す。

3 送信の周波数を選びます。

4 [VFO/ M]を押して、メモリー・チャンネルを呼び出しま
す。

5 MULTI/ CHつまみを回して、受信のメモリー・チャンネ
ルを選びます。

6 [SPLIT]を押します。

7 VFO Aの周波数がサブ・バンドに表示されます。送信に
VFO Bの周波数を使用したい場合は、もう一度[SPLIT]を
押します。

8 サブ・バンドに表示された周波数で送信するには[SEND]
またはマイクロホンの[PTT]を押します。

9 [SPLIT]を押すと、スプリット運用が解除されます。

・ 解除されていない場合は、もう一度[SPLIT]を押して
解除してください。

送信にメモリー・チャンネルを使う場合：

1 メニューNo. 06Aを呼び出して、ONを選びます。

2 [VFO/ M]を押して、メモリー・チャンネルを呼び出しま
す。

3 MULTI/ CHつまみを回して、送信のためのメモリー・チャ
ンネルを選びます。

4 [VFO/ M]を押して、VFOモードに戻ります。

5 [SPLIT]を押します。VFO周波数がサブ・バンドに表示さ
れます（正常なスプリット運用）。

6 もう一度[SPLIT]を押します。操作3で選んだメモリー・
チャンネルが、サブ・バンドに表示されます。

7 メモリー・チャンネルの周波数で送信するには、[SEND]ま
たはマイクロホンの[PTT]を押します。

8 [SPLIT]を押すとスプリット運用が解除されます。
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メモリーの変換

■ メモリーシフト（メモリー\VFO）

メモリー・チャンネル・モードのデータをVFOにコピー
することができます。この機能は、例えばモニターしたい
周波数が、メモリー・チャンネルに登録されている周波数
に近いような場合に役に立ちます。

1 メモリー・チャンネルを呼び出します。

2 [MsVFO/MG.SEL]を押します。
・ シンプレックス・チャンネルが呼び出された場合、その

データは、どちらのVFOがそのチャンネルの呼出しに使
われたかに従って、VFO A、またはVFO Bにコピーされ
ます。

・ スプリット・チャンネルが呼び出された場合、受信デー
タはVFO Aにコピーされ、送信データはVFO Bにコピー
されます。

注意：  呼び出しデータを一時的に変更した後に[MsVFO]を押す
と新しいデータはVFOにコピーされます。

■ チャンネル間コピー（チャンネル\チャンネル）

チャンネルのデータを1つのメモリー・チャンネルから別
のメモリー・チャンネルにコピーすることもできます。こ
の機能は、メモリー・チャンネル・モードで一時的に変更
した周波数や関連データを登録するときに役に立ちます。

1 メモリー・チャンネルを呼び出します。

2 [M. IN]を押して、メモリー・スクロール・モードに入
ります。
・ メモリー・スクロール・モードを解除するには[CLR]を

押してください。

3 MULTI/ CHつまみを使って、データをコピーしたいメ
モリー・チャンネルを選びます。

4 もう一度[M. IN]を押します。

以下の表はチャンネル間コピーしたとき、データがメモ
リー・チャンネルの間でどのように変換されるかを示し
たものです。

ルネンャチ 00 ～ 982 \ ルネンャチ 00 ～ 982

数波周信受 \ 数波周信受

数波周信送 \ 数波周信送

ドーモ信受 \ ドーモ信受

ドーモ信送 \ ドーモ信送

数波周トッセフオ \ 数波周トッセフオ

向方トフシ \ 向方トフシ

スーバリ FFO/NO \ スーバリ FFO/NO

プッテス数波周信受 \ プッテス数波周信受

プッテス数波周信送 \ プッテス数波周信送

数波周ンート \ 数波周ンート

SSCTC 数波周 \ SSCTC 数波周

SCD ドーコ \ SCD ドーコ

ンート /SSCTC/
FFO/NOSCD \ ンート /SSCTC/

FFO/NOSCD

ムーネーリモメ \ ムーネーリモメ

・ルネンャチ・ーリモメ
トウアクッロ FFO/NO \ ・ルネンャチ・ーリモメ

トウアクッロ FFO

ルネンャチ 00 ～ 982 \ ルネンャチ 092 ～ 992

数波周信受 \

数波周信受／信送

NEPO 数波周

ESOLC 数波周

ドーモ信受 \ ドーモ信受／信送

数波周信送
\ －

ドーモ信送

数波周トッセフオ \ 数波周トッセフオ

報情トフシ \ 報情トフシ

報情スーバリ \ 報情スーバリ

プッテス数波周信受 \ 数波周信受／信送
プッテス

プッテス数波周信送 \ －

ENOT 数波周 \ ENOT 数波周

SSCTC 数波周 \ SSCTC 数波周

SCD ドーコ \ SCD ドーコ

/SSCTC/ENOT
SCD グラフ \ /SSCTC/ENOT

SCD グラフ

ムーネーリモメ \ ムーネーリモメ

・ルネンャチ・ーリモメ
ロ トウアクッ FFO/NO \ ・ルネンャチ・ーリモメ

トウアクッロ FFO/NO

ルネンャチ 092 ～ 992 \ ルネンャチ 00 ～ 982

数波周信受／信送
\ 数波周信受

\ 数波周信送

ドーモ信受／信送
\ ドーモ信受

\ ドーモ信送

数波周トッセフオ \ 数波周トッセフオ

向方トフシ \ 向方トフシ

スーバリ FFO/NO \ スーバリ FFO/NO

数波周信受／信送
プッテス

\ プッテス数波周信受

\ プッテス数波周信送

数波周ンート \ 数波周ンート

SSCTC 数波周 \ SSCTC 数波周

SCD ドーコ \ SCD ドーコ

ンート /SSCTC/
FFO/NOSCD \ ンート /SSCTC/

FFO/NOSCD

ムーネーリモメ \ ムーネーリモメ

・ルネンャチ・ーリモメ
トウアクッロ FFO/NO \ ・ルネンャチ・ーリモメ

トウアクッロ FFO

・ メモリー・チャンネルにコピーしたとき、メモリー・
チャンネル・ロックアウトの設定はコピーする前の設
定に関係なくOFFになります。
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周波数範囲の登録

メモリー・チャンネルの290～299には、プログラマブルVFO
やプログラム・スキャンの周波数範囲を登録します。プログ
ラム・スキャンは次の章で詳しく説明します。周波数をある
特定の範囲の中で変えたり、スキャンをしたりするには、あ
らかじめスタートとエンドの周波数を登録しておきます。

1 [A/ B]を押して、VFO AまたはVFO Bを選びます。

2 スタート周波数を選びます。

3 [M. IN]を押して、メモリー・スクロール・モードに入りま
す。

・ メモリー・スクロール・モードを解除し、登録を中断
するときは[CLR]を押してください。

4 MULTI/ CHつまみを回すか、またはマイクロホンの[UP]/
[DWN]を押して、290～299の範囲でメモリー・チャンネ
ルを選びます。

・ 数字キーを使って290 のような 3桁の番号を入力し
て、チャンネルを選ぶこともできます。

5 [M. IN]を押して、メモリー・チャンネルにスタート周波数
を登録します。

・ サブ・ドット表示部に“CLOSE INPUT”が表示され
ます。

6 同調つまみまたはMULTI/ CHつまみを回して、エンド周
波数を選びます。

7 [M. IN]を押して、メモリー・チャンネルにエンド周波数を
登録します。

・ チャンネルに登録されていた前のデータは上書きされ
ます。

■ スタート／エンド周波数の確認
この操作は290 ～ 299 までのチャンネルに登録したス
タートとエンド周波数を確認するために使ってください。

1 [VFO/ M]を押して、メモリー・チャンネル・モードに
入ります。

2 MULTI/ CHつまみを回すか、またはマイクロホンの
[UP]/ [DWN]を押して、290～ 299までのメモリー・
チャンネルを選びます。

3 [－]を押してスタート周波数を、[＋]を押してエンド周
波数を確認します。

■ プログラマブルVFO

同調つまみで同調が可能な周波数範囲を制限する機能で
す。設定にはメモリー・チャンネル290～299に登録し
たスタートとエンド周波数を使います。

1 [VFO/ M]を押して、メモリー・チャンネル・モードに
入ります。

2 MULTI/ CHつまみを回すか、またはマイクロホンの
[UP]/ [DWN]を押して、290～299の中からメモリー・
チャンネルを選びます。

これで、同調つまみでスタート周波数からエンド周波数
までの間を変えることができます。

注意：プログラマブルVFOモードでマイクロホンの[UP]/ [DWN]を
押したりMULTI/ CHつまみを回したりすると、メモリー・チャンネ
ル番号が変わります。

メモリー・チャンネルのロックアウト

メモリー・スキャンをしている間、モニターしたくないメモ
リー・チャンネルをスキャンから除外（ロックアウト）する
ことができます。メモリー・スキャンについては次の章
（→p. 68）で説明します。

1 [VFO/ M]を押して、メモリー・チャンネル・モードに入
ります。

2 MULTI/ CHつまみを回すか、またはマイクロホンの[UP]/
[DWN]を押して、メモリー・チャンネルを選びます。

3 [CLR]を短く押します。

・ [CLR]を約2秒以上押すと、メモリー・チャンネルの
内容を消去してしまいます。

・ メモリー・チャンネル番号の一番右の桁の横に小さな
点が現れて、そのチャンネルがロックアウトされたこ
とを示します。

・ [CLR]を繰り返し押すたびに、そのチャンネルをロッ
クアウトしたり解除したリを切り替えます。

メモリー・チャンネルの消去

メモリー・チャンネルの内容を消去します。

1 [VFO/ M]を押して、メモリー・チャンネル・モードに入
ります。

2 MULTI/ CHつまみを回すか、マイクロホンの[UP]/ [DWN]
を押して、メモリー・チャンネルを選びます。

・ 数字キーを使い012 のように 3桁の番号を入力して
チャンネルを選ぶこともできます。

3 [CLR]を約2秒間押します。

・ ビープ音が鳴り、メモリー・チャンネルのデータが消
去されます。
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メモリー・チャンネルの名前

メモリー・チャンネルにはそれぞれ名前をつけることができ
ます。最大7桁の英数字記号が登録できます。

1 [M. IN]を押して、メモリー・スクロール・モードに入りま
す。

2 MULTI/ CHつまみを回すか、またはマイクロホンの[UP]/
[DWN]を押して、メモリー・チャンネルを選びます。

3 [DISP]を押します。

4 MULTI/ CHつまみを回すか、または[＋]/ [－]を押して目
的の英数字記号で名前を入力します。[MAIN]を押すとカー
ソルは左に、[SUB]を押すと右に動きます。また、別売の
DTMFマイクロホンを使って英数字記号を入力すること
もできます。

注意：DTMFマイクロホンで入力できる英数字記号は右の表に記載さ
れた記号に限られます。

5 名前の入力が終わったら、[M. IN]を押して名前を登録する
か、[DISP]を押してメモリー・グループを選びます。

・ 10個（0～9まで）のグループから1つだけ選ぶこと
ができます。数字キーを押して、グループ番号を入力
してください。選ばれたグループは縦長の記号で示さ
れます。グループを選んだら[M. IN]を押して、メモ
リー・チャンネルにその名前とグループ番号を登録し
てください。

6 メモリー・チャンネルを名前で呼び出す場合、その名前
は、メモリー・チャンネル番号およびグループ番号と一緒
にドット表示部に表示されます（→p. 64）。

MULTI/ CHつまみを回すか、または[＋]/ [－]キーで使用でき
る記号

号記な能可用使

A B C D E F G H I J

K L M N O P Q R S T

U V W X Y Z [ ¥ ] ^

_ ` a b c d e f g h

i j k l m n o p q r

s t u v w x y z { |

} ~ )PS( ! " # $ % & '

( ) ＊ + , - . / 0 1

2 3 4 5 6 7 8 9 : ;

< = > ? @

注意： 表中の（SP）はスペースの略です。

DTMFマイクロホンで使用できる記号

FMTD
ーキ 号記の能可用使

1 q z 1 Q Z

2 a b c 2 A B C

3 d e f 3 D E F

4 g h i 4 G H I

5 j k l 5 J K L

6 m n o 6 M N O

7 p r s 7 P R S

8 t u v 8 T U V

9 w x y 9 W X Y

0 白空 0

? ! ' . , - /

# & # ( ) < > ;

: " @

* 用使未

A をルソーカ 1 すか動へ右つ

B をルソーカ 1 すか動へ左つ

C るす去消を字文の置位ルソーカ

D ]NI.M[ 能機じ同とーキ
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メモリー・グループ

300のメモリー・チャンネルを最高10個（0～9まで）のグ
ループに分けることができます。メモリー・グループの設定
がされているときは、選ばれているグループに属するメモ
リー・チャンネルのみが呼び出し可能になります。新規に登
録するメモリー・チャンネルの所属グループは0に設定され
ています。

メモリー・チャンネルの所属グループを変更するには：

1 [M. IN]を押して、メモリー・スクロール・モードに入りま
す。

2 MULTI/ CHつまみを回して、グループを変更したいメモ
リー・チャンネルを選びます。

3 [DISP]を押します。

・ メモリー・チャンネルの名前が入力できる状態になり
ます。もう一度[DISP]を押して、入力をスキップする
か、または[＋]/ [－]と[MAIN]/ [SUB]でメモリー・チャ
ンネルの名前を入力してください（→p. 63）。

4 現在設定されているグループが大きなフォントで表示さ
れます。

5 数字キーを押して、グループを変更します。

6 [M. IN]を押すと、その設定内容が登録されます。

■ メモリー・グループの選択

メモリー・グループを設定すると、選ばれているグループに
属するメモリー・チャンネルのみが呼び出し可能になります。

メモリー・グループを選ぶには：

1 [FUNC]と[M  VFO/ MG. SEL]を押して、メモリー・グ
ループ選択モードに入ります。

2 グループ番号0～9がメイン・ドット表示部に表示されま
す。

・ 選ばれたメモリー・グループ番号は大きなフォントで
表示されます。選択を変更するには数字キーを押して
ください。すべてのメモリー・グループを選ぶ場合は
[・]を押してください。少なくとも1つのメモリー・グ
ループを選ぶ必要があります。

3 [M  VFO/ MG. SEL]を押して、設定を登録し、メモリー・
グループ選択モードを解除します。

・ これからは選ばれたメモリー・グループ以外は呼び出
すことはできません。

注意： [CLR]を押すと、設定は登録されずにメモリー・グループ選
択モードを解除します。

クイック・メモリー

クイック・メモリーは特定のメモリー・チャンネルを指定せ
ずにデータを素早く一時的に登録するための機能です。例え
ば、DXを探してバンドの中を移動するとき、コンタクトした
い無線局を登録しておくと便利です。モニターしながらいく
つかのメモリー・チャンネルを素早く飛び越えていくことが
できます。

本機には10個（0_～9_）のクイック・メモリー・チャンネ
ルがあります。クイック・メモリーには次のデータを登録す
ることができます：

AOFV ドーモ用運と数波周 BOFV ドーモ用運と数波周

ドンバ・ブサ FFO/NO と数波周ドンバ・ブサ
ドーモ用運

FFO/NOTIR FFO/NOTIX

TIX/TIR 数波周 ・ータルィフ・信受
幅ドンバ

ーカンラブ・ズイノ FFO/NO FFO/NOENIF

PSD ンョシクダリ・ズイノ
2/1/FFO

PSD ルセンャキ・トービ
FFO/NO

PSD チッノ・トーオ FFO/NO

クイック・メモリーはメイン・バンドとサブ・バンドの両方
ともVFOモードで運用しているときのみ呼び出せます。
注意：サブ・バンドをメモリー・チャンネルモードでOFFにしたと
きには、クイック・メモリーを使用できません。この場合は、サ
ブ・バンドを一度ONにし、VFOモードに切り替えて再びサブ・
バンドをOFFにするとクイック・メモリーが使用できます。

クイック・メモリーに登録する

新しい周波数を登録するたびに、前に登録されていた周波数
は、次のクイック・メモリー・チャンネルに移っていきます。
10個の全メモリー・チャンネルに周波数が入っている場合、
更にもう1つ周波数を登録すると一番最初に登録された（メ
モリー9）メモリー・チャンネルの内容は消去されます。

次の図はQUICK MEMO [M. IN]を押すたびに、クイック・メ
モリーがどのようにデータを移し替えていくのかを表したも
のです。

24.911
メモリー0

144.005
メモリー1

14.235
メモリー2

441.250
メモリー3

18.111
メモリー4

50.015
メモリー5

7.082
メモリー6

29.610
メモリー7

3.545
メモリー8

145.250
メモリー9

21.005
メモリー0

24.911
メモリー1

144.005
メモリー2

14.235
メモリー3

441.250
メモリー4

18.111
メモリー5

50.015
メモリー6

7.082
メモリー7

29.610
メモリー8

3.545
メモリー9

14.085
メモリー0

21.005
メモリー1

24.911
メモリー2

144.005
メモリー3

14.235
メモリー4

441.250
メモリー5

18.111
メモリー6

50.015
メモリー7

7.082
メモリー8

29.610
メモリー9

新しい周波数�

新しい周波数�

新しい周波数�
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1 メイン・バンドまたはサブ・バンドのVFOで周波数、モー
ドなどを選びます。

2 QUICK MEMO [M. IN]を押します。

・ QUICK MEMO [M. IN]が押されるたびに現在のVFO
データがクイック・メモリーに登録されます。

クイック・メモリー・チャンネルを呼び出す

1 QUICK MEMO [MR]を押します。

・ 現在のメモリー・チャンネル番号が表示されます。

・ クイック・メモリー・チャンネルが1つも登録されて
いない場合、エラー・ビープ音が鳴ります。

2 MULTI/ CHつまみを回して、クイック・メモリー・チャ
ンネル（0_～9_）を選びます。

・ 送信中はメモリー・チャンネルを変更できません。

3 もう一度QUICK MEMO [MR]を押すと、メモリー・チャ
ンネルモードが解除されます。

一時的に周波数を変更する

メモリー・チャンネルモードで登録内容を変更せずに、一時
的にデータを変更することができます。メニューNo. 06Bで
OFFを選択していても周波数を変えることができます。

1 QUICK MEMO [MR]を押します。

2 MULTI/ CHつまみを回して、クイック・メモリー・チャ
ンネル（0_～9_）を選びます。

3 周波数と関連データを変更します。

4 変更したデータを登録したい場合は、QUICK MEMO [M.
IN]を押します。

・　変更したデータは、現在のクイック・メモリー・チャ
ンネルに登録され、前のデータは次のクイック・メモ
リー・チャンネルに移し替えられます。

5 もう一度QUICK MEMO [MR]を押すとメモリー・チャン
ネルモードが解除されます。

メモリー・シフト（クイック・メモリー\VFO）

クイック・メモリー・チャンネルのデータをVFOにコピーす
ることができます。

1 クイック・メモリー・チャンネルを呼び出します。

2 [M  VFO/ MG. SEL]を押します。

注意：呼び出したデータを一時的に変更した後に[M  VFO/ MG.
SEL]を押すと、変更したデータがVFOにコピーされます。
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スキャン
スキャンは周波数を自動的に変化させて信号を探す機能です。
使い方に合わせて、いろいろなタイプのスキャンを選んでく
ださい。

本機には次のタイプのスキャンがあります。

プイタ・ンャキス 的　目

ルマーノ
ンャキス

OFV ンャキス スをドンバ全の数波周だん選
るすンャキ

・ムラグロプ
ンャキス

ルネンャチーリモメ 092 ～
992 数波周定特たれさ録登に

ンャキスの囲範

zHM ンャキス zHM1 の数波周の囲範の内以
ンャキス

・ーリモメ
ンャキス

ンャチ・ルーオ
ンャキス・ルネ

00 らか 992 チーリモメ全でま
ンャキスのルネンャ

・プールグ
ンャキス

・ルネンャチーリモメの定特
ンャキスのプールグ

・ルーコ
ンャキス

OFV の在現とルネンャチ・ルーコ
OFV ンャキスの数波周

ーリモメ
ルネンャチ

れば選とルネンャチ・ルーコ
ルネンャチーリモメた

ルアュジビ
ンャキス *

OFV

上のそと数波周の中用運在現
。ンャキスの数波周定特の下
度強号信のルネンャチの々各
。すまれさ示表でフラグ棒は

ーリモメ
ルネンャチ

ャキスをルネンャチーリモメ
グ棒を度強号信の々各、しン

。すまし示表でフラ

*ビジュアルスキャンは、特定の範囲の周波数がどのくらい混み合っ
ているかをグラフで表示します。

注意：

◆ CTCSSまたはDCSを使用中は、選んでいるCTCSSトーンやDCS
コードと一致した時にのみスキャンが停止します。

◆ S・メーター・スケルチを使用中は、受信信号の強度がS・メー
ターの設定と一致しているか、または超えている場合にスキャン
が停止します。信号のレベルがS・メーター以下に下がると2秒
後に再びスキャンを開始します。

◆ スキャン中にもう一方のバンドで送信すると、スキャンは一時的
に停止します。

◆ スキャンを開始させるとリバース機能、オート・シンプレック
ス・チェッカーはOFFになります。

◆ VFOモードでスキャンをスタートさせるとリバース機能はOFF
になります。

ノーマルスキャン

・ VFOスキャン

選んだ周波数の全バンドをスキャンします。例えば、メイ
ン・バンドのVFO Aで14. 19500MHzで運用し、受信し
ている場合、30. 00kHzから60. 00000MHzまでの範囲内
のすべての周波数をスキャンします。

・ プログラム・スキャン

メモリー・チャンネル290～299（→p. 62）でスタート
とエンド周波数を設定することによって、プログラム・ス
キャンの周波数範囲を設定します。1つのDX局が出てき
そうな周波数範囲を何個か（最大10個）設定して、ある
周波数で待っていると、その局がその周波数の近くで出
てきたような場合に役立ちます。

VFOスキャン

VFOスキャンは、その時のVFOで使える全周波数範囲をス
キャンします。VFOスキャンはプログラム・スキャン周波数
範囲が設定されたメモリー・チャンネルを1つも選んでいな
い状態でのみ動作します。

1つ以上のプログラム・スキャン周波数範囲がメモリーチャ
ンネル290～299に登録されている場合：

1 [FUNC]、[SCAN/ SG. SEL]の順に押します。

2 プログラム・スキャンのメモリー・チャンネルが選ばれて
いる場合は、メイン・ドット表示部に大きなフォントで表
示されます。

[･/ DCS/ SEL]を押して、一時的にすべてのメモリー・
チャンネルの選択を解除してください。

すべてのメモリー・チャンネルの選択が解除されると、
“VFO SCN MODE”がサブ・ドットマトリックス・ディ
スプレイに表示されます。

3 [SCAN/ SG. SEL]を押して、VFOモードに戻ります。

4 [SCAN/ SG. SEL]を押して、VFOスキャンを開始します。

5 スキャンを停止するには[SCAN/ SG. SEL]または[CLR]を
押します。

注意：

◆ スキャン中、RIT/ SUBつまみを回して、スキャン・スピードを
変えることができます。時計方向に回すとスピードが下がり、反
時計方向に回すとスピードが上がります。スピード表示はメイ
ン・ドット表示部の上に表示されます。P1が最も速く、P9が最
も遅いスピードです。

◆ FMモードおよびサブ・バンドではVFOスキャンのスピードは変
えられません。



67

スキャン

プログラム・スキャン

プログラム・スキャンはメモリー・チャンネル290～299に
登録したスタートとエンド周波数の範囲をスキャンします。
スタートとエンド周波数の登録については『周波数範囲の登
録』（→p. 62）をご覧ください。

プログラム・スキャンは一番小さいメモリー・チャンネル番
号から開始し、スキャンを繰り返して行ないます：

1 [A/ B]を押して、VFO AかVFO Bを選びます。

・ メモリー・チャンネル・モードを操作している場合は
[VFO/ M]を押して、VFOモードを選んでください。

2 [FUNC]、[SCAN/ SG. SEL]の順に押します。

・ プログラム・スキャン・チャンネルが選ばれていない
場合、すべてのメモリー・チャンネル番号（290～299
まで）は小さいフォントで表示されます。各メモリー
チャンネルの1の位だけがメイン・ドット表示部に表
示されます。0はチャンネル290を表し、1はチャン
ネル291を、2はチャンネル292を表します。

3 数字キー（[0/ SHIFT/ OFFSET]から[9/ FINE/ STEP]まで）
を押して、プログラム・スキャンのチャンネル（最大10
チャンネル）を選びます。

・ チャンネル293だけを選ぶときは[3]を、チャンネル
293、295、297を選ぶときは[3]、[5]、[7]を押します。プ
ログラム・スキャンのチャンネル番号は大きなフォン
トで表示されます。

4 [SCAN/ SG. SEL]を押して、VFOモードに戻ります。

注意：

◆ プログラム・スキャンを動作させるには、プログラム・スキャン・
チャンネル（290～ 299まで）の少なくとも1つは、周波数範囲
が設定され選ばれている必要があります。もしプログラム・ス
キャンのためにプログラム・チャンネルが1つも選択されていな
かったり、使える状態になっていない場合は、VFOスキャンを実
行します。

◆ プログラム・スキャンをサブ・バンドで行なう場合、プログラム・
スキャン・チャンネルの周波数がサブ・バンド周波数範囲を出る
と、プログラム・スキャンは動作しません。メイン・バンドでも
同様にプログラム・スキャンは動作しません。

5 [SCAN/ SG. SEL]を押して、プログラム・スキャンをス
タートします。

・ スキャン中に、ある周波数の方へ素早く移動したい場
合は、同調つまみか、MULTI/ CHつまみを回すか、マ
イクロホンの[UP]/ [DWN]を押します。

・ FMモード以外のモードを使用するとき、RIT/ SUBつ
まみを時計方向に回すと、スキャン・スピードが下が
り、反時計方向に回すとスピードが上がります。その
時のスキャン・スピードはディスプレイに表示されま
す。P1が最も速く、P9は最も遅いスピードです。

・ FMモードでは、信号が存在する周波数でスキャンは
自動的に停止します。そこで、決められた時間その
チャンネルに停止するか（TO:タイプオペレートモー
ド）、あるいはその信号が無くなるまで停止するか
（CO:キャリアーオペレートモード）のどちらかが選べ
ます。メニューNo. 10を呼び出して、どちらかのモー
ドを選んでください（→p. 68）。

6 スキャンを停止するには[SCAN/ SG. SEL]または[CLR]を
押します。

注意：

◆ サブ・バンドを運用中にプログラム・スキャンを実行する場合、
サブ・バンドがスキャンできないプログラム・スキャン・チャン
ネルは自動的にスキップします。

◆ FMモードで、MAIN SQLまたはSUB SQLつまみをスケルチ臨
界点をはるかに越えて時計方向に回すと、スキャンは信号が存在
するチャンネルで停止しない場合があります。MAIN SQLまたは
SUB SQLつまみはスケルチ臨界点付近に設定してください。

◆ メモリーチャンネル 290 ～ 299 に周波数範囲を登録する前に
[SCAN/ S. G. SEL]を押すと、VFOスキャンを始めます。

◆ スキャンを開始した時の受信周波数がメモリー・チャンネル番号
で選んだ中の1つの範囲内にある場合、スキャンはその時の周波
数で開始します。メモリー・チャンネルに登録された運用モード
が使われます。

◆ スキャンを開始した時の受信周波数がチャンネル番号で選んだす
べての範囲の外にある場合、スキャンは最も小さいチャンネル番
号に登録されたスタート周波数から開始します。

◆ 運用モードはスキャン中にも変えることはできますが、メモリー
チャンネルはその変えられたモードに上書きされます。

◆ その時のスキャン範囲がMULTI/ CHつまみの1ステップより小
さい場合、つまみを時計方向にまわすとスキャンはスタート周波
数に、また反時計方向にまわすとエンド周波数へジャンプしま
す。

◆ プログラム・スキャンを開始すると、RITおよびXIT機能をOFF
にします。

◆ FMモードでは、プログラム・スキャンはメニューNo. 04の設定
とは無関係に丸められた数字の周波数をスキャンします。

プログラム・スロー・スキャン

290～299までのそれぞれのメモリー・チャンネルで、スキャ
ンスピードを遅くしたい周波数ポイントを最大5個まで選べ
ます。その周波数ポイントの前後何Hz（100～500Hz）の間
は、スキャン・スピードが遅くなります。まずスタートとエ
ンド周波数をメモリーチャンネル（290～ 299）へ登録して
ください（→p. 62）。

1 メニューNo. 07を呼び出して、機能をONにします（お
買い上げ時の設定はONです）。

2 メニューNo. 08を呼び出して、スキャンを遅くする範囲
（100～500Hz）を選びます。

注意：例えばメニューNo. 08で 500Hzを選んだ場合、プログラ
ム・スキャンはメモリー・チャンネルで選ばれた周波数ポイント
を中心に±500Hzの幅でスローダウンします。

3 [VFO/ M]を押して、スキャンを遅くするメモリー・チャ
ンネル（290～299）を選びます。

4 [－]を押して、スタート周波数を、[＋]を押して、エンド周
波数を確認します。

5 同調つまみを回してスキャンを遅くしたい周波数ポイン
トを選び、次にQUICK MEMO [M. IN]を押します。

・“ ”が表示されます。

6 操作5を繰り返して、周波数ポイントを最大5個まで選び
ます。

7 一度登録した周波数ポイントをすべて消去したい場合は、
QUICK MEMO [M. IN]を1秒間押し続けます。確認のビー
プ音が鳴り、周波数ポイントがすべて消去されます。

注意： 周波数ポイントはすべて消去されます。特定のポイントだ
けを消去するときは、消去したいポイントの★点灯中に[QM. IN]
を押します。
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8 [VFO/ M]を押して、VFOモードに戻ります。

9 [SCAN/ SG. SEL]を押すと、プログラムスキャンを開始
し、選んだ周波数ポイントの前後でスキャンスピードが
遅くなります。

注意：

◆ プログラムスキャン中にRIT/ SUBつまみを回して、スキャンの
スピードを調整することができます。つまみを時計方向／反時計
方向に回すと、スキャンのスピードがダウンまたはアップしま
す。プログラムスキャン中はプログラムスキャンのスピードがメ
インドット表示部に表示されます。P1が最も速くP9が最も遅い
スピードです。

◆ FMモードの場合プログラムスキャンのスピードは変えられませ
ん。

◆ FMモードの場合プログラム・スロー・スキャンは設定できませ
ん。

◆ サブ・バンドでは、スキャンスピードを可変することはできませ
ん。

スキャンホールド

プログラムスキャン中に同調つまみまたはMULTI/ CHつまみ
を回すか、またはマイクロホンの[UP]/ [DWN]を押して、目
的の周波数に移ると、スキャンを約5秒間停止します。その
後スキャンは再開します。

この機能を使うにはメニューNo. 09を呼出して、ONを選ん
でください。お買い上げ時の設定はOFFです。

注意： FMモードではスキャンホールドはできません。

MHzスキャン

メイン・バンドまたはサブ・バンドをVFOモードで運用する
とき、現在のVFO周波数の範囲内にある1MHzの全周波数範
囲をスキャンすることができます。

1 [VFO/ M]を押して、VFOモードを選びます。

2 周波数を選びます。

・ 例えば145MHzの全部をスキャンする場合は、145.
640MHz を選びます。145 .  000MHz から 145 .
99999MHzの間をスキャンします。

3 [1 MHz/ SEL]を押し続けて、MHzスキャンを開始します。

4 RIT/ SUBつまみを回して、スキャンスピードを調整しま
す。

5 MHzスキャンを終了する場合は[SCAN/ SG. SEL]または
[CLR]を押します。

注意：FMモードとサブ・バンドではMHzスキャンスピードの調整
はできません。

メモリースキャン

メモリースキャンには周波数を登録したすべてのメモリー
チャンネルをスキャンする全チャンネル・スキャン、または
メモリーチャンネルのうちの希望のグループだけスキャンす
るグループ・スキャンがあります。

スキャンの再開

モードに関係なく、信号を受信した周波数（またはメモリー・
チャンネル）で自動的に停止します。その後、しばらくの間
そのチャンネルに停止するか（TO：タイムオペレート・モー
ド）、あるいはその信号がなくなるまで停止するか（CO：キャ
リアーオペレート・モード）のどちらかが選べます。メニュー
No. 10を呼び出して、どちらかのモードを選んでください。
選んだモードでスキャンを再開します。お買い上げ時の設定
はTO(タイムオペレート・モード)です。

・ TO（タイムオペレート・モード）

受信している周波数（またはメモリーチャンネル）で約6
秒間停止し、その後、その信号を受信していてもスキャン
を再開します。

・ CO（キャリアーオペレート・モード）

信号がなくなるまで、受信している周波数（またはメモ
リーチャンネル）で停止します。信号がなくなってから約
2秒後にスキャンを再開します。

1 [MENU]を押して、メニュー・モードに入ります。

2 MULTI/ CHつまみを回して、メニューNo. 10を選びます。

3 [＋]/ [－]を押して、TO（タイムオペレート）かCO（キャ
リアーオペレート）を選びます。

4 [MENU]を押して、メニュー・モードを解除します。

スキャンしたくないメモリーチャンネルは飛び越すことがで
きます。その方法は『メモリーチャンネルのロックアウト』を
ご覧ください（→p. 62）。

全チャンネルのスキャン

周波数データが登録されているすべてのメモリーチャンネル
をチャンネル番号順にスキャンします。グループ・スキャン
のグループ番号が選ばれている場合は、すべて解除してくだ
さい。操作手順は次のとおりです：

1 メニューNo. 10を呼び出して、TO(タイムオペレート・
モード)またはCO(キャリアーオペレート・モード)を選び
ます。

2 [VFO/ M]を押して、メモリー・チャンネル・モードに入
ります。

3 MAIN SQLまたは SUB SQLつまみを回して、スケルチ
レベルを調整します。

4 [FUNC]、[SCAN/ SG. SEL]の順に押して、グループ・ス
キャン選択モードに入ります。

・ すでに選ばれたグループがある場合は、そのグループ
番号が大きなフォントで表示されます。

5 [･/ DCS/ SEL]を押して、一時的にすべてのグループ番号
を解除します。

・ グループ番号がすべて小さなフォントに変わります。
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6 [SCAN/ SG. SEL]を押して、メモリー・チャンネル・モー
ドに戻ります。

7 [SCAN/ SG. SEL]を押して、全チャンネルのスキャンを
開始します。

・ スキャンは現在のメモリーチャンネルから開始して、
番号の大きい方へスキャンします（スキャンの方向は
変更できません）。

・ スキャン中に希望のチャンネルに変えるにはMULTI/
CH つまみを回すか、またはマイクロホンの[UP] /
[DWN]を押します。

8 [SCAN/ SG. SEL]または[CLR]を押すと、スキャンが終了
します。

注意：

◆ MAIN SQLまたはSUB SQLつまみを、スケルチ臨界点を越えて
時計方向に回すと、スキャンは信号が存在するチャンネルで停止
しない場合があります。SQLつまみは適切な位置に設定してく
ださい。

◆ メモリースキャンを開始すると、RITやXIT機能はOFFになりま
す。

グループ・スキャン

300のメモリーチャンネルは10のグループに分けられます。
その時の状況により1 つまたは複数のグループを選んでグ
ループ・スキャンをすることができます。

メモリーチャンネルに周波数データを登録すると（→p. 58）、
そのチャンネルには自動的にグループ０（ゼロ）が登録され
ています。

チャンネル・データを呼出して、グループ番号を設定するに
は：

1 [M. IN]を押して、メモリースクロールモードに入ります。

2 MULTI/ CHつまみを回して、メモリーチャンネルを呼び
出します。

3 [DISP]を押します。

・ メモリーネームを入力できる状態になります。
もう一度[DISP]を押して、入力をスキップするか、ま
たは[＋]/ [－]や[MAIN]/ [SUB]を使ってメモリーネー
ムを入力します（→p. 63）。

4 数字キーでグループ番号（[0]から[9]まで）を押します。

・ 選ばれたグループ番号は大きなフォントで表示されま
す。

注意：各メモリーチャンネルごとに10グループ（0から9まで）
の中から1つだけ選ぶことができます。

5 [M. IN]を押して、新しいグープ番号をメモリーチャンネル
に登録します。

6 操作1から5までの操作を繰り返して、他のメモリー・チャ
ンネルにグループ番号（最大10グループ）を登録します。

最高10グループまで選ぶことができ、それらのグループの
チャンネルを順番にスキャンすることができます。グルー
プ・スキャンは最も小さいグループ番号から開始し、順番に
くり返します。
例　グループ3→グループ5→グループ7→グループ3→…

■ グループ・スキャンを開始するには：

1 メニューNo. 10 を呼出して、タイムオペレートまたは
キャリアーオペレート・モードを選びます。

2 [VFO/ M]を押して、メモリー・チャンネルモードにしま
す。

3 MAIN SQLまたは SUB SQLつまみを回して、スケルチ
レベルを調整します。

4 [FUNC]、[SCAN/ SG. SEL]の順に押して、グループ・ス
キャン選択モードに入ります。

5 数字キーを押して、スキャンをしたいグループ番号を入
力します。

・ グループ番号3を選ぶには[3]を押し、グループ番号3、
5、7を選ぶには[3]、[5]、[7]を押します。選ばれたグルー
プ番号は大きなフォントで表示されます。

6 [SCAN/ SG. SEL]を押して、グループ・スキャン選択モー
ドを解除します。

7 もう一度[SCAN/ SG. SEL]を押して、グループ・スキャ
ンを開始します。

・ スキャンはチャンネル番号の小さい方から開始します
（スキャン方向は変更できません）。

・ スキャン中にチャンネルに変えるには、MULTI/ CHつ
まみを回すか、またはマイクロホンの[UP]/ [DWN]を
押します。

8 スキャンを終了する場合は、[SCAN/ SG. SEL]または
[CLR]を押します。

グループ・スキャンが終了した後、[FUNC]、[SCAN/ SG.
SEL]、[･/ DCS/ SEL]の順に押すと、操作5で選んだすべての
グループ番号は消去されます。これで全チャンネルスキャン
に戻ります（お買い上げ時の設定）。

注意：

◆ サブバンドを運用中にメモリースキャンを実行する場合、サブバ
ンドで受信できないメモリーチャンネルは自動的にスキップしま
す。メイン・バンドも同様です。

◆ MAIN SQLまたはSUB SQLつまみを、スケルチ臨界点を越えて
時計方向に回すと、スキャンは信号が存在するチャンネルで停止
しない場合があります。SQLつまみは適切な位置に設定してく
ださい。

◆ 現在のチャンネルが選んだグループのうちの1つに入っていると
き、スキャンはその時のチャンネルから開始します。

◆ 現在のチャンネルが選んだすべてのグループのどれにも入ってい
ないとき、スキャンはその時のチャンネルのグループ番号より大
きくてしかも最も近いグループ番号から開始します。

◆ メモリースキャンを開始すると、RITやXIT機能はOFFになりま
す。
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コール・スキャン

コール・スキャンはHF、50MHz、144MHz、430MHzおよび
1200MHz（TS-2000S/ Vはバージョンアップ可能）バンドの
現在運用中の周波数やメモリー・チャンネルとコール・チャ
ンネルを交互にモニターすることができます。

1 モニターしたい周波数を選びます。

・ VFOモードの場合は、[A/ B]を押して、メイン・バンド
にVFO AかVFO Bを選ぶか、[SUB]または[CTRL]を
押して、サブ・バンドVFOを選びます。次に、同調つ
まみかMULTI/ CHつまみを回して周波数を選びます。

・ メモリー・チャンネルモードの場合は、[VFO/ M]を押
して、MULTI/ CHつまみを回してモニターしたいメモ
リーチャンネルを選びます。

2 [CALL/ C. IN]を押して、コール・チャンネルを呼出しま
す。

3 [SCAN/ SG. SEL]を押します。

4 コール・チャンネルと選ばれたVFO周波数あるいはメモ
リー・チャンネルが交互にモニターされます。

5 スキャンを終了する場合は、[SCAN/ SG. SEL]または
[CLR]を押します。

ビジュアル・スキャン

ビジュアル・スキャンを行なうと、受信中の周波数に近い周
波数を視覚的にモニターすることができます。ビジュアル・
スキャンは選ばれた範囲内のすべての周波数がグラフ表示さ
れ、その信号強度をディスプレイに表示します。それぞれの
周波数ポイント（チャンネル）ごとに、Sメータのレベルを
最大７つの目盛で表示します。

センター周波数とチャンネル番号（スキャンするステップの
数）を選びスキャン範囲を決めてください。お買い上げ時の
設定はチャンネル番号61です。

■ ビジュアル・スキャンを使う（VFOモード）

1 ビジュアル・スキャンするバンドを選びます。

2 同調つまみを回すか、またはマイクロホンの[UP] /
[DWN]を押して、受信周波数を選びます。
・ この周波数はセンター周波数として使われます。

3 [DISP]を1秒間押して、ビジュアル・スキャンを開始
します。

・ 現在のセンター周波数はメイン・バンドに表示され、そ
の時のスキャンしている周波数はサブ・バンドに表示さ
れます。運用モードとスキャンされるチャンネルの数は
メイン・ドット表示部に表示されます。サブ・ドット表
示部には各周波数ポイントごとのSメーターレベルを表
示します。

・ スキャンを一時停止するには[DISP]を押します。メイ
ン・ドット表示部に“P”が表示されます。ビジュアル・
スキャンが一時停止している間でも、その周波数をモニ
ターすることはできます。[DISP]を押すと、ビジュアル・
スキャンを再開します。

4 現在のセンター周波数を変えるには同調つまみを回す
か、またはマイクロホンの[UP]/ [DWN]を押します。
・ 表示された周波数が変わり、カーソルが動きます。

・ [1 MHz/ SEL]を押すと現在のセンター周波数が新しいセ
ンター周波数になります。

・ 同調つまみを回して周波数を動かすことができます。元
のセンター周波数に戻りたい場合は[FM/ AM/ NAR]を押
します。

5 ビジュアル・スキャンを終了する場合は、[CLR]または
[SCAN/ SG. SEL]を押します。

■ ビジュアル・スキャン（VFOモード）のチャンネル
番号（ステップ数）を選ぶ

1 [MENU]を押して、メニュー・モードに入ります。

2 MULTI/ CHつまみを回して、メニューNo. 11を選び
ます。

3 [＋]または[－]を押して、スキャンするチャンネル番号
（ステップ数）31、61（初期値）、91または181を選
びます。
・ 61 を選んだ場合はセンター周波数に対して上下30 ス

テップ、91を選んだ場合はセンター周波数に対して上下
45ステップ、181を選んだ場合はセンター周波数に対し
て上下90ステップの範囲でスキャンを行ないます。

・ ビジュアル・スキャン（VFOモード）の1ステップあた
りの周波数はMULTI/ CHつまみの現在の周波数ステップ
が使用されます。

4 [MENU]を押して、メニュー・モードを解除します。

注意：

◆ メイン・バンドの144MHz、430MHzバンドでFMまたはAM
モードの時は、表示している周波数を受信しながらビジュア
ル・スキャンが動作します。しかし、サブ・バンド側の
144MHz、430MHzバンドでは、表示している周波数を受信し
ながらビジュアル・スキャンはできず、通常のビジュアル・
スキャンとなります。

◆ サブ・バンドからビジュアル・スキャンを開始すると、メイ
ン・バンド周波数表示部にビジュアル・スキャンのセンター
周波数が表示されます。

◆ ビジュアル・スキャンをメモリー・チャンネルモードで開始
するとメモリーチャンネル周波数がスキャンされます。

◆ 送信するとビジュアル・スキャンは停止します。

◆ ビジュアル・スキャンの表示レベルとSメーターの表示レベ
ルは違うことがあります。

◆ RIT/XIT機能はOFFになります。
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■ ビジュアル・スキャンを使う（メモリー・チャンネ
ル）

1 [MENU]を押して、メニュー・モードに入ります。

2 MULTI/ CHつまみを回して、メニューNo. 11を選び
ます。

3 [＋]または[－]を押して、スキャンするチャンネルの番
号（ステップ数）31、61（初期値）、91または181を
選びます。
・ 61を選んだ場合、センター周波数上下30のメモリー・

チャンネル（周波数の近い順）をスキャンします。

4 [VFO/M]を押して、メモリー・チャンネル・モードを
呼び出します。
・ 呼び出したメモリー・チャンネルの周波数はセンター周

波数として使われます。

5 [DISP]を約1秒間押して、ビジュアル・スキャンを開
始します。

・ 現在のセンター周波数は、メイン・バンドに表示され、そ
の時にスキャンしている周波数はサブ・バンドに表示さ
れます。運用モードとスキャンされるチャンネルの数は
メイン・ドット表示部に表示されます。サブ・ドット表
示部には各メモリー・チャンネルごとのSメーターレベ
ルを表示します。

・ スキャンを一時停止するには[DISP]を押します。メイ
ン・ドット表示部に“P”が表示されます。[DISP]を押す
と、ビジュアル・スキャンを再開します。

6 現在のセンター周波数を変えるには[MULTI/ CH]つま
みを回すか、またはマイクロホンの[UP]/ [DWN]を押
します。
・ 表示された周波数が変わり、カーソルが動きます。

・ [1 MHz/ SEL]を押すと、現在のセンター周波数が新しい
センター周波数になります。

7 ビジュアル・スキャンを終了する場合は、[CLR]または
[SCAN/ SG. SEL]を押します。
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ALT（オートロックチューニング）

ALT（Auto Lock Tuning）はFMモードで1200MHzを運用す
るとき、センター受信周波数を自動的に調整する機能です。
受信中のオーディオ信号が歪んだり、とぎれたりするとき、
この機能をONにしてセンター受信周波数を調整してくださ
い。古い1200MHzトランシーバーの中には発振回路が不安
定で、表示された周波数からわずかに外れる（ずれて行く）傾
向のある機種があります。このような機種にALT機能を使用
すると効果的です。

1 1200MHz バンドをFMモードで運用中[FUNC]、[XIT/
ALT]の順に押して、ALT機能のON/ OFFを切り替えます。

・ この機能がONになると“ALT”が表示されます。

注意：ALT（Auto Lock Tuning）はFMモードの1200MHzバンドでの
み動作します。

アンテナ

HF/ 50MHzバンド

HF/ 50MHzバンドは背面パネルに2つのアンテナコネクター
があります。これらの周波数でメイン・トランシーバーを運
用する場合、この2つのアンテナのうちの1つを使用できま
す。

1 [FUNC]、[AT/ ANT 1/ 2]の順に押して、メイン・バンド用
にANT 1またはANT 2を選びます。

・ どちらのアンテナが選ばれたかにより、“ANT 1”また
は“ANT 2”が表示されます。

ANT 1/ ANT 2の設定は自動的にアンテナ・バンド・メモリー
に登録されます。次回同じバンドを選ぶと、同じアンテナが
自動的に選ばれます。

（囲範数波周択選ナテンア zHM ）

30.0 ～ 5.2 5.41 ～ 5.81

5.2 ～ 1.4 5.81 ～ 5.12

1.4 ～ 5.7 5.12 ～ 5.52

5.7 ～ 5.01 5.52 ～ 0.03

5.01 ～ 5.41 0.03 ～ 0.06

注意：

◆ 外部アンテナ・チューナーは必ずANT 1 コネクターに接続し、
ANT 1を選んでください。外部アンテナ・チューナー接続時は、
ANT1に接続していた内蔵アンテナ・チューナーはスルーになり
ます。

◆ 受信専用アンテナ（HF RX ANT）を使用するときは、メニュー
No.18を呼び出しONを選んでください。また、この機能をONに
すると、内蔵アンテナ・チューナーは使用できません。

144MHz / 430MHz /  1200MHzバンド

メイン・バンドまたはサブ・バンドで 144MHz/ 430MHz/
1200MHzバンドを選ぶと、その運用周波数に基づいて次のよ
うにアンテナが自動的に選ばれます。

ドンバ・ンイメ
（ zHM ）

ドンバ・ブサ
（ zHM ）

441TNA 441 ～ 641 441 ～ 641

034TNA 034 ～ 044 034 ～ 044

G2.1TNA
（ V/S0002-ST は

）能可プッアンョジーバ
0621 ～ 0031 用使未

注意：メイン・バンドとサブ・バンドが同じバンドで使用されると同
じアンテナが共用されます。

APO（オートパワーオフ）

APOは受信状態で何もキー操作しないまま一定時間が経過す
ると、自動的に電源を切る機能です。電源が切れる1分前に
モールス符号で“CHECK”が出力されます。この時間はOFF、
60、120、180分の中から選ぶことができます。

1 [MENU]を押して、次にMULTI/ CHつまみを回してメ
ニューNo. 57を呼び出します。

2 [＋]または[－]を押して、OFF、60、120、180分の中から
APO時間を選びます。

注意：

◆ APO機能はスキャン中でも動作します。

◆ APO時間は、どのキーも押されず、どのキーも操作されず、どの
コマンド（RS-232Cポート）も入力されなくなった時点から時間
のカウントを開始します。

オート・アンテナ・チューナー

『アンテナの接続』（→p. 1）の説明のように、同軸ケーブル
とアンテナのインピーダンスを合わせることが大切です。ア
ンテナと本機の間のインピーダンスを調整するには外部アン
テナ・チューナーと内蔵アンテナ・チューナーのどちらかを
使用することができます。この節では内蔵アンテナ・チュー
ナーの使い方を説明します。外部アンテナ・チューナーにつ
いてはアンテナ・チューナーに付属している取扱説明書をご
覧ください。

1 送信周波数を選びます。

2 [FUNC]、[AT/ ANT 1/ 2]の順に押して、ANT 1またはANT
2を選びます。

・ 外部チューナーがANT 1コネクターに接続されている
ときに、内蔵アンテナ・チューナーを使用する場合は
ANT 2を選んでください。外部アンテナ・チューナー
がANT 1に接続されると内蔵アンテナ・チューナーは
自動的にANT1では使用できなくなります。

3 [AT/ ANT 1/ 2]を押します。

・“AT ”が表示され内蔵チューナーが接続されている
ことを示します。

FILTER

S 1 3 5 7 9 20 40 60dB

PWR
10 25 50 100W%

ALC
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4 [AT/ ANT 1/ 2]を1秒以上押します。

・ CWモードが自動的に選ばれてチューニングが始まり
ます。

・“ ”が点滅し、MAINバンドLEDが赤色に点灯しま
す。

・ チューニングを取り消すにはもう一度[AT/ ANT 1/ 2]
を押します。

・ アンテナのSWRが非常に高い場合（10:1以上）警告
音（モールス符号の“SWR”）が鳴り、内蔵アンテナ・
チューナーが使用できなくなります。もう一度チュー
ニングする前にSWRが低くなるようにアンテナを調
整してください。

5 ディスプレイを見てチューニングが終了したことを確認
します。また、正常終了ではモールスの“T”が鳴ります。

・ チューニングが成功すると“AT ”の点滅が止まり、
赤色のMAINバンドLEDが消えます。

・ チューニングが約20秒たっても終了しないと警告音
（モールス符号で“5”）が鳴ります。[AT/ ANT 1/ 2]を
押して警告音とチューニングを止めてください。

メニューNo. 27を呼び出して、ONを選ぶと、受信信号も内
蔵アンテナ・チューナーを通ります。この機能がONのとき
“RX AT”が表示されます。これで受信周波数の妨害が減少し
ます。

注意：

◆ 内蔵チューナーはアマチュアバンドの認可された送信周波数範囲
以外では同調しません。

◆ 送信中に1秒間以上[AT/ ANT 1/ 2]を押すとチューニングが始ま
ります。

◆ 受信専用アンテナ(HF RX ANT端子)には内蔵アンテナ・チュー
ナーは接続されません。

◆ CWフルブレークインを使用中は内蔵アンテナ・チューナーは送
受信とも通過します。

◆ チューニングが約20秒経っても終了しないときに何も操作しな
いでおくと、約60秒で自動的に終了します。“AT”が消え、エ
ラービープ音が止まります。

◆ SWRが3：1以下のアンテナでもチューニングが終了しない場合
は、SWRを下げるようにアンテナシステムを調整し、もう一度
チューニングをしてみてください。

◆ チューニングが終了しても、1：1のSWRにならない場合もあり
ます。

◆ 4, 630kHzでは動作しません。

プリセット・チューニング

チューニングを終わったときの状態は、バンド（右の表参照）
とアンテナ・コネクター（ANT 1およびANT2）ごとに記憶
されます。

1 [AT/ ANT 1/ 2]を押します。

・“AT ”が表示されて、内蔵アンテナ・チューナーが接
続されていることを示します。

・ アンテナ・チューナーバンドを変更するたびにチューニ
ングのやり直しを必要とせずに、プリセット・メモリーの
の状態に切り替ります。お買い上げ時は初期値として50
Ωに近いアンテナのプリセット状態になっています。

注意：

◆ チューニングは、その時のアンテナ・チューナーバンドがプリ
セット・データを持っていても、最適の組み合わせ状態を得るた
めにチューニングし直すことがあります。

◆ ATプリセット周波数の範囲は、日本と世界のアマチュアバンド
を考慮して区切っています。このためアマチュアバンド以外の周
波数も含まれています。

TA （囲範の数波周トッセリプ zHM ）

30.0 ～ 58.1 01.41 ～ 05.41

58.1 ～ 05.2 05.41 ～ 05.81

05.2 ～ 525.3 05.81 ～ 51.12

525.3 ～ 575.3 51.12 ～ 05.12

575.3 ～ 527.3 05.12 ～ 05.52

527.3 ～ 01.4 05.52 ～ 00.92

01.4 ～ 30.7 00.92 ～ 00.03

30.7 ～ 01.7 00.03 ～ 00.15

01.7 ～ 05.7 00.15 ～ 00.25

05.7 ～ 05.01 00.25 ～ 00.35

05.01 ～ 01.41 00.35 ～ 00.45

アッテネーター

アッテネーターは入力信号を約12dB減衰させる機能です。
目的の信号の近くに強い信号があるために混信している場合
は、アッテネーターをONにしてすべての信号を減衰させる
ことにより混信を少なくできます。

1 [ATT/ F LOCK]を押します。

・“ATT”が表示されます。

通常の運用に戻るにはもう一度[ATT/ F LOCK]を押します。

注意：メイン・バンドとサブ・バンドの両方に同じ周波数（144MHz
または430MHzバンド）が選ばれていると、アッテネーターはその両
方のバンドでONまたはOFFになります。これはメイン・バンドと
サブ・バンドが同じアンテナを共有しているためです。

オートモード

設定された周波数を越えたときや運用モードのエッジを越え
たとき、さらにオートモードON時はエントリー入力完了後
にモードが自動的に切り替わります。またはメイン・バンド
のVFO（VFO AとVFO B）周波数に、HF/ 50MHzバンドで
は最大29ポイント、144MHzバンドでは9ポイント、430MHz
バンドでは9ポイント、1200MHzバンドでは9ポイントの周
波数区分（ポイント）が設定できます。

お買い上げ時の初期値として下記のモードがそれぞれの運用
バンドごとに設定されています。

HF/ 50MHzバンド
0. 03～ 9. 5MHz：LSB
9. 5MHz～60MHz：USB

144MHzバンド
144～145. 999MHz：FM

430MHzバンド
430～439. 999MHz：FM

1200MHzバンド（TS-2000S/ Vはバージョンアップ可能）
1260～1299. 999MHz：FM

注意： サテライト運用時は、オートモード機能は動作しません。
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オートモードの選択に周波数ポイントを追加するには：

1 [USB/ LSB/ AUTO]を押しながら本機の電源を入れます。

2 [＋]または[－]を押して、バンドを選びます。

3 MULTI/ CHつまみを回して、メモリーチャンネル番号を
選びます。

4 同調つまみを回して、周波数ポイントを選ぶか、[ENT]を
押して、数字キーで周波数ポイントを入力します（→p.
37）。

5 モード・キーを押して運用モードを選びます。

・ 選ばれたモードはメイン・ドット表示部に表示されま
す。

6 操作3から5を繰り返して、すべてのデータを追加します。

7 [CLR]を押して、データを登録します。

下の表はHF/ 50MHzバンドのお買い上げ時のオートモード周
波数ポイント初期値を示したものです。[FUNC]、[LSB/ USB/
AUTO]の順に押して、オートモード機能をONにすると、自
動的にそのモードを選びます。LSBは9. 5MHz未満の周波数
を、USBは9. 5MHz以上の周波数を選びます。

号番ルネンャチ ターデ ドーモ用運

0 zHM5.9
BSL

zHM30.0
≦ BSL ＜

zHM5.9

1 zHM5.9
BSL

2 zHM5.9
BSL

3 zHM5.9
BSL

zHM5.9
≦ BSU ≦

zHM0.06
・
・

・
・

82 zHM5.9
BSL

下の表は1. 62MHz/ AMの周波数ポイントをメモリーに追加
した一例を示したものです。この設定で本機はAMモードを
1. 62MHz未満で、LSBモードを1. 62MHzから9. 5MHzま
で、そしてUSBモードを9. 5MHzから54. 0MHzまで選びま
す。

号番ルネンャチ ターデ ドーモ用運

0 zHM26.1
MA zHM30.0

≦ MA ＜
zHM26.1

1 zHM5.9
BSL

2 zHM5.9
BSL zHM26.1

≦ BSL ＜
zHM5.9

3 zHM5.9
BSL

・
・

・
・ zHM5.9

≦ BSU ≦
zHM0.06

82 zHM5.9
BSL

下の表は4つの周波数ポイントをメモリーに追加した一例を
示したものです。この設定で本機はAMモードを1. 62MHz未
満で、CWモードを1. 62MHzから2. 0MHzまで、LSBモー
ドを2. 0MHzから9. 5MHzまで、FMモードを9. 5MHzから
53. 0MHzまで、そしてUSBモードを53. 0MHzから54. 0MHz
まで選びます。同じ周波数で異なるモードを持つ複合データ
がメモリーに入力された場合は、最も低い番号のメモリー
チャンネルが、オートモードとして反映されます。

号番ルネンャチ ターデ ドーモ用運

0 zHM26.1
MA

zHM30.0
≦ MA ＜

zHM26.1

1 zHM0.2
WC

zHM26.1
≦ WC ＜

zHM0.2

2 zHM0.7
BSL

zHM0.2
≦ BSL ＜

zHM5.9

3 zHM5.9
BSL

zHM5.9
≦ MF ＜

zHM0.35

・
・

・
・

zHM0.35
≦ BSU ≦

zHM0.06

82 zHM0.35
MF

オートモード機能をONするには[FUNC]、[LSB/ USB/ AUTO]
の順に押します。

ビープ機能

ビープ機能により、入力、エラーの状態が確認できます。メ
ニューNo. 12を呼び出してビープ機能をOFF（消す）とする
こともできます。

またメニューNo. 12を呼び出して、ビープ音の音量を1から
9の間で選んで変えることもできます。

運用モードを変更したときは、どのモードが選ばれたかを
モールス符号でアナウンスします。

運用モードを変更すると、次のモールス符号が鳴ります：

ドーモ 力出の号符スルーモ

BSL （　　　・・ー・ L）

BSU （　　　　ー・・ U）

WC （　　　・ー・ー C）

R-WC （・ー・　・ー・ー RC ）

KSF （　　　　・ー・ R）

R-KSF （　・ー・　・ー・ RR ）

NMA/MA （　　　　　ー・ A）

NMF/MF （　　　・ー・・ F）

本機では次のような警告、確認時にビープ音が鳴ります。
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音プービ 味意の音プービ

い短のチッピい高
音プービ たしまれさ押がーキな効有

い長のチッピい高
音プービ

がンャキスれられ入け受は力入ーキ
はたま、すまし始開 TA ンニーュチ

。たしまし了終が力入ーリモメ、グ

い短のチッピい低
音プービ 。たしまれわ行が作操な効無

の号符スルーモ
“ LU ”

蔵内 LLP れさ知感がクッロンアの路回
。たしま

の号符スルーモ
“S”

WC 、くながアリャキ WC ュチトーオ
。たしまし了終をグンニー

の号符スルーモ
“5”

TA はに内間時の定指はグンニーュチ
。んせまし了終

の号符スルーモ
“ RWS ”

のナテンア RWS （てぎす高が 1:01 以
）上 TA せまきで行実がグンニーュチ
。ん

の号符スルーモ
“ KCEHC ”

いないてれば選でーュニメクッイク
はたま、きと OPA る切を源電が能機 1

。すで前分

の号符スルーモ
“ TB ” WC 中機待音録のジーセッメ

の号符スルーモ
“ RA ” 。時了終音録がジーセッメの在現

コールチャンネル

コールチャンネルは、FMモードで交信をしたい相手局を探
す時によく使われる周波数です。各々の周波数バンド（HF
50MHz、144MHz、430MHzおよび1200MHz）はそれぞれ1
つのコールチャンネルを持っています。お買い上げ時に設定
されているコールチャンネルの周波数は下表に示すとおりで
す。

コールチャンネルの呼出し：

1 [CALL/ C. IN]を押します。

2 もう一度[CALL/ C. IN]を押すと、前の運用周波数に戻り
ます。

お買い上げ時設定されているコールチャンネルの周波数を変
更するには：

1 VFO モードで新しいコールチャンネルの周波数と運用
モードを選びます。

2 [FUNC]、[CALL/ C. IN]の順に押して、コールチャンネル
にその新しい周波数とモードを登録します。

ドンバ ルネンャチルーコの時げ上い買お
定設のドーモと数波周

FH MF/zHM6.92

zHM05 MF/zHM00.15

zHM441 MF/zHM00.541

zHM034 MF/zHM00.334

zHG2.1 MF/zHM00.5921

ディスプレイ

明るさ

ディスプレイの明るさは、メニューNo. 00 を呼び出して、
OFFと1～4までを選べます。

1 [MENU]を押し、次にMULTI/ CHつまみを回してメニュー
No. 00を呼び出します。

2 [＋]/ [－]を押して、OFF、1、2、3、4の中から適切な明
るさを選びます。

3 [MENU]を押して、メニューモードを解除します。

コントラスト

ディスプレイのコントラストは、メニューNo. 59 を呼出し
て、1～16の中から選ぶことができます。

1 [MENU]を押し、次にMULTI/ CHつまみを回してメニュー
No. 59を呼び出します。

2 [＋]/ [－]を押して、1～16の中から適切なコントラスト
を選びます。

3 [MENU]を押して、メニューモードを解除します。

注意：コントラストは、メイン／サブ・ドット表示部でのみ選べます。

キーの照明

前面パネルのキーの照明は、ON/ OFFで切り替えられます。

1 [MENU]を押して、次にMULTI/ CHつまみを回してメ
ニューNo. 01を呼び出します。

2 [＋]/ [－]を押して、ONまたはOFFを選びます。

3 [MENU]を押して、メニューモードを解除します。

DTMF

手動でDTMFを送信する

オプションのMC-52DM DTMFハンドマイクロホンをお持ち
の場合、送信中にDTMFトーンを送ることができます。

DTMFトーンを送るには：

1 前面パネルの[SEND]またはマイクロホンの[PTT]を押し
ます。

2 送信したいDTMFキーを押します。

・ DTMFトーンはスピーカーでモニターできます。

3 前面パネルの[SEND]を押すかマイクロホンの[PTT]を離
すと、受信モードに戻ります。
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DTMFメモリー

■ DTMFトーンの入力

本機には10個のDTMFメモリーチャンネルがあります。
それぞれのチャンネルには16個のDTMFトーンが登録で
きます。また、入力されたDTMFに最高8桁まで、英数
字記号を使って名前をつけることもできます。

1 [MENU]を押し、次にMULTI/ CHつまみを回してメ
ニューNo. 45を呼び出します。

2 [SUB]を押して、メニューNo. 45Aを呼び出します。

3 もう一度[SUB]を押して、DTMFメモリー・チャンネ
ル・モードに入ります。

4 MULTI/ CHつまみを回して、DTMFメモリー・チャン
ネル（0～9）を選びます。

5 [SUB]を押して、メモリー名を入力します。

・ [＋]か[－]を押して記号または数字を選びます。次の文
字の入力には[MAIN]または[SUB]を押して、カーソル
を左右に動かします。記号の入力にはマイクロホンの
DTMFキーまたはMULTI/ CHつまみを使うこともで
きます。記号や数字のキーへの割り当てについては63
ページの表をご覧ください。

6 [M. IN]を押して、名前をメモリーに登録します。

7 [＋]または[－]を押してDTMFトーンを選び、[SUB]を
押して、次のDTMFトーンの入力のためにカーソルを
右に移動します。

8 DTMFトーンをすべて入力（最大16個）するまで操作
7を繰り返します。

9 [M. IN]を押して、データをメモリーに登録します。

10 [MENU]を押して、メニューモードを解除します。

■ DTMFメモリーの送信
送信中にDTMFメモリーの内容を送信するには：

1 送信中にQUICK MEMO [MR]を押します。

2 DTMFのメモリー・チャンネル番号とメモリー名がメ
イン・ドット表示部に表示されます。

3 MULTI/ CHつまみを回して、送信したいDTMFメモ
リー・チャンネルを選びます。

4 QUICK MEMO [MR]を押してDTMFトーンを送信しま
す。

・ DTMFトーンは送信されている間スピーカーでモニ
ターできます。

・ DTMFトーン送信中に送信を中止しても、DTMFメモ
リーの送信が終了するまで送信を継続します。

・ DTMFメモリー送信中は、本機の電源スイッチ以外は
受け付けません。

■ DTMFメモリー送出スピード切り替え
DTMF メモリー送出時のスピードを、相手に合わせて
「FAST（高速）」と「SLOW（低速）」に切り替えられます。
お買い上げ時の設定は「FAST」です。

1 [MENU]を押して、次にMULTI/ CHつまみを回してメ
ニューNo. 45Bを呼び出します。

2 [－]を押して、SLOWを選びます。

3 [MENU]を押して、メニュー・モードを解除します。

これでDTMFメモリーは「SLOW（低速）」で送信されま
す。

■ DTMFポーズの時間
DTMFメモリーでは、DTMFトーンの中にブランク（ポー
ズ）を挿入することができます。お買い上げ時にはポーズ
の時間は500msに設定されていますが、メニューNo. 45C
を呼び出してこの値を変更することができます。

1 [MENU]を押して、次にMULTI/ CHつまみを回してメ
ニューNo. 45Cを呼び出します。

2 [＋]/ [－]を押して、希望のポーズ時間を選びます（お
買い上げ時の設定は500msです）。

3 [MENU]を押して、メニュー・モードを解除します。

HF RXアンテナ

HFローバンド（30MHz以下）受信専用アンテナがある場合
は、背面パネルのHF RX ANTコネクターに接続します。
このコネクターには、HFローバンドのビバレッジアンテナま
たは指向性ループアンテナなどの受信専用アンテナを接続し
てください。HF RXアンテナコネクターを使用するには、メ
ニューNo. 18を呼び出してONを選びます。HF RXアンテナ
で受信中は“ ”が表示されます。

リニアアンプ・コントロール

背面のREMOTEコネクターを使って外部HFリニアアンプを
接続するとき、HFリニアアンプをコントロールする内蔵リ
レーの設定（1：リニアON、ディレー無しまたは2：リニア
ON、ディレー有り）のいずれかを選びます。

・ リニアアンプの中にはアンテナ・リレー切り替え時間が
遅いために、長い送信ディレイタイムを要するもの（TL-
922など）があります。その場合は2のディレー有りを選
んでください。

50MHz、144MHz、430MHzまたは1200MHzバンドのリニア
アンプをお持ちの場合は、各々の運用バンド（HF、50MHz、
144MHz、430MHzおよび1200MHzバンド）ごとに違った設
定をすることができます。これらのバンドで使用する時は、
リニアアンプ・コントロール・ケーブルをEXT.  CONTコネ
クターに接続します（→p. 86,88）。
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1 [MENU]を押し、次にMULTI/ CHつまみを回してメニュー
No28を選び、次に[SUB]を押してMULTI/ CHつまみでメ
ニューNo. 28A（HF）、28B（50MHz）、28C（144MHz）、
28D（430MHz）、または28E（1200MHz）を選びます。

2 [＋]/ [－]を押して、OFF、1または2を選びます。

OFF：コントロールはできません。

1：リニアアンプON、ディレー無し

（送信ディレイタイム：10ms）

2：リニアアンプON、ディレー有り

（送信ディレイタイム：25ms）

ロック機能

周波数ロック機能

周波数ロックは、キーやつまみを誤って動かして周波数を変
更してしまうのを予防するために、特定のキーやつまみを操
作できないようにする機能です。

1 [FUNC] 、[ATT/ F LOCK]の順に押してONまたはOFFを
切り替えます。

・ この機能がONの時は“F LOCK”が表示されます。

本機パネル上の次のボタンやつまみは周波数ロックによって
操作できなくなります。

CER/1HC/1 みまつ調同 HC/ITLUM HC/ITLUM HC/ITLUM HC/ITLUM HC/ITLUM
みまつ

CER/2HC/2 /BSU/BSL
OTUA

OMEMKCIUQ
]RM[

CER/3HC/3 KSF/WC OMEMKCIUQ
]NI.M[

PETS/ENIF/9 LLAC TILPS

TNE LTAS B/A

MA/MF ＋ B=A

RLC － M/OFV

PSID Ms OFV NI.M

LES/zHM1 LES.GS/NACS ンホロクイマ
の NWOD/PU

注意：

◆ 周波数ロックをONにした後もMULTI/ CHつまみと[＋]/ [－]はメ
ニュー・モードで使用できます。

◆ 周波数ロックをONにした後もTF-SETモードで同調つまみを使
い送信周波数を変更することはできます。

◆ 周波数ロックをONにした後も周波数とメモリーチャンネルの変
更以外はMULTI/ CHつまみを使用できます。

オールロック機能

オールロック機能は、[FUNC]、[PRE/ LOCK A] [PF]に割り当
てた[VOICE 1]、[VOICE 2]、[RX MONI]、[DSP MONI]および
マイクロホンの[PTT]と本体の電源スイッチを除いて本機のす
べてのキーとつまみの操作をできなくします。

1 [FUNC]、[PRE/ LOCK A]の順に押して、オールロック機
能のON/ OFFを切り替えます。

・ この機能がONの時“LOCK A”が表示されます。

オールロックをOFFにするには[FUNC]、[PRE/ LOCK A]の順
に押します。

マイクロホンのPFキー

オプションのマイクロホンMC-52DMを使用する場合は、マ
イクロホンのCALL（[PF1]）、VFO（[PF2]）、MR（[PF3]）、
PF（[PF4]）の各キーに、メニューNo. 51Bから51Eまでを
使って次の機能を割当てることができます。この場合、設定
されている機能に上書きされます。

・ [MENU]を押したりMULTI/ CHつまみを回したりせず、メ
ニューNo. 00から60までを直接選べます。

・ 前面パネルの各種のキーの1つと同じ機能を設定できま
す。

次の表の機能の1つをそれぞれの[PF]キーに割当てることが
できます。OFFを選ぶとその[PF]キーにはどの機能も割当て
られません。

00UNEM ～ 06 TES-FT 1HC 2/1TNA

1ECIOV B/A 2HC BN

2ECIOV M/OFV 3HC .R.N

INOMXR B=A ENIF .C.B

INOMPSD NACS RLC .N.A

RMQ OFV>M LLAC FFO

NI.MQ NI.M LRTC

TILPS ENUTWC zHM1

受信モニター

スケルチが閉じている状態で弱い信号を受信すると、信号は
途切れがちになります。
また、CTCSSの待ち受け状態で、現在のチャンネルの動作を
モニターしたい場合があります。
このようなときに、スケルチを一時的に開くためにこの機能
を使います。

モニター機能を前面パネルの[PF]キーに割り当てるには：

1 [MENU]を押して、MULTI/ CHつまみを回してメニュー
No. 51Aを呼び出します。

2 [＋]/ [－]を押して、RX MONIを選びます。

3 [MENU]を押して、メニュー・モードを解除します。

注意：モニター機能をオプションのマイクロホンMC-52DMのPFキー
に割当てることもできます。
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前面パネルPF（プログラマブルファン
クション）キー

よく使う機能をメニューNo. 51Aで前面パネルの[PF]キーに
割当てることができます。お買い上げ時の設定はVOICE 1で
す。使用可能な機能は「マイクロホンのPFキー」（→p.77）
をご覧ください。

CWのライズタイム

CW信号のライズタイムとは、キーダウンした後出力波形が
最大に立ち上るまでの時間のことです。お買い上げ時の初期
値6msは低から中のキーイング・スピードと正常ウェイティ
ング（ドット／ダッシュ率）に適しており、4ms、2msまた
は1msの設定はもっと速いキーイング・スピードに適してい
ます。

1 [MENU]を押して、MULTI/ CHつまみを回してメニュー
No. 32を呼び出します。

2 [＋]/ [－]を押して、ライズタイム（初期値は6ms）を選び
ます。

3 [MENU]を押して、メニュー・モードを解除します。

受信DSPイコライザー

受信信号の周波数特性を変化させる（SSB/
FM/ AM/ CW）

メニューNo. 20を呼び出して、受信信号の周波数特性を変化
させます。初期値のフラット（OFF）を含む6つの異なるメ
ニューから1つを選ぶことができます。このメニューからoff
以外のどの項目を選んでも“ ”がディスプレイに表示
されます。

・ Off：
SSB、FMおよびAMのためのフラットな周波数特性（初期
値）。

・ High boost：
高いオーディオ周波数を強調します。低めの声に効果的で
す。

・ フォルマント・パス（Formant pass）：
通常の音声周波数範囲外のオーディオ周波数を抑えて明瞭に
します。

・ バス・ブースト（Bass boost）：
低いオーディオ周波数を強調します。高めの声に効果的で
す。

・ コンベンショナル（Conventional）：
600Hz以上の周波数を3dB強調します。

・ ユーザー（User）：
お買い上げ時は初期値としてフラットが設定されています。
オプションのARCP-2000を使用してお好みの設定が可能で
す。

スピーカー出力の切り替え

本機はメイン／サブの独立した受信部を持っており、同時に
2つの異なる周波数を受信することができます。本機に外部
スピーカーが接続されていない場合、両方の音声信号が内蔵
スピーカーから出力されます。

1 外部スピーカーを背面パネル（→p. 3. 13）の EXT. SP1
またはEXT. SP2ジャックに接続します。

2 [MENU]を押して、次にMULTI/ CHつまみを回してメ
ニューNo16を呼び出します。

3 [＋]または[－]を押して、0、1または2を選びます。

4 [MENU]を押して、メニュー・モードを解除します。

定設 1PS.TXE 力出ーカーピス
）側左（

2PS.TXE 力出ーカーピス
）側右（

0 ンイメ / ブサ ドンバ・ 声音の方両 ンイメ / ブサ ドンバ・ 声音の方両

1 声音のドンバ・ンイメ 声音のドンバ・ブサ

2 のブサと声音ンイメ 4/1 声音の のンイメと声音ブサ 4/1 声音の

外部スピーカーをEXT.SP２に接続して使用する場合、内蔵
または外部スピーカーのそれぞれから、メイン・バンドまた
はサブ・バンドの音声を別々に出力することができます。

.TXE
1PS

.TXE
2PS

態状力出
蔵内 PS
( 側左 )

1PS
( 側左 )

2PS
( 側右 )

— — ○ — —

続接 — X ○ —
— 続接 ○ — ○
続接 続接 X ○ ○

○：出力あり　X：出力なし　–：未使用

出力を逆にしたいときは：

1 [MENU]を押して、次にMULTI/ CHつまみを回してメ
ニューNo. 17を呼び出します。

2 [＋]を押して、ONを選びます。

3 [MENU]を押して、メニュー・モードを解除します。

これで、出力が逆になります。

注意：

◆ ヘッドホンを使用すると、本機から音声は出なくなります。

◆ 左側の音声は内蔵スピーカーまたはEXT.SP１から出力され、右
側の音声は、EXT. SP2から出力されます。

Sメーター・スケルチ

Sメーター・スケルチは、受信信号のレベルが、Sメーター
に設定した信号レベルと同じか、または大きい時にスケルチ
を開きます。聞きたくない弱い信号が受信されている時や、
ノイズが多いときにスケルチを開かないようにするのに役立
ちます。

1 [MENU]を押し、次にMULTI/ CHつまみを回してメニュー
No. 19を呼び出します。

2 [SUB]を押して、次にMULTI/ CH つまみを回してメ
ニューNo. 19Aを呼び出します。

3 [＋]を押して、ONを選びます。
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4 MAIN SQLつまみ、またはSUB SQLつまみを回して、S
メーターをスケルチの開くレベルに設定します。SQLつ
まみを回すと、それに合わせてSメーターのインジケー
ターも動きます。

5 [MENU]を押して、メニュー・モードを解除します。

ヒステリシスタイマーの設定

Sメーター・スケルチの開くレベルが高いと、信号の強弱に
反応して音声が途切れがちになります。これを防ぐためS
メーター・スケルチが閉じるまでの時間（ヒステリシスタイ
マー）を設定できます。お買い上げ時の設定はOFFです。

1 [MENU]を押し、次にMULTI/ CHつまみを回してメニュー
No. 19を呼び出します。

2 [SUB]を押し、次にMULTI/ CHつまみを回してメニュー
No. 19Bを呼び出します。

3 [＋]または[－]を押して、OFF、125ms、250msまたは
500msの中から選びます。

4 [MENU]を押して、メニュー・モードを解除します。

タイムアウト・タイマー

設定した時間連続して送信を続けると、強制的に送信を停止
し、受信状態に戻る機能です。送信を続けたいときは一度受
信に戻ってからもう一度送信してください。お買い上げ時の
設定はOFFです。

1 [MENU]を押して、次にMULTI/ CHつまみを回してメ
ニューNo. 24を呼び出します。

2 [＋] または [－] を押して、OFF、3分、5分、10分、20
分または30分の中から選びます。

3 [MENU]を押して、メニュー・モードを解除します。

TNC

本機にはTNCが内蔵されています。このTNCは主にDXク
ラスター・チューニングで使用します（→p. 53）。
また、背面パネルのCOMコネクター（→p. 85）に接続した
パソコンで内蔵TNC（9600bpsまたは1200bps ）をコント
ロールできます。TNCのコマンドについては、付録のコマン
ド一覧をご覧ください。
外部TNCまたはTNC/ MCPはACC2コネクターに接続しま
す（→p. 87）。外部TNC/ MCPを動作させるには、メニュー
No. 50～ 50Fを呼び出して設定を行なってください。

注意： 外部TNCを接続した場合、メニューNo. 46と50で設定した
とおりに動作します。この場合、同一バンドで同時に送信できませ
ん。

トランスバーター

本機の運用周波数を他の周波数に変換できるトランスバー
ターをお持ちの場合は、本機をトランスバーターのエキサイ
ターとして使うことができます。トランスバーターへの接続
については、トランスバーター付属の取扱説明書をご覧くだ
さい。

1 エキサイターの運用周波数に合わせてトランスバーター
を本機の背面にあるANT 1、ANT 2、ANT 144、ANT 430
またはANT 1. 2G（TS-2000S/Vはバージョンアップ可
能）コネクターに接続します。

2 本機のメイン・バンドでエキサイターが運用すべき周波
数を選びます。

・ トランスバーターはこの周波数を変換して出力しま
す。

3 メニューNo. 25を呼出し、次に[＋]を押してONを選びま
す。

・ 送信出力は自動的にその周波数帯の最も低い出力に設
定されます。

4 [MENU]を押して、メニュー・モードを解除します。

5 [ENT]を押し、次にテンキーを使ってエキサイター周波数
を設定します。

6 [ENT]を押して、入力を終了します。

7 本機は実際の運用周波数の代わりに、トランスバーター
の出力周波数を表示します。

注意：

◆ トランスバーターを使用するとき、本機の一部の機能が使用でき
ません。

◆ ANT 1、2を使用するときは、あらかじめ選んでおきます。

参考： スタンバイ端子やALC出力のあるトランスバーターに接続
する場合は、EXT. CONT端子でご利用ください。

TXモニター

送信中に送信音声をモニターすることができます。送信イコ
ライザーの効果を確認するときに便利です。FSKモードでは
本機で送信するFSK信号をモニターすることができます。

1 [FUNC]、[PWR/ TX MONI]の順に押します。

2 現在のTXモニターの設定状況が表示されます。

3 MULTI/ CHつまみを回して、モニターする音のレベル（大
きさ）をOFFおよび1～9までの間で選びます。

4 [CLR]を押すと、選んだTXモニター・レベルが登録され
ます。

注意：

◆ SSB、AMあるいはFMモードでモニターするときは、ハウリン
グを避けるためヘッドホンの使用をおすすめします。

◆ TXモニター機能を使ってCW送信信号をモニターすることはで
きません。CW送信のモニターにはCWサイドトーン機能を使用
してください（メニューNo. 13と 31）。
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送信出力

[PWR/ TX MONI]を押し、MULTI/ CHつまみを回し希望の送
信出力を設定します。さらに細かく送信出力を調整する場合
は（S/ SXタイプのみ）、メニューNo. 23を呼出し、機能を
ONにします。そして、下の表を参照して送信出力を調整し
ます。

・ TS-2000S/ SX

ドンバ ドーモ ーュニメ
FFO32.oN

ーュニメ
NO32.oN

/zHM05/FH
zHM441

/WC/BSS
KSF/MF

5～ W001
W5 プッテス

5～ W001
W1 プッテス

MA 5～ W52
W5 プッテス

5～ W52
W1 プッテス

zHM034

/WC/BSS
KSF/MF

5～ W05
W5 プッテス

5～ W05
W1 プッテス

MA 5～ W5.21
W1 プッテス

zHM0021

/WC/BSS
KSF/MF

1～ W01
W1 プッテス

MA 1～ W5.2
W1 プッテス

・ TS-2000V/ VX
送信出力は常に1Wステップです。

ドンバ KSF/MF/WC/BSS MA

FH 1～ W01
W1 プッテス 1～ W5

W1 プッテス/441/05
zHM034

1～ W02
W1 プッテス

zHM0021 1～ W01
W1 プッテス

1～ W5.2
W1 プッテス

注意：

◆ 送信出力は、HFバンド、50MHzバンド、144MHzバンド、430MHz
バンド、1200MHzバンド（TS-2000S/ Vはバージョンアップ可能）
でそれぞれ個別に設定できます。また、上の表のようにAMモー
ドとそれ以外のモードでは異なる送信出力を設定できます。

◆ 430MHzバンドと1200MHzバンド（TS-2000S/ Vはバージョン
アップ可能）のAMモードでは、送信出力の調整ステップは1W
です。

スプリット転送

本機は受信周波数やモードを接続している別のトランシー
バーに転送することができます。コンテストで一人が受信、
一人が送信を行なうツーマンオペレーションの際、ワッチし
たデータを転送する時などに役立つ機能です。

転送できるトランシーバーは：

・ TS-2000シリーズ ・ TS-570シリーズ

・ TS-850シリーズ ・ TS-870シリーズ

・ TS-690シリーズ ・ TS-950シリーズ

・ TS-450シリーズ

があります。

準備

■ 必要な装置

適合トランシーバーの他に次の装置が必要です：

TS-2000シリーズ、TS-570シリーズおよびTS-870シリー
ズへの転送には：

・ クロスケーブル1本
両端に9ピンのRS-232Cメス・コネクターのついたもの。

TS-2000シリーズ、TS-570シリーズおよびTS-870シリー
ズ以外のトランシーバーへの転送には：

・ ケンウッド IF-232Cインターフェイス・ユニット

・ クロスケーブル1本
片方の端に9ピンのRS-232Cメス・コネクターが、もう一
方の端に25ピンのRS-232Cメス・コネクターがついたもの。

・ ストレート・ケーブル1本
両端に6ピンのDINオス・コネクターのついたもの。

■ 接続

トランシーバーの接続方法については『端末装置を接続
する』（→p.85）をご覧ください。

データ転送

TS-2000シリーズ、TS-570シリーズまたはTS-870シリーズ
に接続するとき、両方のトランシーバーには同じ通信スピー
ドおよびストップビットを設定してください。他のケンウッ
ドのトランシーバーと転送のやりとりをする場合は4800 bps
とストップ・ビット＝2ビットを使用してください。

注意： DSP-100を接続しているセット間でスプリットを行なう時は
DSP-100を接続しているセット、DSP-100、本機の順に電源を入れ、
しばらくしてからスプリット転送を行なってください。

■ データを転送する

本機は子機（スレーブ・トランシーバー）へデータを
送るマスターとして働きます。

1 両方のトランシーバーでスプリット転送機能をONに
します。
・ 本機ではメニューNo. 52を呼出して、ONを選びます。別

のトランシーバーについてはそのトランシーバーに付属
の取扱説明書をご覧ください。

2 本機をVFOモードにして、運用周波数とモードを選び
ます。

3 本機のQUICK MEMO [M. IN]を押します。
・ もう一台のTS-2000シリーズを子機として使っている場

合、“PC”が表示されます。

・ 表示されたデータは親機（マスター・トランシーバー）の
クイック・メモリー・チャンネル0に登録され、子機側
へ転送されます。

注意：親機のRITがONの場合は、転送される受信周波数にオフ
セット周波数が追加されます。
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■ データを受信する

本機は親機（マスター・トランシーバー）からデータを受
け取る子機として働きます。子機はクイック・メモリー・
チャンネル1か、VFOのどちらかを使ってデータを受信
することができます。

1 それぞれのトランシーバーにあるスプリット転送機能
をONにします。
・ 本機のメニューNo. 52を呼出して、ONを選びます。別

のトランシーバーについては付属の取扱説明書をご覧く
ださい。

2 本機でメニューNo. 53を呼出して、OFF（クイック・
メモリー・チャンネル0）かまたはON（VFO）を選び
ます。
・ お買い上げ時の設定はOFF（クイック・メモリー・チャ

ンネル0）です。

3 親機側でデータを送信するための操作を実行します。
・ 正しい方法については使用するトランシーバーに付属の

取扱説明書をご覧ください。

注意：

◆ 常に本機を受信のみに使用するときは、誤送信を避けるため
にメニューNo. 54を呼び出して、送信禁止機能をONにして
ください。

◆ 子機がシンプレックス周波数に設定されたVFOを使ってデー
タを受信するときは、受信したデータは両方のVFOのデータ
を置き換えます。子機上ではRITやXITはOFFに設定されて
います。

◆ 子機がスプリット周波数に設定されたVFOを使ってデータを
受信するときは、受信したデータはVFOのTX側だけのデー
タを置き換えます。子機はXITはOFFに設定されていますが、
RITは変わりません。

パソコン・コントロール

本機をパソコンに接続することにより、パソコンで本機の機
能をリモート・コントロールすることができます。

注意： 前面パネルの操作はパソコンを使いながらでも使用できま
す。前面パネルからの設定はすぐに実行します。

準備

■ 必要な装置
・ RS-232Cシリアルポートを備えたパソコン1台

・ ストレートケーブル1本
片方の端に9ピンのD-Sub RS-232Cメスのコネクター、他
方の端にあなたのパソコンのRS-232Cと接合する9ピンま
たは25ピンのD-Sub RS-232Cメスのコネクターがついたも
の。

・ トランシーバー・コントロール・アプリケーション
プログラム作成にあたっては『パソコンコントロール』
（→p. 101）をご覧ください。また、ARCP-2000ラジオコン
トロールプログラムをオプションで販売しております。

■ 接続

本機とパソコンの接続は『端末装置を接続する』（→p.85）
をご覧ください。

注意：本機とパソコンを接続する時は、両方の電源を切ってから
行なってください。

通信速度とストップ・ビットの設定

パソコンで本機をコントロールするためには、始めに通信速
度とストップ・ビットを選択します。詳細は101ページをご
覧ください。

1 パソコンのRS-232Cの設定を同期方式＝調歩同期方式
（非同期）データ長＝8ビット、パリティ＝無しに設定し
ます。

2 本機はメニューNo. 56を使って適切な転送速度を選びま
す。

注意：38400または57600 bpsの通信速度を使うには、そのパソコン
のRS-232Cポートがこの高速の通信速度に対応している必要があり
ます。

マイクロホンによるリモート機能

DTMFマイクロホンのキーに以下の機能を設定すると、それ
らのキー操作で機能をリモートコントロールできます。

1 DTMFマイクロホンをMICコネクターに接続します。

2 [MENU]を押し、次にMULTI/ CHつまみを回してメニュー
No.45を呼び出します。

3 [SUB]を押し、次にMULTI/ CHつまみを回してメニュー
No. 45Dを呼び出します。

4 [＋]を押して、ONを選びます。

5 [MENU]を押して、メニューモードを解除します。

DTMFマイクロホンに設定できる機能：

FMTD
ーキ 能機

2 能機の目番
（ ]D[ をーキ

）時たし押

FMTD
ーキ 能機

2 能機の目番
（ ]D[ 押をーキ

）時たし

1 ンャキス – 9
チルケス
整調ルベレ 1

–

2
ンート /

/SSCTC
SCD

ドーコ
択選

0
信送
整調力出 1

–

3 スーバリ トフシ A 力入数波周 –

4
zHM
プッテス

– B ドンバ作操
/NIAM

BUS

5 ータニモ
クッロ

NO 2
C – –

6 1ecioV
クッロ
FFO 2

D CNUF FFO

7 整調量音 1 – NWOD NWOD

8
ドンバ
え替り切 1

– # PU PU

1：[＃]（アップ）または[ ]（ダウン）キーで各機能の設定を変更する
ことができます。
2：ロックON/OFFはDTMFマイクロホンのキーのみの機能です。
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注意：

◆ 送信中は、DTMFマイクロホンによるリモートコントロールはで
きません。

◆ DTMFマイクロホンでリモートコントロールをしても、通常の
DTMF機能（→p.75）はできます。

◆ キーに割り当てられた２番目の機能を選択するときは、[D]を押し
ます。もう一度[D]を押すと、2番目の機能の選択が解除されま
す。

◆ MICリモートのFUNC ON/ OFFとパネル操作によるFUNC  ON/
OFFは独立して動作します。

DRU-3Aデジタル・レコーディング・ユ
ニット（オプション）

オプションのDRU-3Aは3つのチャンネルに音声メッセージ
の録音が可能です。本機のマイクロホンを通じてメッセージ
を録音すると、そのメッセージを送信することができます。

それぞれのチャンネルの最高録音時間は次のとおりです：
チャンネル1：約30秒間
チャンネル2：約15秒間
チャンネル3：約15秒間

DRU-3Aは次のようなときに使うと大変便利です：

・ 長時間にわたり繰り返しの呼出しが必要なDXの追跡やコ
ンテスト運用のとき。

・ 試験電波を送信し、アンテナやトランシーバーの調整を
行なう場合。

DRU-3Aの取り付け方法については『オプションの取り付け』
（→p.89）をご覧ください。

メッセージを録音する

1 SSB、FMまたはAMを選びます。

・ 送信や受信と同じモードを使用します。

2 VOXがONの場合は、[VOX/ LEVEL]を押してその機能を
OFFにします。

3 [FUNC]、[1/ CH1/ REC]の順に押して、チャンネル1に
メッセージを録音します。

・“ REC WAIT”および“AP1-”が表示されます。

4 [1/ CH1/ REC]を押し続け、マイクに向かって話します。

・ メッセージの録音には3つのチャンネルが使えます。
操作3で選んだ[1/ CH1/ REC]の代わりに[2/ CH2/
REC]または [3/ CH3/ REC]を押して他の2チャンネル
にメッセージが録音できます。

・ メッセージの録音を中止する場合は、[CLR]を押しま
す。

5 メッセージの録音が終了したら、操作4で押したキーを離
します。

6 メッセージを他のチャンネルに録音するには操作 3
（[2/ CH2/ REC]または[3/ CH3/ REC]を選ぶ）から5まで
を繰り返します。

注意： 録音中[ ]（POWER）スイッチを押すと、進行中の録音操作
を取り消し、メモリー・チャンネルを消去します。

メッセージの再生

チェックや送信のためにチャンネル1、2または3のメッセー
ジを再生することができます。2つ以上のチャンネルをつな
げて連続的に再生することにより長いメッセージを作ること
もできます。

また、リピート機能を使い、メッセージを繰り返し送ること
もできます。この機能をONにするには、メニューNo. 29A
を呼び出してONを選びます（お買い上げ時の設定はOFFで
す）。次に、メニューNo. 29Bのリピート再生のインターバル・
タイム（間隔）を選びます（お買い上げ時の設定は10秒間）。

注意：

◆ [ ]（POWER）スイッチを押すと、メッセージの再生を中止しま
す。

◆ メニューNo. 29Aと29Bの設定は、“CWメッセージ・メモリー”
に記載されている送信せずに行なうCWメッセージのチェックと
共通です（→p.43）。

■ メッセージを確認する

1 SSB、FMまたはAMを選びます。
・ 送信と受信には同じモードを使用します。

2 VOXがONの場合は、[VOX/ LEVEL]を押してその機能
をOFFにします。

3 確認したいチャンネルにより、[1/CH 1/ REC]か、[2/ CH
2/ REC]または[3/ CH 3/ REC]のどれかを押します。
・ 例えば、チャンネル1でメッセージを再生中の時は“

PLAY BACK”と“AP 1--”が表示されます。

・ 再生を中断する場合は[CLR]を押します。

4 もう1つのメッセージを続けて再生する場合は、一番
初めのメッセージの再生中に、次のキー（[1/ CH 1/
REC]、[2/ CH 2/ REC]または[3/ CH 3/ REC]を押しま
す。
・ 3つのチャンネルまで連続させることができます。
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■ メッセージを送信する

1 SSB、FMまたはAMを選びます。
・ 送信と受信には同じモードを使用します。

2 [VOX/ LEVEL]を押して、VOXをONまたはOFFにし
ます。
・ VOXをONにした場合は、操作3をスキップします。

3 [SEND]を押すかマイクロホンの[PTT]を押し続けま
す。

4 使いたいチャンネル（[1/CH 1/ REC]、[2/ CH 2/ REC]
または [3/ CH 3/ REC]）を押します。
・ 例えば、チャンネル1でメッセージを再生中は“  PLAY

BACK”と“AP 1--”が表示されます。

・ 再生を中断する場合は[CLR]を押します。

5 もう1つのメッセージを続けて再生する場合は、一番
初めのメッセージの再生中に、次のキー（[1/ CH 1/
REC]、[2/ CH 2/ REC]または[3/ CH 3/ REC]）を押し
ます。
・ 3つのチャンネルまで連続させることができます。

6 操作3で[SEND]またはマイクロホンの[PTT]を押した
場合は、もう一度[SEND]を押すかマイクロホンの
[PTT]を離します。

■ メッセージを消去する

1 [FUNC]を押し、次に[1/ CH1/ REC]、[2/ CH2/ REC]ま
たは[3/ CH3/ REC]を押してメッセージを消去したい
チャンネルを選びます。
・ “ REC WAIT”および“APnー”が表示されます。

注意：“n”の所にはチャンネル番号1～3が表示されます。

2 操作1と同じキー[1/ CH1/ REC] 、[2/ CH2/ REC]また
は[3/ CH3/ REC]を押しながら[CLR]を押して、メッ
セージを消去します。
・ ビープ音が鳴り、メッセージが消去されます。

■ メッセージ再生の間隔を変える

メッセージを繰り返し再生する場合、それぞれのメッ
セージ間の間隔を変えることができます。メニューNo.
29Bを呼び出して、0から60秒までの範囲内で時間を選
びます。

■ 再生の音量を変える
MAIN AFまたはSUB AFつまみを回しても再生の音量は
変えられません。音量を変えるにはメニューNo. 14を呼
び出し、OFFまたは1から9までの再生音量レベルを選
びます。
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VS-3音声シンセサイザー(オプション)

オプションのVS-3 を取り付けると、VFO A/ B またはメモ
リー・チャンネルのようなモードを変えるたびに自動的に
モードを声でアナウンスします。さらに、前面パネルの[PF]
キーを設定すると、[PF]を押すだけでディスプレイに出ている
情報を声でアナウンスします。オプションのマイクロホン
MC-52DMをお持ちの場合は、マイクロホンの[PF]キーの1つ
をこの機能に設定することができます。

参考：

◆　VS-3の取り付け方法については「オプションの取り付け（→p.
89）」をご覧ください。

◆　VS-3の発声は英語のみです。

下の表は、設定を変えると自動的にアナウンスする内容を示
したものです。

ーキたれさ押 用運 容内のスンウナア

]B/A[
[＋]、[－]

AOFV
“ OFV ”+ ”数波周“

BOFV

]LLAC[ LLAC ルネンャチ “ LLAC ”+ ”数波周“

]M/OFV[
OFV モメはたま

ルネンャチ・ーリ

“ OFV ”+ ま”数波周“
“はた RM ”+ ーリモメ“
”号番 + ”数波周“

]UNEM[
[＋]、[－]

択選号番ーュニメ
“ UNEM ”+ ”号番“ +

／”号番たれさ択選“
”ーターメラパ“

択選ーターメラパ

]NI.M[
ロクス・ーリモメ

ドーモルー

“ RM ”+ ネンャチ“
”ル + ”号番ーリモメ“ +

”数波周“

]TNE[ 力入数波周 “ RETNE ”

HC/ITLUM
ルーロトンコ

変の号番ーュニメ
更

“ UNEM ”+ ”号番“ +
／”号番たれさ択選“

”ーターメラパ“

ンャチ・ーリモメ
更変の号番ルネ

“ RM ”+ チ・ーリモメ“
”号番ルネンャ + 波周“

”数

ーキ字数 力入数波周 数“のてべすたれさ力入
”字

[・] の中力入数波周
zHM でま力入桁 “ zHM ”

注意： PFキーへの設定項目は番号で発声します。

rebmununeM 36 1ECIOV 46 2ECIOV 56 INOMXR

66 INOMPSD 76 RMKCIUQ 86 NI.MKCIUQ 96 TILPS

07 TES-FT 17 B/A 27 M/OFV 37 B=A

47 NACS 57 Ms OFV 67 NI.M 77 ENUTWC

87 1HC 97 2HC 08 3HC 18 ENIF

28 RLC 38 LLAC 48 LRTC 58 zHM1

68 2/1TNA 78 BN 88 .R.N 98 .C.B

09 .N.A 99 FFO

[PF]キーについては、Voice 1かVoice 2のどちらが選ばれた
かにより異なる情報をアナウンスします。

Voice 1：

・ VFOまたはメモリー・チャンネルの周波数はGHzの桁で
始まり、10Hzの桁まで続きます。メモリー・チャンネル
に何のデータも登録されていない場合、“open”とアナウ
ンスされます。MHzの小数点については“point”とアナ
ウンスされます。kH z の小数点については短い休止
（200ms）が入ります。200msの休止はチャンネル番号と
周波数の間でも入ります。

・ メニューNo. とその設定内容は、メニューNo. と設定の
間に200msの短い休止を入れてアナウンスされます。

注意：

◆　アナウンスの最中にキーやつまみの操作をしてディスプレイの内
容が変わった場合は、アナウンスは中断されます。

◆　メニューNo.45AのDTMFメモリーの内容は発声しません。

Voice 2：

・ キーを押した時のSメーターの振れがアナウンスされま
す。例えば“S5”とか“20dB”のようにアナウンスされ
ます。

下の表は[PF]（Voice 2）キーが押されたときに行なわれるア
ナウンスの内容を示したものです。

NIAM BUS

S ーターメ・
ルベレ・

スンウナア
容内の

S ーターメ・
ルベレ・

スンウナア
容内の

3-1 1S 1 1S

4 2S 2 2S

6-5 3S 3 3S

7 4S 4 4S

9-8 5S 5 5S

01 6S 6 6S

21-11 7S 7 7S

31 8S 8 8S

51-41 9S 9 9S

81-61 Bd01 01 Bd01

02-91 Bd02 11 Bd02

22-12 Bd03 21 Bd03

52-32 Bd04 31 Bd04

82-62 Bd05 41 Bd05

03-92 Bd06 51 Bd06

1 メニューNo. 51Aを呼び出して、Voice 1（アナウンスは
63）またはVoice 2（アナウンスは64）を前面パネルの
[PF]キーに割り当ててください。オプションのマイクロホ
ンMC-52DMを使用する場合は、マイクロホンの[PF 1]～
[PF 4]にVoice 1かVoice 2のどちらかを割り当ててくだ
さい。マイクロホンの[PF]キーを設定するときはマイクロ
ホンのPFキー（→p. 77）を、アナウンス内容は左記を
ご覧ください。

2 設定した[PF]キーを押します。

・ Voice 1またはVoice 2の選択に基づいてアナウンスさ
れます。

・ アナウンスを中断するには、もう一度[PF]キーを押し
ます。

エントリー入力時のアナウンス例
テンキーにより周波数を直接入力するときは、[ENT] [2] [1] [.]
[1] [9] [5] [ENT]、と操作すると、各キーを押すごとに
“ENTER”“TWO”“ONE”“MHz”“ONE”“NINE”“FIVE”
とアナウンスし、入力が確定されるとビープの「T」が鳴り、
“VFO”＋“周波数”をアナウンスします。
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パソコン

RS-232Cストレートケーブルを使って本機のCOMコネクターとパソコンのシリアルポートを直接接続します。

パソコンと本機の間には何の外部機器も必要ありません。このコネクターに関する情報は101ページをご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　

COM コネクター�

パソコン

RS-232C
シリアル�
ポート�

TS-2000S/ V/ SX/ VX

ストレートケーブル�

適合トランシーバー

他のTS-2000シリーズ、TS-570シリーズあるいはTS-870シリーズとデータのやりとりをするときは、COMコネクターを使っ
て直接2つのトランシーバーを接続します。

他のケンウッドのトランシーバーへデータを転送する場合は、別売のIF-232Cインターフェイス・ユニットをお使いください。IF-
232Cを適合トランシーバーのACC 1コネクターと接続します。

　　　　　

TS-2000S/ V/ SX/ VX
TS-2000S/ V/ SX/ VX�
/ 870S/ 570

TS-2000S/ V/ SX/ VX

クロスケーブル�

クロスケーブル�

IF-232Cの取扱説明書�
参照�

 IF-232C 

ストレートケーブル（IF-232Cに付属）�

COM コネクターと配線�

TS-450S/ 690S/ 850S/ 950SDX

ANT

DIN(6P)
RS-232C(25P)

DIN(6P)

注意：RS-232Cストレートケーブルは、当社では扱っ
ておりませんので、市販品をお買い求めくださ
い。

注意：RS-232Cクロスケーブルは、当社では扱ってお
りませんので、市販品をお買い求めください。



端末装置を接続する

86

REMOTEコネクタ

のンピ
号番 能　機

1 力出ーカーピス

2 NOMMOC ータクネコ

3 ：イバンタス DNG 機本とるすトーョシと
は XT 。すまり入にドーモ

4 、時信送 NOMMOC れさ続接にータクネコ
。すま

5 、時信受 NOMMOC れさ続接にータクネコ
。すま

6 のらかプンアアニリ CLA 力入

7

FH びよお zHM05 約、時信送で CDV21+
（ Am01.XAM （すまれさ力出が） zHM05 は

ーュニメ B82.oN が1 はくしも 2 動に合場の
。）すまし作

RTTY装置

RTTY装置との接続にはACC 2コネクターを使用します。RTTYキーの出力ラインをACC 2コネクターのピン2に、またRTTY
装置の復調入力ラインをACC 2コネクターのピン3に接続してください。

注意：本機とRTTY装置は電源を共用しないでください。また、本機とRTTY装置との間は、本機がノイズを拾わないようにできるだけ離して
ください。

　　　　　　　　　　　

MCP�
電源�

TS-2000S/ V/ SX/ VX ACC 2MCP

パソコン�

このケーブルは、ACC2コネクター接続用�
プラグを使用し、製作してください。�

リニア・アンプ（HF、50MHz）

リニア・アンプをREMOTEコネクターに接続してください。リニア・アンプを使用する前に、メニューNo. 28Aによりリニア・
アンプメニュー・コントロール・リレーをONにします。

TX/ RXリレー・レスポンス・タイムはCWフル・ブレークインの場合は10ms、CWセミ・ブレークインの場合は25msです。

注意：TX/ RXコントロールの方法は外部リニア・アンプの機種により異なります。リニア・アンプの中にはコントロール・ターミナルがGND
に接続されたときTXモードに入ってしまうものがあります。そのようなリニア・アンプに対しては、そのリニア・アンプのGND端子にREMOTE
コネクターのピン番号2を接続し、コネクターのピン番号4をリニア・アンプのコントロール・ターミナルに接続してください。

　　　　
2

4

1

6 7

3

5

TS-2000S/ V/ SX/ VX

AC コード�

RF 出力�

リニア�
アンプ�

コントロールリレー�
　HFおよび50MHzで�
　メニューNo.28A,28B�
　が1もしくは2の場合に�
　動作します。�

R
T

GND

REMOTEコネクター�
E07-0751-05�

(背面パネル側から見た図)

アンテナ・チューナー

外部アンテナ・チューナーと接続するときは必ずANT 1コネクターとATコネクターを使用します。外部アンテナ・チューナー
をANT 2コネクターに接続すると、外部アンテナ・チューナーは動作しません。

注意：

◆ 外部アンテナ・チューナーを本機で使用する場合は、50MHzバンドは使えません。50MHzバンドのアンテナはANT 2コネクターに接続して
ください。

◆ ATコネクターに外部アンテナ・チューナーを接続すると、ANT 1コネクターを使用しているときの内蔵アンテナ・チューナーはスルーにな
ります。

TS-2000S/ V/ SX/ VX

外部アンテナ�
チューナー�

注意：外部アンテナチューナー
AT-300はすでに生産が終了して
います。地域によっては、お買い
求め頂けない場合がありますの
でご了承ください。
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MCPとTNC

パケット運用のためのTNC（ターミナル・ノード・コントロール）、パケット運用時のMCP（マルチモード・コミュニケーショ
ン・プロセッサー）、パケット、PacTOR、AMTOR、G-TOR TM、PSK31、FAXまたはCloverインターフェイスの入出力ライン
との接続にはACC 2コネクターを使用します。また、SSTVとフォーン・パッチ装置との接続にもACC 2コネクターを使用し
ます。

・ 13ピンのDINプラグの付いたケーブルを使ってTNCまたはMCPをACC 2コネクターに接続します。

・ TNCまたはMCPをパソコンに接続するにはRS-232Cケーブルが必要です。

注意：

◆ 本機とTNCあるいはMCPの電源は共用しないでください。また、本機とパソコンとの間は、本機がノイズを拾わないようにできるだけ離し
てください。

のンピ
号番

のンピ
称名 能　機

1 ONAS

力出オィデーオのらかドンバ・ブサ
の信通ターデ・ CNT はたま PCM すまし続接に子端の信受

・ FA はルベレ力出 FA すで係関無はと定設ルーロトンコ
・ FA ーュニメはルベレ力出 .oN ０５ D すで能可更変りよに

：スンダーピンイ力出・ k01 Ω

2 YTTR 力入ーキ

3 ONAM

力出オィデーオのらかドンバ・ンイメ
の信通ターデ・ CNT はたま PCM すまし続接に子端の信受

・ FA はルベレ力出 FA すで係関無はと定設ルーロトンコ
・ FA ーュニメはルベレ力出 .oN ０５ C すで能可更変りよに

：スンダーピンイ力出・ k01 Ω

4 DNG ONAS 用ドルーシのンピ

5 QSM

ルーロトンコ・チルケス・ドンバ・ンイメ
の信通ターデ・ CNT はたま PCM すまし続接に子端の信受

は間のンプーオがチルケス・ CNT すましにうよいなし信送が
：きとるいてい開がチルケス・ woL スンダーピンイ
：きとるいてじ閉がチルケス・ hgiH スンダーピンイ

6 CN しな続接

7 QSS

ルーロトンコ・チルケス・ドンバ・ブサ
の信通ターデ・ CNT はたま PCM すまし続接に子端の信受

は間のンプーオがチルケス・ CNT すましにうよいなし信送が
：きとるいてい開がチルケス・ woL スンダーピンイ
：きとるいてじ閉がチルケス・ hgiH スンダーピンイ

8 DNG スーアのシーャシ

9 SKP
TTP ルーロトンコ・ンイラ

の信通ターデ・ CNT はたま PCM の TTP すまし続接に力出
すまれさ断遮は声音のらかンホロクイマ、は中信送・

01 CN 線配無

11 DKP の用信通ターデ CIM 力入
の信通ターデ・ CNT はたま PCM の CIM すまし続接に）力出ターデ（力出

21 DNG DKP 用ドルーシの子端

31 SS TTP のルネパ面前（力入 CIM ）じ同とータクネコ

ACC2コネクター
（背面パネル側から見た図）

ACC2コネクター用接続プラグを
ご希望の方は、最寄りの当社サー
ビスセンターにお問い合わせくだ
さい。
部品番号：E07-1351-05
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TNC/ MCP用DC電源

パソコン

黒

赤

TS-2000用DC電源

EXT. CONTコネクター
E07-0851-05
（背面パネル側から見た図）

のンピ
号番

のンピ
称名 能　機

1 CXT34

：イバンタス zHM034 に時信送で
ーュニメ（すまれさ地接 D82.oN

が1 はくしも 2 まし作動に合場の
。）す

2 CXT05

：イバンタス zHM05 に時信送で
ーュニメ（すまれさ地接 B82.oN

が1 はくしも 2 まし作動に合場の
。）す

3 CLA zHM05 のらかプンアアニリ CLA
７－（力入 V）

4 CXT21

：イバンタス zHM0021 時信送で
ュニメ（すまれさ地接に

ー E82.oN が1 はくしも 2 に合場の
。）すまし作動

5 CLA zHM034 のらかプンアアニリ CLA
７－（力入 V）

6 CXT41

：イバンタス zHM441 に時信送で
ーュニメ（すまれさ地接 C82.oN

が1 はくしも 2 まし作動に合場の
。）す

7 CLA zHM0021 らかプンアアニリ
の CLA ７－（力入 V）

8 CLA zHM441 のらかプンアアニリ CLA
７－（力入 V）

属金
ーバカ
分部

DNG 地接

EXT. CONTコネクター

MCP/ TNCの接続

TNC/MCP
TS-2000S/ V�
/ SX/ VX PS-53

�

このケーブルは、ACC2コネクター接続用�
プラグを使用し、製作してください。�

リニア・アンプ（50MHz、144MHz、430MHz、1200MHz）

外部リニア・アンプ（50MHz、144MHz、430MHz、1200MHz）のコントロールケーブルを EXT. CONTコネクターに接続して
ください。送信／受信・レスポンス・タイムは各バンドごとに設定できます。メニューNo.28B～28Eで1（10ms）または2（25ms）
を選んでください。

CWフル・ブレークインの場合は、設定は10msになります。

送信／受信コントロールの方法は、外部リニア・アンプの機能により異なります。ほとんどのリニア・アンプはコントロール・
ターミナルがGNDに接続されたとき送信モードに入ります。このようなリニア・アンプに対しては、そのリニア・アンプのGND
端子をEXT. CONTコネクターの金属カバーに接続し、EXT. CONTコネクターのピン番号2（50MHz）、ピン番号6（144MHz）、
ピン番号1（430MHz）、ピン番号4（1200MHz）をリニア・アンプのコントロールターミナルに接続します。

GND

B

C

E

TXC

各TXCの回路（ピン番号1、2、4、6）

（DC 20V、最大20mA）

各ALC入力の回路（ピン番号3、5、7、8）

ピン番号3

ピン番号5

ピン番号7

ピン番号8



89

オプションの取り付け
オプションの取り付けには次の工具が必要です。

・ プラスドライバー

警告：作業を始める前に電源を切り、DC電源コードを電源コネク
ターから抜いてください。

下ケースを外す

オプションのDRU-3AまたはVS-3を取り付けるときには先
に下ケースを取り外しておきます。

1 10個のネジを外します。

2 下ケースを持ち上げて外します。

VS-3音声シンセサイザー・ユニット

警告：取り付ける前に電源を切り、DC電源コードを電源コネクター
から抜いてください。

1 下ケースを取り外します（ネジ10個）。

2 VS-3を取り付けるコネクターの場所を確認しておきます。

3 VS-3の部品面を上向きにして持ち、VS-3用のコネクター
に差し込みます。

4 下ケース（ネジ10個）を取り付けます。

注意：取り付けが終了すると、メニューNo.15を呼び出してVS-3の
モニター音量の調整ができます。

DRU-3Aデジタルレコーディングユニット

警告：取り付ける前に電源を切り、DC電源コードを電源コネクター
から抜いてください。

1 下ケースを取り外します（ネジ10個）。

2 DRU-3Aを取り付けるコネクターの場所を確認しておきま
す。

3 PCボードに付いているクッションからはく離紙をはがし
ます。

4 DRU-3AをDRU-3A用のコネクターに差し込みます。

5 DRU-3Aの上部を押してしっかりとクッションに密着させ
ます。

6 下ケース（ネジ10個）を取り付けます。

注意：取り付けが終了すると、メニューNo.14を呼び出してDRU-3A
のモニター音量の調整ができます。

はく離紙�

クッション�

DRU-3A
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オプションの取り付け

MB-430 モービルマウンティングブラ
ケット

注意：

◆ 取り付け位置は、安全性、操作性を考慮して決めてください。

◆ 常に直射日光が当たる位置、風通しが悪い位置への取り付けは避
けてください。特にハイパワータイプは、放熱を考慮し、背面の
フィンをふさがない位置に取り付けてください。

◆ 振動で外れないように、しっかり取り付けてください。

◆ 本機の電源コネクターは、モービルマウンティングブラケットの
取り付けが終わるまで接続しないでください。

危険：本機を縦にして取り付けないでください。

■上側に取り付ける場合（下側も同様です）
1 傷防止のためTS-2000に付属している保護シートを左右

のケースの上部に図のように貼り付けます（ねじ穴の位
置に注意）。保護シートは4枚付属しています、残りの2
枚はモービルマウンティングブラケットを下側に取り付
ける場合の予備として保存してください。

2 左右のスペーサーを付属のねじ.を使用してねじ止めしま
す（さらねじ4本）。

・ ねじ穴の位置に注意してください。

3 TS-2000をモービルマウンティングブラケットに取り付
けます。先ず後側の六角穴付ボルトを仮止めしておきま
す。次に前側の位置を調節して操作しやすい角度を決め
たあと、前側の六角穴付ボルトをしっかり固定します。取
り付け角度はモービルマウンティングブラケットの穴位
置を変えることにより5段階に変わります。

4 仮り止めしてある後側の六角穴付ボルトをしっかり固定
します。

　　

注意： TS-2000の着脱は、前側の六角穴付ボルトを取り外し、後側
の六角穴付ボルトをゆるめることで可能です。

危険： トランシーバーを縦位置（取っ手が上または下になる状態）
にして取り付けないでください。

さらねじ（長さ6mm）

保護シート

スペーサー

六角穴付ボルト

RC-2000モービルコントローラー
1 パネル接続ケーブルのコネクター（6極）をTS-2000の

背面パネルにあるPANELコネクターに「カチッ」と音が
するまで差し込みます。

2 パネル接続ケーブルのもう一端のコネクター（4極）を
RC-2000の端子に「カチッ」と音がするまで差し込みま
す。

3 RC-2000の環境設定はメニューNo. 58～ 60を呼び出し
て行ないます（→p. 25）。

注意：

◆ ケーブルの取り付け、取り外しは、必ず本体の電源が切れた
状態で行なってください。

◆ メニューNo. 59は本体ドット表示部のコントラストの設定と
共通です。

PANEL�
コネクター�

4P

6P

～～
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故障かな？と思ったら

リセット

電源からのノイズや静電気などにより、キー操作を受け付け
なくなったり、同調つまみを回しても周波数が変化しなくな
るなど、取扱説明書どおりに操作しても正常に動作しないと
きはリセットしてください。リセットには下記の2つの種類
があります。

各VFOのお買い上げ時の設定は次のとおりです：

・ MAIN VFO A ：14. 000. 000MHz/ USB

・ MAIN VFO B ：14. 000. 000MHz/ USB

・ SUB VFO ：145. 000. 00MHz/ FM

メモリー・チャンネルとクイック・メモリーにはデータは保
存されていません。

■VFOリセット

キーやつまみがこの取扱説明書どおりに動作しないときは
VFOリセットを実行してください。VFOリセットを実行して
も次のデータは消去されません。

・ メモリー・チャンネル・データ

・ メニュー設定

・ アンテナ・チューナー・プリセット・データ

・ ANT 1/ ANT 2データ

1 電源をOFFにする。

2 [A/ B]を押しながら[ ]（POWER）を押します。

・ ディスプレイに“HELLO”が表示された後、VFOリ
セットを実行するための確認メッセージが表示されま
す。

　　 FILTER

S 1 3 5 7 9 20 40 60dB

PWR
10 25 50 100W%

ALC

3 [A/ B]を押す。

・ リセットが実行されてお買い上げ時の表示に戻りま
す。

注意：FM系の機能もリセットされます。

　例：FMリバースのON/OFF（初期値：OFF）
　　　NARROWのON/OFF（初期値：OFF）
　　　DCS/ CTCSS/ TONEのON/OFF（初期値：OFF）
　　　FMシフトのON/OFF（初期値：OFF）

■オール・リセット

メモリー・チャンネルにあるすべてのデータを消去したい時
にはオール・リセットを実行します。この機能は設定したす
べての設定がリセットされます（例えば、メニュー設定、ア
ンテナ・チューナー・プリセット・データ、等）。

1 電源をOFFにする。

2 [A=B]を押しながら[ ]（POWER）を押します。

・ ディスプレイに“HELLO”が表示されたあと、オール・
リセットを実行するための確認メッセージが表示され
ます。

　　 FILTER

S 1 3 5 7 9 20 40 60dB

PWR
10 25 50 100W%

ALC

3 [A=B]を押す。リセットが実行されて、お買い上げ時の表
示に戻ります。

・ すべての周波数、モード、メモリー・データおよびア
ンテナ・プリセット・データはお買い上げ時の初期値
に戻ります（上記『各VFOのお買い上げ時の設定』を
ご覧ください）。
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トラブルシューティング

修理を依頼される前に下記の項目をお確かめください。

● 受信の場合

）合場の信受（状症 因原 ）ジーペ照参（置処

な出も音、ず出が示表もてれ入を源電
。い

.1 とータクネコ源電 CD がドーコ源電
。いないてれま込し差に全完　

.2 。るいてれ切がズーュヒ

CD.3 っ入がチッイス源電の源電化定安
。いないて　

.4 てれらえ加が圧電るえ超を囲範の格定
。るい　

.1 。るすに全完をみ込し差 (→ )2

.2 かてし策対を因原たれ切のズーュヒ
。るす換交ら　 (→ )49,2

.3 をチッイス源電 NO 。るすに (→ )81

CD.4 、し認確を圧電力出の源電化定安
（圧電格定　 V8.31CD 。るす定設に）

。いなれさ示表に常正きとたれ入を源電 。るいてし作動誤がンコイマ 。るすトッセリ (→ )19

蔵内、きとたれ入を源電 CNT が定設の
。るいてえ消

。るいてきが命寿の池電用プッアクッバ 命寿の池電ムウチリの用プッアクッバ
約は 5 、は換交の池電ムウチリ。すで年

ッウンケのり寄最はたま店げ上い買お
さだく談相ごにータンセスビーサ・ド

。い ( 網スビーサ国全ドッウンケ→ )
きで信受を号信もてし続接をナテンア

。いな
。い低が度感信受

.1 。るいてし作動がチルケス

.2 ]TTA[ が NO 。るいてっなに

.3 ]DNES[ が NO 。るいてっなに

.4 ]PMA-ERP[ が FFO 。るいてっなに

.5 ナテンア 2/1 。るいてえ違間を択選の
TNA.6 。るいてえ違間を子端

TA.7 は NO ンニーュチ、がるいてっなに
。いないてれとがグ　

.8 ]FR[ 。るあてげ下をンイゲでみまつ

.1 ]LQS[ るす節調をみまつ (→ )64,91

.2 ]TTA[ を FFO 。るすに (→ )75

.3 ]DNES[ を FFO 。るすに (→ )74,02

.4 ]PMA-ERP[ を NO 。るすに (→ )75,74

.5 ]TNA[ 。ぶ選くし正で (→ )27

.6 続接に子端ナテンアたっ合にドンバ
。るす　 (→ )1

.7 ]ENUTTA[ をグンニーュチてし押を
はたま。ると　 TA 。るす除解を (→ )27

.8 ]FR[ 。るきし回に向方計時をみまつ
。いなれさ調復くし正もてし信受を号信 .1 てっ合が定設の）式形波電（ドーモ

。いない　
CGA.2 。いないてっなくし正が定設の

.1 。るみてえ変にドーモの他 (→ )64,91

CGA.2 。るす定設を (→ )83

]TIR[ / ]TIX[ が数波周もてし回をみまつ
。いならわ変

]TIR[ / ]TIX[ が能機 FFO 。るいてっなに ]TIR[ はたま ]TIX[ 。す押を (→ )93,83

BSS たまトッカイハに端極が音信受の
。るいてっなにトッカーロは

.1 ]TFIHS/IH[ はたま ]OL[ / ]HTDIW[
。当適不が置位のみまつ　

.2 てれば選がータルィフの用トッケパ
。るい　

.1 ]TFIHS/IH[ はたま ]OL[ / ]HTDIW[
。るす節調をみまつ　 (→ )55

.2 。るすにータルィフの用声音 (→ )55

]PU[ / ]NWOD[ みまつ調同、もてし押を
。いなし化変が数波周もてし回を

]KCOLF[ はたま ]AKCOL[ が能機 NO に
。るいてっな

]KCOLF[ はたま ]AKCOL[ す除解を能機
。る (→ )67

。いなしンャキスを囲範全のドンバ 。るいてれさ定設がンャキスムラグロプ ルネンャチーリモメ 092 ～ 992 を定設の
。るす更変 (→ )66

。いなし作動がンャキスーリモメ れさ録登も何にルネンャチ・ーリモメ
。いないて

。るす録登をどな数波周 (→ )85

なし作動がンャキスーリモメプールグ
。い

.1 ルネンャチーリモメの内以プールグ
に　 2 。いないてれさ録登上以つ
.2 がルネンャチーリモメの内プールグ

。るいてれさトウアクッロて全　

.1 にルネンャチーリモメプールグ 2つ
。るす録登上以　 (→ )96

.2 ネンャチーリモメいたせさンャキス
。るす除解をトウアクッロのル　 (→ )26

ャキスーリモメかしルネンャチの定特
。いなしン

れさ定設にンャキスーリモメプールグ
。るいて

す除解、かるす定設再を択選プールグ
。る (→ )96

号番ーュニメの定特でドーモーュニメ
。いなきで択選かし

が能機トクレセーュニメブサ NO っなに
。るいて

。るす除解をトクレセーュニメ (→ )12

、りなに」・・・・・・・「が示表
「 LU 。る鳴が音告警の」

LLP 。るいてっなに態状クッロンアが 。いさだくてみてしトッセリ (→ )19
ウンケのり寄最、は時いなら戻に常正
だく談相ごにータンセスビーサ・ドッ

。いさ
「に部示表 RORRE.MMOCPSD 表が」
。るれさ示

。すでーラエ信通の部内 。いさだくてみてしトッセリ (→ )19
ウンケのり寄最、は時いなら戻に常正
だく談相ごにータンセスビーサ・ドッ

。いさ
。い多がみ歪の音 CGA.1 が FFO 。るいてっなに

FA.2 。るいてっなに大が量音のみまつ

NIAGFR.1 でみまつ FFOCGA イゲの時
。いさだくてし整調をン　 (→ )81

FA.2 。るす整調を量音でみまつ
　(→ )64,81
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）合場の信送（状症 因原 ）ジーペ照参（置処

。いな出が力出
。いさ小が力出

.1 完不がみ込し差の子端ンホロクイマ
。全　

.2 。良不続接のナテンア

.3 。いないてれとが調同のナテンア

.4 。るあてっ絞がンイゲ・クイマ

.5 。るいてっなに小最が力出信送
1TNA.6 と 2TNA ないてっ合が択選の

。い　
.7 いてし作動がンョシクテロプ度温

。る　

.1 に実確をータクネコのンホロクイマ
。いさだくでん込し差　

.2 さだくてし続接に実確をナテンア
。い　

.3 。るす節調をナテンア

.4 。るす整調をンイゲ・クイマ

.5 。るす整調を力出信送

.6 ]TNA[ 。ぶ選をナテンアいし正で

.7 げ下を度温の機本てし了終を信送
。る　

。いなし信送
RWP 。るいてえ消が示表のーターメ

.1 ーュニメ（止禁信送 45.oN てっなに）
。るい　

.2 でどなクイマドンタス TTP チッイス
。るいてっなにしなぱっり入が　

.1 ーュニメ 45.oN を FFO 。るすに

TTP.2 。るす除解を

BSS 、 MA 話もにな、に時信送でドーモ
き大がズイノクッバのきといないてし

。い

。るぎす高がンイゲクイマ CLA 信送で声音らがな見をーターメ
、し CLA に度程るかかく軽が CIM みまつ

。いさだくてし整調をンイゲで
XOV 。いなか働が XOV 。るぎす低が定設のンイゲ ーュニメ 61.oN で XOV まし整調をンイゲ

。す
。いなか働がプンアアニリ ETOMER.1 。良不続接のータクネコ

.2 ーレリルーロトンコのプンアアニリ
が　 FFO 。るいてっなに

.1 。す直し続接くし正

.2 ーュニメ A82.oN ～ E82 ーロトンコで
をーレリル　 NO 。るすに

てし用使をプンアアニリ WC 運でドーモ
、とるす用 RWS たっなく悪に的間瞬が

に常異にりが上ち立、り CLA 。るかかが

かが間時にのるが上ち立がプンアアニリ
社当（めたのプイタるか 229-LT 。）どな

ーュニメ 15.oN レィデを定設のーレリで
“（き付ー 2 イクーレブミセ、しに）”

。すましに用運ン

003-TA 。いなし作動が 2TNA.1 。るいてれさ続接に
.2 。るいてれ切がズーュヒの内機本

1TNA.1 。るす続接に
.2 てし策対を因原、し認確をズーュヒ

。るす換交らか　

）合場の信通ターデ（状症 因原 ）ジーペ照参（置処

KSFA イラトリやーラエ、とるす信送で
。い多が

CNT.1 るれさ力出らか FA ベレ力出号信
。む歪が号信調変、てぎす高がル　

.2 の機本 2CCA 入、が度感力入の子端
。いないてっ合と号信力　

.3 歪が号信調変でん込り廻が波周高
。む　

　 CNT.a を源電化定安の通共に機本と
。るいてっ使　　

　 .b のナテンア RWS 。い高が
　 .c 起誘が波周高に機本らかナテンア

。るれさ　　
　 2CCA.d めたい高が度感力入の子端

。む込り廻が波周高　　

CLA.1 、にうよいなえ超をンーゾ CNT
。るげ下を力出の　

CLA.2 メ、にうよいなえ超をンーゾ
ーュニ　 B05.oN 、で 2CCA 力入の子端

。るす節調を度感　 (→ )05.p
.3 。るすを策対み込り廻

　 CNT.a 。るすに別を源電の機本と
　　 (→ )78.p

　 .b 。す直りとを合整のナテンア
　 .c 、機本、ナテンア CNT をスーアの

。るみてえ変　　
　 .d ーュニメ B05.oN 、で 2CCA の子端

。るげ下を度感力入　　 (→ )05.p
KSF 。い多がーラエとるす信受で .1 の機本 2CCA がルベレ力出の子端

　 CNT たいないてっ合とルベレ力入の
。いなきでドーコデ、め　

.2 ーェフい短の期周やみ歪スパチルマ
るいてし生発がグンジ　

最がきとい強番一が度強号信信受（　
。）んせまり限はと良　

.1 ーュニメ C05.oN 、で 2CCA の子端
。るす節調をルベレ力出　 (→ )05.p

.2 ナテンア、は合場のナテンアムービ
くにき起のーラエ、てえ変を向方の　

。るみてしがさを置位い　

、にずきで信送でトッケパ CNT の DCD
。るいてっなにままたし灯点がプンラ

.1 の機本 2CCA 高がルベレ力出の子端
。るぎす　

FR.2 。るぎす高がンイゲ
.3 の機本 2CCA （の子端 5） QSP 、と
CNT 。るいてっなに逆が性極チルケスの

.1 ーュニメ C05.oN 、で 2CCA 出の子端
。るす節調をルベレ力　 (→ )05.p

FR.2 。る絞をンイゲ (→ )81.p
.3 の機本 2CCA （の子端 5） QSP 、は

　 L;NEPO 、 H;ESOLC いてれさ定固に
。すま　 CNT のるきで転反を性極常通は

、で　 CNT 。いさだくてしに逆を側

● 送信の場合

● データ通信の場合
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ヒューズの交換

本機を外部アンテナチューナーAT-300と接続する回路には
ヒューズが入っています。AT-300ご使用時にヒューズが切れ
た場合は、原因を対策した後、ヒューズを交換してください。

1 上ケースのねじ8本を外してケースを取り外し、次にシー
ルド板のねじ10本を外して、シールド板を取り外します。

上ケース�

シールド板�

2 ヒューズ（4A）を交換します。

ヒューズ(4A)

3 シールド板と上ケースを元どおりに戻します。

パフォーマンスモード

　 パフォーマンスモードをONにすると、表示部が特殊な動
作を繰り返します。

・ パフォーマンス動作中でも通常の受信が行なわれま
す。

・ パフォーマンス動作中でも操作はできます。操作を10
秒以上しないでいると再びパフォーマンス動作に入り
ます。

お買い上げ時の設定はOFFです。

1 電源をOFFにする。

2 [FUNC]を押しながら[ ]（POWER）を押します。

パフォーマンスモードになります。

パフォーマンスモードを解除するには、操作1～2を繰り返
します。

設定前の表示に戻ります。

注意：

◆　パフォーマンス動作中にキー操作を行なうとそのキーの動作を行
ない、操作を10秒以上しないでいると再びパフォーマンスモー
ドを繰り返します。

◆　パフォーマンスモードはオールリセットを行なっても、解除され
ません。
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オプション（別売）

DRU-3A
ディジタルレコーディング

ユニット

HS-5
オープンエア型ヘッドホン

HS-6
軽量型ヘッドホン

MB-430
モービルマウンティング

ブラケット

MC-60S8
卓上型高級マイクロホン

MC-80
卓上型エレクトレット・

コンデンサー
マイクロホン

MC-43S
ハンドマイクロホン

MC-90
固定局用高級マイクロホン

PG-2Z
DCコード

PS-53
固定局用安定化電源

SP-50B
車載スピーカー

VS-3
音声合成ユニット

SP-23
外部スピーカー

MC-52DM
DTMFつきハンドマイクロホン

RC-2000
モービルコントローラー

注意：

◆ オプションをご使用の際は、各オプションに付属の取扱説明書をお読みください。

◆ TS-2000S/ Vについては1200MHzバンド追加のバージョンアップが可能です。詳しくは最寄りのケンウッド・サービスセンターにお問い合
わせください。

◆ MB-430およびRC-2000のモービルマウンティングブラケット使用時、トランシーバーを縦位置（取っ手が上または下になる状態）にして取
り付けないでください。

ARCP-2000
ラジオコントロール
プログラム

● マイク、パネル、スピーカー用
延長コード(各 5m)、7m DC
コード、外部スピーカー、本体
取り付けアングル、コント
ロールパネル取り付けアング
ル付属

● コントローラ寸法：幅140×高
さ60(49. 3)×奥行33. 3(60)
mm
(　)は突起物を含む寸法

● ARCPソフト
● CD-ROMドライブはWindows

95/ 98で動作。約6MBのメモ
リー、約5MB以上のHD容量
が必要

● 800×600ドット以上のディス
プレイが必要

● PCと本体の接続は市販シリア
ルケーブルを使用
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開局申請書の書き方
ここでは、開局申請書類において本機に関する箇所の説明をしています。開局申請に関する全般的な説明は開局用紙に添付され
ている「アマチュア局開局申請書類の書き方A（本機のみでの申請）またはB（保証認定を受けて申請）をご覧ください。
本機は技術基準適合証明（技適証明）を受けた送受信機です。本機に貼ってある機種銘板に、「技適証明番号」が記入されてい
ます。本機を改造せずに、また付属装置、付加装置のいずれも付けない場合は、技術基準適合証明機種として申請します。本機
を改造したり、付属装置（外付けのTNC、SSTV装置やRTTY装置など）や、付加装置（トランスバーターやブースターなど）
を付ける場合は、非技術基準適合証明機種となりますので保証認定を受けて申請します。
注意・TS-2000S/ TS-2000SXの運用には、第2級アマチュア無線技士以上の資格が必要です。
・TS-2000S/ TS-2000Vへの1200MHzバンド追加または、144MHz帯の100Wへのパワーアップは保証認定を受けて申請するこ
とが必要になります。

技術基準適合証明機種として申請する場合

　   技適証明番号�

ここに技適証明番号を記入する

保証認定を受けて申請する場合

本機のみで免許を受ける場合は直接所轄の地方電気通信監理
局へ申請書類を提出してください。このとき、「無線局亊項書
及び工事設計書」裏面の「@2工事設計」の「技術基準適合証
明番号」欄には技適証明番号を記入してください。

工事設計　　　　第１送信機　　　　    第２送信機　　　  　 第３送信機　　　　　第４送信機

変更の種別 　　取替　増設　撤去　変更　   取替　増設　撤去　変更　   取替　増設　撤去　変更　   取替　増設　撤去　変更

技術基準適合証明番号

発射可能な

電波の型式、

周波数の範囲

変調の方式

定格出力　　　　　　　　　　W　　　　　　　　　W　　　　　　　　　W　　　　　　　　　W

終  

段  

管

名称個数

電　　圧　　　　　　　　　 V　　　　　　　　　 V　　　　　　　　　 V　　　　　　　　　 V

送信空中線の型式

その他の工事設計 電波法第３章に規定する条件に合致している

周波数測定装置

添付図面

A　有（誤差　　　　）　B　無
□　送信機系統図

22

※1

※2

※3

※1

※1「発射可能な電波の型式、周波数の範囲」、「変調の方式」、「定挌
出力」、「終段管」の記入と、送信機系統図の添付を省略できます。

※2「送信空中線の型式」の欄には、使用する送信空中線の型式を記
入してください。

※3「周波数測定装置」の欄には、「A有」に◯を付け、（誤差0.025％
以内）と記入します。

■記入例
無線局事項書及び工事設計書（裏面）

本機に外付けのTNC、SSTV装置、パケット通信装
置などを付属させる場合や、付属装置付設のため非
技術基準適合証明送受信機としての取り扱いになり、
JARDの保証認定を受ける必要があります。申請書
類をJARD監理部へ提出してください。
なお、保証認定を受けて申請する場合は、下記の事
項にご注意ください。
・「アマチュア局の無線設備の保証認定願」の使用
するトランシーバー（送信装置）の「y送受信機
の型名等」の欄には本機の技適証明番号を記入
し、「i付属装置」の有に◯を付けます（右図参
照）。
裏面の「付属装置」の表には、「付属装置の名称、
方式・規格」と「組合わせて使用する送信機番号」
を記入してください（次ページ「付属装置の記入
例」参照）。

・「無線局事項書及び工事設計書」裏面の記載事項
は省略できません。次ページ「無線局事項書及び
工事設計書の記入例」を参考にしてください。

参考：EMEのための免許申請に限り、144MHz帯の 100W
へのパワーアップ（有料）をお受けいたします。詳細はケ
ンウッド・サービスセンターにお問い合わせください。

ここに技適証明番号を
記入する
TS-2000SX: KN298
TS-2000VX:KN299
TS-2000S: KN300
TS-2000V: KN301

B 保証願
技適証明があるトランシーバーだけで申請する場合は、この用紙は必要ありません。 10

100アマチュア局の無線設備の保証認定願

（財）日本アマチュア無線振興協会

　　　会長　　原　　昌　三　　殿

私は、アマチュア局の免許申請に係わる保証認定を受けたいので、別紙の書類を添えて出願します。

出願者

フリガナ

㈰  社団の名称
社団の場合に限る

フリガナ

㈪ 氏　　名
社団の場合は代表者

㈫ 住　　所
社団の場合は事務所の所在地

㈬ 郵便番号　　　　　－ ㈭ 連絡先電話番号　　　　　－　　　　　－

印

使用するトランシーバ（送信装置）

送信機番号

記　入　例

第１送信機

第２送信機

第３送信機

第４送信機

第５送信機

第６送信機

第７送信機

第８送信機

第９送信機

第10送信機

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

㈮ 送信機の型名等（注１） ㉀ 付属装置
（注３）

�
�

㉂
（のりづけ）

　この枠内に、郵便局で手数料(3,000円)

を払い込んだときに発行される「郵便振

替払込受付証明書」をはってください。

（注１）

　　　技術基準適合証明番号かＪＡＲＬ登録機

　　種の登録番号を記入し、どちらでもない場

　　合は機種名か自作と記入します。

（注２）

　　　ﾌﾞｰｽﾀ､ﾘﾆｱｱﾝﾌﾟ､ﾄﾗﾝｽﾊﾞｰﾀを接続し

　　たときは、その機種名を記入します。

（注３）

　　　TNC、FAX装置などを接続するときは、

　　有に○印をして、その内容をこの用紙の裏

　　面の欄に記入します。

�

平成　　　年　　　月　　　日

㈯接続するブース
タの型名等（注２）

㈷

FB-599DX 自作ブースタ

台
数
に
関
係
な
く
三
千
円

�その他の事項：この送信装置の電波の質及び空中線電力は、電波法
第３章に規定された条件に合致しています。

�
［届出用紙］

～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～�
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開局申請書の書き方

組み合わせて使用する送信機番号
（18）

方式・規格
（17）

方式 ：FSK
通信速度 ：45. 5ボー
副搬送波周波数 ：
周波数偏移幅 ：170Hz

名称
（16）RTTY装置

名称
（13）パケット通信装置

方式・規格
（14）

方式 ：AFSK
通信速度 ：(F1) 300bps

(F2) 1200bps
周波数偏移幅 ：(F1) ±100Hz

(F2) ±500Hz
副搬送波周波数 ：(F1) 2210Hzまたは1700Hz

(F2) 1700Hz
符号構成 ：AX. 25プロトコル準拠

組み合わせて使用する送信機番号
（15）

注意:方式・規格はTNC装置によっ
て異なります。

使用するTNC装置の諸元
を確認して記入してくだ
さい。

●RTTYを申請する場合
電波の型式欄にF1を追加記入してください。ただし、1. 9、3. 8MHz帯ではF1のRTTYは許可されません。

申請書類および申請に関するお問い合わせ先

財団法人日本アマチュア無線振興協会
〒170-8088 東京都豊島区巣鴨1-24-3小島ビル　　監理部　（03）5395-3206～ 8

21
希望する周波数の範囲、空中線電力、電波の型式�

周波数帯※2  空中線電力　　　　　電波の型式  ※2

�
1.9M ※1 A1  

3.5M ※1 A1  A3  A3J

3.8M ※1 A1  A3  A3J

4,630kHz※5 ※1 A1

7M ※1 A1  A3  A3J

10M ※1 A1

14M ※1 A1  A3  A3J

18M ※1 A1  A3  A3J

21M ※1 A1  A3  A3J

24M ※1 A1  A3  A3J

28M ※1 A1  A3  A3J   F1 F2 F3

�

工事設計　　　　第１送信機　　　　    

変更の種別 　　取替　増設　撤去　変更�

技術基準適合証明番号

発射可能な�

電波の型式、�

周波数の範囲�

変調の方式

定格出力　　　　　　　　　　W　

終  

段  

管�

名称個数　　   

電　　圧      　

送信空中線の型式

その他の工事設計
電波法第３章に規定する�
条件に合致している�

22

A1       　　       1.9MHz帯
　　　　　　4,630kHz帯※5
　                        10MHz帯
                           3.5MHz帯
                           3.8MHz帯
A1                         7MHz帯
A3                       14MHz帯
A3J                     18MHz帯
                            21MHz帯
                            24MHz帯
A1                       28MHz帯
A3                       50MHz帯
A3J                   144MHz帯
F1, F2, F3         430MHz帯
　　　　　　1200MHz帯

�
�
�

�

�
�
�
�
�

平衡変調
リアクタンス変調
低電力変調

※1

※3
※1には、申請する空中線電力を記入します。�
 （50Wのときは50W、100Wのときは100Wと書く）�
　TS-2000V、TS-2000VXでは1.9MHz～28MHzは10Wに、50MHz、�
　144MHz、430MHz帯は20Wになります。�
※2は無線技士資格によって変わります。�
※3には、使用する送信空中線の型式を記入します。�
※4の1200MHz帯は、TS-2000S、2000Vにおいては1200MHz帯を�
    追加した場合のみ記入します。�
※5は非常通信の連絡を設定する場合に使用する周波数です。�

�

�
�
�

�

�

�

ここは、非技

術基準適合証

明送受信機と

して保証認定

を申請すると

きの記載例で

す。RTTY装

置を付設する

場合は発射可

能な電波の型

式欄にF1を追

加してくださ

い。�

50M ※1 A1  A3  A3J   F1 F2 F3

144M ※1 A1  A3  A3J   F1 F2 F3

430M ※1 A1  A3  A3J   F1 F2 F3

� �

�
�

�

1200M※4        10W       A1  A3  A3J   F1 F2 F3

※4

�

  1.9～50MHz帯：2SC5125 ×2
         144MHz帯：2SC2694 ×2
         430MHz帯：2SC3102 ×1
 ※4 1200MHz帯：M57762 ×1

13.8V

■付属装置の記入例
●パケット通信を外付TNCにて申請する場合（TS-2000内蔵TNCのみでパケット運用する場合は必要ありません。）
「アマチュア局の無線設備の保証認定願」裏面の付属装置の表に、名称、方式・規格、組み合わせて使用する送信機番号を記入し
てください。SSBモードを使用するときはF1を電波の型式欄に追加記入してください。ただし、F1は1. 9MHz帯では許可され
ません。

■無線局事項書及び工事設計書の記入例
本機に付属装置を付設したり、改造を加えると非技術基準適合証明送受信機としての取り扱いになります。この場合、工事設計書の
記載を省略する事はできません。下記の記入例を参考にしてご記入ください。

ここに技適証明番号
を書く
TS-2000SX: KN298
TS-2000VX:KN299
TS-2000S: KN300
TS-2000V: KN301



開局申請書類の書き方

98

送信機系統図

送信機系統図挿入ページ
2ページ見開きになるように
割り付けておくこと
（注）このページは別刷りになります
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パワーダウンする

50Wにパワーダウンする

TS-2000S/ SXで移動する局の免許を申請する場合は、出力を
50Wにパワーダウンしなければなりません。

注意：50Wに改造した場合は、技術基準適合証明送受信機として
の免許申請はできません。送信機系統図を添付して、保証認定申
請してください（→p. 96, 97）。

1 下ケースのねじ10本を外してケースを取り外します。

2 上ケースのねじ4本を外してケースを取り外します。

3 前面のパネルとシャーシを止めているねじの、上側の左
右2本を外し、下側の左右2本は緩めておきます。

緩める�

外す�

4 前面パネルの上側を前に引くと、90度回転して止まりま
す。

5 プリント基板のチップジャンパーを取り外します。

半田ごてを使って注意深く作業してください。

この部品を
取り外す

～
�
～
�

～�～�

6 全面パネル、下ケース、上ケースのねじを止めて元に戻し
ます。

注意： 改造に伴う故障は保証の対象外となります。
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パソコンコントロール
パーソナル・コンピューター（以下パソコン）からコマンド
を送って、本機をリモート・コントロールできます。
また、本機が受信した周波数などをパソコンの画面に表示さ
せることもできます。
リモートコントロールのコマンドは別表の「コンピュー
ター・コマンドリスト」をご覧ください。

COM コネクターへ

パソコン

RS-232C
シリアル
ポートへ

TS-2000

ストレート
ケーブル

↑←

注意：RS-232Cケーブルは、当社では扱っておりませんので、市販品
をお買い求めください。

接続

本機のCOMコネクターとパソコンのRS-232Cシリアルポート
をストレートケーブルで直接接続します。

注意；

◆ 接続前に無線機、パソコンなどの電源は必ずOFFにしてくださ
い。

◆ 従来機のデータ通信時に使用していたオプションのインター
フェース IF-232Cは、本機では使用しません。

  RTS

　  GND 　  TX Data 　  RX Data

　　　　 は�
NC（無配線）

CTS

COMコネクター／プラグ側から見た図

データ通信の定格

コマンドは、パソコンのRS-232Cから、本機のCOMコネクター
を介してデータ通信されます。COMコネクター側のデータ通
信の定格は下表のとおりです。
RS-232Cの設定をこの定格に合わせてください。

式方信通 スーェフータンイルアリシ

度速信通 ーュニメ 65.oN るす定設りよに

式方期同 ）期同非（式方期同歩調

成構トッビ

トッビトータス 1

長タクラャキ 8 トッビ

トッビプットス
ーュニメ 65.oN に

るす定設りよ

クッェチィテリバ しな

式形号信 C232-SR

通信速度とストップビットの設定

通信速度とストップビットはメニューNo. 56で選びます。
初期設定は9600bpsです。

度速信通 spb トッビプットス

0084 2

0069 1

00291 1

00483 1

00675 1

注意；

◆ 当社製の従来のHF機は、TS-870 シリーズ ,TS-570 シリーズは
9600bps、それ以外は4800bpsです。

◆ パソコン側のソフトの通信速度とメニューNo. 56の設定が異なる
と、正常に動作しない場合があります。この場合は、メニューNo.
56の設定またはパソコン側の設定を変更して、動作スピードを合
わせてください。

子端 .oN 名子端 MOC 能機の子端 向方

9,6,4,1 CN 線配無

2 DXR
ルアリシ、へンコソパらか機線無

。すまし力出をターデ
力出

3 DXT
ルアリシ、へ機線無らかンコソパ

。すまし力入をターデ
力入

5 DNG ドンラグ号信

7 STR

まし力出へ機線無らかンコソパ
。す

れ入け受をターデ信受がンコソパ
てし対に機線無はきといなれら

“L ーデ信送、し力出をルベレ”
。すまし止禁を力出タ

力入

8 STC

まし力出、へンコソパらか機線無
。す

られ入け受をターデ信受が機線無
てし対にンコソパはきといなれ

“L ーデ信受、し力出をルベレ”
。すまし止禁を力入タ

力出
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；？

・
・

。るいてっ違間がトッマーォフのドンマコ
コのそが機線無、がるいてっ合はトッマーォフ

。るあに態状いなけ付け受をドンマ
ッメーラエ、はきといなけ付け受をドンマコ（

）。すまりあもとこいなさ戻をジーセ

コマンドの送りかた

パソコンにコマンドを送ってコントロールするには下記の方
法などがあります。

● BASICなどの言語でプログラミングする。
● 通信ソフトを利用する。

シリアルポートを操作できる一般的な通信ソフトを、「デー
タ通信の定格」に合わせてお使いください。

● コントロール用のソフトウエアを入手する。お買い上げの
販売店にご相談ください。

コマンドの構成

コマンドの構成は下記の例のとおりです。

例 VFO Aに7MHzの周波数を入力する。

FA 00007000000 ；
｜ ｜ ｜

 コマンド パラメータ ターミネータ

コマンド： コマンドは2文字の英文字です。
大文字・小文字を問いません。

パラメータ： パラメータは桁数を正確に各コマンドの
フォーマットに合わせてください。
機種によってはフォーマットが異なる場合
があります。すでにあるプログラムを使用
する場合はご注意ください。
パラメータが付かないものもあります。
3桁のパラメータの場合は999まで入力で
きますが、有効値は各コマンドで指定して
いる値です。

ターミネータ： セミコロンはコマンドの終了を意味しま
す。ターミネータの位置は正確に各コマン
ドのフォーマットに合わせてください。

コマンドの種類

コマンドには、設定コマンド、読出コマンド、応答コマ
ンドの3種類があります。入力系、出力系で分けると下
記のようになります。

設定コマンド
入力コマンド 　状態を設定する。

無線機に入力する。 読出コマンド
　応答コマンドを要求する。

出力コマンド 応答コマンド
無線機から出力される。 状態を出力する。

例えばFAコマンド（VFO Aの周波数）の場合

VFO Aの周波数を7MHzに設定するときは、
パソコンから無線機に下記のコマンドを送ります。

FA00007000000;
VFO Aの周波数を読みたいときは、

パソコンから無線機に下記のコマンドを送ります。
FA;

読出すコマンドを受け付けると、
無線機からパソコンに下記の応答コマンドが送り返され
ます。

FA00007000000;

エラーメッセージ

エラーが生じた場合、無線機はパソコンにエラーメッセージ"
?; "を送ります。
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ドンマコ 称名 能機 定設 み読
し出 答応 頁照参

CA LORTNOCRENUTANNETNA のーナーュチナテンア HGUORHT/NI 、と ENUT の FFO/NO
し出み読、定設 ○ ○ ○ 27

GA NIAGFA FA し出み読、定設のンイゲ ○ ○ ○ 64,81

IA NOITAMROFNIOTUA し出み読、定設のンョシーメォフンイトーオ ○ ○ ○ ー

LA LEVELHCTONOTUA し出み読、定設の度速従追チッノトーオ ○ ○ ○ 65

MA EDOMOTUA し出み読、定設のドーモトーオ ○ ○ ○ 37

NA REBMUNANNETNA し出み読、定設のえ替り切ナテンア ○ ○ ○ 27

RA )CSA(ESREVEROTUA CSA の FFO/NO し出み読の能可不信交・能可信交びよお、定設 ○ ○ ○ 43

SA TESEDOMOTUA し出み読、定設の分区数波周るす用使でドーモトーオ ○ ○ ○ 37

CB RELECNACTAEB し出み読、定設のーラセンャキトービ ○ ○ ○ 65

DB NWODDNAB う行を作動のチッイスンウダドンバ ○ ー ー 81

PB TNIOPRELECNACTAEBLAUNAM し出み読、定設トンイポのーラセンャキトービ・ルアュニマ ○ ○ ○ 65

UB PUDNAB う行を作動のチッイスプッアドンバ ○ ー ー 81

YB YSUB YSUB し出み読の号信 ー ○ ○ ー

AC GNINUTOTUAWC WC し出み読、定設グンニーュチトーオ ○ ○ ○ 44

GC NIAGREIRRAC し出み読、定設のンイゲアリャキ ○ ○ ○ 03

HC PU/NWODLENNAHC HC/ITLUM 能機じ同とみまつ ○ ー ー 01

IC TUPNILLAC LLAC 定設数波周のへルネンャチ ○ ー ー 57

MC EDOM.T.C.P し出み読、定設のへドーモグンニーュチータスラクトッケパ ○ ○ ○ 35

NC REBMUNSSCTC SSCTC し出み読、定設の数波周 ○ ○ ○ 53

TC SSCTC SSCTC の FFO/NO し出み読、定設 ○ ○ ○ 53

CD EDOCNOISANITSED TTP し出み読、定設のドンバ作操びよおドンバ ○ ○ ○ 54

ND NWOD のンホロクイマ NWOD 作動チッイス ○ ー ー 71

QD HCLEUQSEDOCLATIGID SCD し出み読、定設の）チルケスドーコルタジデ（ ○ ○ ○ 63

XE UNEMNOISNETXE し出み読、定設のーュニメ ○ ○ ○ 12

AF AOFVYCNEUQERF AOFV し出み読、定設数波周の ○ ○ ○ 81

BF BOFVYCNEUQERF BOFV し出み読、定設数波周の ○ ○ ○ 81

CF )BUS(CYCNEUQERF OFVBUS し出み読、定設数波周の ○ ○ ○ 64

DF YALPSIDTODRETLIFXR し出み読のターデ示表トッドのータルイフ信受 ー ○ ○ ー

RF XRNOITCNUF 信受 B,AOFV( どなルネンャチーリモメと ) 定設の ○ ○ ○ ,85,81
　 57 　

SF PETSENIF ENIF し出み読、定設の能機 ○ ○ ○ 83

TF XTNOITCNUF 信送 B,AOFV( どなルネンャチーリモメと ) 定設の ○ ○ ○ ,85,81
　 57 　

WF HTDIWRETLIF し出み読、定設の幅ータルイフ信受 ○ ○ ○ 55

TG EMITLORTNOCNIAGOTUA
TNATSNOC CGA し出み読、定設数定時の ○ ○ ○ 83

DI NOITACIFITNEDI ルデモのめたるす識認をトッセ .oN し出み読 ー ○ ○ ー

FI NOITAMROFNI す出み読を態状のトッセ ー ○ ○ ー

SI TFIHS-FI FI し出み読、定設のトフシ ○ ○ ○ 55

SK DEEPSYEK YK し出み読、定設のドーピスグンイーキるよにドンマコ ○ ○ ○ 24

YK GNIYEKWC るすグンイーキてし換変にドーコスルーモを字文たれさ力入 ○ ○ ○ ー

KL KCOL し出み読、定設の態状クッロ ○ ○ ○ 67

ML EGASSEMDAOL URD し出み読、定設態状音録の－ヤーキクッニロトクレエ、 ○ ○ ○ 28

TL ENUTKCOLOTUA し出み読、定設の能機ンーュチクッロトーオ ○ ○ ○ 27

CM LENNAHCYROMEM し出み読、定設のルネンャチ・ーリモメ ○ ○ ○ 85

コンピューター・コマンドリスト
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ドンマコ 称名 能機 定設 み読
し出 答応 頁照参

DM EDOM し出み読、定設のドーモ ○ ○ ○ 64,91

FM NOITCNUFUNEM ーュニメ B/A し出み読、定設の ○ ○ ○ 12

GM NIAGCIM し出み読、定設のンイゲクイマ ○ ○ ○ 92,82

LM LEVELROTINOMTIMSNART し出み読、定設のルベレータニモ信送 ○ ○ ○ 97

RM DAERYROMEM し出み読のルネンャチ・ーリモメ ー ○ ○ 85

UM TESESUPUORGYROMEM し出み読、定設のプールグ・ーリモメ ○ ○ ○ 46

WM ETIRWYROMEM み込き書のルネンャチ・ーリモメ ○ ー ー 85

BN REKNALBESION し出み読、定設のーカンラブズイノ ○ ○ ○ 75

LN LEVELREKNALBESION し出み読、定設のルベレーカンラブズイノ ○ ○ ○ 75

RN NOITCUDERESION し出み読、定設のンョシクダリズイノ ○ ○ ○ 65

TN HCTON し出み読、定設のータルィフチッノ ○ ○ ○ 65

FO YCNEUQERFTESFFO し出み読、定設の数波周トッセフオ ○ ○ ○ 23

IO NOITAMROFNIDNABETISOPPO す出み読を態状のドンバ作操非 ○ ○ ○ ー

SO TESFFO し出み読、定設のトッセフオ ○ ○ ○ 23

AP PMA-ERP し出み読、定設のプンアリプ ○ ○ ○ 74

BP KCABYALP URD し出み読、定設の態状生再の－ヤーキクッニロトクレエ、 ○ ○ ○ 28,34

CP LORTNOCREWOP し出み読、定設の力出信送 ○ ○ ○ 74,02

IP TUPNIMP 録登のへーリモメムラグロプ ○ ー ー 26

KP ATADRETSULCTEKCAP し出み読の報情ータスラクトッケパ ー ー ○ 35

LP LEVELROSSECORPHCEEPS し出み読、定設のルベレ力出入ーサッセロプチーピス ○ ○ ○ 04

MP DAERYROMEMMARGORP し出み読のーリモメムラグロプ ○ ○ ○ 26

RP ROSSECORPHCEEPS し出み読、定設のーサッセロプチーピス ○ ○ ○ 04

SP HCTIWSREWOP の源電 FFO/NO し出み読、定設 ○ ○ ○ 81

CQ EDOCSCD SCD し出み読、定設のドーコ ○ ○ ○ 63

IQ TUPNIYROMEMKCIUQ 録登のーリモメクッイク ○ ー ー 46

RQ DAERYROMEMKCIUQ し出み読のターデルネンャチびよお、定設のーリモメクッイク ○ ○ ○ 56

AR ROTAUNETTAFR TTAFR し出み読、定設の ○ ○ ○ 37

CR RAELCTIR TIR るすアリクを数波周 ○ ー ー 83

DR NWODTIR TIX/TIR を数波周 NWOD るす ○ ○ ○ 04,83

GR NIAGFR NIAGFR し出み読、定設の ○ ○ ○ 81

LR LEVELNOITCUDERESION し出み読、定設のルベレンョシクダリズイノ ○ ○ ○ 65,74

MR RETEMDAER し出み読の値ーターメと択選のーターメ ○ ○ ○ 64,91

TR TIR TIR し出み読、定設の ○ ○ ○ 83

UR PUTIR TIX/TIR を数波周 PU るす ○ ○ ○ 04,83

XR XR 定設の態状信受 ○ ー ○ ー

AS ETILLETAS し出み読、定設のドーモトイラテサ ○ ○ ○ 35

BS BUS BUS 、 W-FT し出み読、定設の ○ ○ ○ ー

CS NACS 種各 NACS し出み読、定設の ○ ○ ○ 66

DS EMITYALEDNI-KAERBIMES し出み読、定設ムイタ－レィデのンイクーレブミセ ○ ○ ○ 24

HS HGIHENUTEPOLS し出み読、定設の域帯ンーュチプーロス ○ ○ ○ 55

IS TUPNIETILLETAS 録登のへーリモメトイラテサ ○ ー ー 45

LS WOLENUTEPOLS し出み読、定設の域帯ンーュチプーロス ○ ○ ○ 55
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ドンマコ 称名 能機 定設 み読
し出 答応 頁照参

MS RETEMS は時信受 S は時信送、ーターメ FR し出み読値のーターメ ー ○ ○ 64,91

QS LEVELHCLEUQS し出み読、定設のルベレチルケス ○ ○ ○ 64,91

RS TESERMETSYS トッセリのトッセ ○ ー ー 19

SS TESNACSESUAPMARGORP 定設数波周のンャキスズーポムラグロプ ○ ○ ○ 76

TS PETS し出み読、定設のプッテスーダーコンエクッリク ○ ○ ○ 73

US TESESUPUORGNACS プールグンャキスーリモメびよおプールグンャキスムラグロプ
し出み読、定設の ○ ○ ○ 86

VS OFVTFIHSYROMEM （トフシーリモメ MsV ）作動 ○ ー ー 16

CT LORTNOCREVIECSNART え替り切ドーモトッケパ／ドーモルーロトンコンコソパ ○ ○ ○ 94,101

DT YROMEMFMTDXT FMTD 信送ーリモメ ○ ー ー 57

IT NOITAMROFNICNT CNT の DEL し出み読の報情 ー ○ ○ 05

NT REBMUNENOT し出み読、定設の数波周ンートブサ ○ ○ ○ 33

OT ENOT し出み読、定設のンートブサ ○ ○ ○ 33

ST TES-FT TES-FT し出み読、定設の ○ ○ ○ 13

XT XT し出み読、定設の態状信送 ○ ー ○ ー

LU KCOLNU LLP し出み読の態状クッロの ー ー ○ ー

PU PU のンォフロクイマ PU 作動チッイス ○ ー ー 71

DV EMITYALEDXOV XOV し出み読、定設のムイタイレィデ ○ ○ ○ 93

GV NIAGXOV XOV し出み読、定設のンイゲ ○ ○ ○ 93

RV LLACERECIOV 声発の成合声音 ○ ー ー 48

XV TIM-XNOITAREPOECIOV XOV し出み読、定設の ○ ○ ○ 93

TX TIX TIX し出み読、定設の ○ ○ ○ 04
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CA のーナーュチナテンア HGUORHT/NI 、 FFO/NO し出み読、定設の ーターメラパ
1P
0： URHTTA-XR
1： NITA-XR
2P
0： URHTTA-XT
1： NITA-XT
3P
0： TA 、中作動非 TA 止停グンニーュチ
1： TA 、中作動 TA 始開グンニーュチ
2 きといなれ取がグンニーュチ：

・ XR の URHT/NI 。んせま来出は定設
・ URHTXT で態状 TA チもてし定設を示指の始開グンニーュチ

。んせましグンニーュ　

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

A C 1P 2P 3P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

A C ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

A C 1P 2P 3P ；

GA FA し出み読、定設のンイゲ ーターメラパ
1P
0 ドンバ・ンイメ：
1 ドンバ・ブサ：
2P

)nim(000 ～ )xam(552
teS

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

A G 1P 2P 2P 2P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

A G 1P ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

A G 1P 2P 2P 2P ；

IA NOITAMROFNIOTUA 定設の ーターメラパ
1P
0： FFOIA
1 旧： IA みの NO
2 張拡： IA みの NO
3 旧： IA 張拡、 IA にもと NO

張拡・ =IA たっあが化変にーターメラパるあのドンマコ答応
。すまし力出をドンマコ答応のれぞれそ、合場　

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

A I 1P ；

daeR

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

A I ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

A I 1P ；

LA LEVELHCTONOTUA し出み読、定設の ーターメラパ
1P
000 ～ 400

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

A L 1P 1P 1P ；

daeR

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

A L ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

A L 1P 1P 1P
；

MA し出み読、定設のドーモトーオ ーターメラパ
1P
0 ドーモトーオ： FFO
1 ドーモトーオ： NO

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

A M 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

A M ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

A M 1P ；

NA し出み読、定設のえ替り切ナテンア ーターメラパ
1P
0： TNA 示表 FFO （ rewsnA ）みの
1： 1TNA
2： 2TNAteS

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

A N 1P ；

daeR

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

A N ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

A N 1P ；
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RA CSA の FFO/NO し出み読の能可不信交・能可信交びよお、定設の ーターメラパ
1P
0 ンイメ：
1 ブサ：
2P
0： FFOCSA
1： NOCSA
3P
0 能可不信交：
1 能可信交：

。めたるなと能可が更変みの側ドンバルーロトンコは定設・
はターメラパるけおにドンマコ定設　 2P 。すで効有みの

ターメラパるけおにドンマコ答応・ 2P 、は )0=1P(FFOCSA
　。すまりなと定不は時

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

A R 1P 2P 3P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

A R 1P ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

A R 1P 2P 3P ；

CB し出み読、定設のーラセンャキトービ ーターメラパ
1P
0 ーラセンャキトービ： FFO
1 ーラセンャキトービ： NO1
2 ーラセンャキトービ： NO2teS

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

B C 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

B C ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

B C 1P ；

SA し出み読、定設の分区数波周るす用使でドーモトーオ ーターメラパ
1P
0： FH ～ zHM05 定設の帯
1： zHM441 定設の帯

　2： zHM034 定設の帯
　3： zHM0021 定設の帯
2P 　定指ルネンャチ（ 00 ～ 99 ）
00 ～ 82 ： FH ～ zHM05 帯
00 ～ 80 ： 441 、 034 、 zHM0021 帯
3P ）数波周定指（
4P
0 　　　用使未： 4： 7MF ： R-WC
1： 5BSL ： 8MA 用使未：

　2： 6BSU ： 9KSF ： R-KSF
3： WC

件条定設
周い低りよ数波周のルネンャチ前、はルネンャチるす定設・

。んせま来出はとこるす定設に数波　
設く高りよルネンャチの後を数波周のルネンャチるす定設・
ルネンャチの数波周い低の降以ルネンャチ定設、とるす定　

。すまれさ正補に数波周じ同と数波周るす定設、は　

teS

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

A S 1P 2P 2P 3P 3P 3P 3P 3P

11 21 31 41 51 61 71 81 91 02

3P 3P 3P 3P 3P 3P 4P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

A S 1P 2P 2P ；

rewsnA

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

A S 1P 2P 2P 3P 3P 3P 3P 3P

11 21 31 41 51 61 71 81 91 02

3P 3P 3P 3P 3P 3P 4P ；

UB/DB プッアドンバ / 。すまいなこおを作動のチッイスンウダ ーターメラパ
しな

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

B U/D ；

daeR

rewsnA

PB し出み読、定設トンイポのーラセンャキトービ・ルアュニマ ーターメラパ
1P
000 ～ 360

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

B P 1P 1P 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

B P ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

B P 1P 1P 1P ；
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YB YSUB し出み読の号信 ーターメラパ
1P

のンイメ YSUB
0 し無ージビ：
1 り有ージビ：
2P

のブサ　 YSUB
0 し無ージビ：
1 り有ージビ：

teS

daeR

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

B Y ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

B Y 1P 2P ；

AC GNINUTOTUAWC し出み読、定設の ーターメラパ
1P
0： WC 中作動非、除解グンニ－ュチトーオ
1： WC 中作動、始開グンニ－ュチトーオ

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

C A 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

C A ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

C A 1P ；

GC し出み読、定設のンイゲアリャキ ーターメラパ
1P

)nim(000 ～ )xam(001

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

C G 1P 1P 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

C G ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

C G 1P 1P 1P ；

IC LLAC 定設数波周のへルネンャチ ーターメラパ
しな

・ OFV やドーモ HCM 　をどなドーモ、数波周用運のでドーモ
　 LLAC 。すまし定設にルネンャチteS

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

C I ；

daeR

rewsnA

MC し出み読、定設のへドーモグンニーュチータスラクトッケパ ーターメラパ
1P
0 ドーモグンニーュチータスラクトッケパ： FFO
1 ドーモグンニーュチータスラクトッケパ： NO

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

C M 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

C M ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

C M 1P ；

HC HC/ITLUM 能機じ同とみまつ ーターメラパ
1P

　0 プッテス： PU
　1 プッテス： NWOD

HC/ITLUM 。すまれさが理処じ同とみまつ
teS

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

C H 1P ；

daeR

rewsnA
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TC SSCTC の FFO/NO し出み読、定設 ーターメラパ
1P
0： FFOSSCTC
1： NOSSCTC

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

C T 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

C T ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

C T 1P ；

CD TTP し出み読、定設のドンバ作操び及ドンバ ーターメラパ
1P
0： TTPNIAM 示指ドンバ
1： TTPBUS 示指ドンバ
2P
0： NIAM 示指ドンバ作操
1： BUS 示指ドンバ作操

・ 1P 、は時たっあが化変に 2P 。すまれさ定設に値じ同も

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

D C 1P 2P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

D C ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

D C 1P 2P ；

PU/ND のンホロクイマ NWOD/PU 作動じ同とチッイス ーターメラパ
1P
00 ～ 99 字数の

”「時し無ーターメラパ・ ND ””； PU は」”； 1 とプッテス
。すまし作動てし　
がターデターメラパ・ 20 ～ 99 プッテスたれさ定指に度一は時

定設が数波周てけ分に回数、でいなえ替り切は数波周の分　
。すまれさ　

　きとのドーモーリモメ・クッイクびよおドーモーリモメ・
ーメラパ、りなと変可の数波周とるけ付をターメラパ、に　
　まりなと変可のルネンャチーリモメは時いなけ付をータ　

。す　

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

D N 1P 1P ；

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

U P 1P 1P ；

QD SCD し出み読、定設の）チルケスドーコルタジデ（ ーターメラパ
1P
0： FFOSCD
1： NOSCD

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

D Q 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

D Q ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

D Q 1P ；

NC SSCTC し出み読、定設の数波周 ーターメラパ
1P
10 ～ 83 字数の

・ SSCTC を数波周 10 ～ 83 。すまし力入で号番のでま
（　 53 ）照参ジーペ

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

C N 1P 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

C N ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

C N 1P 1P ；
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ーュニメ
.oN 能機

XE ーターメラパ、ドンマコ 5P

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 合場の上以記左

00 え替り切－マィデ FFO 1 2 3 4

10 え替り切のトッリクッバ FFO NO

20 －ダーコンエンイメ 1 量化変の転回 005 0001

30 ーコンエクッリクと－ダーコンエンイメ
動連のーダ FFO NO

40 理処め丸ーダーコンエクッリク FFO NO

50 CB （内ドンバ MA 替り切プッテス用専の）
え FFO NO

A60 けがきすたのとルネンャチーリモメ FFO NO

B60 変可時一の数波周ーリモメ準標 FFO NO

70 能機ンャキスーロスムラグロプ FFO NO

80 定設ンャキスーロスムラグロプ 001 002 003 004 005 ]zH[

90 ドルーホンャキスムラグロプ FFO NO

01 YSUB え替り切のプットス OT OC

11 囲範示表ンャキスルアュジビ 13 16 19 181 ]HC[

21 PEEB 定設の量音 FFO 1 2 3 4 5 6 7 8 9

31 定設の量音ンートドイサ FFO 1 2 3 4 5 6 7 8 9

41 3URD 定設の量音－タニモ FFO 1 2 3 4 5 6 7 8 9

51 3SV 定設の量音ータニモ FFO 1 2 3 4 5 6 7 8 9

61 /2PS 定設ンータパ力出ンォフドッヘ 1 0 1 2

71 /2PS 定設ンータパ力出ンォフドッヘ 2 FFO NO

81 用使のナテンア信受部外 FFO NO

A91 SMF 能機チルケスーターメ FFO NO

B91 SMF 定設スシリテスヒチルケスーターメ FFO 521 052 005 ]sm[

02 え替り切のーザイラコイ信受 FFO H
TSOOB

F
SSAP

B
TSOOB

NOC
NEV RESU

12 え替り切のーザイラコイ信送 FFO H
TSOOB

F
SSAP

B
TSOOB

NOC
NEV RESU

22 え替り切の幅域帯ータルィフ信送 0.2 2.2 4.2 6.2 8.2 0.3 ]zHk[

32 ンイァフーワパ FFO NO

42 TOT 定設ーマイタトウアムイタ FFO 3 5 01 02 03 ]nim[

52 X 定設の能機ターバ FFO NO

62 TA 能機持保信送の時了終ンーュチ FFO NO

72 の時信受 TA 作動 /FFO NO

XE し出み読、定設のーュニメ ーターメラパ
1P ）目項大号番ーュニメ（
0 ーュニメ＋ .oN 　例　。すまし力入を 82 は 820
2P ）目項中号番ーュニメ（

は常通 00 。すまし力入を
ーュニメ　 .oN が C,B,A は合場るいてれか分と

　 60=F,50=E,40=D,30=C,20=B,10=A 。すまし力入を
3P 目項小号番ーュニメ（ 1）
0 。すまし力入を

ーュニメ、しだた・　 A54.ON ーターメラパの 3P は0～9 　で
　　 FMTD ーリモメ HC 　　。すまし表を
4P 目項小号番ーュニメ（ 2）
0 。すまし力入を
5P ）肢択選ーュニメ（

「のジーペ次びよお記下は細詳 XE 　　ーメラパのドンマコ
タ　 5P 。いさだくてし照参を表の」 5P ーターメラパ長変可は

。すで　

件条定設
・ 5P 常通は 0～9の1 。）く除をーュニメの記下（すで力入桁
例　 1 ーュニメ　 00 定設－マィデ　

　　　　 00000000XE －マィデ； FFO
　　　　 30000000XE －マィデ； 3 定設

例　 2 ーュニメ　 C82 　 zHM441 ルーロトンコプンアアニリ帯
　　　　 00030820XE ； FFO
ーュニメ・ B92.ON 、 13 、 33 、 A15 ～E、 95 ーターメラパの 5P

は　 2 。すまし定設で桁
ーュニメ・ C16.ON ーターメラパの 5P は 000 ～ 999 の3 定設桁
。すましと　

teS

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

E X 1P 1P 1P 2P 2P 3P 4P 5P

11 21 31 41 51 61 71 81 91 02

5P 5P 5P 5P 5P 5P 5P 5P 5P 5P

12 22 32 42 52 62 72 82 92 03

5P 5P 5P 5P 5P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

E X 1P 1P 1P 2P 2P 3P 4P ；

rewsnA

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

E X 1P 1P 1P 2P 2P 3P 4P 5P

11 21 31 41 51 61 71 81 91 02

5P 5P 5P 5P 5P 5P 5P 5P 5P 5P

12 22 32 42 52 62 72 82 92 03

5P 5P 5P 5P 5P ；
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ーュニメ
.oN 能機

XE ーターメラパ、ドンマコ 5P

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 合場の上以記左

A82 FH ルーロトンコプンアアニリ FFO 1 2

B82 zHM05 ルーロトンコプンアアニリ帯 FFO 1 2

C82 zHM441 ルーロトンコプンアアニリ帯 FFO 1 2

D82 zHM034 ルーロトンコプンアアニリ帯 FFO 1 2

E82 zHM0021 ルーロトンコプンアアニリ帯 FFO 1 2

A92 声音 / トーピリ生再ジーセッメ FFO NO

B92 声音 / 定設の間時トーピリ生再ジーセッメ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ～ s06
s1 プッテス

03 のグンイーキトーサンイ FFO/NO FFO NO

13 チッピ / 定設の数波周ンートドイサ 004 054 005 055 006 056 007 057 008 058 ～ ]zH[0001
zH05 プッテス

23 WC 定設ムイタズイラ 1 2 4 6 ]sm[

33 REYEK 定設トイエウ OTUA 5.2 6.2 7.2 8.2 9.2 0.3 1.3 2.3 3.3 ～ 0.4
1.0 プッテス

43 REYEK スーバリトイエウトーオ FFO/NO FFO NO

53 ドーモーキグバ FFO NO

63 BSS 自るよにグンイーキのらかドーモ
動 WC 信送 FFO NO

73 BSS らかドーモ WC 正補数波周の時ドーモ FFO NO

83 KSF え替り切の幅トフシ 071 002 524 058 ]zH[

93 YEKKSF え替り切の性極 -MRON
LA SREVNI

04 KSF え替り切ンート 5721 5212 ]zH[

14 CIMMF え替り切のンイゲ WOL DIM HGIH

24 MF え替り切のドーモンートブサ TSRUB TNOC

34 能機トッセフオーターピリトーオ FFO NO

44 zH0571 能機持保信送ンート FFO NO

A54 FMTD 録登ーリモメ

B54 FMTD 定設ドーピス信送ーリモメ WOLS TSAF

C54 FMTD 位単定設間時ズーポのーリモメ 001 052 005 057 0001 0051 0002 ]sm[

D54 CIM 定設の能機トーモリ FFO NO

64 蔵内 CNT え替り切ドンバ NIAM BUS

74 蔵内 CNT 定設ドーピス信通の 0021 0069 ]spb[

84 DCD え替り切スンセ CNT
DNAB

&NIAM
BUS

A94 切ドーモグンニーュチタスラクトッケパ
え替り OTUA -UNAM

LA

B94 音認確信受タスラクトッケパ FFO ESROM ECIOV

A05 え替り切の幅域帯ータルイフトッケパ FFO NO

B05 トッケパ FA 定設のルベレ力入 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

C05 トッケパ FA 定設のルベレ力出ンイメ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

D05 トッケパ FA 定設のルベレ力出ブサ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

E05 え替り切ドンバターデ部外 NIAM BUS

F05 定設ドーピス信通の子端ターデ部外 0021 0069 ]spb[

A15 ルネパ FP 定設の能機

FP （能機 77.p 照参）

B15 1FPCIM 定設の能機

C15 2FPCIM 定設の能機

D15 3FPCIM 定設の能機

E15 4FPCIM 定設の能機

25 能機送転トッリプス FFO NO

35 のターデ送転トッリプス OFV み込き書 FFO NO

45 能機止禁信送 FFO NO

55 ドーモ信通トッケパ FFO NO

65 FI-CP え替り切のトッビプットス・度速信通 0084 0069 00291 00483 00675 ]spb[

75 (OPA フオーワパトーオ ) 能機 FFO 06 021 081 ]nim[

85 0002-CR るす示表に時ドーモ単簡の
定設トンオフ 1TNOF 2TNOF

95 定設トスラトンコ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 01
～ 61

1 プッテス

06 0002-CR 転反ジポガネの
-TAGEN

EVI
-ITISOP

EV
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BF/AF BOFV/AOFV し出み読、定設数波周の
2( 、は目桁 AOFV はきとの A、 BOFV はきとの B 。すで )

ーターメラパ
1P

（数波周 zHk1 でーダーオ 11 ）示表桁
“はに桁用使未　 0 。すまし力入を”

teS

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

F B/A 1P 1P 1P 1P 1P 1P 1P 1P

11 21 31 41 51 61 71 81 91 02

1P 1P 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

F B/A ；

rewsnA

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

F B/A 1P 1P 1P 1P 1P 1P 1P 1P

11 21 31 41 51 61 71 81 91 02

1P 1P 1P ；

CF OFVBUS し出み読、定設数波周の ーターメラパ
1P

（数波周 zHk1 でーダーオ 11 ）示表桁
“はに桁用使未　 0 。すまし力入を”

場たし定設を数波周いなれ切り割で数波周プッテスの在現・
。すまし正補に的動自が機線無、は合　teS

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

F C 1P 1P 1P 1P 1P 1P 1P 1P

11 21 31 41 51 61 71 81 91 02

1P 1P 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

F C ；

rewsnA

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

F C 1P 1P 1P 1P 1P 1P 1P 1P

11 21 31 41 51 61 71 81 91 02

1P 1P 1P ；

DF し出み読のターデ示表トッドのータルィフ信受 ーターメラパ
1P

定指トッピ示表トッドのータルィフ信受
　 00000000 ～ 61(DFFFFFFF 数進 )

ターデ示表トッド・ 8( 桁)を2 たし換変に数進 23 ーデのトッビ
、がトッビ各のタ　 03 のトッドるあ FFO/NO まいてし応対に

がトッビるす応対ばれいてし灯点がトッド。す　 NO 、りなに
ばれいてし灯消　 FFO 位下（。すまりなに 2 るす応対はトッビ

に常でのい無がトッド　 FFO ）。すまりなと
　 23 のターデのトッビ BSM 、し応対にトッドの端左が BSL か
ら　 3 。すまいてし応対にトッドの端右が目トッビ

teS

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

F D ；

rewsnA

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

F D 1P 1P 1P 1P 1P 1P 1P 1P

11 21 31 41 51 61 71 81 91 02

；

TF/RF を信受、信送 AOFV 、 BOFV 、 HC.M 、 LLAC るす定設にどな
2( 、は目桁 RF はきとの R、 TF はきとの T 。すで )

ーターメラパ
1P
0： AOFV
1： BOFV
2： HC.M
3： LLAC

・ RF ンョシクンァフ信送び及ンョシクンァフ信受でドンマコ
、し示指を）スクッレプンシ（ TF シクンァフ信送でドンマコ

。すまし示指をンョ　
ーターメラパ・ =1P はきとの３ LLAC 。すましとルネンャチ RF

びよお　 TF 設のてし対に側ドンバルーロトンコ、はドンマコ
。すまし作動てしとドンマコし出み読はたま定　

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

F T/R 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

F T/R ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

F T/R 1P ；
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SF ENIF し出み読、定設の能機 ーターメラパ
1P
0： ENIF 能機 FFO
1： ENIF 能機 NO

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

F S 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

F S ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

F S 1P ；

WF し出み読、定設の幅ータルイフ信受 ーターメラパ
1P

0000 ～ 9999 位単（ zH= ）
WC ： 05 、 08 、 001 、 051 、 002 、 003 、 004 、 005 、 006 、
　　　 0001 、 0002
KSF ： 052 、 005 、 0001 、 0051

　 MA/MF ： =0000 、ーロナ =1000 ドイワ

・ BSS 。んせま来出は定設でのるなとンーュチプーロスは時

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

F W 1P 1P 1P 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

F W ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

F W 1P 1P 1P 1P ；

TG CGA し出み読、定設の数定時 ーターメラパ
1P

FFO=000
)nim(100 ～ )xam(020

・ MF 。んせま来出定設はでドーモ
　 MF スーペスは数定時のでドンマコ答応のでドーモ 3 トイバ

。すまれさ答応が　

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

G T 1P 1P 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

G T ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

G T 1P 1P 1P ；

DI のめたるす識認をトッセ .oNLEDOM し出み読 ーターメラパ
1P

　 910 ： 0002ST

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

I D ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

I D 1P 1P 1P ；

FI す出み読を態状のトッセ ーターメラパ
1P を数波周示表： zHk1 でーダーオ 11 示表桁

：例　　 zHM571.41=00057141000
2P スーペス：
3P ： TIX/TIR を±と数波周 zH1 でーダーオ 5 ーペスは＋示表桁

＋：例。可用代もでス　　 zHk23.5=0235
4P ： FFOTIR=0 、 NOTIR=1
5P ： FFOTIX=0 、 NOTIX=1
6P 、 7P ルネンャチ、定指クンバ： CM(.oN ーメラパドンマコ

照参タ　　　　　 )
8P ： XR=0 、 XT=1
9P ドーモ： DM( 照参ターメラパドンマコ )
01P ンョシクンァフ： TF/RF( 照参ターメラパドンマコ )
11P 態状ンャキス： CS( 照参ターメラパドンマコ )
21P 態状トッリプス： PS( 照参ターメラパドンマコ )
31P ： FFO=0 、 ENOT=1 、 SSCTC=2 、 SCD=3
41P ： 10 ～ ENOT93 号番 NT( 照参ターメラパドンマコ )
51P （トッセフオ： SO ）照参ターメラパドンマコ

のドンバ・ブサ、しだた。すまし返を報情の側ドンバ作操・
。すまし視無は報情な係関無にドンバ・ブサ、はきと　

　　　　　　　　　

teS

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

I F ；

rewsnA

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

I F 1P 1P 1P 1P 1P 1P 1P 1P

11 21 31 41 51 61 71 81 91 02

1P 1P 1P 2P 2P 2P 2P 2P 3P 3P

12 22 32 42 52 62 72 82 92 03

3P 3P 3P 4P 5P 6P 7P 7P 8P 9P

13 23 33 43 53 63 73 83 93 04

01P 11P 21P 31P 41P 41P 51P ；
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SI FI し出み読、定設のトフシ ーターメラパ
1P

スーペス
2P

　 WC きとのドーモ 0040 ～ 05(0001 み刻 )

・ MF/MA/BSS きで定設でのるなとンーュチプーロスはドーモ
。んせま　

・ KSF 。んせまきで定設でのい無がえ替り切トフシはドーモ
。すまりなにーラエとるす定設を±に向方トフシ・

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

I S 1P 2P 2P 2P 2P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

I S ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

I S 1P 2P 2P 2P 2P ；

SK YK し出み読、定設のドーピスグンイーキるよにドンマコ ーターメラパ
1P

)nim(010 ～ )xam(060 ［ MPW ］

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

K S 1P 1P 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

K S ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

K S 1P 1P 1P ；

YK るすグンイーキてし換変にドーコスルーモを字文たれさ力入 ーターメラパ
1P

。すまし力入をスーペスず必はでドンマコ定設　
はでドンマコ答応　 0 はたま 1 。すまし力入を

0 り有き空ァフッバ：
　1 し無き空ァフッバ：
2P

ＺＹＸＷＶＵＴＳＲＱＰＯＮＭＬＫＪＩＨＧＦＥＤＣＢＡ　
。すまし力入で号記の下以び及９８７６５４３２１０　

（＿ ecapsdrow （’、） noitatouqelgnis （”、） elbuod 　
　 noitatouq （（、） sisehtnerap （）、） sisehtnerap 　　、）

（＊　 ksiretsa （＋、） ngissulp （、、） ammoc 　　ー、）
（ ngissunim 、） .（ doirep （／、） hsals （：、） noloc 　、）

（＝　 lauqe （？、） noitseuq ）

は定設・ 82 入をスーペスは分足不の字文。すで長定固の字文
変にドーコスルーモはスーペス、しだた。いさだくてし力　

、し意用をァフッバに部内。んせまれさ換　 42 文の上以字文
。すまいてし応対もに章　

teS

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

K Y 1P 2P 2P 2P 2P 2P 2P 2P

11 21 31 41 51 61 71 81 91 02

2P 2P 2P 2P 2P 2P 2P 2P 2P 2P

12 22 32 42 52 62 72 82 92 03

2P 2P 2P 2P 2P 2P 2P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

K Y ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

K Y 1P ；

KL し出み読、定設の態状クッロ ーターメラパ
1P
0 ルネパ体本： FFOKCOL
1 ルネパ体本： NOKCOL.F
2 ルネパ体本： NOKCOL.A
2P
0 ーラーロトンコルビーモ： FFOKCOL
1 ーラーロトンコルビーモ： NOKCOL

　

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

L K 1P 2P ；

daeR

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

L K ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

L K 1P 2P ；

ML URD し出み読、定設態状音録の－ヤーキクッニロトクレエ、 ーターメラパ
1P
0 ）みのドンマコ定設（止停音録：
0 時音録非：
1： hc1 示指、態状音録
2： hc2 示指、態状音録
3： hc3 示指、態状音録

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

L M 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

L M ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

L M 1P ；
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TL ENUTKCOLOTUA し出み読、定設の能機 ーターメラパ
1P
0： TLA 　能機 FFO
1： TLA 　能機 NO

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

L T 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

L T ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

L T 1P ；

CM し出み読、定設のルネンャチ・ーリモメ ーターメラパ
1P

し無クンバ：）スーペス（＿
0～9 クンバ： .oN
2P
00 ～ 99 ルネンャチ：字数の .oN

ルネンャチーリモメ・ 99.oN 、０クンバを下以 991 　バを下以
、１クン　 992 。すまし定設てしと２クンバを下以

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

M C 1P 2P 2P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

M C ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

M C 1P 2P 2P ；

DM し出み読、定設のドーモ ーターメラパ
1P
0 用使未：

　1： BSL
2： BSU
3： WC
4： MF
5： MA
6： KSF
7： R-WC
8 用使未：
9： R-KSF

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

M D 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

M D ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

M D 1P ；

FM ーュニメ B/A し出み読、定設の ーターメラパ
1P
0 ーュニメ： A
1 ーュニメ： B

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

M F 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

M F ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

M F 1P ；

GM CIM し出み読、定設のンイゲ ーターメラパ
1P

)nim(000 ～ )xam(001

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

M G 1P 1P 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

M G ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

M G 1P 1P 1P ；

LM し出み読、定設のルベレータニモ信送 ーターメラパ
1P
000 ータニモ信送： FFO

)nim(100 ～ )xam(900
teS

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

M L 1P 1P 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

M L ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

M L 1P 1P 1P ；
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UM し出み読、定設のプールグ・ーリモメ ーターメラパ
1P プールグ： 0の FFO/NO 。 (FFO=0 択選非 )、 (NO=1 択選 )
2P プールグ： 1の FFO/NO 。 (FFO=0 択選非 )、 (NO=1 択選 )
3P プールグ： 2の FFO/NO 。 (FFO=0 択選非 )、 (NO=1 択選 )
4P プールグ： 3の FFO/NO 。 (FFO=0 択選非 )、 (NO=1 択選 )
5P プールグ： 4の FFO/NO 。 (FFO=0 択選非 )、 (NO=1 択選 )
6P プールグ： 5の FFO/NO 。 (FFO=0 択選非 )、 (NO=1 択選 )
7P プールグ： 6の FFO/NO 。 (FFO=0 択選非 )、 (NO=1 択選 )
8P プールグ： 7の FFO/NO 。 (FFO=0 択選非 )、 (NO=1 択選 )
9P プールグ： 8の FFO/NO 。 (FFO=0 択選非 )、 (NO=1 択選 )
01P プールグ： 9の FFO/NO 。 (FFO=0 択選非 )、 (NO=1 択選 )

はでドンマコ定設・ 1～9 きとの NO 。すまりなと

teS

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

M U 1P 2P 3P 4P 5P 6P 7P 8P

11 21 31 41 51 61 71 81 91 02

9P 01P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

M U ；

rewsnA

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

M U 1P 2P 3P 4P 5P 6P 7P 8P

11 21 31 41 51 61 71 81 91 02

9P 01P ；

RM し出み読のルネンャチ・ーリモメ ーターメラパ
1P 。定指トッリプス： XR=0 、 XT=1
2P 、 3P 号番ルネンャチ。定指クンバ： CM( 照参ドンマコ )
4P を数波周： zHk1 。力入を０は桁用使未。示表でーダーオ
5P 。ドーモ： DM( ）照参ドンマコ
6P ： =0 トウアクッロ FFO 、 =1 トウアクッロ NO
7P ： FFO=0 、 ENOT=1 、 SSCTC=2 、 SCD=3
8P ： ENOT 数波周 NT( ）照参ドンマコ
9P ： SSCTC 数波周 NC( 照参ドンマコ )
01P ： SCD ドーコ CQ( 照参ドンマコ )
11P 報情スーバリ：
21P 報情トフシ： SO( 照参ドンマコ )
31P 報情トッセフオ： FO( 照参ドンマコ )
41P プッテス： TS( 照参ドンマコ )
51P （プールグーリモメ： 0～9 ）すまれさ示で
61P 大最。ムーネーリモメ： 8 。すで長変可のトイバ

、はきとのルネンャチき空がルネンャチーリモメたし定指・
て全　 0 。すまし返を

号番ルネンャチーリモメ・ 99 クンバを下以 0、 991 ンバを下以
ク　 1、 992 クンバを下以 2 。すまし定設てしと

　 003 るいてれさ示表とるす定指を LLAC がターデルネンャチ
きとのこ。すまれさ定設　 51P 。すまりなと定不は

　　　　　　　　　

teS

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

M R 1P 2P 3P 3P ；

rewsnA

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

M R 1P 2P 3P 3P 4P 4P 4P 4P

11 21 31 41 51 61 71 81 91 02

4P 4P 4P 4P 4P 4P 4P 5P 6P 7P

12 22 32 42 52 62 72 82 92 03

8P 8P 9P 9P 01P 01P 01P 11P 21P 31P

13 23 33 43 53 63 73 83 93 04

31P 31P 31P 31P 31P 31P 31P 31P 41P 41P

14 24 34 44 54 64 74 84 94 05

51P 61P 61P 61P 61P 61P 61P 61P 61P ；

WM み込き書のルネンャチ・ーリモメ ーターメラパ
1P ： =0 　　信受 =1 信送

合場るいてれさ定設がルネンャチ定指間区、しだた　　　
、は　　　 0 、値定指の数波周限下が 1 値定指の数波周限上が

。すまりなと　　　
2P 、 3P 号番ルネンャチ。定指クンバ： CM( ）照参ドンマコ
4P を数波周： zHk1 。力入を０は桁用使未。示表でーダーオ
5P 。ドーモ： DM( ）照参ドンマコ
6P ： =0 トウアクッロ FFO 、 =1 トウアクッロ NO
7P ： FFO=0 、 ENOT=1 、 SSCTC=2 、 SCD=3
8P ： ENOT 数波周 NT( ）照参ドンマコ
9P ： SSCTC 数波周 NC( 照参ドンマコ )
01P ： SCD ドーコ CQ( 照参ドンマコ )
11P 報情スーバリ：
21P 報情トフシ： SO( 照参ドンマコ )
31P 数波周トッセフオ： FO( 照参ドンマコ )
41P プッテス： TS( 照参ドンマコ )
51P （プールグーリモメ： 0～9 ）すまし定指で
61P 大最。ムーネーリモメ： 7 。すで長変可のトイバ

きとるすにルネンャチき空をルネンャチーリモメたし定指・
て全、は　 0 。すまり送を

号番ルネンャチーリモメ・ 99 クンバを下以 0、 991 ンバを下以
ク　 1、 992 クンバを下以 2 。すまし定設てしと

teS

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

M W 1P 2P 3P 3P 4P 4P 4P 4P

11 21 31 41 51 61 71 81 91 02

4P 4P 4P 4P 4P 4P 4P 5P 6P 7P

12 22 32 42 52 62 72 82 92 03

8P 8P 9P 9P 01P 01P 01P 11P 21P 31P

13 23 33 43 53 63 73 83 93 04

31P 31P 31P 31P 31P 31P 31P 31P 41P 41P

14 24 34 44 54 64 74 84 94 05

51P 61P 61P 61P 61P 61P 61P 61P 61P ；

daeR

rewsnA
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BN し出み読、定設のーカンラブズイノ ーターメラパ
1P
0： FFOBN
1： NOBN

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

N B 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

N B ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

N B 1P ；

LN し出み読、定設のルベレーカンラブズイノ ーターメラパ
1P

)nim(100 ～ )xam(010

理処ズイタンオク・
　 000 ～ 100 ルベレ、は 1 。るなと
　 010 ～ 999 ルベレ、は 01 。るなと

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

N L 1P 1P 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

N L ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

N L 1P 1P 1P ；

RN し出み読、定設のンョシクダリズイノ ーターメラパ
1P
0： FFORN
1： (1RN サンハンエンイラ NO)
2： NO)CAPS(2RNteS

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

N R 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

N R ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

N R 1P ；

TN し出み読、定設のータルィフチッノ ーターメラパ
1P
0： FFOHCTONOTUA
1： NOHCTONOTUA

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

N T 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

N T ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

N T 1P ；

FO し出み読、定設の数波周トッセフオ ーターメラパ
1P
0～ 000059950 で囲範の 00005 。すまりなと力入のプッテス

teS

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

O F 1P 1P 1P 1P 1P 1P 1P 1P

11 21 31 41 51 61 71 81 91 02

1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

O F ；

rewsnA

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

O F 1P 1P 1P 1P 1P 1P 1P 1P

11 21 31 41 51 61 71 81 91 02

1P ；
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SO し出み読、定設のトッセフオ ーターメラパ
1P
0： XELPMIS
1 （＋： Dro ーA）
2 （ー： Dro ーB）

・ MF 。すで能可定設みの時ドーモ TILPS 　せまきで定設は時
。ん　

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

O S 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

O S ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

O S 1P ；

AP し出み読、定設のプンアリプ ーターメラパ
1P
0 プンアリプ： FFO
1 プンアリプ： NO
2P
0 プンアリプ）ブサ（： FFO
1 プンアリプ）ンイメ（： NO

のドンマコ定設※　 1P 。すまりなと定設の側ドンバ作操は
　　時同、ばれあでドンバじ同がドンバ・ブサ、ンイメ※　

に　　 FFO/NO 。すまし

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

P A 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

P A ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

P A 1P ；

BP URD し出み読、定設の態状生再の－ヤーキクッニロトクレエ、 ーターメラパ
1P
0 ）止停生再はでドンマコ定設（時生再非：
1： hc1 示指、態状生再
2： hc2 示指、態状生再
3： hc3 示指、態状生再

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

P B 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

P B ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

P B 1P ；

CP し出み読、定設の力出信送 ーターメラパ
1P

W001 プイタ
　 500 ～ 001 、1 プッテス FH( ～ zHM441 の帯 MA 外以ドーモ )
　 500 ～ 520 、1 プッテス FH( ～ zHM441 の帯 MA ドーモ )
　 500 ～ 050 、1 プッテス zHM034( の帯 MA 外以ドーモ )
　 500 ～ 310 、1 プッテス zHM034( の帯 MA はドーモ 310 　で

　　　　　　　　　　　　 W5.21 定設 )
　 W05 プイタ
　 500 ～ 050 、1 プッテス FH( ～ zHM034 の帯 MA 外以ドーモ )
　 MA はドーモ W001 。すでじ同とプイタ
　 W02 プイタ
　 100 ～ 010 、1 プッテス FH( の帯 MA 外以ドーモ )
　 100 ～ 020 、1 プッテス 05( ～ zHM034 の帯 MA 外以ドーモ )
　 100 ～ 500 、1 プッテス FH( ～帯 zHM034 の帯 MA ドーモ )
　 zHM0021 ）通共プイタ全（帯
　 100 ～ 010 、1 プッテス MA( 外以ドーモ )
　 100 ～ 300 、1 プッテス MA( はドーモ 300 で W5.2 定設 )
　 zHM441 で 150CP もてし力入をドンマコの上以 W05 りなに

。すま　

teS

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

P C 1P 1P 1P ；

daeR

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

P C ；

rewsnA

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

P C 1P 1P 1P ；

IO す出み読を態状のドンバ作操非 ーターメラパ
1P “は桁用使未、数波周： 0 すまし力入を”
2P ： PETS 数波周
3P ： TIX/TIR 、数波周 5 　±、長定固トイバ 9999 は時スラプ、

スーペス　　
4P ：0／1 、字数の FFOTIR=0 、 NOTIR=1
5P ：0／1 、字数の FFOTIX=0 、 NOTIX=1
6P 、 7P ルネンャチ、定指クンバ： CM(.oN 　メラパドンマコ

照参ーター　　 )
8P ：0／1 、字数の XR=0 、 XT=1
9P ドーモ： DM( 照参ターメラパドンマコ )
01P ンョシクンァフ： RF( ／ TF 照参ーターメラパドンマコ )
11P 態状ンャキス： CS( 照参ーターメラパドンマコ )
21P 態状トッリプス： PS( 照参ーターメラパドンマコ )
31P ：0～3 、字数の FFO=0 、 ENOT=1 、 SSCTC=2 、 SCD=3
41P ： ENOT 数波周 NT( 照参ーターメラパドンマコ )
51P （報情トフシ： SO ）照参ーターメラパドンマコ

ーターメラパ 2P を4 ーターメラパ、トイバ 3P を6 ましとトイバ
。す

ーターメラパ 2P （ PETS びよお）数波周 51P は）報情トフシ（
。すまし返を報情の側ドンバ作操。すましとクンラブ

報情な係関無にドンバ・ブサはきとのドンバ・ブサ、しだた
。すまし視無は

　　　　　　　　　

teS

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

O I ；

rewsnA

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

O I 1P 1P 1P 1P 1P 1P 1P 1P

11 21 31 41 51 61 71 81 91 02

1P 1P 1P 2P 2P 2P 2P 2P 3P 3P

12 22 32 42 52 62 72 82 92 03

3P 3P 3P 4P 5P 6P 7P 7P 8P 9P

13 23 33 43 53 63 73 83 93 04

01P 11P 21P 31P 41P 41P 51P ；
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IP MP 録登のへ ーターメラパ
1P
1～5 ）号番ルネンャチ（

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

P I 1P ；

daeR

rewsnA

KP し出み読の報情ータスラクトッケパ 意注
。すまれさ用使にみの時答応のンョシーメォフンイトーオ　
し信受くし新をターデのタスラクトッケパはドンマコ答応　

。すまれさ力出きとた　

ーターメラパ
1P

（数波周　 11 はトッマーォフ、）桁 BF/AF 。すで様同と
2P

（ンイサルーコ　 21 ）桁
が列字文、しとめ詰先　 21 ンラブをり残はきといなた満に桁

。すましとク　
3P

（トンメコ　 02 ）桁
が列字文、しとめ詰先　 02 ンラブをり残はきといなた満に桁

。すましとク　
4P

（刻時　 5 ）桁

teS

daeR

rewsnA

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

P K 1P 1P 1P 1P 1P 1P 1P 1P

11 21 31 41 51 61 71 81 91 02

1P 1P 1P 2P 2P 2P 2P 2P 2P 2P

12 22 32 42 52 62 72 82 92 03

2P 2P 2P 2P 2P 3P 3P 3P 3P 3P

13 23 33 43 53 63 73 83 93 04

3P 3P 3P 3P 3P 3P 3P 3P 3P 3P

14 24 34 44 54 64 74 84 94 05

3P 3P 3P 3P 3P 4P 4P 4P 4P 4P

15

；

LP し出み読、定設のルベレ力出入ーサッセロプチーピス ーターメラパ
1P

ルベレ力入　
)nim(000 ～ )xam(001

2P
ルベレ力出　
)nim(000 ～ )xam(001

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

P L 1P 1P 1P 2P 2P 2P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

P L ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

P L 1P 1P 1P 2P 2P 2P ；

MP MP し出み読の ーターメラパ
1P
0： FFOMP
1～5 （号番ルネンャチ： 1～5）

。すまし出み読てし用使をドンマコな要必、はターデ示表・

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

P M 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

P M ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

P M 1P ；

RP ーサッセロプチーピス FFO/NO し出み読、定設 ーターメラパ
1P
0 サッセロプチーピス： FFO
1 サッセロプチーピス： NO

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

P R 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

P R ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

P R 1P ；



120

パソコンコントロール

SP の源電 FFO/NO し出み読、定設 ーターメラパ
1P
0 源電： FFO
1 源電： NO

面ルネパ・ REWOP 源電るよにチッイス FFO 　まし作動も時
、しだた。す　 NOREWOP （ドンマコ ;1SP ミダに前力出）

。すまりあが要必るす力出をターデー　

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

P S 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

P S ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

P S 1P ；

CQ SCD し出み読、定設のドーコ ーターメラパ
1P
000 ～ 301 （ SCD ）ドーコ

　 630:500,230:400,130:300,620:200,520:100,320:000
　 560:110,450:010,350:900,150:800,740:700,340:600
　 511:710,411:610,470:510,370:410,270:310,170:210
　 431:320,231:220,131:120,521:020,221:910,611:810
　 261:920,651:820,551:720,251:620,541:520,341:420
　 322:530,212:430,502:330,471:230,271:130,561:030
　 642:140,542:040,442:930,342:830,622:730,522:630
　 562:740,362:640,162:540,552:440,252:340,152:240
　 513:350,113:250,603:150,472:050,172:940,662:840
　 153:950,643:850,343:750,233:650,133:550,523:450
　 214:560,114:460,173:360,563:260,463:160,653:060
　 644:170,544:070,234:960,134:860,324:760,314:660
　 564:770,464:670,264:570,554:470,454:370,254:270
　 625:380,325:280,615:180,605:080,305:970,664:870
　 426:980,216:880,606:780,565:680,645:580,235:480
　 466:590,266:490,456:390,236:290,136:190,726:090
　 437:101,237:001,137:990,327:890,217:790,307:690
　 457:301,347:201

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

Q C 1P 1P 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

Q C ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

Q C 1P 1P 1P ；

IQ 録登のーリモメクッイク ーターメラパ
しなーターメラパ　

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

Q I ；

daeR

rewsnA

RQ のーリモメクッイク FFO/NO み読のターデルネンャチびよお、定設
し出

ーターメラパ
1P
0 ーリモメクッイク： FFO
1 ーリモメクッイク： NO
2 号番ルネンャチ： 0～9（ FFO ）。すまれさ視無はきとの

　

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

Q R 1P 2P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

Q R ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

Q R 1P 2P ；

AR TTAFR し出み読、定設の ーターメラパ
1P
00 ： FFOTTA ）ンイメ（
10 ～ 99 ： NOTTA ）ンイメ（

2P
00 ブサ： FFOTTA
10 ～ 99 ブサ： NOTTA

に時同ばれあでドンバじ同がドンバ・ブサ、ンイメ※　 /NO
　　 FFO 。すまし

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

R A 1P 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

R A ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

R A 1P 1P ；
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CR TIR るすアリクを数波周 ーターメラパ
しなーターメラパ　

　
・　 TIR と数波周 TIX 、はトッセじ同が数波周 CR で TIX 波周

。すまれさアリクも数　　
　　 TIX/TIR が RV 　場のトッセるま決が値てっよに置位、等

、とるす行実をドンマコのこ、合　　 TIR 異と置位のミマツ
たっな　　 TIR 度再。すまりなに数波周 TIR 　こす回をミマツ

たし応対に置位の元、りよにと　　 TIR 。すまり戻に数波周

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

R C ；

daeR

rewsnA

UR/DR TIX/TIR の数波周 NWOD/PU
NACS の中 NACS し出み読びよお定設ドーピス

ーターメラパ
1P ： 00000 ～ 99999 （字数の TIX/TIR 位単：幅数波周 ZH= ）
2P ：1～9 （字数の NACS ）ドーピス

ンャキス・ FFO 、は時 TIX/TIR ラパ。すまし用使に更変数波周
は時し無ターメ　 1 有ターメラパ。すまし作動てしとプッテス

るれさ示でターメラパ、時のり　 TIX/TIR 、が数波周 UR マコ
、に向方＋は時用使ドン　 DR 定設に向方ーは時用使ドンマコ

。すまれさ　
ンャキス・ NO 出み読びよお定設のドーピスンャキス、は時

マコ答応とるす化変がドーピスンャキス。すまし用使にし　
。すまし返をドン　

　 NACS に時 ;UR;DR 。し出び呼をドーピスンャキスの在現で
　 NACS に時 DR ＊＊＊＊＊ ; のドーピスンャキスで 1 。ンウダ
　 NACS に時 UR ＊＊＊＊＊ ; のドーピスンャキスで 1 。プッア

　。んせまい問は」＊「の記上　

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

R U/D 1P 1P 1P 1P 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

R U/D ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

R U/D 2P ；

GR NIAGFR し出み読、定設の ーターメラパ
1P

)nim(000 ～ )xam(552

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

R G 1P 1P 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

R G ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

R G 1P 1P 1P ；

LR し出み読、定設のルベレンョシクダリズイノ ーターメラパ
1P

NO1RN ：時 OTUA=00 、 10 ～ =90 ルベレ果効定固
NO2RN ：時 )sm2(00 ～ )sm02(90 、 sm2 でプッテス 01 階段

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

R L 1P 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

R L ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

R L 1P 1P ；

MR し出み読値ーターメ、択選ーターメ ーターメラパ
1P

択選ーターメ
0 ）可不定設（択選非：

　1： RWS
　2： PMOC
　3： CLA
　4 用使未：
　5 用使未：
　6 用使未：
2P

。すまし示を数トッドの上示表ーターメ。値ーターメ　
0000 ～ 0300

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

R M 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

R M ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

R M 1P 2P 2P 2P 2P ；

TR TIR し出み読、定設の能機 ーターメラパ
1P
0： TIR 能機 FFO
1： TIR 能機 NO

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

R T 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

R T ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

R T 1P ；
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XT/XR 定設の態状信受送 ーターメラパ
1P
0 信送／信受のドンバ・ンイメ：
1 信送／信受のドンバ・ブサ：

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

T/R X ；

daeR

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

T/R X 1P ；

AS し出み読、定設のドーモトイラテサ ーターメラパ
1P ： =0 ドーモトイラテサ FFO 、 =1 ドーモトイラテサ NO
2P ：0～9 ）号番ルネンャチ（
3P ： =0 　サ、クンリプッアはドンバ・ンイメが示表数波周

クンリンウダはドンバ・ブ　　　
=1 　　サ、クンリンウダはドンバ・ンイメが示表数波周

クンリプッアはドンバ・ブ　　　
4P ： =0 ドンバルーロトンコがドンバ・ンイメ
　　 =1 ドンバルーロトンコがドンバ・ブサ
5P ： =0 スーレト FFO 、 =1 スーレト NO
6P ： =0 スーバリスーレト FFO ）定一が差（
　　 =1 スーバリスーレト NO ）定一が和（
7P ： HC/ITLUM え替り切作操のみまつ
　　 OFV=0 ）更変数波周（ドーモ
　　 =1 ）更変ルネンャチーリモメ（ドーモーリモメ
8P （ムーネーリモメトイラテサ： 0～8 ）長変可トイバ

・ AF はたま）数波周クンリンウダ（ BF 　波周クンリプッア（
。すまし変可を数波周でドンマコ）数　

teS

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S A 1P 2P 3P 4P 5P 6P 7P ；

daeR

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S A ；

rewsnA

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S A 1P 2P 3P 4P 5P 6P 7P 8P

11 21 31 41 51 61 71 81 91 02

8P 8P 8P 8P 8P 8P 8P ；

BS BUS 、 W-FT し出み読、定設の ーターメラパ
1P
0： FFO)W-FT(BUS
1： NO)W-FT(BUS

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S B 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S B ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S B 1P ；

CS 種各 NACS し出み読、定設の ーターメラパ
1P
0 ンャキス： FFO
1 ンャキス： NO
2： zHM ンャキス NO
3 ンャキスルアュジビ： NO
4： ENOT ンャキス NO
5： SSCTC ンャキス NO
6： SCD ンャキス NO

・ OFV はたまンャキスムラグロプは時 OFV トッセでンャキス
。るよに態状の　

・ HCM オはたまンャキスプールグ、でンャキスーリモメは時
。すまりま決りよに態状のトッセがンャキスルー　

・ LLAC は時 LLAC 。すまりなとンャキス

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S C 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S C ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S C 1P ；

DS し出み読、定設のムイタ－レィデのンイクーレブ ーターメラパ
1P

0000 ～ 0001 （ sm05 ）プッテス
0000 。すまりなとンイクーレブルフは

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S D 1P 1P 1P 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S D ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S D 1P 1P 1P 1P ；
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パソコンコントロール

LS/HS し出み読、定設の域帯ンーュチプーロス ーターメラパ
1P

・ MF/BSS の時ドーモ TUCWOL は 00 ～ 11 の 21 。すで階段
　 005:60,004:50,003:40,002:30,001:20,05:10,01:00

zH0001:11,009:01,008:90,007:80,006:70
・ MF/BSS の時ドーモ TUCHGIH は 1100 の 21 。すで階段
　 0042:50,0022:40,0002:30,0081:20,0061:10,0041:00

zH0005:11,0004:01,0043,90,0003:80,0082:70,0062:60
ーュニメ・ A05 を NO 、は時たしに BSS びよお MF の時ドーモ

　 LS/HS 。すまりわ変にうよの次が容内のドンマコ
　 LS は肢択選のドンマコ

　　　 00 ： ediWHTDIW 、 10 ： worraNHTDIW
HS は肢択選のドンマコ

　　 00 ： zH0071TFIHS 、 10 ： zH0391TFIHS
20 ： zH0612TFIHS 、 30 ： SKPTFIHS
MA の時ドーモ TUCWOL は

　　　 00 ： 01 、 10 ： 001 、 20 ： 002 、 30 ： zH005
MA の時ドーモ TUCHGIH は

　　　 00 ： 0052 、 10 ： 0003 、 20 ： 0004 、 30 ： zH0005

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S L/H 1P 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S L/H ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S L/H 1P 1P ；

IS 録登のへーリモメトイラテサ ーターメラパ
1P

（号番ルネンャチ 0～9）
2P

（ムーネーリモメトイラテサ 0～8 ）長変可のトイバ

teS

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S I 1P 2P 2P 2P 2P 2P 2P 2P

11 21 31 41 51 61 71 81 91 02

2P ；

daeR

rewsnA

MS S し出み読の値ーターメ ーターメラパ
1P

　0 ドンバ・ンイメ：
　1 ドンバ・ブサ：
　2 ドンバ・ンイメ： S ルベレチルケスターメ
　3 ドンバ・ブサ： S ルベレチルケスターメ
2P

数トッドの上示表ターメ。値ターメ　
　 0000 ～ 0300 ）ドンバ・ンイメ（
　 0000 ～ 5100 ）ドンバ・ブサ（

は時信受※　 S は時信送、ーターメ FR まりなと値のーターメ
。す　　

teS

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S M 1P ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S M 1P 2P 2P 2P 2P ；

RS トッセリのトッセ ーターメラパ
1P

　1： OFV （トッセリ B/A ）トッセリ
　2： LLUF （トッセリ B=A ）トッセリ
　　

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S R 1P ；

daeR

rewsnA

QS し出み読、定設のルベレチルケス ーターメラパ
1P
0 ドンバ・ンイメ：
1 ドンバ・ブサ：
2P
QS ：ルベレ 000 ～ 552

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S Q 1P 2P 2P 2P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S Q 1P ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S Q 1P 2P 2P 2P ；
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パソコンコントロール

SS 定設の数波周のンャキスズーポムラグロプ ーターメラパ
1P
0 定設未：
1 定設：
2 ）みのドンマコ定設（アリクルーオ：teS

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S S 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S S ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S S 1P ；

TS し出み読、定設のプッテスーダーコンエクッリク ーターメラパ
1P

KSF/WC/BSS 時ドーモ 00 ～ 30
　 00 ：1、 10 ： 5.2 、 20 ：5、 30 ： zHk01

MF/MA 時ドーモ 00 ～ 90
　 00 ：5、 10 ： 52.6 、 20 ： 01 、 30 ： 5.21 、 40 ： 51 、 50 ： 02 、
　 60 ： 52 、 70 ： 03 、 80 ： 05 、 90 ： zHk001

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S T 1P 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S T ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S T 1P 1P ；

US 設のプールグンャキスーリモメびよおプールグンャキスムラグロプ
し出み読、定

ーターメラパ
1P ： =0 、プールグンャキスムラグロプ

=1 プールグンャキスーリモメ
2P プールグ： 0 。定設の =0 、択選非 =1 択選
3P プールグ： 1 。定設の =0 、択選非 =1 択選
4P プールグ： 2 。定設の =0 、択選非 =1 択選
5P プールグ： 3 。定設の =0 、択選非 =1 択選
6P プールグ： 4 。定設の =0 、択選非 =1 択選
7P プールグ： 5 。定設の =0 、択選非 =1 択選
8P プールグ： 6 。定設の =0 、択選非 =1 択選
9P プールグ： 7 。定設の =0 、択選非 =1 択選
01P プールグ： 8 。定設の =0 、択選非 =1 択選
11P プールグ： 9 。定設の =0 、択選非 =1 択選

、はでドンマコ定設・ 2P ～ 11 は1～9 まりなと」択選「きとの
。す　

teS

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S U 1P 2P 3P 4P 5P 6P 7P 8P

11 21 31 41 51 61 71 81 91 02

9P 01P 11P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S U 1P ；

rewsnA

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S U 1P 2P 3P 4P 5P 6P 7P 8P

11 21 31 41 51 61 71 81 91 02

9P 01P 11P ；

VS （トフシーリモメ M＞V ）作動 ーターメラパ
しなーターメラパ　

　

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

S V ；

daeR

rewsnA

CT え替り切のドーモトッケパ／ドーモルーロトンコンコソパ ーターメラパ
1P

いさだくてし力入をスーペス、定指クンバ
2P
0 （ドーモトッケパ： CT ）んせまけ付け受外以ドンマコ
1 ドーモルーロトンコンコソパ：

※　 ;1CT 。すまり戻にドーモルーロトンコンコソパとつ打と

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

T C 1P 2P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

T C ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

T C 1P 2P ；
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IT CNT の DEL し出み読報情 ーターメラパ
1P

　0： k6.9 、灯消 1： k6.9 灯点
2P

　0： ATS 、灯消 1： ATS 灯点
3P

　0： NOC 、灯消 1： NOC 灯点

teS

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

T I ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

T I 1P 2P 3P ；

NT し出み読、定設の数波周ンートブサ ーターメラパ
1P
10 ～ 93 字数の

は数波周ンートブサ　 33 。いさだく覧ごをジーペ
teS

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

T N 1P 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

T N ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

T N 1P 1P ；

OT ENOT し出み読、定設の ーターメラパ
1P
0： FFOENOT
1： NOENOT

　2 「の機線無： ENOT をチッイス」 NO を作動のきとたしに
う行　　

　3 「の機線無： ENOT をチッイス」 FFO を作動のきとたしに
う行　　

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

T O 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

T O ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

T O 1P ；

ST TES-FT し出み読、定設の ーターメラパ
1P
0： FFOTES-FT
1： NOTES-FT

合場のし出み読、定設のスーバリ
スーバリ・ FFO/NO 「はドンマコ定設の ;1ST にとこる送を」

。すまりわ替り切でルグト、りよ　

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

T S 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

T S ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

T S 1P ；

DT FMTD 信送ーリモメ ーターメラパ
1P
00 ～ 90 全の 01 ルネンャチ

ーラエは合場たし定指をルネンャチいないてれさーリモメ・
。すまりなに　teS

1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

T D 1P 1P ；

daeR

rewsnA

LU LLP し出み読の態状クッロの ーターメラパ
1P

　0 態状クッロ：
　1 態状クッロンア：

・ IA が NO で LLP 。すまし返とるあが化変に態状の
teS

daeR

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

U L 1P ；
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DV XOV し出み読、定設のムイタ－レィデの ーターメラパ
1P

0000 ～ 0003 （ sm051 ）プッテス

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

V D 1P 1P 1P 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

V D ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

V D 1P 1P 1P 1P ；

GV NIAGXOV し出み読、定設の ーターメラパ
1P

XOV ：ンイゲ 000 ～ 900

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

V G 1P 1P 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

V G ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

V G 1P 1P 1P ；

RV 声発の能機成合声音 ーターメラパ
1P
1： NO1ECIOV
2： NO2ECIOV

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

V R 1P ；

daeR

rewsnA

XV XOV し出み読、定設の能機 ーターメラパ
1P
0： XOV 能機 FFO
1： XOV 能機 NO

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

V X 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

V X ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

V X 1P ；

TX TIX し出み読、定設の能機 ーターメラパ
1P
0： TIX 能機 FFO
1： TIX 能機 NO

teS
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

X T 1P ；

daeR
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

X T ；

rewsnA
1 2 3 4 5 6 7 8 9 01

X T 1P ；
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パケット通信コマンド一覧
ドンマコ

名 形略省 容内能機 囲範定設 値期初

FLOTUA UA 「し対にトスホ RC 「に後の」 FL 。すまけ付を」 FFO/NO NO

NOCAEB B 。すまし定設を隔間信送のンコービ s01 位単 RETFA/YREVE
n（0ー 052 ） 0YREVE

TXETB TB 。すまし定設を列字文るす信送てしとンコービ 951 字文 ー

ARBILAC LAC ーィテ－ュデをスーペスとクーマ %05 。すまし信送で
「Q 。すまし了終をドーモトーレブリャキとるすプイタを」 ー ー

KCEHC HC トクネコスィデらかてえ絶途がトッケパのらか手相 ( 認確在存 ) 時のでまるす
。すまし定設を間 s01 位単 0ー 052 03

TCENNOC C 。す出を求要トクネコ
llaC （ AIV ）‥‥

ルーコの局継中は‥‥）注（
ンイサ

ー

ESREVNOC VNOC
はたま K 。すまし行移にドーモスーバンコ ー ー

EMITCAPC PC もでドーモスーバンコ EMITCAP 。すましに効有を FFO/NO FFO

RC RC 「にトッケパ信送 RC 。すまし加付を」 FFO/NO NO

ENNOCSID D 。すまし信送を求要トクネコスィデ ー ー

YALPSID PSID 。すませさ示表を態状のドンマコ 字文定指スラク
（ T/M/L/I/H/C/A ） ー

TIAWD WD らかてい空がルネンャチ TTP を NO を間時のでまるすに
。すまし定設 sm01 位単 0ー 052 03

OHCE E 。すましクッバーコエ FFO/NO NO

RNRMRIF RIF RNR いなし信送でま信受ムーレフの次、時信受ムーレフ )NO( す信送再、か
る )FFO( 。すまび選をか FFO/NO FFO

WOLF F 。いなし示表をトッケパ信受、とるす始開を力入ーキ FFO/NO NO

KCARF RF 。すまし定設を間時のでまるす信送イラトリ、後信送トッケパ s1 位単 0ー 052 3

DUABH BH 。すまえ替り切を度速信通 0069/0021 0021

MOCM MOCM ムーレフのてべす I/)NO( みのムーレフ )FFO( 。すましータニモを FFO/NO FFO

NOCM CM 。すましータニモを局他に中トクネコ FFO/NO FFO

ROTINOM M 。すましータニモを信通トッケパ FFO/NO NO

TPRM RM 。すまめ含をトールトーピジィデにダッヘ FFO/NO NO

LLACYM YM すまし定設をンイサルーコの局自 6 ＋字文 DISS LLACON

NELCAP P 。すまし定設を数ターデ大最のトッケパ 0ー 552 821

EMITCAP TCAP 。すまし定設を隔間信送動自のトッケパ sm001 位単 RETFA/YREVE
n（0ー 052 ）

RETFA
01

TSISREP EP AMSCnetsisrep-P 。すまし定設を率確の式方 0ー 552 821

TSISREPP PP AMSCnetsisrep-P 。すまし定設に式方 FFO/NO NO

TESER TESER れさ化期初も容内たいてしプッアクッバ。すまし戻に値期初をターメラパ
。すま ー ー

EMITPSER SER 。すまし定設を間時延遅信送のトッケパ認確 sm001 位単 0ー 052 5
TRATSER TRATSER CNT 。すまれ入度再、り切を源電の ー ー

YRTER ER
がり通のトッケパで態状たれさトクネコ。すまし定設を数回の信送イラトリ

、に合場い悪 YRTER 送を求要トクネコび再とるなに数回定規たれさ定設で
。すまし信

0ー 51 01

CAPDNES ES 。すまし定設をドーコ字文るせさ信送をトッケパ 0 ＄ー F7 D0$
EMITTOLS LS AMSCnetsisrep-P 。すまし定設を隔間間時生発数乱の式方 0ー 052 3

ECART CART 部全と容内ジーセッメ )NO( の部一はたま )FFO( 。すまし示表をムーレフ FFO/NO FFO
SEIRT IRT 。すまし更変を容内のータンウカイラトリ 0ー 51 0

YALEDXT XT TTP を NO 。すまし定設を間時のでまるめ始し信送をターデらかてしに
sm01 位単 0ー 021 05

OTORPNU U 。すまし定設をトールトーピジィデと先り送のトッケパの時いなしトクネコ llaC （ AIV ）‥‥
ンイサルーコは‥‥）注（ QC

WOLFX X 御制ーロフトフソ )NO( 御制ーロフドーハか )FFO( 。すまし択選をか FFO/NO NO
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　定　格

様仕般一
XS/S0002-ST XV/V0002-ST

式型波電 )MA(3A,)WC(1A,)BSS(J3A
)MF(3F,)D2F(2F,)KSF(1F

式方地接 地接スナイマ

スンダーピンイナテンア 05 、囲範合整ーナーュチナテンア（Ω
9.1 ～ zHM05 帯 7.61 ～Ω 051 ）Ω

圧電源電 V8.31CD ± 51 ％

流電費消
信受 ( 時号信無 ) A6.2 下以
信送 ( 大最 ) A5.02 下以 A51 下以

囲範度温用使 － 01 ＋～℃ 05 ℃

度確数波周
52( ±℃ 2 てに℃ )

ドンバ・ンイメ
MF( く除 ) 　± mpp5.0 内以

ドンバ・ンイメ )MF( 　± mpp5.0 　± zH005 内以
ドンバ・ブサ 　± mpp5.0 　± zH006 内以

度定安数波周
(－ 01 ～℃
＋ 05 てに℃ )

ドンバ・ンイメ
MF( く除 )

52 てし対に数波周の℃
　± mpp5.0 内以

ドンバ・ンイメ )MF( 52 ±てし対に数波周の℃ mpp5.0 ± zHk2
ドンバ・ブサ 52 ±てし対に数波周の℃ mpp5.0 ± zH006

法寸 [ き行奥×さ高×幅 ]
む含を物起突は内）（

072 × 69 × mm713
（ 182 × 701 × mm173 ）

量質 約 gk8.7 （ V/S 約、） gk2.8 （ XV/XS ）

部信受

式方信受

MF 外以 式方ンイダロテヘーパースルプラドーォク
MF 式方ンイダロテヘーパースンョジーバンコルプリト

ドンバブサ 式方ンイダロテヘーパースンョジーバンコルブダ

囲範数波周信受

ドンバ・ンイメ

zHk005 ～ zHM03

zHM05 ～ zHM45

zHM441 ～ zHM641

zHM034 ～ zHM044

［ zHM0621 ～ zHM0031 ］

ドンバ・ブサ
zHM441 ～ zHM641

zHM034 ～ zHM044

数波周間中

　・ンイメ
ドンバ

第1

FH ～ zHM05 　　　　　：
　 zHM529.57/zHM580.96

zHM034/441 ： zHM598.14
［ zHM0021 ： zHM594.531 ］

第2 zHM596.01

第3 zHk554

第4 MF(zHk0.21 く除を )

　　・ブサ
ドンバ

第1 zHM525.85
第2 zHk554

度感

ンイメ
・
ドンバ

BSS
WC
KSF

zHk005 ～ zHM507.1 Bd21 μ 4( μ )V 下以
507.1 ～ zHM5.42 － Bd41 μ 2.0( μ )V 下以
5.42 ～ zHM03 － Bd81 μ 31.0( μ )V 下以
05 ～ zHM45 － Bd81 μ 31.0( μ )V 下以
441 ～ zHM641 － Bd91 μ 11.0( μ )V 下以
034 ～ zHM044 － Bd91 μ 11.0( μ )V 下以

［ 0621 ～ zHM0031 ］ － Bd91 μ 11.0( μ )V 下以

MA

zHk005 ～ zHM507.1 Bd03 μ 6.13( μ )V 下以
507.1 ～ zHM5.42 Bd6 μ 2( μ )V 下以
5.42 ～ zHM03 Bd2 μ 3.1( μ )V 下以
05 ～ zHM45 Bd2 μ 3.1( μ )V 下以
441 ～ zHM641 Bd0 μ 0.1( μ )V 下以
034 ～ zHM044 Bd0 μ 0.1( μ )V 下以

［ 0621 ～ zHM0031 ］ Bd0 μ 0.1( μ )V 下以

MF

82 ～ zHM03 － Bd31 μ 22.0( μ )V 下以
05 ～ zHM45 － Bd31 μ 22.0( μ )V 下以
441 ～ zHM641 － Bd51 μ 81.0( μ )V 下以
034 ～ zHM044 － Bd51 μ 81.0( μ )V 下以

［ 0621 ～ zHM0031 ］ － Bd51 μ 81.0( μ )V 下以

・ブサ
ドンバ

MA
441 ～ zHM641 Bd4 μ 55.1( μ )V 下以
034 ～ zHM044 Bd4 μ 55.1( μ )V 下以

MF
441 ～ zHM641 － Bd11 μ 82.0( μ )V 下以
034 ～ zHM044 － Bd11 μ 82.0( μ )V 下以

度択選
)FI(

ンイメ
・
ドンバ

BSS － zHk2.2:Bd6 上以 ,－ zHk4.4:Bd06 下以
MA － zHk0.6:Bd6 上以 ,－ zHk0.21:Bd05 下以
MF － zHk0.21:Bd6 上以 ,－ zHk0.52:Bd05 下以

MF ーロナ － zHk0.8:Bd6 上以 ,－ zHk0.02:Bd05 下以

・ブサ
ドンバ

MA － zHk0.21:Bd6 上以 ,－ zHk0.52:Bd05 下以
MF － zHk0.21:Bd6 上以 ,－ zHk0.52:Bd05 下以

比害妨ジーメイ
ドンバ・ンイメ Bd07 上以
ドンバ・ブサ Bd06 上以

第1 数波周間中
比害妨

ドンバ・ンイメ Bd07 上以
ドンバ・ブサ Bd06 上以

TIR 囲範変可 　± zHk00.02
量衰減タルィフチッノ Bd03 （上以 zHk1 ）
量衰減ルセンャキトービ Bd04 （上以 zHk1 ）

ルケス
度感チ

ンイメ
・
ドンバ

BSS
WC
KSF
MA

zHk005 ～ zHM507.1 Bd52 μ 81( μ )V 下以
8.1 ～ zHM7.82 Bd5 μ 8.1( μ )V 下以
05 ～ zHM45 Bd1 μ 1.1( μ )V 下以
441 ～ zHM641 Bd1 μ 1.1( μ )V 下以
034 ～ zHM044 Bd1 μ 1.1( μ )V 下以

［ 0621 ～ zHM0031 ］ Bd1 μ 1.1( μ )V 下以

MF

82 ～ zHM03 － Bd41 μ 2.0( μ )V 下以
05 ～ zHM45 － Bd41 μ 2.0( μ )V 下以
441 ～ zHM641 － Bd02 μ 1.0( μ )V 下以
034 ～ zHM044 － Bd02 μ 1.0( μ )V 下以

［ 0621 ～ zHM0031 ］ － Bd02 μ 1.0( μ )V 下以

・ブサ
ドンバ

MA
441 ～ zHM641 Bd1 μ 1.1( μ )V 下以
034 ～ zHM044 Bd1 μ 1.1( μ )V 下以

MF
441 ～ zHM641 － Bd51 μ 81.0( μ )V 下以
034 ～ zHM044 － Bd51 μ 81.0( μ )V 下以

（力出波周低 8Ω 01, ）時歪％ W5.1 上以
荷負波周低 4～8Ω

部信送
XS/S0002-ST XV/V0002-ST

囲範数波周信送

zHM9.1 帯 018.1 ～ zHM5219.1
zHM5.3 帯 005.3 ～ zHM575.3
zHM8.3 帯 747.3 ～ zHM508.3
zHk036,4 zHk036,4

zHM7 帯 000.7 ～ zHM001.7
zHM01 帯 001.01 ～ zHM051.01
zHM41 帯 000.41 ～ zHM053.41
zHM81 帯 860.81 ～ zHM861.81
zHM12 帯 00.12 ～ zHM54.12
zHM42 帯 098.42 ～ zHM099.42
zHM82 帯 0.82 ～ zHM7.92
zHM05 帯 05 ～ zHM45
zHM441 帯 441 ～ zHM641
zHM034 帯 034 ～ zHM044
zHM0021 帯 ［ 0621 ～ zHM0031 ］

力出信送

BSS
WC
KSF
MF

9.1 ～ 82
zHM 帯

xaM w001 w01
niM w5 w1

05
zHM 帯

xaM w001 w02
niM w5 w1

034,441
zHM 帯

xaM w05 w02
niM w5 w1

0021
zHM 帯

xaM w01 w01
niM w1 w1

MA

5.3 ～ 441
zHM 帯

xaM w52 w5
niM w5 w1

034
zHM 帯

xaM w5.21 w5
niM w5 w1

0021
zHM 帯

xaM w5.2 w5.2
niM w1 w1

式方調変
BSS 調変衡平
MF 調変スンタクアリ
MA 調変力電低

度強射発スアリプス
9.1 ～ zHM82 帯 － Bd05 下以
05 ～ zHM034 帯 － Bd06 下以

zHM0021 帯 － Bd05 下以
比圧抑波送搬 Bd05 上以

数波周調変（比圧抑帯波側要不 zHk0.1 ） Bd05 上以

（移偏数波周大最 MF ）
ドイワ 　± zHk5 下以
ーロナ 　± zHk5.2 下以

性特数波周信送 BSS 004 ～ zH0062 －で Bd6 内以
TIX 囲範変可 　± zHk00.02

スンダーピンイ力入ンホロクイマ 006 Ω

注意:

◆ JAIA（日本アマチュア無線機器工業会）で定めた測定法によります。

◆ 定格は技術開発にともない変更することがあります。



129

使用上のご注意

使用上のご注意

本機には、さまざまなフイルター、ビート除去回路等が組み
込まれています。しかし、以下のような症状が発生する可能
性がありますが故障ではありません。

送信時のスプリアス

本機には2つの独立した受信機（メイン・バンドとサブ・バ
ンド）があるため、一方のバンドで送信しながら他方のバン
ドで受信ができます。サブ・バンドの受信中に送信している
周波数との高調波関係および無線機固有の周波数関係により、
信号を受信することがありますが、故障ではありません。

内部ビート

特定の周波数でSメーターが振れるポイント（内部ビート）が
何箇所かあります。この症状はスーパーヘテロダイン受信機
回路構成上では必然的に発生します。以下の周波数ポイント
で内部ビートが発生します。

・ メイン・バンドを操作している場合：

51.  259MHz、430.151MHz、432.  209MHz、
436. 799MHz、439. 298MHz、1269. 387MHz、等

・ サブ・バンドが144. 000MHzの場合：

436. 249MHz、等

・ サブ・バンドが439. 000MHzの場合：

436. 333MHz、等

注意： サブバンドの周波数が変わったときには、内部ビートも変
化します。その場合は、サブ・バンドをOFF（動作させない）に
すると、内部ビートはなくなります。

・ サブ・バンドを操作している場合：

144. 490MHz、144.945MHz、430.150MHz、
436.210MHz、436.800MHz、等

ビジュアルスキャン

メイン・バンドとサブ・バンドの両方とも同じ144MHzバン
ドまたは430MHzバンドの周波数を設定している場合は、メ
イン・バンドで信号を受信していなくてもSメーターレベル
の目盛りが表示されることがあります。これはサブ・バンド
で発生する内部スプリアスによるものです。内部スプリアス
の周波数については、上記の「内部ビート」をご覧ください。

AGC

AGC（→p.38）をOFFにすると、受信音が歪む場合があり
ます。この場合は、RFゲインを下げるか、プリアンプをOFF
にするか、またはアッテネーターをONにしてください。通
常、AGCがOFFの場合はRFゲインは大幅に下げます。



130

索引

ABC順

1 1MHzステップ........................... 37

5 50Wパワーダウン ................... 100

7 7P DINプラグ .............................ⅳ

8 8P DINプラグ .............................ⅳ

A ACC 2コネクター .............. 1,13,87
AGC ....................................... 38
ALCメーター ............................. 19

      ALT 　 ....................................... 72
AMナロー .................................. 29
ANT 1 / ANT 2コネクター ......... 13
ANT144 / ANT 430コネクター .. 13
ANT 1.2Gコネクター ................ 13
ASC ....................................... 34

C CALLチャンネル ....................... 75
　  COMコネクター ........................ 13

COMPメーター ......................... 19
CTCSS ................................. 35,46

　  CW周波数補正 .......................... 44
CWメッセージ .......................... 43

      CWライズタイム ...................... 78

D DC13.8V ...................................... 2
DC安定化電源 ............................. 2
DCDセンス ................................ 50
DCS .................................. 36,46
DRU-3A ................................ 82,89
DSPフイルター ......................... 55
DTMF ....................................... 75

E EXT. SP1ジャック ................. 3,13
EXT.SP2ジャック .................. 3,13
EXT.CONTコネクター ......... 13,88

F FMナロー .................................. 29

G GND端子 ................................... 13

H HF RX ANT ............................... 13

I IF-232C ..................................... 85

K KEYジャック ............................. 13

L LSBモード ................................. 19

M MB-430 ...................................... 90
　  MHzステップ............................. 37
　  MHzスキャン............................. 68

MICゲイン ............................ 20,47
MICコネクター ............................ 8

N N.R.（ノイズリダクション）.. 47,56
NB(ノイズブランカー）.............. 57

N.R.1/N.R.2 ............................... 56

P PADDLEジャツク...................... 13
PFキー............................... 8,77,78
PHONESジャック ....................... 8
PWRメーター............................ 19

R REMOTEコネクター ............ 13,86
　  RFゲイン ................................... 18

RIT（受信周波数）....................... 38
RS-232Cポート ......................... 85
RTTY　 ................................ 51,86

S S (シグナル）メーター ............... 19
Sメータースケルチ ................... 78
SQL (スケルチ）......................... 19
SSBモード ................................ 19
SWR　 ........................................ 1
SWRメーター............................ 19

T TF-SET ...................................... 31
TNC ............................. 49,87,88
TXモニター ............................... 79

U USBモード ................................ 19

V VFO AとVFO B ......................... 18
VFOスキャン............................. 66
VFO周波数のコピー .................. 38
VFOモード ................................ 11
VFOリセット............................. 91
VOICE 1/VOICE 2 ................ 77,84
VOX ....................................... 39

      VS-3 .................................. 84,89

X XIT（送信周波数）　　 ................ 40

あいうえお順

あ アース端子 ................................ 13
アッテネーター ............... 47,57,73
アンテナチューナー .................. 86

い イコライザー ............................. 41
一時的な周波数の変更 .............. 65

う ウェイト比率 ............................. 42

え エレクトロニックキーヤー ....... 42
　  エンド周波数 ............................. 62

エントリー入力の発声 .............. 84

お オーディオイコライザー ........... 41
　  オートアンテナチューナー ....... 72
　  オートウェイティング .............. 42

オートシンプレックス
　　　　チェッカー.................. 34, 48

オートゼロイン ......................... 30
オートビートキャンンセル ....... 56

      オートモード ............................ 73
オートレピーターオフセット.... 34

      オートロックチューニング ....... 72
オールリセット ......................... 91

      オールロック ............................ 77
オフセット ................................ 32
オプション ................................ 95
音量の調整 ........................... 18,46

か 開局申請書の書き方 .................. 96
　  外部スピーカー ........................... 3

き キーイングスピード .................. 42
技術基準適合証明...................... 96
キャリアオペレート ............. 67,68

く クイック・メモリー .................... 64
クイック・メニュー .................... 21
グループスキャン...................... 69

こ 交信する ............................. 28～30
      コールスキャン ......................... 70

コールチャンネル...................... 75
　  コンピュータコマンドリスト.. 103

コンプレッション...................... 40
コンベンショナル...................... 41
コントラスト ............................. 75

      コントロールリレー.................. 86

さ 再生(CWモード）....................... 44
　  再生（音声）................................ 82

サイドトーン ............................. 30
      サイドトーンの音量.................. 44

サテライト運用 ......................... 53
サブバンド ................................ 45

し 時定数 ....................................... 38
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周波数の選択 ................. 19, 37, 46
周波数を直接入力する .............. 37

      周波数を早く変える.................. 37
周波数ロック ............................. 77

      受信イコライザー ..................... 78
受信フィルター ......................... 55

　  受信ピッチ周波数...................... 30
      受信モニター ............................ 77

照明 ....................................... 75
シンプレックスチャンネル ....... 58

す スキャン .............................. 47, 66
      スキャン再開 ............................ 68

スキャンスピード...................... 67
スキャンホールド...................... 68
スクロール ................................ 59
スケルチ .............................. 19, 46

      スタート/エンド周波数 ............. 62
　  ストップビット ......................... 81

スピーカー出力 ......................... 78
スピーチプロセッサー .............. 40

      スプリット運用 ................... 31, 60
      スプリットチャンネル .............. 59

スプリット転送 ......................... 80
スロースキャンテレビ .............. 52

　
せ セミブレークイン...................... 42

全チャンネルのスキャン ........... 68

そ 操作バンド ................................ 45
送信バンドパスフイルター ....... 41
送信機系統図 ............................. 98
送信禁止 .................................... 41
送信出力 ........................ 20, 47, 80

　  送信モニター ............................. 79
送信バンド ................................ 45

た 帯域幅の変更 ............................. 55
タイムアウトタイマー .............. 79
タイムオペレート................ 67, 68

ち チャンネルスキャン .................. 68

つ 通信速度 .................................... 81

て ディスプレイ ............................. 75
ディレイタイム ......................... 39
定格 ..................................... 128
データ転送 ................................ 80
電源コネクター ......................... 13
電源を入れる ............................. 18

　  デュアルワッチ ......................... 47

と トランスバーター...................... 79
　  トラブルシューティング ........... 92
　  トーンの送信 ....................... 33, 48
　  トーン周波数 ....................... 33, 34

な  内蔵TNC ................................... 49
　  ナロー・ワイド切替え(FM) ......... 29

ナロー・ワイド切替え(AM) ........ 29

内蔵エレクトロニックキーヤー .. 3

の ノイズブランカー...................... 57
ノイズリダクション ............ 47, 56

　  ノッチフイルター...................... 56

は バースト .................................... 33
ハイカット周波数...................... 55
ハイブースト ............................. 41
バグキー .................................... 42
パケットクラスター

チューニング ....................... 53
パケットフィルター .................. 50
パケット通信 ............................. 49
パケット通信コマンド一覧 ..... 127
バスブースト ............................. 41

　  パソコン .................................... 85
パソコン・コントロール........... 101
パフォーマンスモード .............. 94

　  パワーダウン（→50W）............ 100
　  バンドの選択 ............................. 46
　  バンドパスフイルター .............. 41

ひ ピークホールド ......................... 19
ビートキャンセル...................... 56
ビープ機能 ................................ 74

　  ヒステリシスタイマー .............. 79
　  ビジュアルスキャン .................. 70

非常連絡設定用周波数 .............. 30
微調整(FINE) ............................. 38

　  ヒューズ ...............................ⅳ, 94

ふ ファインチューニング機能 ....... 38
ファクシミリ ............................. 52

　  フィルター帯域幅...................... 55
フォルマントパス...................... 41

　  プリアンプ .......................... 47, 57
プリセットチューニング ........... 73
フルブレークイン...................... 42
プログラマブルファンクション
　キー（PF）..................... 8, 77, 78
プログラム・スキャン ................ 67

へ ヘッドホン .................................. 3

ほ 保証認定 .................................... 96
　  補助足　 ...................................... 2
ま マイクゲイン ....................... 20, 47

マニュアルビートキャンセル.... 56

め メーター .............................. 19, 46
      メッセージ再生 ................... 44, 82

メニュー ........................ 21, 22, 26
メモリーの変換 ......................... 61

      メモリーグループ ..................... 64
メモリースキャン...................... 68
メモリースクロール .................. 60
メモリーチャンネル .................. 58

     メモリーチャンネルの名前 ........ 63
     メモリーチャンネルの消去 ........ 62

メモリーチャンネルの

　　　　　　　ロックアウト ......... 62

も モニター .................................... 77
　  モードの選択 ....................... 19, 46

モービルマウンティング
　ブラケット ............................. 90

り リセット .................................... 91
リニアアンプ ....................... 86, 88

　  リバース .............................. 34, 47

れ レピーター ................................ 32

ろ ローカット周波数...................... 55
録音（CW）.................................. 43
録音（音声）................................ 82
ロック機能 ................................ 77

スイッチ・つまみ・ディスプレイ表示の
検索は下記のページをご覧ください。

スイッチ・つまみ .................. 4～12
ディスプレイ表示 .................... 14～17



●商品に関するお問い合わせは、カスタマーサポートセンターをご

利用ください。

電話 (03) 3477 - 5335

●アフターサービスのお問い合わせは、お買い上げの販売店、また

は最寄りのケンウッド・サービスセンターにご相談ください。

(別紙“ケンウッド全国サービス網”をご参照ください。)

 東京都渋谷区道玄坂1 - 14 - 6　〒150-8501

便利メモ
お買上げ店

   TEL                   (                  )

保証とアフターサービス（よくお読みください。）

【保証書（別添）】
この製品には、保証書を（別途）添付しております。保証書は、必ず「お買い上げ日・販売店名」等の記入をお確かめ上、販売店
から受け取っていただき、内容をよくお読みの後、大切に保管してください。
【保証期間】
保証期間は、お買い上げの日より1年間です。
【補修用部品の最低保有期限】
ケンウッドはこのTS-2000S/TS-2000SX/TS-2000V/TS-2000VXの補修用部品を、製造打ち切り後、最低8年保有しています。
修理に関するご相談ならびにご不明な点は、お買い上げの販売店またはケンウッドのサービスセンター、営業所へお問い合わせく
ださい。（お問い合わせ先は、添付の“ケンウッド全国サービス網”をご覧ください。）

修理を依頼されるときは

91ページの“故障かな？と思ったら”に従って調べていただき、なお異常のあるときは、ご使用を中止し、ケンウッドのサービス
センターへお問い合わせください。
修理に出された場合、設定されたデータが消去される場合がありますので、別途お客様御自身でお控え下さいますようお願いいた
します。また、本機の故障、誤動作、不具合等によって通話などの利用の機会を逸したために発生した損害などの付随的損害につ
きましては、ケンウッドは一切その責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。
【保証期間中は】
正常な使用状態で故障が生じた場合、保証書の規定に従って、お買い上げの販売店またはケンウッドのサービスセンター、営業所
が修理させていただきます。修理に際しましては、保証書をご提示ください。
【保証期間が過ぎているときは】
修理をして使用できる場合には、ご希望により有料で修理させていただきます。
持込修理
この製品は持込修理とさせていただきます。修理をご依頼のときは、製品名、製造番号、お買い上げ日、故障の状況（できるだけ
具体的に）、ご住所、お名前、電話番号をお知らせください。

【修理料金の仕組み】
（有料修理の場合は、次の料金をいただきます。）
技術料：
故障した製品を正常に修復するための料金です。技術
者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、一般管
理費等が含まれます。
部品代：
修理に使用した部品代です。その他修理に付帯する部
材等を含む場合もあります。

電波を発射する前に
アマチュア局は、自局の発射する電波が、テレビやラジオの受信に障害を与えたり、障害を受けているとの連絡を受けた場合は、た
だちに電波の発射を中止し障害の有無や程度を確認してください。
参考　無線局運用規則　第９条　アマチュア局の運用第258条
アマチュア局は、自局の発射する電波が他の無線局の運用又は放送の受信に支障を与え、若しくは与えるおそれがあるときは、すみ
やかに当該周波数による電波の発射を中止しなければならない。以下省略
障害が自局の電波によるものと確認された場合、無線機、アンテナ系を点検し障害に応じて当社サービス窓口やお買いあげの販売店
などに相談するなどして、適切な処置を行なってください。
受信側に原因がある場合、障害対策は単に技術的な問題に止まらず、ご近所付き合いなどで、むずかしい場合もあります。
日本アマチュア無線機器工業会（JAIA）及び（社）日本アマチュア無線連盟（JARL）では電波障害の対策と防止についての相談窓口
を開設しておりますので、対策にお困りの場合はご相談ください。

日本アマチュア無線機器工業会（JAIA）
　　〒170-0002　東京都豊島区巣鴨1-10-5　第2川端ビル
　　TEL　03-3944-8611

（社）日本アマチュア無線連盟（JARL）
　　〒170-8073　東京都豊島区巣鴨1-14-5
　　TEL　03-5395-3122
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